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護
家
）
十
一
世
。
咸
豊
六
年
に
進
貢
の
都
通
事
を
務
め
、
同
十
一
年
久
米

村
長
史
に
任
じ
ら
れ
る
。
同
治
二
年
に
接
貢
船
の
都
通
事
を
務
め
る
。
同

治
三
年
正
議
大
夫
、
同
五
年
に
は
紫
金
大
夫
に
陞
る
。
嘉
慶
十
三
年
に
家

督
を
継
い
で
名
護
間
切
総
地
頭
職
と
な
る
（『
家
譜
（
二
）』
五
六
五
頁
）。

（
2
）
引
駕　

曳
航
す
る
。

（
3
）
哀
請　

必
死
で
訴
え
る
。
懇
願
す
る
。

（
4
）
去
向　

行
方
。

2-199-12
　
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
よ
り
福
建
布
政
使
司
あ
て
、
総
督
・
巡
撫
か

ら
要
求
さ
れ
た
鋳
銭
用
の
銅
材
を
調
達
し
、
琉
球
国
の
誠
意
表
明
の
た

め
献
上
す
る
旨
の
咨
文
（
咸
豊
七
《
一
八
五
七
》、
八
、
二
）

琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）、
銅
觔
を
奉

（
（（

納
し
て
以
て
芹
私
を
表
わ
す

事
の
為
に
す
。

咸
豊
七
年
六
月
十
八
日
、
閩
に
在
る
の
存
留
通
事
の
鄭
宏
猷
の
報
に
拠
る

に
称
す
ら
く
「
海
防
庁
の
暁
諭
を
奉
じ
た
る
に
、
今
、
閩
省
に
は
銅
銭
、
欠

（
（（

少
す
。
所
有
の
鉄
銭
は
他
省
と
は
通
用
す
る
を
得
ざ
れ
ば
、
必か
な
ら須
ず
旧
に
仍よ

り
て
銅
銭
に
鼓

（
（（

鋳
し
て
以
て
其
の
用

（
（（

に
備
う
べ
し
。
但
だ
、
別
に
銅
觔
の

求
む
べ
き
無
し
。
琉
球
に
如
し
購
う
べ
き
も
の
有
ら
ば
、
応
に
進
・
接
貢
船

の
閩
に
入
る
の
時
に
於
て
帯
来
し
て
奉

（
（（

売
す
れ
ば
可
な
る
べ
し
。
事
は
督撫
両

院
の
憲

（
（（

令
に
係
る
、
等
の
因
あ
り
。
再
三
、
伝

（
（（

訳
通
事
に
飭

（
（（

諭
し
猷
に
到

る
。
此
れ
を
奉
け
た
り
。

随
い
で
貢
使
・
員
役
等
と
与
に
相
い
議
し
、
経
に
銅
觔
を
求
め
難
き
の
情

由
を
陳
べ
、
伝
訳
通
事
を
し
て
請

（
（（

辞
せ
し
む
。
理
と
し
て
合
に
報
明
す
べ

し
」
等
の
情
あ
り
。
国
に
到
る
。
此
れ
を
拠う

け
た
り
。

伏
し
て
思
う
に
、
敝
国
は
海
隅
に
僻
処
し
、
歴
と
し
て
天
朝
の
深
仁
厚
沢

を
蒙
り
、
加
う
る
有
り
て
已
む
無
し
。
更
に
列
憲
、
仰
い
で
皇
上
の
柔
遠
の

至
意
を
体
す
る
を
荷
か
た
じ
け
なく
し
、
朝
貢
の
事
務
は
妥ほ
ど
よ為
く
照
料
す
る
を
除
く
の

外
、
凡
そ
有
事
に
遇
い
て
陳
請
す
れ
ば
、
維

（
（1（

持
周
全
せ
ざ
る
莫
し
。
永
く

皇
恩
・
憲
徳
を
無
疆
に
感
じ
た
れ
ば
、
即
ち
国
を
傾
け
奉
貢
す
る
と
も
、
未

だ
涓
埃
を
罄つ

く
さ
ず
。
今
、
聞
く
に
列
憲
、
銅
を
求
め
銭
を
鋳
せ
ん
と
す
る

は
、
固も
と

よ
り
閩
省
の
公
用
に
係
る
。
経
に
使
臣
等
、
由
を
陳
べ
請
辞
す
る
と

雖
も
、
然
れ
ど
も
営

（
（1（

求
し
て
以
て
其
の
思
を
補
わ
ざ
れ
ば
実
に
安
ん
じ
難
し
。

茲
に
官
吏
に
飭
し
て
意
を
加
え
て
営
求
せ
し
む
。
但
だ
蕞
爾
の
荒

（
（1（

陬
な
れ

ば
、
求
む
る
所
も
僅
少
に
し
て
以
て
奉

（
（1（

進
し
難
し
。
乃
ち
国
中
の
所
有
の
銅

器
等
の
類
を
加
え
、
冶

（
（1（

工
を
し
て
其
の
器
類
を
以
て
砕
き
て
板
片
と
為
さ
し

め
、
共
計
す
る
に
二
万
五
千
觔
を
接
貢
船
に
装
載
し
、
存
留
通
事
の
孫

（
（1（

得
才

に
付
し
て
閩
に
到
り
て
奉
進
せ
し
め
、
少や
や

涓
（
（1（

滴
の
微
忱
を
佈し
ら

し
め
ん
と
す
。

統
べ
て
貴
司
よ
り
督撫
両
院
に
転
詳
し
、
俯
し
て
査
収
を
賜
わ
り
庸
て
価

（
（1（

を
給

す
る
勿
き
を
祈
る
。
此
れ
が
為
に
備
に
貴
司
に
咨
す
。
請ね

が煩
わ
く
は
査
照
し

て
施
行
せ
ら
れ
よ
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

咸
豊
七
年
（
一
八
五
七
）
八
月
初
二
日
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注
（
1
）
奉
納　

納
め
る
。
献
上
す
る
。

（
2
）
欠
少　

不
足
し
て
十
分
で
な
い
こ
と
。

（
3
）
鼓
鋳　

金
属
を
溶
か
し
て
器
物
や
貨
幣
な
ど
を
造
る
こ
と
。

（
4
）
用
に
備
う　

こ
こ
で
は
銅
銭
を
作
る
の
に
使
う
こ
と
。
日
本
銅
は
銭
貨
鋳

造
用
と
し
て
長
崎
貿
易
に
お
い
て
輸
出
さ
れ
て
い
た
。
清
代
前
期
の
貨
幣

経
済
・
貿
易
の
上
で
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
が
、
乾
隆
末
年
か
ら

銅
の
輸
出
は
減
少
し
、
銀
が
高
騰
し
た
。
日
本
で
も
一
八
五
七
年
に
は
原

則
と
し
て
銅
の
輸
出
は
禁
止
さ
れ
た
が
、
太
平
天
国
の
乱
で
中
国
国
内
の

銅
移
送
が
で
き
な
く
な
り
銭
貨
用
の
銅
が
不
足
す
る
と
、
日
本
銅
の
需
要

が
高
ま
っ
た
。
咸
豊
九
年
の
〔
三
―
二
―
〇
三
〕
文
書
に
は
琉
球
が
銅
材

（
片
銅
）
二
万
五
千
斤
を
宝
福
局
に
納
め
た
と
あ
る
。

（
5
）
奉
売　

売
却
し
て
差
し
上
げ
る
。
公
的
機
関
へ
売
却
す
る
。

（
6
）
憲
令　

上
司
の
命
令
。
指
令
。

（
7
）
伝
訳
通
事　

琉
球
の
使
節
と
こ
れ
に
接
す
る
中
国
官
吏
と
の
間
で
の
通
訳

を
行
う
中
国
人
通
事
。

（
8
）
飭
諭　

上
級
機
関
か
ら
下
級
機
関
へ
命
令
指
示
す
る
こ
と
。

（
9
）
請
辞　

辞
退
す
る
。
遠
慮
す
る
。

（
10
）
維
持
周
全　

周
全
は
十
分
に
配
慮
す
る
。
行
き
届
く
。

（
11
）
営
求　

図
り
求
め
る
。
工
面
し
て
調
達
す
る
。

（
12
）
荒
陬　

き
わ
め
て
遠
い
地
。

（
13
）
奉
進　

奉
り
進
め
る
。
献
上
す
る
。
差
し
上
げ
る
。

（
14
）
冶
工　

鋳
物
師
。
か
じ
や
。
冶
匠
。

（
15
）
孫
得
才　

大
嶺
親
雲
上
。
嘉
慶
十
六
～
同
治
十
年
（
一
八
一
一
～
七
一
）。

久
米
村
系
孫
氏
（
大
嶺
家
）
四
世
。
道
光
十
六
年
、
読
書
習
礼
の
た
め
福

州
に
赴
き
、
父
孫
光
裕
に
従
っ
て
北
京
に
上
る
。
咸
豊
七
年
、
接
貢
船
の

存
留
通
事
と
な
る
。
同
治
三
年
、
前
年
の
護
送
船
が
破
損
し
福
建
で
船
を

借
り
た
の
を
返
す
た
め
、
御
返
船
の
通
事
と
し
て
福
建
に
赴
き
、
翌
年
帰

国
。
七
年
進
貢
の
朝
京
都
通
事
と
し
て
北
京
に
赴
く
。
咸
豊
九
年
中
議
大

夫
に
陞
る
。
道
光
二
十
九
年
小
禄
間
切
大
嶺
地
頭
職
を
授
け
ら
れ
る
（『
家

譜
（
二
）』
四
四
四
頁
）。

（
16
）
涓
滴　

し
ず
く
ほ
ど
に
小
さ
い
。
少
な
い
。
少
し
。

（
17
）
価
を
給
す
る　

附
搭
の
貨
物
を
評
価
し
て
そ
の
対
価
を
支
払
う
こ
と
。
こ

こ
で
は
「
価
を
給
す
る
勿
き
を
祈
る
」
と
あ
り
、
銅
を
献
上
す
る
の
で
納

め
て
い
た
だ
き
た
い
、
対
価
は
支
給
し
な
い
で
ほ
し
い
、
の
意
。

2-199-13
　
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
よ
り
福
建
布
政
使
司
あ
て
、
朝
鮮
国
の
難
民

金
応
彩
等
を
福
州
へ
護
送
す
る
旨
の
咨
文

（
咸
豊
七
《
一
八
五
七
》、
八
、
二
）

琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）、
移
交
す
る
事
の
為
に
す
。

照
ら
し
得
た
る
に
、
咸
豊
六
年
十
一
月
二
十
日
、
本
国
属
の
鳥
島
地
方
官

の
報
に
拠
る
に
称
す
ら
く
「
咸
豊
六
年
九
月
二
十
三
日
、
小
海
船
一
隻
、
風

を
被
り
て
本
島
の
洋
面
に
飄
い
到
り
、
礁
に
擱
り
て
撃
砕
す
る
有
り
。
時
に

土
民
、
救
護
し
岸
に
登
ら
し
む
る
有
り
。
随
い
で
其
の
来
歴
を
詢た
ず

ね
た
る

に
、
該
難
人
等
は
音
語
通
ぜ
ず
。
内
に
、
略や
や

漢
字
を
識
る
者
有
り
。
称
に
拠

る
に
、
金
応
彩
等
は
倶
に
朝
鮮
国
全
羅
道
康
津
府
の
人
に
係
る
。
通
船
共
に

六
名
な
り
。
本
年
九
月
十
一
日
、
小
船
に
坐
駕
し
、
海
に
出
で
て
魚
を
釣

る
。
詎い
ず
くん
ぞ
想
わ
ん
、
洋
中
、
陡に
わ

か
に
大
風
に
遇
い
其
の
飄
流
す
る
に
任
す

を
。
二
十
三
日
に
至
り
て
貴
島
の
洋
面
に
飄
い
到
り
、
礁
に
擱
り
て
撃
砕
せ

ら
る
。
正
に
危
急
に
在
る
も
、
幸
い
土
民
の
救
護
す
る
に
遇
い
、
上
岸
し
て

史料　a-1 『歴代宝案』 2-199-12
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正
朔
に
遵
い
、
共
に
聖

（
（
（

寿
の
無
疆
な
る
を
祝い
の

る
。
合ま
さ

に
就た
だ

ち
に
咨
覆
す
べ

し
。
此
れ
が
為
に
貴
司
に
移
咨
す
。
請ね

が煩
わ
く
は
査
照
し
て
施
行
せ
ら
れ
よ
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

咸
豊
九
年
（
一
八
五
九
）
八
月
初
二
日

注
＊
語
注
は
〔
三
―
〇
一
―
一
二
〕
参
照
。

（
1
）
一
王
の
正
朔
に
遵
い
　「
一
王
」
は
一
人
の
聖
王
。
こ
こ
で
は
清
朝
皇
帝
を

指
す
。「
正
朔
」
は
年
の
は
じ
め
と
月
の
は
じ
め
。
転
じ
て
暦
。
清
朝
皇
帝

が
制
定
し
た
暦
を
遵
守
し
て
、
の
意
。

（
2
）
聖
寿
の
無
疆
な
る
を
祝
る
　「
聖
寿
」
は
聖
王
（
皇
帝
）
の
寿
命
。「
無
疆
」

は
限
り
な
い
こ
と
。
無
限
。
皇
帝
陛
下
の
寿
命
が
限
り
な
い
こ
と
を
祈
る
、

の
意
。

3-02-03
　
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
よ
り
福
建
布
政
使
司
あ
て
、
咸
豊
八
年
の
進

貢
使
の
進
京
、
銅
材
購
入
の
経
緯
等
に
関
す
る
咨
文
を
受
領
し
た
旨
の

咨
覆
（
咸
豊
九
《
一
八
五
九
》、
八
、
二
）

琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）、
咨
覆
す
る
事
の
為
に
す
。

咸
豊
九
年
五
月
二
十
六
日
、
貴
司
の
咨
を
准
け
た
る
に
（
以
下
の
如
く
）

開
せ
り
。

咸
豊
八
年
十
月
二
十
日
、
巡
撫
部
院
慶
（
端
）
の
憲
票
を
奉
け
た
る
に

（
次
の
如
し
）。

照
の
為
に
す
。
本
部
院
、
咸
豊
八
年
九
月
二
十
八
日
に
于
て
督
部
堂
と
会

同
し
恭
摺
し
て
具
奏
せ
る
と
こ
ろ
の
、
琉
球
国
の
本
年
の
進
貢
は
緩お

く

ら
せ
て

道
路
の
疏
通
す
る
を
俟
ち
、
再
び
恭
し
く
進
む
る
を
行
う
の
縁
由
の
一
件
あ

り
。
硃
批
を
奉
到
す
る
を
俟
ち
て
另
に
恭
録
し
飭
知
す
る
を
行
う
を
除
く
の

外
、
合
に
先
に
抄

（
（
（

片
も
て
行
知
す
べ
し
。
票
を
備
え
て
司
に
到
れ
ば
、
立た
だ
ち即

に
転
行
し
て
査
照
せ
し
め
よ
。
併
び
に
経
由
せ
る
沿
海
の
各
鎮

（
（
（

・
営
及
び
巡

洋
の
舟
師
に
移
行
し
て
、
一
体
に
探
査
し
接
護
し
て
省
に
来
た
ら
し
め
よ
。

稍や
や

も
疎

（
（
（

虞
す
る
毋
か
れ
。
切

（
（
（

速
せ
よ
。
切
速
せ
よ
、
と
あ
り
。

計は
か

る
に
粘は
り
つけ
た
る
抄
片
稿
一
件
あ
り
。
内
に
（
次
の
如
く
）
開
す
。

再
び
査
す
る
に
、
琉
球
国
は
間

（
（
（

年
一
貢
に
し
て
応
に
貢
す
べ
き
の
年
分
な

り
。
該
国
王
は
使
を
遣
わ
し
、
頭
・
二
両
号
夷
船
に
駕
坐
し
て
恭
し
く
方
物

を
進
む
。
向さ

き

よ
り
九
月
底
及
び
十
月
初
旬
に
于
て
閩
に
抵い
た

れ
ば
、
閩
省
は
例

に
照
ら
し
て
文
武
の
各
員
を
派
撥
し
、
該
国
の
使
臣
及
び
貢
物
を
伴
送
し

て
、
趕い
そ

ぎ
て
十
二
月
二
十
日
以
前
に
于
て
京
に
到
ら
し
む
。

茲こ
こ

に
本
年
、
琉
球
国
は
応
に
進
貢
す
べ
き
の
期
に
届あ
た

る
。
所く
だ
ん有
の
該
国
の

頭
・
二
両
号
貢
船
は
次

（
（
（

を
将
て
閩
に
抵
れ
ば
、
自
ず
か
ら
応
に
沿
海
の
舟
師

に
飭
し
て
探
査
・
接
護
し
て
省
に
来
た
ら
し
む
べ
し
。
惟
だ
査
す
る
に
、
該

国
の
使
臣
の
貢
物
は
、
現
に
尚
お
未
だ
各
口
の
員
弁
よ
り
接
護
し
て
進

（
（
（

口
す

と
具
報
す
る
を
拠
け
ざ
れ
ば
、
海
洋
の
風
汛
は
常
靡な

け
れ
ば
期
を
愆あ
や
まつ
こ
と

有
る
や
無
き
や
は
已
に
預
め
定
め
難
し
。
即た

と使
え
前
項
の
貢
船
は
期
に
依
り

て
閩
に
抵
り
て
例
に
照
ら
し
て
閩
よ
り
員
を
派
し
、
伴
送
し
て
進
京
せ
し
む
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る
も
、
道
は
数
省
を
歴め
ぐ

る
。
此
の
逆

（
（
（

氛
、
未
だ
靖や
す

ん
ぜ
ざ
る
に
値
た
れ
ば
、

道
路
均
し
く
間
阻
多
し
。
若も

し
道
を
繞め
ぐ

り
て
行

（
（
（

走
せ
し
む
れ
ば
、
特た
だ

に
趲

（
（1
（

運

す
る
こ
と
維こ

れ
艱か
た

き
の
み
な
ら
ず
、
未
だ
部

（
（1
（

限
に
遵
照
し
て
年

（
（1
（

前
に
于
て
京

に
抵
る
こ
と
能
わ
ず
、
且
つ
途
中
或
い
は
阻

（
（1
（

滞
す
る
こ
と
有
る
を
恐
る
。
設も

し
疎
虞
す
る
に
至
れ
ば
、
則
ち
関
わ
る
所
は
尤
も
浅

（
（1
（

鮮
に
非
ず
。
自
ず
か
ら

応
に
預
め
籌

（
（1
（

議
を
為
し
、
以
て
慎
重
を
昭
ら
か
に
し
、
相あ
い
ま
さ応
に
奏
し
て
聖

（
（1
（

恩

を
懇
こ
い
ね
がい
、
該
国
の
貢
船
を
将も
っ

て
、
閩
に
到
る
の
後
、
再
び
情
形
を
察
看
す
る

を
行
い
、
如も

し
果
た
し
て
並た

え
て
期
を
愆あ
や
まつ
る
無
く
、
道
路
亦
た
已
に
疎
通

す
れ
ば
、
即
ち
に
飭
し
て
限
に
依
り
て
起
程
せ
し
め
催

（
（1
（

趲
し
て
前
進
せ
し
む

べ
し
。
倘も

し
該
船
、
閩
に
抵
る
も
限

（
（1
（

を
逾こ

え
、
或
い
は
長
途
に
梗

（
（1
（

阻
せ
ら
れ

て
行
き
難
け
れ
ば
、
仍な

お
官
伴
人
等
に
飭
し
て
例
に
照
ら
し
て
館
駅
に
安
挿

し
、
閩
に
在
り
て
守

（
（2
（

候
せ
し
め
ん
と
す
。
謹
ん
で
表
文
・
方
物
を
将
て
司

（
（2
（

庫

に
存
儲
し
、
暫
く
限
に
依
り
て
進
京
す
る
を
免
じ
、
一
た
び
経
由
す
る
各
処

の
道
路
の
疎
通
し
、
以
て
行
走
す
る
に
堪
う
る
を
俟
ち
、
即
ち
に
例
に
照
ら

し
て
文
武
の
各
員
を
派
撥
し
、
伴
送
し
て
京
に
赴
か
し
め
、
以
て
体
恤
を
示

さ
ん
と
す
。
檄
も
て
巡
洋
の
舟
師
並
び
に
各
鎮
・
営
に
行お
く

り
、
曁お
よ

び
沿
海
の

隣
省
の
督
撫
臣
に
飛

（
（2
（

咨
し
、
一
体
に
転

（
（2
（

飭
し
て
探
査
し
接
護
せ
し
む
べ
し
。

並
び
に
礼
部
に
咨
明
し
て
査
照
せ
し
む
る
を
除
く
の
外
、
謹
ん
で
閩
浙
総
督

臣
王
（
懿
徳
）
と
会
同
し
て
附
片
も
て
具
奏
す
。
伏
し
て
聖
鑑
も
て
訓
示
せ

ら
れ
ん
こ
と
を
乞
う
。
謹
ん
で
奏
す
、
等
の
因
あ
り
。

又
、
詳
も
て
具
題
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
請
う
事
の
為
に
す
。

咸
豊
八
年
十
一
月
十
六
日
、
総
督
部
堂
王
（
懿
徳
）
の
批
を
奉
け
た
る
本

司
の
詳
（
は
次
の
如
し
）。

査
（
（2
（

し
得
た
る
に
、
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）、
耳
目
官
の
翁
俊
・
正

議
大
夫
の
阮
孝
銓
・
都
通
事
の
林
長
隆
等
を
遣
わ
し
、
官
伴
・
水
梢
共
に
二

（
（2
（

百
を
過
ぎ
ざ
る
の
員
名
を
率

（
（2
（

領
し
、
海
船
二
隻
に
駕
坐
し
て
咸

（
（2
（

豊
戊
午
の
年

の
進
貢
の
各
表
文
を
齎
捧
せ
し
め
、
常

（
（2
（

貢
の
方
物
の
煎

（
（2
（

熟
硫
黄
一
万
二
千
六

百
觔
・
紅
銅
三
千
觔
・
煉
熟
白
剛
錫
一
千
觔
を
解

（
（3
（

運
し
、
頭
・
二
両
号
船
隻

に
分
載
し
て
均
し
く
該
国
に
在
り
て
一
斉
に
開
船
せ
し
む
。

咸
豊
八
年
十
月
二
十
三
日
に
于
て
、
署
福
防
同
知
丁
嘉
瑋
の
詳
に
拠
る

に
、
閩
安
協
の
移

（
（3
（

報
を
准
け
た
る
と
こ
ろ
、
琉
球
国
の
頭
・
二
両
号
の
貢
船

は
十
月
十
三
・
十
五
等
の
日
に
于
て
護
送
し
て
虎
に
進
む
れ
ば
、
例
に
照
ら

し
て
閩
安
協
に
移
会
し
、
閩
安
巡
検
に
札

（
（3
（

飭
せ
し
め
、
十
八
日
に
于
て
会

（
（3
（

験

し
て
明
白
な
ら
し
め
、
護
送
し
て
港
に
進
ま
し
む
。

二
十
二
日
、
館
駅
に
安
挿
し
、
一
面
に
て
は
把

（
（3
（

駅
官
に
し
て
布（
（3
（

都
事
の
兪

蓉
鏡
に
移

（
（3
（

委
し
て
該
夷
人
を
監
督
せ
し
め
、
盤

（
（3
（

運
し
て
館
に
入
れ
し
め
、
併

び
に
福

（
（3
（

協
に
移
知
し
、
査
照
し
て
転
報
せ
し
む
る
の
外
、
花

（
（3
（

名
・
貨
物
の
清

冊
を
備
造
し
て
申

（
（4
（

送
し
察

（
（4
（

転
せ
し
め
ん
と
す
、
と
あ
り
て
前
来
せ
り
。

本
司
覆

（
（4
（

査
し
た
る
に
、
琉
球
国
の
進
貢
の
方
物
の
内
、
硫
黄
の
一
項
は
、

応
に
例
に
照
ら
し
て
閩
に
留
め
て
備
用
せ
し
む
べ
し
。
其
の
紅
銅
・
白
剛
錫

の
二
項
は
、
向さ
き

よ
り
伴

（
（4
（

送
官
に
委
し
て
勘

（
（4
（

合
を
備
用
せ
し
め
、
該
貢
使
を
し

て
齎

（
（4
（

解
し
て
進
京
せ
し
む
る
に
係
る
。

今こ
ん
か
い届
、
該
国
の
進
貢
せ
る
硫
黄
一
万
二
千
六
百
觔
は
、
例
に
照
ら
し
て
閩

に
留
め
備
用
せ
し
む
る
の
外
、
所
有
の
紅
銅
三
千
觔
・
白
剛
錫
一
千
觔
は
向さ
き
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よ
り
応
に
派

（
（4
（

委
す
べ
き
の
文
武
の
各
員
、
例
に
照
ら
し
て
勘
合
を
備
用
し
、

該
貢
使
を
伴
送
し
て
管

（
（4
（

解
し
進
京
せ
し
む
れ
ば
、
自
ず
か
ら
応
に
其
の
請
う

所
を
准ゆ
る

し
、
該
貢
使
、
事
竣お
わ

る
を
俟
ち
て
遣
発
し
て
回
国
せ
し
む
べ
し
。
惟

だ
閩
よ
り
京
に
抵
る
の
道
は
数
省
を
経
て
、
此
の
逆
氛
、
未
だ
靖や
す

ん
ぜ
ざ
る

に
値
た
れ
ば
、
道
路
は
均
し
く
間
阻
多
し
。
先
に
経す
で

に
憲
台
の
附
片
も
て
奏

明
す
る
を
詳

（
（4
（

奉
し
、
将
に
該
国
の
貢
船
、
閩
に
到
る
の
後
、
情
形
を
察
看
せ

し
め
、
道
路
如も

し
已
に
疏
通
す
れ
ば
、
即
ち
に
飭
し
て
限
に
依
り
て
起
程
し

催
趲
し
て
前
進
せ
し
め
、
或
い
は
長
途
に
梗
阻
せ
ら
れ
て
行
き
難
け
れ
ば
、

仍
お
官
伴
人
等
に
飭
し
て
例
に
照
ら
し
て
館
駅
に
安
挿
し
、
閩
に
在
り
て
守

候
せ
し
め
ん
こ
と
を
請
う
。
謹
ん
で
表
文
・
方
物
を
将
て
暫
く
司
庫
に
儲

え
、
一
た
び
各
処
の
道
路
の
疏
通
す
る
を
俟
ち
て
、
即た
だ

ち
に
例
に
照
ら
し
て

文
武
の
員
弁
を
派
撥
し
て
伴
送
せ
し
め
、
進
京
せ
し
む
る
を
行
わ
ん
と
し
て

案
に
在
り
。
另
に
査

（
（4
（

議
し
て
詳

（
（5
（

辦
す
る
を
行
う
を
除
く
の
外
、
合
に
琉
球
国

の
進
貢
の
方
物
を
将
て
清
冊
を
転

（
（5
（

造
せ
し
め
、
安
挿
す
る
の
日
期
と
同と
も

に
先

に
文
を
具そ
な

え
て
詳
請
す
る
を
行
う
べ
し
。
伏
し
て
察
核
し
て
具
題
せ
ら
る
る

を
候ま

つ
、
等
の
由
あ
り
。

批
を
奉
け
た
る
に
、
仰た
の

む
ら
く
は
撫
部
院
の
題

（
（5
（

咨
す
る
を
候
た
れ
よ
、
繳か
え

す
、
冊
は
存
す
、
と
あ
り
。

又
、
巡
撫
部
院
慶
（
端
）
の
批
を
奉
け
た
る
に
、
仰た
の

む
ら
く
は
察
核
し
て

具
題
し
、
並
び
に
礼
部
に
咨
明
し
て
査
照
せ
し
む
る
を
候
た
れ
よ
、
仍
お
督

部
堂
の
批
示
を
候
て
、
繳か
え

す
、
冊
は
抄

（
（5
（

白
の
符

（
（5
（

文
・
執

（
（5
（

照
と
同と
も

に
存

（
（5
（

送
す
、

各
等
の
因
あ
り
。

又
、
恩

（
（5
（

を
体
例
に
籲も
と

む
等
の
事
の
為
に
す
。

咸
豊
八
年
十
二
月
初
二
日
、
総
督
部
堂
王
（
懿
徳
）
の
批
を
奉
け
た
る
本

司
の
詳
（
は
次
の
如
し
）。

査
し
得
た
る
に
、
琉
球
国
の
進
・
接
貢
の
船
隻
閩
に
到
れ
ば
、
向さ
き

に
館
を

開
き
て
貿
易
す
る
を
准
さ
る
。

茲
に
本
年
、
該
国
の
進
貢
船
隻
閩
に
到
る
。
署
福
防
同
知
の
詳
に
拠
る

に
、「
琉
球
国
の
進
貢
の
存
留
通
事
蔡
呈
禎
、
例
に
照
ら
し
て
示
を
給
し
、

館
を
開
き
て
貿
易
せ
ん
こ
と
を
呈
請
す
る
に
拠
り
、
相あ
い
ま
さ応
に
向

（
（5
（

例
に
循

（
（5
（

照
し

て
其
の
請
う
所
を
准
す
べ
し
。
違

（
（6
（

禁
の
史
書
及
び
黒

（
（6
（

黄
紫
皁
大
花
西
番
蓮
緞

疋
・
焰

（
（6
（

硝
・
牛

（
（6
（

角
・
倭

（
（6
（

鉛
・
兵
器
・
桐

（
（6
（

油
・
鉄
鍋
・
黄

（
（6
（

紅
銅
器
等
の
項
は
除

き
て
収

（
（6
（

買
す
る
を
許
さ
ず
。
又
、
乾

（
（6
（

隆
二
十
四
年
に
奉
禁
せ
る
糸

（
（6
（

觔
・
綢

（
（7
（

緞
・
紗

（
（7
（

羅
は
販
買
し
て
出
洋
す
る
を
許
さ
ず
。
業す

で已
に
禁
条
に
増
入
せ
り
。

続
い
て
乾

（
（7
（

隆
二
十
八
年
十
二
月
の
間
に
于
て
諭
旨
を
欽
奉
し
た
る
に
、
琉
球

国
に
は
其
の
土

（
（7
（

糸
五
千
觔
・
二

（
（7
（

蚕
湖
糸
三
千
觔
を
歳

（
（7
（

買
す
る
を
准
せ
、
等
の

因
あ
り
。

又
、
乾

（
（7
（

隆
三
十
年
四
月
の
間
に
督撫
両
院
憲
の
摺
奏
を
奉
け
た
る
に
、
琉
球

国
の
歳
買
せ
る
糸
觔
八
千
觔
の
内
、
綢
緞
二
千
觔
に
改

（
（7
（

配
し
、
綢
緞
一
千
觔

毎
に
糸
一
千
二
百
觔
に
扣

（
（7
（

抵
し
、
数
に
按
じ
て
扣
除
せ
し
め
ん
と
す
、
と
あ

り
て
、
硃
批
を
欽
奉
し
て
転
行
せ
り
。
欽
遵
し
て
案
に
在
り
。

茲
に
夷
官
、
例
を
体
し
て
前
情
を
具

（
（7
（

呈
す
る
に
拠
り
、
相あ
い
ま
さ応
に
旧
例
を
循

照
し
、
其
の
館
を
開
き
て
貿
易
す
る
を
准
す
べ
し
。
惟
だ
糸
觔
の
一
項
は
、

諭
旨
を
欽
遵
し
て
額
を
定
め
て
収
買
せ
し
め
、
如も

し
綢
緞
に
改
配
す
る
有
れ
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ば
、
亦
た
其
の
額
に
照
ら
し
て
改
配
す
る
を
准
し
、
歳
買
す
る
糸
觔
の
内
よ

り
数
に
按
じ
て
扣
除
せ
し
め
、
額
外
に
多

（
（8
（

買
し
夾
帯
し
て
弊

（
（8
（

を
滋ま

す
を
許
さ

ず
。
其
の
余
の
氈
条
・
布
疋
・
薬
材
・
雑
貨
等
の
物
に
し
て
禁
条
に
関
わ
ら

ざ
る
者
は
、
悉
く
該
夷
の
兌

（
（8
（

買
し
て
交
易
す
る
を
聴ゆ
る

し
、
完
竣
の
日
に
験
明

し
、
飭
し
て
運
び
て
回
国
せ
し
め
ん
と
す
。
現
に
帯
ぶ
る
所
の
土
産
・
雑
物

は
、
迅す
み

や
か
に
示
を
給
す
る
を
賜
ら
ん
こ
と
を
懇こ
い
ね
が乞
う
、
等
の
情
を
具

（
（8
（

稟
す

る
に
拠
り
、
相あ
い
ま
さ応
に
俯
し
て
請
う
所
の
如
く
し
、
即
ち
に
期
を
定
め
て
館
を

開
き
て
貿
易
せ
し
め
、
以
て
体
恤
を
示
す
べ
し
」
と
あ
り
。

仍よ

っ
て
憲

（
（8
（

行
を
遵
奉
し
、
看

（
（8
（

管
の
員
役
に
厳

（
（8
（

飭
し
、
留

（
（8
（

心
し
て
稽

（
（8
（

察
せ
し

め
、
開
館
の
日
よ
り
始
め
と
為
し
、
兌
換
せ
る
出
入
の
貨
物
を
験
明
し
、
日

に
按
じ
て
摺

（
（8
（

報
せ
し
め
、
並
び
に
開
館
の
日
期
を
将
て
先
に
通
報
を
行
わ

し
め
、
把

（
（9
（

駅
の
員
弁
・
兵
役
の
陋

（
（9
（

規
を
需

（
（9
（

索
す
る
を
許
さ
ず
、
附
近
の
土

（
（9
（

棍
・
奸

（
（9
（

民
の
館
に
入
り
て
勾

（
（9
（

通
局
騙
し
、
禁
物
を
串

（
（9
（

帯
し
、
額
を
逾こ

え
て
弊

を
滋ま

す
を
厳
禁
せ
し
む
。
併
び
に
土

（
（9
（

通
事
を
し
て
交
易
の
客

（
（9
（

商
の
姓
名
・
兌

買
の
物
件
を
将
て
、
日
に
按
じ
て
摺
報
せ
し
め
、
事
竣お
わ

れ
ば
着
し
て
福
防
庁

を
し
て
細

（
（9
（

冊
を
彙（

（10
（

造
せ
し
め
、
司
に
送
ら
し
め
て
査

（
（10
（

核
せ
ん
と
す
。
併
び
に

飭
し
て
夷
官
等
に
訳

（
（10
（

諭
し
て
趕
緊
に
貿
易
せ
し
め
、
期
を
剋
し
て
報
竣
せ
し

め
、
遣お
く

り
回か
え

さ
ん
こ
と
を
詳
請
し
、
逗

（
（10
（

遛
し
て
悞
り
を
貽の
こ

す
を
許
す
毋
か
ら

し
む
。
仍な

お
開

（
（10
（

駕
の
時
を
俟
ち
て
、
買
う
所
の
各
項
の
貨
物
を
将
て
員
に
委

し
盤

（
（10
（

験
し
て
上
船
せ
し
め
、
以
て
透

（
（10
（

漏
を
杜と

ざ
さ
し
め
ん
と
す
。
示
を
給
し

て
柔

（
（10
（

遠
駅
に
実

（
（10
（

貼
し
、
並
び
に
移
行
し
て
遵
照
し
辦
理
せ
し
む
る
を
除
く
の

外
、
理
と
し
て
合
に
詳
報
す
べ
し
。
伏
し
て
察
核
し
て
批
示
せ
ら
る
る
を
候ま

つ
、
等
の
由
あ
り
。

批
を
奉
け
た
る
に
、
詳
に
拠
り
て
已
に
悉し

れ
り
、
仍
お
撫
部
院
の
批
示
を

候ま

て
、
繳か
え

す
、
と
あ
り
。

又
、
巡
撫
部
院
慶
（
端
）
の
批
を
奉
け
た
る
に
、
詳
に
拠
り
て
已
に
悉
れ

り
、
仍
お
督
部
堂
の
批
示
を
候
て
、
繳
す
、
各
等
の
因
あ
り
。

又
、
抄
摺
し
て
行
知
す
る
事
の
為
に
す
。

咸
豊
八
年
十
二
月
三
十
日
、
巡
撫
部
院
慶
（
端
）
の
憲
票
を
奉
け
た
る
に

（
以
下
の
如
し
）。

照
の
為
に
す
。
本
部
院
、
咸
豊
八
年
十
二
月
二
十
七
日
に
于
て
督
部
堂
と

会
同
し
、
恭
摺
し
て
具
奏
せ
る
と
こ
ろ
の
、
琉
球
国
の
本
年
の
進
貢
は
緩お
く

ら

せ
て
道
路
の
疏
通
す
る
を
俟
ち
、
再
び
恭
し
く
進
む
る
を
行
う
の
一
摺
あ

り
。
硃
批
を
奉
到
す
る
を
俟
ち
て
另
に
恭
録
を
行
い
て
行
知
す
る
を
除
く
の

外
、
合
に
先
に
抄
摺
し
て
行
知
す
べ
し
。
票
を
備
え
て
司
に
到
れ
ば
、
即
便

に
移
行
し
て
遵
照
せ
し
め
よ
、
と
あ
り
。

計
る
に
抄

（
（10
（

発
せ
る
摺
稿
一
件
あ
り
。
内
に
（
次
の
如
く
）
開
す
。

再ま

た
本
年
、
琉
球
国
は
応
に
進
貢
す
べ
き
の
期
に
届あ
た

る
。
所
有
の
該
国
の

頭
・
二
両
号
貢
船
は
先
に
期
に
届
る
も
、
未
だ
各
口
の
員
弁
よ
り
接
護
し
て

進
口
す
と
具
報
す
る
を
拠
け
ざ
る
に
因
り
、
期
を
愆あ
や
まつ
こ
と
有
る
や
無
き
や

は
以
て
預
め
定
め
難
し
。
且
つ
閩
よ
り
員
を
派
し
伴
送
し
て
進
京
せ
し
む
る

も
、
道
は
数
省
を
歴め
ぐ

る
。
此
の
逆
氛
、
未
だ
靖
ん
ぜ
ざ
る
に
値
た
れ
ば
、
道

路
均
し
く
間
阻
多
し
。
若
し
道
を
繞め
ぐ

り
て
行
走
せ
し
む
れ
ば
、
特た
だ

に
趲
運
す

る
こ
と
、
維
れ
艱か
た

き
の
み
な
ら
ず
、
未
だ
限
に
遵
い
て
京
に
抵
る
こ
と
能
わ
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ず
、
並
び
に
阻
滞
せ
ら
れ
て
疎
虞
す
る
を
恐
る
。
関
わ
る
所
は
尤
も
浅
鮮
に

非
ず
。
業す

で経
に
臣
、
附
片
も
て
奏
明
し
、
該
国
の
貢
船
閩
に
到
る
の
後
を
俟

ち
て
情
形
を
察
看
し
て
、
如
し
期
を
愆あ
や
まり
て
阻
碍
せ
ら
る
る
無
け
れ
ば
、
即

ち
に
飭
し
て
限
に
依
り
て
起
程
せ
し
め
、
倘も

し
閩
に
抵い
た

る
も
限
を
逾こ

え
、
或

い
は
長
途
に
梗
阻
せ
ら
れ
て
行
き
難
け
れ
ば
、
即
ち
例
に
照
ら
し
て
館
駅
に

安
挿
し
、
閩
に
在
り
て
守
候
せ
し
め
ん
と
す
。
謹
ん
で
表
文
・
方
物
を
将
て

司
庫
に
存
儲
し
、
各
処
の
道
路
の
疏
通
す
る
を
俟
ち
て
再
び
行め
い

じ
て
員
を
派

し
て
伴
送
し
て
京
に
赴
か
し
む
。
曁
び
浙
江
・
江
蘇
の
両
省
に
飛
咨
し
て
査

（
（11
（

覆
せ
し
め
、
及
び
閩
省
の
延

（
（11
（

・
建
の
各
府
に
一
体
に
分

（
（11
（

檄
し
て
確
査
せ
し

め
、
核

（
（11
（

辦
し
て
具

（
（11
（

覆
せ
し
め
ん
と
す
。

嗣
い
で
福
防
同
知
の
詳
報
に
拠
る
に
、
琉
球
国
の
進
貢
使
臣
、
本
年
十
月

二
十
二
日
に
于
て
省
に
到
れ
ば
館
駅
に
安
挿
せ
し
む
、
と
あ
り
。
又
、
経す

で

に

例
に
照
ら
し
て
題
咨
せ
し
め
て
各
々
案
に
在
り
。

伏
し
て
査
す
る
に
、
琉
球
国
の
使
臣
・
貢
物
は
現
に
閩
に
到
る
と
雖
も
、

而し
か

れ
ど
も
各
前
届
と
比
較
す
る
に
、
業す

で已
に
期
を
愆あ
や
まり
、
縦た

と使
え
即
日
起
程

せ
し
む
る
も
已
に
未
だ
限
に
依
り
て
京
に
抵
る
こ
と
能
わ
ず
。
且
つ
閩
よ
り

進
京
す
る
に
、
経
由
す
る
の
浙
江
・
江
蘇
等
の
省
は
、
刻
下
、
道
路
は
是
れ

一
律
に
疏
通
す
る
や
否
や
、
応
に
道
を
繞め
ぐ

り
て
行
走
す
べ
き
や
否
や
は
未
だ

咨
覆
を
准
け
ず
。
即
ち
閩
省
の
上
游
一
帯
の
駅
路
は
、
賊
匪
已
に
粛
清
せ
ら

る
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
館
舎
等
の
項
は
均
し
く
已
に
匪
の
焚

（
（11
（

燬
す
る
を
被
り

て
未
だ
修
理
を
経
ず
。
亦
た
応
に
確

（
（11
（

査
し
て
妥

（
（11
（

辦
せ
し
め
、
悞あ
や
まり
を
貽の
こ

す
を

免
れ
し
む
べ
し
。
事
は
外

（
（11
（

藩
の
進
貢
に
関
わ
れ
ば
、
未
だ
草
率
に
従
事
す
る

に
便
な
ら
ず
。
相あ
い
ま
さ応
に
奏
し
て
、
聖
恩
も
て
本こ
の
た
び届
の
琉
球
国
の
進
貢
使
臣
・

方
物
を
将
て
、
俯
し
て
緩お
く

ら
せ
る
を
准
さ
れ
、
来
年
を
俟
ち
て
再
び
情
形
を

察
看
す
る
を
行
い
、
期
を
定
め
て
妥

（
（11
（

員
を
派
委
し
、
伴
送
し
て
起
程
し
進
京

せ
し
め
、
以
て
慎
重
を
昭
ら
か
に
し
て
、
体
恤
を
示
さ
ん
こ
と
を
懇
こ
い
ね
がう
。

藩
（
（12
（

司
の
瑞
（
璸
）、
具
詳
し
て
奏
す
る
を
請
い
て
前
来
す
る
に
拠
り
、
臣
、

謹
ん
で
閩
浙
総
督
臣
王
（
懿
徳
）
と
会
同
し
、
附
片
も
て
具
奏
す
。
伏
し
て

聖
鑑
も
て
訓
示
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
乞
う
。
謹
ん
で
奏
す
、
等
の
因
あ
り
。

又
、
抄
摺
し
て
行
知
す
る
事
の
為
に
す
。

咸
豊
九
年
三
月
二
十
日
、
巡
撫
部
院
慶
（
端
）
の
憲
票
を
奉
け
た
る
に

（
以
下
の
如
し
）。

照
の
為
に
す
。
本
部
院
、
咸
豊
九
年
二
月
二
十
八
日
に
于
て
督
部
堂
と
会

同
し
恭
摺
し
て
具
奏
せ
る
と
こ
ろ
の
、
琉
球
国
の
齎

（
（12
（

貢
の
使
臣
、
閩
よ
り
起

程
し
並
び
に
京
に
到
る
の
日
期
を
約

（
（12
（

計
す
る
の
一
摺
あ
り
。
硃
批
を
奉
到
す

る
を
俟
ち
て
另
に
恭
録
を
行
い
飭
知
せ
し
む
る
を
除
く
の
外
、
合
に
先
に
抄

摺
し
て
行
知
す
べ
し
。
票
を
備
え
て
司
に
到
れ
ば
、
即
便
に
転
行
し
て
査
照

せ
し
め
よ
。
遅
る
る
こ
と
毋
か
れ
、
と
あ
り
。

計
る
に
粘は
り
つけ
た
る
抄
摺
稿
一
件
あ
り
。
内
に
（
次
の
如
く
）
開
す
。

奏
す
ら
く
は
、
琉
球
国
の
齎
貢
の
使
臣
、
閩
よ
り
起
程
し
並
び
に
京
に
到

る
の
日
期
を
約
計
す
る
を
恭
報
し
、
仰
い
で
聖
鑑
を
祈
る
事
の
為
に
す
。

切ひ
そ

か
に
照
ら
す
に
、
琉
球
国
の
貢
使
は
向さ
き

よ
り
九
月
底
及
び
十
月
初
旬
に

于
て
閩
に
抵
る
。
臣
等
よ
り
員
を
派
し
て
伴
送
し
て
北
上
せ
し
め
、
以
て
元

旦
の
朝

（
（12
（

賀
に
副
わ
し
む
。
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咸
豊
八
年
、
琉
球
国
は
進
貢
の
期
に
当
た
る
に
届お
よ

び
、
先
に
該
国
の
貢
船

は
期
に
届い
た

る
も
、
未
だ
各
口
の
員
弁
よ
り
進
口
す
と
具
報
せ
ざ
る
に
因
り
、

限
に
依
り
て
京
に
抵
る
こ
と
能
わ
ざ
る
を
恐
る
。
当と
き

に
経す
で

に
臣
等
、
附
片
も

て
奏
明
せ
り
。

嗣
い
で
福
防
同
知
の
詳
報
に
拠
る
に
、
琉
球
国
王
世
子
尚
、
耳
目
官
の
翁

俊
・
正
議
大
夫
の
阮
孝
銓
を
遣
わ
し
、
恭
し
く
咸
豊
八
年
分
の
進
貢
の
表

文
・
方
物
を
齎
さ
ん
と
し
て
海
船
に
駕
坐
せ
し
め
、
咸
豊
八
年
十
月
二
十
二

日
に
于
て
省
に
到
れ
ば
館
駅
に
安
挿
す
。
復
た
各
処
の
逆
氛
、
未
だ
靖
ん
ぜ

ざ
る
に
因
り
、
道
路
均
し
く
間
阻
多
し
。
又
、
経
に
臣
等
、
附
片
も
て
奏
請

し
、
琉
球
国
の
進
貢
使
臣
・
方
物
を
将
て
、
緩お
く

ら
せ
て
本
年
再
び
情
形
を
察

看
す
る
を
行
う
を
俟
ち
、
期
を
定
め
て
妥
員
を
派
委
し
て
伴
送
せ
し
め
、
起

程
し
て
進
京
せ
し
め
、
以
て
慎
重
を
昭
ら
か
に
せ
ん
と
し
て
案
に
在
り
。

茲
に
査
す
る
に
、
閩
省
上
游
の
各
処
の
道
路
は
現
に
已
に
疏
通
し
た
れ

ば
、
自
ず
か
ら
応
に
員
に
委
し
て
伴
送
し
進
京
せ
し
む
べ
し
。
藩
司
の
瑞

（
璸
）
の
詳
に
拠
る
に
、
福
防
同
知
の
丁
嘉
瑋
の
呈
報
に
拠
る
に
、
該
使
臣

等
は
本
年
三
月
初
六
日
を
択
び
て
閩
よ
り
起
程
し
進
京
せ
ん
と
す
、
等
の
情

あ
り
て
前
来
せ
り
。

臣
等
は
当
即
に
署
建
寧
府
知
府
の
陳
懋
烈
を
遴

（
（12
（

委
し
て
正
員
と
作な為
し
、

代
理
連
江
県
知
県
の
陸
坎
を
副
員
と
作
為
し
、
並
び
に
准
陞
興
化
協
副
将
の

徳
祥
に
委
し
て
一
同
に
伴
送
せ
し
め
、
各
委
員
等
に
面

（
（12
（

諭
し
て
沿
途
に
妥ほ
ど
よ為

く
照
料
せ
し
め
、
並
び
に
経
由
せ
る
各
省
に
飛
咨
し
て
一
体
に
員
を
派
し

て
接
護
せ
し
め
、
曁お
よ

び
地
方
官
に
飭
し
て
例
に
照
ら
し
て
応
に
付
す
べ
き
の

夫
・
船
・
車
輌
等
の
項
を
将
て
、
期
に
先
ん
じ
て
預
め
備

（
（12
（

応
を
為
さ
し
む
れ

ば
、
約
計
す
る
に
本
年
五
月
の
間
に
は
以
て
京
に
到
る
こ
と
可
な
る
べ
し
。

所
有
の
琉
球
国
の
齎
貢
の
使
臣
、
起
程
し
て
進
京
せ
し
む
る
の
日
期
は
、
謹

ん
で
合

（
（12
（

詞
し
恭
摺
し
て
具
奏
し
、
伏
し
て
皇
上
の
聖
鑑
を
乞
う
。
謹
ん
で
奏

す
、
等
の
因
あ
り
。

又
、
詳
も
て
給
す
る
事
の
為
に
す
。

福
防
同
知
丁
嘉
瑋
の
申
に
拠
る
に
（
以
下
の
如
く
）
称
せ
り
。

咸
豊
九
年
四
月
二
十
九
日
、
琉
球
国
の
接

（
（12
（

貢
の
存
留
通
事
孫

（
（12
（

得
才
の
稟
に

拠
る
に
（
次
の
如
く
）
称
す
。
切ひ
そ

か
に
、
才
等
は
命
を
奉
じ
て
片（

（13
（

銅
を
載
運

し
、
閩
に
来
た
り
て
投

（
（13
（

納
せ
ん
と
す
。
並
び
に
経
に
敝
国
主
、
另
に
咨
文
を

給
し
、
藩

（
（13
（

憲
に
移
請
せ
し
め
て
案
に
在
り
。
茲
に
察

（
（13
（

収
す
る
を
蒙
り
、
並
び

に
諭

（
（13
（

飭
を
奉
じ
て
価
を
給
せ
し
む
、
等
の
因
あ
り
。
此
れ
を
蒙う

け
た
り
。
才

等
、
遵
い
て
承
領
す
る
を
候
ち
未
だ
敢
え
て
冒

（
（13
（

瀆
せ
ず
。
惟
だ
是
れ
現
在
、

風
汛
期
に
届
れ
ば
、
所
有
の
進
貢
両
船
の
官
伴
・
水
梢
並
び
に
才
等
の
官
伴

人
等
は
、
倶
に
五
月
初
七
日
を
択
び
て
駅
を
離
れ
て
舟
に
登
ら
ん
と
す
。

業す

で経
に
例
に
照
ら
し
て
稟
も
て
咨
を
給
す
る
を
転

（
（13
（

請
し
、
遣
発
し
て
回
国
せ

し
む
る
を
蒙
り
て
案
に
在
り
。
合ま
さ

に
再ま

た
稟
を
瀝さ
さ

げ
、
冒か
さ

ね
て
恩
も
て
転
請

す
る
を
准
さ
れ
ん
こ
と
を
叩
こ
い
ね
がう
べ
し
。
銅
觔
の
価
銀
並
び
に
咨
覆
を
将も
っ

て
給

領
す
る
を
賜
り
、
汛
に
乗
じ
て
返
棹
せ
し
め
、
王
府
に
齎

（
（13
（

繳
し
て
以
て
主

（
（13
（

忱

を
慰
め
、
以
て
臣
が
職
を
全
う
す
る
を
得
せ
し
む
れ
ば
、
感
激
す
る
こ
と
既つ

き
る
無
し
。
切
に
稟
す
、
等
の
情
あ
り
。
此
れ
を
拠う

け
た
り
。

査
す
る
に
、
琉
球
国
の
閩
に
運
ぶ
の
片
銅
二
万
五
千
觔
は
、
業す

で経
に
卑
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職
、
詳
も
て
憲
台
の
飭
令
を
奉
け
、
運
び
て
宝

（
（13
（

福
局
に
赴
き
、
員
に
委
し
て

点
験
し
て
秤

（
（14
（

収
せ
し
め
、
価
銀
三
千
五
百
両
を
估

（
（14
（

給
し
て
案
に
在
り
。

茲
に
該
存
留
通
事
の
孫
得
才
、
風
汛
の
期
に
届
る
を
以
て
、
五
月
初
七
日

を
択
び
て
駅
を
離
れ
て
舟
に
登
り
、
稟
も
て
懇
ろ
に
銅
価
を
給
発
す
る
の
咨

文
を
詳
請
し
て
前
来
す
る
に
拠
り
、
合
に
送
り
到
れ
る
領

（
（14
（

状
を
将
て
卑

（
（14
（

庁
の

関
（
（14
（

防
を
蓋

（
（14
（

用
し
、
文
を
具
え
て
申
も
て
送
り
察
核
せ
し
む
べ
し
。
俯
し
て
迅

即
に
期
を
示
し
て
該
夷
官
に
給
発
し
、
承
領
し
て
齎
運
し
回
国
せ
し
む
る
を

賜
り
た
し
、
等
の
由
あ
り
て
司
に
到
る
。
此
れ
を
拠う

け
た
り
。

査
す
る
に
、
此
の
案
は
琉
球
国
王
世
子
よ
り
使
を
遣
わ
し
て
装
運
し
閩
に

来
た
ら
し
む
る
の
銅
觔
に
し
て
、
原も
と

よ
り
例

（
（14
（

進
の
方
物
と
は
同
じ
か
ら
ず
。

必
ず
須
ら
く
価
を
給
し
て
発

（
（14
（

領
せ
し
め
て
方は
じ

め
て
験

（
（14
（

収
す
べ
し
。
業す

で経
に
福

防
庁
に
飭
拠
し
て
査
覆
せ
し
め
た
る
と
こ
ろ
、
該
夷
官
は
価
を
領う

け
とり
て
回

国
す
る
を
情

（
（14
（

允
す
れ
ば
、
随
即
に
委

（
（15
（

員
候
補
に
し
て
知
県
の
謝
昌
霖
に
詳
明

し
、
前す
す

み
て
宝
福
局
に
赴
き
、
会
同
し
て
秤
収
せ
し
め
去お

わ後
れ
り
。

旋つ

い
で
宝
福
局
委
員
の
申
報
に
拠
る
に
、
札

（
（15
（

に
遵
い
て
会
同
し
、
新

（
（15
（

頒
の

砝
（
（15
（

碼
を
用
て
秤
収
す
る
を
行
い
た
る
と
こ
ろ
の
、
琉
球
国
の
局
に
繳お
さ

め
た
る

浄
紅
銅
五
千
二
百
六
十
七
觔
八
両
・
浄
黄
銅
一
万
三
千
一
百
一
十
七
觔
八
両

八
成
・
黄

（
（15
（

銅
六
千
五
百
八
十
四
觔
、
合
せ
て
共
に
収う

け
と
り
た
る
銅
二
万
五

千
觔
は
、
加

（
（15
（

謹
に
庫
に
儲
え
て
以
て
鼓

（
（15
（

鋳
に
資
す
。
出

（
（15
（

具
し
て
収
管
し
、
呈

（
（15
（

送
し
て
案
に
在
り
。

茲
に
前
由
に
拠
り
、
応
に
估ね
ぶ

み
す
る
所
の
銅
の
価
銀
三
千
五
百
両
に
照
ら

し
て
、
数
の
如
く
該
夷
官
に
給
発
し
、
承
領
し
て
齎
運
し
、
回
国
し
て
交
収

せ
し
む
る
を
准
し
、
懐
柔
を
示
さ
し
む
る
を
請
う
べ
け
れ
ば
、
即
ち
に
庫

（
（15
（

儲

の
各
款
下
よ
り
銀
三
千
五
百
両
を
支
出
し
、
該
夷
官
に
給
発
し
て
承
領
せ
し

め
、
齎
運
し
て
回
国
し
交
収
せ
し
め
ん
と
し
て
、
両
院
憲
に
詳
明
し
察

（
（16
（

辦
せ

し
め
て
案
に
在
り
。

又
、
恩
を
体
例
に
籲も
と

む
等
の
事
の
為
に
す
。

咸
豊
九
年
五
月
初
四
日
、
総
督
部
堂
王
（
懿
徳
）
の
批
を
奉
け
た
る
本
司

の
詳
（
は
次
の
如
し
）。

査
し
得
た
る
に
、
琉
球
国
の
進
貢
船
隻
閩
に
来
た
れ
ば
、
官
伴
・
水
梢
人

等
の
帯
来
せ
る
銀
両
並
び
に
土
産
の
貨
物
は
、
業す

で経
に
詳
も
て
憲
台
の
批
を

奉
け
、
館
を
開
き
て
貿
易
す
る
を
准
さ
る
れ
ば
、
福
防
同
知
に
檄
飭
し
て
厳

し
く
趕
緊
に
貿
易
す
る
を
催う
な
がし
、
完
竣
し
た
れ
ば
験
明
し
、
冊
を
造
り
て
結

を
取
り
、
詳
報
せ
し
め
去お

わ後
れ
り
。

茲
に
福
防
同
知
丁
嘉
瑋
の
詳
報
に
拠
る
に
「
琉
球
国
の
進
貢
船
上
の
帯
来

せ
る
土
産
の
貨
物
並
び
に
官
伴
・
水
梢
の
随
帯
せ
る
銀
両
は
、
咸
豊
八
年
十

一
月
十
九
日
に
于
て
館
を
開
き
て
貿
易
せ
し
め
、
本
年
五
月
初
七
日
に
至
り

て
駅
を
離
れ
て
舟
に
登
る
。
所
有
の
進
貢
両
船
の
原

（
（16
（

報
の
官
伴
・
水
梢
は
、

共
に
二
百
員
名
な
り
。
内
、
進
京
の
官
伴
十
八
員
名
、
又
、
存
留
の
官
伴
十

八
員
名
を
除
き
、
又
、
二
号
船
上
の
水
梢
三
屋
平
一
名
は
病
故
す
る
を
除
く

の
外
、
実
共
、
回
国
す
る
も
の
一
百
六
十
三
員
名
な
り
。
又
、
附

（
（16
（

搭
せ
る
前

年
の
接
貢
の
存
留
官
伴
六
員
名
あ
り
。
通

（
（16
（

共
す
る
に
、
回
国
す
る
も
の
一
百

六
十
九
員
名
な
り
。
五
月
初
七
日
を
択
び
て
駅
を
離
れ
て
舟
に
登
る
。
経
に

該
庁
、
館
に
詣い
た

り
て
勘

（
（16
（

験
し
、
花
名
・
清
冊
を
造
具
し
、
咨
を
給
し
て
遣
発
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し
て
回
国
せ
し
め
ん
こ
と
を
詳
請
す
、
と
あ
り
。
並
び
に
委
員
に
札
飭
し
て

該
夷
人
を
監
督
せ
し
め
、
帯
ぶ
る
所
の
貨
物
を
将
て
盤
験
し
て
舟
に
入
れ
、

完
竣
し
た
れ
ば
数

（
（16
（

冊
・
甘
結
を
取
具
し
、
另
文
も
て
結
を
加
え
て
詳
送
す
と

声
明
す
、
各
等
の
由
あ
り
て
前
来
せ
り
。

本
司
査
す
る
に
、
琉
球
国
の
進
貢
の
官
伴
は
、
現
に
五
月
初
七
日
に
于
て

駅
を
離
れ
て
舟
に
登
る
と
具
報
す
る
に
拠
り
、
相あ
い
ま
さ応
に
歴
届
の
進
・
接
貢
各

船
の
回
国
の
例
を
査
照
し
て
、
先
に
詳
明
し
て
咨
を
給
す
る
を
行
い
、
該
庁

に
飭
し
て
盤

（
（16
（

竣
の
貨
物
の
冊
・
結
を
備
造
せ
し
め
、
另
文
も
て
呈
送
せ
し
め

て
案
に
備
う
る
を
除
く
の
外
、
合
に
就
ち
に
情
に
拠
り
て
詳
請
す
べ
し
。
伏

し
て
察
核
し
て
迅
や
か
に
批
示
を
賜
る
を
候
ち
、
以
て
咨
を
給
し
て
、
備つ
ぶ
さに

該
国
王
世
子
に
移
し
て
査
照
せ
し
む
る
に
便
な
ら
し
め
、
汛
に
乗
じ
て
遣
り

て
回
国
せ
し
め
ん
と
す
。
該
庁
に
行め
い

じ
て
閩
安
協
と
会
同
し
て
験
明
せ
し

め
、
員
弁
を
派
撥
し
護
送
し
て
出
洋
せ
し
め
、
長
行
回
国
の
日
期
を
取
具

し
、
另
に
詳
も
て
題
を
請
う
、
等
の
由
あ
り
。

批
を
奉
け
た
る
に
、
詳
の
如
く
咨
を
給
し
、
備
に
該
国
王
世
子
に
移
し
て

査
照
せ
し
め
よ
、
汛
に
乗
じ
て
遣
発
し
て
回
国
せ
し
め
よ
、
福
防
庁
に
行め
い

じ

て
閩
安
協
と
会
同
し
て
験
明
せ
し
め
よ
、
員
弁
を
派
撥
し
て
小

（
（16
（

心
に
護
送
し

て
出
洋
せ
し
め
よ
、
長
行
回
国
の
日
期
を
取
具
し
、
通
詳
し
て
題
を
請
え
、

仍な

お
撫
部
院
の
批
示
を
候ま

て
、
繳か
え

す
、
冊
は
存
す
、
と
あ
り
。

又
、
巡
撫
部
院
慶
（
端
）
の
批
を
奉
け
た
る
に
、
詳
の
如
く
咨
を
給
し
、

備
に
該
国
王
世
子
に
移
し
て
査
照
せ
し
め
よ
、
汛
に
乗
じ
て
遣
り
て
回
国
せ

し
め
よ
、
並
び
に
福
防
庁
に
飭
し
て
閩
安
協
と
会
同
し
て
験
明
せ
し
め
よ
、

員
弁
を
派
撥
し
護
送
し
て
出
洋
せ
し
め
よ
、
仍
お
長
行
回
国
の
日
期
を
取
り

詳
も
て
具
題
す
る
を
請
え
、
仍
お
督
部
堂
の
批
示
を
候
て
、
繳か
え

す
、
冊
は
存

す
、
各
等
の
因
あ
り
。
此
れ
を
奉
け
た
り
。

茲
に
遣
発
し
て
回
国
せ
し
む
る
の
期
に
当
た
れ
ば
、
合
に
就
ち
に
移
知
す

べ
し
。
煩ね

が為
わ
く
は
査
照
し
て
施
行
せ
ら
れ
よ
、
等
の
因
あ
り
。
国
に
到

る
。
此
れ
を
准
け
た
り
。

前
項
の
銅
の
価
銀
共
に
三
千
五
百
両
は
、
当と
き

に
経
に
収

（
（16
（

領
す
る
を
除
く
の

外
、
理
と
し
て
合
に
咨
覆
す
べ
し
。
此
れ
が
為
に
備
に
貴
司
に
咨
す
。
請ね

が煩

わ
く
は
査
照
し
て
施
行
せ
ら
れ
よ
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

咸
豊
九
年
（
一
八
五
九
）
八
月
初
二
日

注
（
1
）
抄
片
　
上
奏
文
に
付
す
付
箋
の
写
し
。

（
2
）
鎮
・
営
　
鎮
も
営
も
軍
隊
の
駐
屯
地
、
ま
た
駐
屯
す
る
軍
隊
の
組
織
単
位
。

（
3
）
疎
虞
　
お
ろ
そ
か
に
す
る
。
な
お
ざ
り
に
す
る
。

（
4
）
切
速
　
大
急
ぎ
。
大
至
急
。

（
5
）
間
年
一
貢
　
二
年
一
貢
と
同
じ
。
一
年
越
し
の
進
貢
。
二
年
に
一
回
の
進

貢
。

（
6
）
次
を
将
て
　
相
次
い
で
。
ま
も
な
く
。

（
7
）
進
口
　
港
に
入
る
。
入
港
。

（
8
）
逆
氛
、
未
だ
靖
ん
ぜ
ざ
る
　「
逆
氛
」
は
叛
乱
。
こ
の
時
期
は
太
平
天
国
の

乱
が
起
こ
っ
て
い
た
。
叛
乱
が
治
ま
っ
て
い
な
い
、
と
の
意
。

（
9
）
行
走
　
往
来
す
る
。
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2-193-08
　
福
建
布
政
使
司
よ
り
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
あ
て
、
咸
豊
三
年
分
の

正
朔
を
頒
告
す
る
旨
の
咨
文
（
咸
豊
二
《
一
八
五
二
》、
十
二
、
十
）

福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
、
正
朔
を
頒
告
す
る
事
の
為
に
す
。

欽
ん
で
惟お

も

う
に
、
我
が
皇
上
、
四
海
を
奄
有
し
万
方
を
統
御
す
。
道
徳
は

春
と
同ひ
と

し
く
恩
膏
を
寰
宇
に
遍あ
ま
ねく
し
、
地
天
交こ
も
ご
も々

泰つ
う

じ
声
教
を
遐
邦
に
訖お
よ

ぼ

す
。
国
祚
は
卜
す
る
に
万
年
を
以
て
し
、
紀
載
は
億
世
に
綿つ
ら

な
る
。
欽
ん
で

天
紀
を
承
け
、
敬
ん
で
人
時
を
授
く
。

本
司
、
仰
い
で
聖
主
の
綏
柔
を
見
て
、
天
朝
の
正
朔
を
分
布
せ
ん
と
す
。

欽
天
監
の
頒
発
せ
る
時
憲
書
式
の
前
来
す
る
を
案
准
し
、
本
司
の
経
歴
官
に

委
し
て
督
造
せ
し
め
、
竣
工
し
た
れ
ば
相あ
い
ま
さ応
に
例
に
照
ら
し
て
文
を
備
え
咨

送
す
べ
し
。
此
れ
が
為
に
備つ
ぶ
さに
貴
国
王
世
子
に
咨
す
。
請ね

が煩
わ
く
は
査
照
し

て
即た
だ

ち
に
頒
送
せ
る
大
清
咸
豊
三
年
分
の
時
憲
書
を
将
て
欽
遵
し
て
祗
ん
で

受
け
、
臣
民
に
頒
布
し
て
共
に
聖
朝
七
政
の
璣
衡
を
窺
い
、
東
海
一
隅
の
宵

旦
を
正
す
を
得
ら
れ
ん
こ
と
を
。
仍
お
頒
布
の
縁
由
を
将
て
、
施
行
せ
し
を

咨
覆
さ
れ
た
し
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

計か
ぞ

う
る
に
移
送
せ
る
紅((

(

字
綾
書
二
十
本
あ
り
。

右
、
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）
に
咨
す

咸
豊
二
年
（
一
八
五
二
）
十
二
月
初
十
日

注
＊
本
文
書
の
咨
覆
は
〔
一
九
四
―
〇
二
〕
で
あ
る
。

（
1
）
紅
字
綾
書　

紅
い
字
で
綾
絹
の
表
紙
に
書
い
た
時
憲
書
（
暦
）。

2-193-09
　
福
建
布
政
使
司
よ
り
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
あ
て
、
咸
豊
二
年
の
進

貢
関
連
事
項
の
処
置
、
遭
風
難
民
張
石
嶺
等
の
救
助
・
送
還
、
土
通
事

の
後
任
案
件
に
つ
い
て
通
知
す
る
旨
の
咨
文

（
咸
豊
三
《
一
八
五
三
》、
五
、
十
六
）

福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
、
進
貢
す
る
事
の
為
に
す
。

貴
（
（（

国
王
世
子
の
咨
を
准
け
た
る
に
（
次
の
如
く
）
開し
る

せ
り
。

照
ら
し
得
た
る
に
、
敝
国
は
海
隅
に
僻
処
し
、
叨
か
た
じ
け
なく
も
天
朝
の
鴻
恩
に
沐

し
、
会
典
に
遵
依
し
て
二
年
一
貢
し
、
欽
遵
し
て
案
に
在
り
。

茲
に
咸
豊
二
年
の
貢
期
に
当
た
れ
ば
、
特
に
耳
目
官
の
毛
種
美
・
正
議
大

夫
の
蔡
士
俊
・
都
通
事
の
鄭
思
恭
等
を
遣
わ
し
、
表
章
を
齎
捧
し
、
梢
役
共

に
一
百
九
十
九
員
名
を
率
領
せ
し
む
る
の
外
、
請

（
（（

諭
の
王
舅
馬
克
承
一
員
・

正
議
大
夫
梁
必
達
一
員
・
都
通
事
阮
宣
詔
一
員
、
跟
伴
三
十
名
あ
り
。
通
共

す
る
に
二
百
三
十
二
員
名
な
り
。
海
船
二
隻
に
坐
駕
し
、
煎
熟
硫
黄
一
万
二

千
六
百
觔
・
紅
銅
三
千
觔
・
煉
熟
白
剛
錫
一
千
觔
を
分
載
し
、
前す
す

み
詣い
た

り
て

投
納
せ
し
め
ん
と
す
。
乞こ
い
ね
が為
わ
く
は
、
督撫
両
院
に
転
詳
し
て
具
題
せ
し
め
、

貢
使
の
毛
種
美
等
を
将
て
員
に
委
し
て
護
送
せ
し
め
、
京
に
赴
き
叩ぬ
か
づき
て
聖

禧
を
祝い
の

ら
し
め
ん
こ
と
を
。
併
び
に
歴
貢
の
事
例
を
査
照
し
て
閩
に
留
ま
る

の
員
役
を
除
く
の
外
、
其
の
余
の
両
船
の
官
伴
・
水
梢
は
、
事
務
の
完
竣
す
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る
を
待
ち
て
、
来
夏
の
早
汛
に
于
て
原
船
に
坐
駕
し
て
帰
国
せ
し
む
る
を
准ゆ
る

さ
れ
ん
こ
と
を
乞
う
。
則
ち
特た
だ

に
航
海
の
末
員
は
風
濤
の
虞お
そ
れを
免
る
る
を
得

る
の
み
な
ら
ず
し
て
、
将
来
の
貢
典
も
亦
た
期
を
愆あ
や
まる
無
か
ら
ん
。
合
に
就

ち
に
移
知
す
べ
し
。
此
れ
が
為
に
備つ
ぶ
さ
に
咨
す
。
請ね

が煩
わ
く
は
査
照
せ
ら
れ

よ
、
等
の
因
あ
り
。
司
に
到
る
。
此
れ
を
准
け
た
り
。

又
、
抄
片
も
て
行
知
す
る
事
の
為
に
す
。

咸
豊
二
年
十
月
二
十
八
日
、
巡
撫
部
院
王
（
懿
徳
）
の
憲
票
を
奉
け
た
る

に
（
以
下
の
如
し
）。

照
の
為
に
す
。
本
部
院
、
咸
豊
二
年
十
月
二
十
五
日
に
於
て
督

（
（（

部
堂
と

会
同
し
附
片
も
て
会
奏
せ
る
と
こ
ろ
の
、
本
年
、
琉
球
の
進
貢
船
隻
、
省
に

到
る
こ
と
稽

（
（（

延
す
る
の
縁
由
の
一
件
あ
り
。
硃
批
を
奉
到
す
る
を
俟
ち
て
另

に
恭
録
を
行
い
て
飭
知
す
る
を
除
く
の
外
、
合
に
先
に
抄
摺
し
て
行
知
す
べ

し
。
票
を
備
え
て
司
に
到
れ
ば
、
即
便
に
転
行
し
て
査
照
せ
し
め
よ
。
遅
る

る
毋
か
れ
。

計か
ぞ

う
る
に
粘は
り
つけ
た
る
抄
片
稿
あ
り
。
内
に
（
次
の
如
く
）
開
す
。

再
た
、
臣
等
査
す
る
に
、
琉
球
国
は
間
年
一
貢
す
。
応
に
貢
す
べ
き
の
年

分
に
は
、
該
国
王
、
使
を
遣
わ
し
、
頭
・
二
両
号
夷
船
に
駕
坐
し
、
恭
し
く

方
物
を
進
む
。
向さ
き

に
九
月
内
及
び
十
月
初
旬
に
於
て
閩
に
抵
れ
ば
、
閩
省
よ

り
文
武
の
各
員
を
派
撥
し
、
該
国
使
臣
及
び
貢
物
を
伴
送
せ
し
め
、
例
と
し

て
応
に
十
二
月
二
十
日
以
前
に
京
に
到
る
べ
し
。
本
年
、
琉
球
国
、
応
に
進

貢
の
期
に
届い
た

る
べ
き
も
、
所
有
の
該
国
の
頭
・
二
両
号
船
隻
（
に
つ
い
て
）

は
、
十
月
二
十
三
日
に
於
て
、
福
防
同
知
保
泰
の
稟
報
に
拠
る
に
、
該
国
の

頭
号
貢
船
は
十
月
二
十
二
日
申
刻
に
於
て
護
送
し
て
閩
県
亭

（
（（

頭
怡
山
院
地
方

に
至
る
。
又
、
二
十
四
日
に
於
て
、
署

（
（（

閩
安
協
副
将
鐘

（
（（

宝
三
の
稟
報
に
拠

る
に
、
該
国
の
二
号
貢
船
は
、
十
月
二
十
三
日
に
於
て
熨

（
（（

斗
の
洋
面
よ
り
開

駕
し
て
省
に
進
む
、
等
の
情
あ
り
。

臣
等
、
随
い
で
該
同
知
に
飭
し
て
、
一
た
び
頭
・
二
両
号
貢
船
の
省
に
到

る
を
俟
ち
て
妥ほ
ど
よ為
く
館
駅
に
安
挿
せ
し
む
。
惟
だ
期
た
る
、
已
に
迫
り
た
れ

ば
、
即た
と
え使
此
の
数
日
の
内
に
一
斉
に
報
到
す
る
も
、
験

（
（（

貢
、
束
装
に
尚
お
数

日
の
耽

（
（1（

擱
有
り
。
該
使
臣
等
、
海

（
（1（

外
に
生
長
し
た
れ
ば
車
馬
に
慣
れ
ず
。

又
、
未
だ
昼
夜
兼
程
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
時
日
を
屈

（
（1（

計
す
れ
ば
、
封

（
（1（

印
の

前
に
は
断
じ
て
限
に
依
り
京
に
到
る
こ
と
能
わ
ず
。
伴
送
委
員
の
金
崇
等
に

檄
飭
し
て
沿
途
小
心
に
護
送
せ
し
む
る
を
除
く
の
外
、
臣
等
、
謹
ん
で
琉
球

国
の
頭
・
二
両
号
貢
船
、
閩
に
到
る
こ
と
稽
延
す
る
の
縁
由
を
将
て
附
片
も

て
奏
聞
し
、
伏
し
て
聖
鑑
を
乞
う
。
謹
ん
で
奏
す
、
等
の
因
あ
り
。

又
、
抄
摺
し
て
行
知
す
る
事
の
為
に
す
。

咸
豊
二
年
十
月
二
十
八
日
、
巡
撫
部
院
王
（
懿
徳
）
の
憲
票
を
奉
け
た
る

に
（
以
下
の
如
し
）。

照
の
為
に
す
。
本
部
院
、
咸
豊
二
年
十
月
二
十
五
日
に
於
て
督
部
堂
と
会

同
し
恭
摺
し
て
具
奏
せ
る
と
こ
ろ
の
、
山
東
省
よ
り
送
り
到
れ
る
琉
球
国
の

漂
風
の
難
夷
張
石
嶺
等
の
供
情
を
訳
訊
し
て
撫
恤
す
る
の
一
摺
あ
り
。
硃
批

を
奉
到
す
る
を
俟
ち
て
另
に
恭
録
を
行
い
て
飭
知
す
る
を
除
く
の
外
、
合
に

先
に
抄
摺
し
て
行
知
す
べ
し
。
票
を
備
え
て
司
に
到
れ
ば
、
即
便
に
抄
摺
内

の
事
理
を
査
照
し
て
転
行
し
、
遵
照
せ
し
め
よ
。
遅
る
る
毋
か
れ
。
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2-197-01
　
福
建
布
政
使
司
よ
り
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
あ
て
、
咸
豊
五
年
分
の

正
朔
を
頒
告
す
る
旨
の
咨
文（

咸
豊
四
《
一
八
五
四
》、
十
二
、
十
二
）

福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
、
正
朔
を
頒
告
す
る
事
の
為
に
す
。

欽
ん
で
惟お

も

う
に
、
我
が
皇
上
、
四
海
を
奄
有
し
万
方
を
統
御
す
。
道
徳
は

春
と
同ひ
と

し
く
恩
膏
を
寰
宇
に
遍あ
ま
ねく
し
、
地
天
交こ
も
ご
も々

泰つ
う

じ
声
教
を
遐
邦
に
訖お
よ

ぼ

す
。
国
祚
は
卜
す
る
に
万
年
を
以
て
し
、
紀
載
は
億
世
に
綿つ
ら

な
る
。
欽
ん
で

天
紀
を
承
け
、
敬
ん
で
人
時
を
授
く
。

本
司
、
仰
い
で
聖
主
の
綏
柔
を
見
て
、
天
朝
の
正
朔
を
分
布
せ
ん
と
す
。

欽
天
監
の
頒
発
せ
る
時
憲
書
式
の
前
来
す
る
を
案
准
し
、
本
司
の
経
歴
官
に

委
し
て
督
造
せ
し
め
、
竣
工
し
た
れ
ば
相あ
い
ま
さ応
に
例
に
照
ら
し
て
文
を
備
え
咨

送
す
べ
し
。
此
れ
が
為
に
備つ
ぶ
さに
貴
国
王
世
子
に
咨
す
。
請ね

が煩
わ
く
は
査
照
し

て
即た
だ

ち
に
頒
送
せ
る
大
清
咸
豊
五
年
分
の
時
憲
書
を
将
て
欽
遵
し
て
祗
ん
で

受
け
、
臣
民
に
頒
布
し
て
共
に
聖
朝
七
政
の
璣
衡
を
窺
い
、
東
海
一
隅
の
宵

旦
を
正
す
を
得
ら
れ
ん
こ
と
を
。
仍
お
頒
布
の
縁
由
を
将
て
、
施
行
せ
し
を

咨
覆
さ
れ
た
し
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

計か
ぞ

う
る
に
移
送
せ
る
紅
字
綾
書
二
十
本
あ
り
。

右
、
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）
に
咨
す

咸
豊
四
年
（
一
八
五
四
）
十
二
月
十
二
日

注
＊
本
文
書
の
咨
覆
は
〔
一
九
七
―
〇
七
〕
で
あ
る
。

2-197-02
　
福
建
布
政
使
司
よ
り
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
あ
て
、
咸
豊
四
年
の
進

貢
・
謝
恩
・
慶
賀
関
連
事
項
の
処
置
に
つ
い
て
通
知
す
る
旨
の
咨
文

（
咸
豊
五
《
一
八
五
五
》、
五
、
十
）

福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
、
進
貢
す
る
事
の
為
に
す
。

貴
（
（（

国
王
世
子
の
咨
を
准
け
た
る
に
（
次
の
如
く
）
開し
る

せ
り
。

照
ら
し
得
た
る
に
、
敝
国
は
海
隅
に
僻
居
し
、
世
々
天
朝
の
鴻
恩
に
沐

し
、
会
典
に
遵
依
し
て
二
年
一
貢
し
、
欽
遵
し
て
案
に
在
り
。

茲
に
咸
豊
四
年
の
貢
期
に
当
た
り
、
復
た
御
書
匾
額
を
特
賜
せ
ら
る
る
を

蒙
り
、
並
び
に
皇
后
を
冊
立
す
る
の
大
典
に
逢
え
ば
、
謹
ん
で
紫
巾
官
の
向

邦
棟
・
正
議
大
夫
の
毛
克
進
・
都
通
事
の
阮
孝
銓
等
を
遣
わ
し
、
表
章
・
方

物
を
齎
捧
し
、
梢
役
共
に
二
百
を
過
ぎ
ざ
る
の
員
名
を
率
領
せ
し
め
、
海
船

二
隻
に
坐
駕
し
、
常
貢
の
煎
熟
硫
黄
一
万
二
千
六
百
觔
・
紅
銅
三
千
觔
・
煉

熟
白
剛
錫
一
千
觔
、
並
び
に
謝
恩
の
礼
物
の
金
鶴
形
一
対
―
鶴
踏
銀
岩
座
各

全
・
黒
漆
嵌
螺
五
爪
龍
蓋
碗
三
十
個
・
黒
漆
嵌
螺
五
爪
龍
円
盤
三
十
個
・
細

嫩
沈
香
色
織
花
蕉
布
十
疋
・
細
嫩
織
花
蕉
布
四
十
疋
・
精
熟
土
黄
色
織
花
蕉

布
十
疋
・
精
熟
織
花
蕉
布
四
十
疋
・
細
嫩
濃
茶
色
素
光
蕉
布
十
疋
・
細
嫩
素

光
蕉
布
四
十
疋
・
精
彩
画
囲
屏
一
対
・
囲
屏
紙
五
千
張
・
護
寿
紙
五
千
張
・

精
製
摺
扇
二
百
把
、
又
、
皇
后
殿
下
に
進
奉
す
る
慶
賀
の
方
物
の
金
粉
匣
一
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合
―
共
に
重
さ
八
両
・
銀
粉
匣
一
合
―
共
に
重
さ
七
両
三
銭
・
精
熟
淡
黄
色

土
夏
布
二
十
疋
・
精
熟
土
夏
布
二
十
疋
・
細
嫩
土
蕉
布
四
十
疋
・
精
製
摺
扇

八
十
把
を
分
載
せ
し
む
。

内
、
硫
黄
一
万
二
千
六
百
觔
は
前す
す

み
詣い
た

り
て
投
納
せ
し
め
ん
と
す
。
乞こ
い
ね
が為

わ
く
は
、
督撫
両
院
に
転
詳
し
て
具
題
せ
し
め
、
貢
使
の
向
邦
棟
等
を
将
て
員

に
委
し
て
護
送
し
、
京
に
赴
き
叩ぬ
か
づ
き
て
聖
禧
を
祝い
の

り
、
兼
ね
て
天
恩
に
謝

し
、
並
び
に
賀
敬
を
伸
ば
し
め
ん
こ
と
を
。

仍
っ
て
乞
う
ら
く
は
、
歴
貢
の
事
例
を
査
照
し
、
閩
に
留
ま
る
の
員
役
を

除
く
の
外
、
其
の
余
の
両
船
の
官
伴
・
水
梢
は
、
事
務
の
完
竣
す
る
を
待
ち

て
、
来
夏
の
早
汛
に
于
て
原
船
に
坐
駕
し
て
帰
国
せ
し
む
る
を
准
さ
れ
ん
こ

と
を
。
則
ち
特た
だ

に
航
海
の
末
員
は
驚
濤
の
虞お
そ
れを
免
る
る
を
得
る
の
み
な
ら
ず

し
て
、
将
来
の
貢
典
も
亦
た
期
を
愆あ
や
まる
無
か
ら
ん
。
合
に
就
ち
に
移
知
す
べ

し
。
此
れ
が
為
に
備つ
ぶ
さに
咨
す
。
請ね

が煩
わ
く
は
査
照
せ
ら
れ
よ
、
等
の
因
あ
り

て
司
に
到
る
。
此
れ
を
准
け
た
り
。

又
、
抄
片
も
て
行
知
す
る
事
の
為
に
す
。

咸
豊
四
年
八
月
十
五
日
、
兼
署
巡
撫
部
院
王
（
懿
徳
）
の
憲
牌
を
奉
け
た

る
に
（
以
下
の
如
し
）。

照
の
為
に
す
。
本
兼
署
撫
部
院
、
咸
豊
四
年
八
月
十
二
日
に
於
て
附
片
も

て
具
奏
せ
る
と
こ
ろ
の
、
咸
豊
四
年
分
は
琉
球
国
応
に
進
貢
す
べ
き
に
届い
た

る

も
、
暫
く
緩お
く

ら
し
め
来
歳
に
恭
進
せ
し
め
ん
こ
と
を
請
う
の
縁
由
の
一
件
あ

り
。
硃
批
を
奉
到
す
る
を
俟
ち
て
另
に
恭
録
を
行
い
て
飭
知
す
る
を
除
く
の

外
、
合
に
先
に
抄
片
も
て
行
知
す
べ
し
。
牌
を
備
え
て
司
に
到
れ
ば
、
即
便

に
転
行
し
て
知
照
せ
し
め
よ
。
遅
る
る
毋
か
れ
。

計か
ぞ

う
る
に
粘は
り
つけ
た
る
抄
片
稿
一
件
あ
り
。
内
に
（
次
の
如
く
）
開
す
。

再
た
査
す
る
に
、
琉
球
国
は
間
年
に
一
貢
し
、
応
に
貢
す
べ
き
の
年
分
な

れ
ば
、
該
国
王
、
使
を
遣
わ
し
、
頭
・
二
両
号
夷
船
に
駕
坐
し
、
恭
し
く
方

物
を
進
む
べ
し
。
向さ
き

に
九
月
底
及
び
十
月
初
旬
に
於
て
閩
に
抵い
た

れ
ば
、
閩
省

は
例
に
照
ら
し
て
文
武
の
各
員
を
派
撥
し
、
該
国
の
使
臣
及
び
貢
物
を
伴
送

せ
し
め
、
例
と
し
て
応
に
十
二
月
二
十
日
以
前
に
京
に
到
る
べ
し
。

茲
に
本
年
、
琉
球
国
は
応
に
進
貢
す
べ
き
の
期
に
届
れ
ば
、
所
有
の
該
国

の
頭
・
二
両
号
船
隻
は
次
を
将
て
閩
に
抵
る
べ
け
れ
ば
、
自お
の

ず
か
ら
応
に
沿

海
の
舟
師
に
飭
し
て
探
査
・
接
護
し
て
省
に
来
た
ら
し
め
、
例
に
照
ら
し
て

員
を
派
し
て
伴
送
し
、
進
京
せ
し
む
べ
し
。
惟
だ
査
す
る
に
、
経
由
す
る

の
各
省
は
、
此
こ
の
ご
ろ

逆
（
（（

氛
未
だ
靖
ん
ぜ
ず
、
道
路
間
阻
せ
ら
る
る
に
値
た
り
、

即た
と
え使
前
項
の
貢
船
、
期
に
依
り
て
閩
に
抵
る
も
長
途
に
梗
阻
せ
ら
る
べ
し
。

若
し
道
を
繞
り
て
行
走
せ
し
む
れ
ば
、
特た
だ

に
趲

（
（（

運
す
る
こ
と
維
れ
艱
か
る

の
み
な
ら
ず
、
未
だ
部
限
を
遵
照
し
て
趕
ぐ
も
年
前
に
於
て
京
に
抵
る
こ
と

能
わ
ず
。
且
つ
恐
る
ら
く
は
途
中
、
或
い
は
阻
滞
せ
ら
る
る
有
ら
ん
。
設も

し

疎
（
（（

虞
に
至
れ
ば
、
則
ち
関
わ
る
所
は
尤
も
浅

（
（（

鮮
に
非
ず
。

臣
査
す
る
に
、
本
届
の
貢
船
は
現
在
未
だ
閩
に
到
ら
ず
と
雖
も
、
尚
お
限

を
逾
え
る
無
し
。
惟
だ
経
由
す
る
の
各
省
の
道
路
は
行
き
難
き
に
値
た
れ

ば
、
誠
に
恐
る
ら
く
は
、
或
い
は
阻
滞
せ
ら
れ
て
疎
失
し

（
（（

虞お
そ

る
堪べ

き
こ
と

有
ら
ん
。
自お
の

ず
か
ら
応
に
預
め
籌

（
（（

議
を
為
し
て
以
て
慎
重
を
昭
ら
か
に
す

べ
し
。
相
応
に
奏
し
て
聖
恩
を
懇
い
、
該
国
貢
船
を
将
て
閩
に
到
る
の
後
、
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官
伴
人
等
に
飭
し
て
例
に
照
ら
し
て
館
駅
に
安
挿
せ
し
め
、
閩
に
在
り
て
守

候
せ
し
む
べ
し
。
謹
ん
で
表
文
・
方
物
を
将
て
暫
く
司
庫
に
儲た
く
わえ
、
限
に
依

り
て
進
京
す
る
を
免
予
し
、
緩
ら
せ
て
来
歳
に
至
り
一
た
び
経
由
す
る
各
処

の
道
路
の
疏
通
す
る
を
俟
ち
て
、
即
ち
に
例
に
照
ら
し
て
文
武
の
各
員
を
派

撥
し
、
伴
送
し
て
京
に
赴
か
し
む
る
を
行
い
、
以
て
体
恤
を
示
す
べ
し
。
巡

洋
の
舟
師
並
び
に
各
鎮
営
に
檄
行
し
、
曁
び
沿
海
隣
省
の
督
撫
臣
に
飛
咨
し

て
一
体
に
転
飭
し
、
探
査
し
て
接
護
せ
し
め
、
並
び
に
礼
部
に
咨
明
す
る
を

除
く
の
外
、
臣
、
謹
ん
で
附
片
も
て
具
奏
し
、
伏
し
て
聖
鑑
も
て
訓
示
せ
ら

る
る
を
乞
う
。
再
た
閩
浙
総
督
は
臣
が
本
任
に
係
れ
ば
、
会
銜
を
庸
い
る
毋

し
。
合
并
し
て
陳
明
す
。
謹
ん
で
奏
す
、
等
の
因
あ
り
。

又
、
知
照
す
る
事
の
為
に
す
。

咸
豊
四
年
十
月
二
十
七
日
、
総
督
部
堂
王
（
懿
徳
）
の
憲
箚
を
奉
け
た
る

に
（
以
下
の
如
し
）。

咸
豊
四
年
十
月
二
十
五
日
、
兵
部
の
火
票
も
て
逓
到
せ
る
礼
部
の
咨
を
准

け
た
る
に
（
次
の
如
し
）。

主
客
司
の
案
呈
に
「
本
部
の
具
奏
せ
る
と
こ
ろ
の
、
琉
球
貢
使
、
暫
く
来

京
す
る
を
緩
ら
せ
、
査
議
し
て
具
奏
し
、
旨
を
請
い
て
遵
行
せ
ん
と
す
る
の

一
摺
あ
り
。
咸
豊
四
年
九
月
二
十
六
日
、
上
諭
を
奏
奉
し
た
る
に
、
礼
部
の

奏
に
、
議
に
遵
い
て
琉
球
貢
使
、
暫
く
京
に
赴
く
を
緩お

く

ら
し
む
る
の
一
摺
あ

り
。
琉
球
国
王
は
久
し
く
藩
封
に
列
な
る
。
該
貢
使
等
は
航
海
し
て
誠
を
輸い
た

せ
ば
具
さ
に
忱

（
（（

悃
を
徴
わ
す
。
惟
だ
現
在
、
用
兵
の
省
分
は
尚
お
未
だ
一

律
に
肅
清
す
る
能
わ
ず
。
若
し
程

（
（（

途
を
繞

（
（1（

越
し
跋

（
（1（

渉
し
て
遠
来
せ
し
む
れ

ば
、
転
じ
て
体
恤
を
示
す
所
以
に
は
非
ず
。
王
（
懿
徳
）
に
著
し
て
該
使
臣

等
の
貢
船
、
行
き
て
閩
境
に
抵
る
の
後
に
於
て
、
即
ち
に
朕
が
意
を
宣
諭
す

る
を
行
い
、
其

（
（1（

れ
を
し
て
此
の
次
は
庸
て
来
京
す
る
毋
か
ら
し
め
よ
。
仍

お
犒

（
（1（

賞
を
優

（
（1（

与
し
、
員
に
委
し
て
妥ほ
ど
よ為
く
護
送
し
回
国
せ
し
め
よ
。
所
有

の
進
貢
の
方
物
は
即
ち
に
著
し
て
賞
収
せ
し
め
、
該
督
等
よ
り
員
を
派
し
て

京
に
送
ら
し
め
よ
。
其
の
応
に
該
国
王
世
子
及
び
使
臣
等
に
頒
賞
を
行
う
べ

き
の
物
件
は
、
該
管
衙
門
に
著
し
て
旧

（
（1（

章
を
査
照
し
て
備
辦
し
、
該
督
等
に

発
交
せ
し
め
、
員
を
派
し
て
齎
送
し
て
転
給
し
、
祗
ん
で
領
ら
し
め
、
以
て

朕
が
遠
邦
を
懐
柔
す
る
の
至
意
を
示
せ
、
と
あ
り
。
此
れ
を
欽
む
。
欽
遵
し

て
、
本
月
二
十
七
日
に
於
て
内
閣
よ
り
抄
出
し
て
部
に
到
る
。
相
応
に
原
奏

を
抄
録
し
、
閩
浙
総
督
に
知
照
す
れ
ば
可
な
る
べ
し
」
等
の
因
あ
り
。
本
部

堂
に
到
る
。
此
れ
を
准
け
た
り
。
合
に
就
ち
に
行
知
す
べ
し
。
箚
を
備
え
て

司
に
到
れ
ば
、
即
便
に
移
行
し
、
欽
遵
せ
し
め
よ
。

計か
ぞ

う
る
に
粘
け
た
る
単
あ
り
。
内
に
（
次
の
如
く
）
開
す
。

礼
部
、
謹
ん
で
奏
す
ら
く
は
、
旨
に
遵
い
て
査
議
し
具
奏
す
る
事
の
為
に

す
。咸

豊
四
年
九
月
二
十
一
日
、
内
閣
よ
り
（
次
の
如
く
）
抄
出
せ
り
。

二
十
日
に
上
諭
を
奉
じ
た
る
に
「
王
（
懿
徳
）
の
奏
せ
る
と
こ
ろ
の
、
琉

球
貢
船
、
次
を
将
て
閩
に
抵
る
も
暫
く
進
京
す
る
を
緩お
く

ら
さ
ん
こ
と
を
請

う
、
等
の
語
あ
り
。
礼
部
に
着
し
て
査
議
し
具
奏
せ
し
め
よ
」
と
あ
り
。
此

れ
を
欽
む
。
欽
遵
し
て
部
に
到
る
。

臣
等
恭つ
つ
しん
で
査
す
る
に
、
咸
豊
三
年
八
月
初
七
日
、
上
諭
を
奉
じ
た
る
に
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「
呉
文
鎔
・
呉

（
（1（

振
棫
の
奏
に
、
南

（
（1（

掌
国
の
貢
使
、
京
に
入
る
を
免
ず
る
を
請

う
の
一
摺
あ
り
。
該
督
撫
に
著
し
て
該
国
使
臣
等
に
伝
旨
せ
し
め
、
此
の
次

は
庸
て
来
京
す
る
無
か
ら
し
め
よ
。
貢
物
の
象
隻
は
即
ち
に
著
し
て
賞
収
せ

し
め
、
該
督
撫
よ
り
員
を
派
し
て
京
に
送
ら
し
め
よ
。
其
の
応
に
該
国
長
及

び
正
副
使
臣
等
に
頒
賞
を
行
う
べ
き
の
銀
物
は
、
仍
お
該
管
衙
門
よ
り
照
辦

し
て
斉
全
な
ら
し
め
、
雲
南
に
発
交
し
、
員
を
派
し
て
齎
送
し
、
関
を
出
づ

れ
ば
転
交
し
て
祗
ん
で
領
ら
し
め
よ
」
と
あ
り
。
此
れ
を
欽
む
。

又
、
十
一
月
二
十
七
日
、
上
諭
を
奉
じ
た
る
に
「
羅

（
（1（

繞
典
等
の
奏
に
、

緬
（
（1（

甸
国
の
貢
使
京
に
入
る
に
変
通
し
て
辦
理
す
る
を
請
う
の
一
摺
あ
り
。
該

督
撫
に
著
し
て
該
使
臣
等
に
伝
旨
し
、
此
の
次
は
庸
て
来
京
す
る
無
か
ら
し

め
よ
。
貢
物
の
象
隻
は
即
ち
に
賞
収
す
る
を
行
い
、
一
た
び
道
路
の
肅
清
す

る
を
俟
ち
て
、
即
ち
に
該
督
撫
よ
り
員
を
派
し
て
京
に
送
ら
し
め
よ
。
其
の

応
に
該
国
王
及
び
正
副
使
臣
等
に
頒
賞
を
行
う
べ
き
の
銀
物
は
、
仍
お
該
衙

門
よ
り
照
辦
し
て
斉
全
な
ら
し
め
、
該
省
に
発
交
し
、
員
を
派
し
て
齎
送
し

関
を
出
づ
れ
ば
転
交
し
て
祗
ん
で
領
ら
し
め
よ
」
と
あ
り
。
此
れ
を
欽
む
。

欽
遵
し
て
辦
理
せ
し
め
て
各
々
案
に
在
り
。

今
、
閩
浙
総
督
王
（
懿
徳
）
の
奏
に
、
琉
球
貢
船
は
次
を
将
て
閩
に
抵
れ

ば
暫
く
進
京
す
る
を
緩
ら
さ
ん
こ
と
を
請
う
。
諭
旨
を
欽
奉
し
た
る
に
、
臣

が
部
に
著
し
て
査
議
し
て
具
奏
せ
し
む
。
臣
等
、
公
同
に
酌
議
し
、
応
に
上

年
に
辦
過
せ
る
南
掌
・
緬
甸
の
成
案
に
比
照
し
、
該
督
撫
に
飭
下
し
て
該
使

臣
等
に
伝
令
せ
し
め
、
此
の
次た
び

は
庸
て
来
京
す
る
毋
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
請

う
。
所
有
の
貢
物
は
旨
を
請
い
て
賞
収
し
、
一
た
び
道
路
の
肅
清
す
る
を
俟

ち
て
、
即
ち
に
該
督
撫
よ
り
表
文
曁
び
貢
物
を
将
て
、
員
を
派
し
て
京
に
送

ら
し
め
ん
と
す
。

其
の
応
に
該
国
王
世
子
及
び
正
副
使
臣
等
に
頒
賞
を
行
う
べ
き
の
物
件

は
、
先
に
各
該
衙
門
よ
り
照
辦
し
て
斉
全
な
ら
し
め
、
臣
が
部
よ
り
兵
部
に

封
送
し
て
該
省
に
発
交
し
、
員
を
派
し
て
齎
送
し
、
転
交
し
て
祗
ん
で
領
ら

し
め
、
以
て
体
恤
を
示
し
て
慎
重
を
昭
ら
か
に
せ
ん
と
す
。
所
有
の
臣
等
、

旨
に
遵
い
て
議
奏
す
る
の
縁
由
は
、
是
れ
当

（
（2（

あ
る
や
否
や
。
伏
し
て
訓
示
を

候
ち
て
遵
行
せ
ん
と
す
。
謹
ん
で
奏
し
て
旨
を
請
う
、
等
の
因
あ
り
。

又
、
抄
摺
し
て
行
知
す
る
事
の
為
に
す
。

咸
豊
四
年
十
一
月
初
六
日
、
巡
撫
部
院
呂

（
（2（

（
佺
孫
）
の
憲
票
を
奉
け
た
る

に
（
以
下
の
如
し
）。

照
の
為
に
す
。
本
部
院
、
咸
豊
四
年
十
月
二
十
九
日
に
於
て
督
部
堂
と
会

同
し
恭
摺
し
て
具
奏
せ
る
と
こ
ろ
の
、
琉
球
国
の
貢
使
、
旧
に
照
ら
し
て
都

に
入
り
、
恭
し
く
貢
物
・
表
文
を
進
め
ん
こ
と
を
籲
懇
す
る
の
一
摺
あ
り
。

硃
批
を
奉
到
す
る
を
俟
ち
て
另
に
恭
録
を
行
い
て
行
知
す
る
を
除
く
の
外
、

合
に
先
に
抄
摺
し
て
行
知
す
べ
し
。
票
を
備
え
て
司
に
到
れ
ば
、
即
便
に
移

行
し
査
照
せ
し
め
よ
。
延お
く

る
る
毋
か
れ
。

計か
ぞ

う
る
に
粘
け
た
る
抄
摺
稿
一
紙
あ
り
。
内
に
（
次
の
如
く
）
開
す
。

奏
す
ら
く
は
、
琉
球
国
の
進
貢
使
臣
、
天
恩
も
て
仍
お
都
に
入
り
て
、
藉か

り
て
忱
悃
を
輸い
た

す
を
准
さ
れ
ん
こ
と
を
籲
懇
し
た
れ
ば
、
恭
摺
し
て
奏
し
聖

鑑
を
祈
る
事
の
為
に
す
。

窃
か
に
臣
等
、
部
の
咨
を
接
准
し
た
る
と
こ
ろ
、
上
諭
を
欽
奉
し
た
る
に
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「
礼
部
の
奏
に
、
議
に
遵
い
て
琉
球
貢
使
、
暫
く
京
に
赴
く
を
緩
ら
せ
る
の

一
摺
あ
り
。
琉
球
国
王
は
久
し
く
藩
封
に
列つ
ら

な
る
。
該
貢
使
等
は
航
海
し
て

誠
を
輸
せ
ば
具
さ
に
忱
悃
を
徴
わ
す
。
惟
だ
現
在
、
用
兵
の
省
分
は
尚
お
未

だ
一
律
に
肅
清
す
る
能
わ
ず
。
若
し
程
途
を
繞
越
し
跋
渉
し
て
遠
来
せ
し
む

れ
ば
、
転
じ
て
体
恤
を
示
す
所
以
に
は
非
ず
。
王
（
懿
徳
）
に
著
し
、
該
使

臣
等
の
貢
船
、
行
き
て
閩
境
に
抵
る
の
後
に
於
て
即
ち
に
朕
が
意
を
宣
諭
す

る
を
行
い
、
其
れ
を
し
て
此
の
次
は
庸
て
来
京
す
る
毋
か
ら
し
め
よ
。
仍
お

犒
賞
を
優
与
し
、
員
に
委
し
て
妥ほ
ど
よ為
く
護
送
し
て
回
国
せ
し
め
よ
。
所
有
の

進
貢
の
方
物
は
即
ち
に
着
し
て
賞
収
せ
し
め
、
該
督
等
よ
り
員
を
派
し
て
京

に
送
ら
し
め
よ
。
其
の
応
に
該
国
王
世
子
及
び
使
臣
等
に
頒
賞
を
行
う
べ
き

の
物
件
は
、
該
管
衙
門
に
着
し
て
旧
章
を
査
照
し
て
備
辦
せ
し
め
、
該
督
に

発
交
し
て
員
を
派
し
、
齎
送
し
て
転
給
し
祗
ん
で
領
ら
し
め
、
以
て
朕
が
遠

邦
を
懐
柔
す
る
の
至
意
を
示
せ
」
と
あ
り
。
此
れ
を
欽
む
。
欽
遵
し
て
移
咨

し
、
閩
に
到
る
。

当
に
査
す
る
に
、
本
年
の
琉
球
国
の
進
貢
船
隻
は
前さ

き

に
海
防
同
知
の
具
報

に
拠
る
に
、
十
月
初
十
日
に
於
て
進
口
す
。
十
七
日
に
該
国
使
臣
・
貢
物
等

の
項
を
将
て
一
并
に
館
駅
に
安
挿
し
た
れ
ば
、
前
因
を
欽
奉
し
、
即
ち
に
経

に
臣
等
、
旨
に
遵
い
て
宣
諭
し
去お

わ後
れ
り
。

茲
に
藩
司
慶
（
端
）
の
詳
に
拠
る
に
称
す
ら
く
「
琉
球
国
の
貢
使
紫
巾
官

向
邦
棟
・
正
議
大
夫
毛
克
進
・
都
通
事
阮
孝
銓
等
、
合
詞
し
て
具
稟
す
る
に

拠
る
に
、
該
国
は
海
隅
に
僻
処
し
、
世
々
天
朝
の
深

（
（2（

仁
厚
沢
を
受
け
淪

（
（2（

肌

浹
髓
す
る
も
報
称
す
る
に
由
し
無
し
。
現
に
咸
豊
四
年
の
貢
期
に
届
る
も
、

仰
い
で
、
皇
上
、
用
兵
の
省
分
に
て
道
途
多
く
阻
ま
る
る
を
以
て
、
海
外
の

小
臣
の
跋
渉
の
艱
を
体
恤
せ
ら
れ
、
諭
し
て
庸
て
進
京
す
る
無
か
ら
し
む
る

を
蒙
る
。
並
び
に
進
貢
の
方
物
を
賞
収
し
、
仍
お
犒
賞
を
優
与
し
て
員
に
委

し
て
護
送
し
て
回
国
せ
し
む
る
を
蒙
る
。
皇
恩
の
浩
蕩
に
沐
す
れ
ば
寔
に
感

激
之
れ
弥
々
涯

（
（2（

ま
る
。

惟
だ
是
れ
、
此
の
次た
び

の
進
貢
使
臣
は
、
尚
お
叩
き
て
御
書
匾
額
を
特
賜
せ

ら
る
る
を
謝
し
、
及
び
恭
し
く
皇
后
を
冊
立
す
る
の
大
典
を
賀
す
る
の
表
章

有
り
。
該
貢
使
等
、
瀕

（
（2（

行
の
際
に
経
に
該
国
王
世
子
、
諭
し
て
敬
謹
に
恭

し
く
進
ま
し
め
、
向
届
の
若ご
と

く
僅た
だ

に
貢
物
を
例
進
す
る
に
止
る
に
は
非
ざ
れ

ば
、
現
に
已
に
航
海
し
て
閩
に
抵
る
の
と
き
、
尚
お
祈
る
ら
く
は
、
代
奏
せ

し
め
て
大
皇
帝
、
俯
し
て
仍
お
都
に
入
る
を
准
さ
る
る
を
賜
わ
り
、
稍や
や

下
（
（2（

忱

を
達
し
、
仰
い
で
高
厚
に
酬
い
る
を
得
せ
し
め
ん
こ
と
を
」
等
の
情
あ
り
。

転
詳
し
て
臣
に
到
る
。

臣
等
、
察
看
す
る
に
、
該
貢
使
等
、
此
の
次
、
謝
恩
及
び
恭
賀
の
表
章
を

帯
有
す
る
に
因
り
、
殷
殷
と
し
て
旧
に
照
ら
し
て
恭
し
く
進
め
ん
こ
と
を
籲

懇
す
。
其
の
意
は
寔
に
至
誠
よ
り
出
ず
。

且
つ
査
す
る
に
、
閩
よ
り
京
に
入
る
の
道
路
は
尚
お
甚
だ
し
く
は
達い

た

ら
ざ

る
も
、
雲
南
の
関
山
の
迢
逓
す
る
が
若
く
に
は
非
ず
。
仰
い
で
天
恩
も
て
該

貢
使
等
、
業す

で経
に
航
海
し
て
閩
に
抵
る
を
俯
念
し
て
、
暫
く
閩
省
に
在
り
て

守
候
せ
し
め
、
仍
お
臣
王
（
懿
徳
）
の
前
奏
に
照
ら
し
、
緩
ら
せ
て
来
歳
に

至
り
て
一
た
び
経
由
の
各
処
の
道
路
疏
通
す
る
を
俟
ち
て
、
臣
等
よ
り
員
を

派
し
て
伴
送
し
て
京
に
赴
か
し
め
、
忱
悃
を
輸
さ
し
め
ん
こ
と
を
准ゆ

る予
さ
る
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る
を
乞
う
べ
き
や
否
や
、
飭
し
て
表
文
・
方
物
を
将
て
司
庫
に
存
儲
せ
し
む

る
を
除
く
の
外
、
臣
等
、
謹
ん
で
合
詞
し
て
恭
摺
し
具
奏
す
べ
し
。
伏
し
て

皇
上
の
聖
鑑
も
て
訓
示
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
乞
う
。
謹
ん
で
奏
す
、
等
の
因
あ

り
。又

、
具
題
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
詳
請
す
る
事
の
為
に
す
。

咸
豊
四
年
十
一
月
十
四
日
、
閩
浙
総
督
部
堂
王
（
懿
徳
）
の
批
を
奉
け
た

る
本
司
の
詳
は
（
以
下
の
如
し
）。

査
し
得
た
る
に
、
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）、
紫
巾
官
の
向
邦
棟
・

正
議
大
夫
の
毛
克
進
・
都
通
事
の
阮
孝
銓
等
を
遣
わ
し
、
官
伴
・
水
梢
共
に

二
百
員
名
を
率
領
し
、
海
船
二
隻
に
駕
坐
し
、
咸
豊
甲
寅
年
の
進
貢
の
各
表

文
を
齎
捧
し
、
常
貢
の
方
物
の
煎
熟
硫
黄
一
万
二
千
六
百
觔
・
紅
銅
三
千

觔
・
煉
熟
白
剛

（
（2（

錫
一
千
觔
を
解
運
し
、
加
進
の
貢
物
と
同
に
頭
・
二
両
号
船

隻
に
分
載
し
、
均
し
く
該
国
に
在
り
て
一
斉
に
開
船
す
。

咸
豊
四
年
十
月
二
十
日
に
于
て
署
福
防
同
知
司

（
（2（

徒
緒
の
詳
に
拠
る
に
「
閩

安
協
の
移
報
を
准
け
た
る
に
、
琉
球
国
の
頭
・
二
両
号
貢
船
、
十
月
初
十
日

に
於
て
護
送
し
て
虎
に
進
む
。
例
に
照
ら
し
て
閩
安
協
に
移
会
し
、
閩
安
巡

検
に
札
飭
し
、
十
三
日
に
於
て
会
験
し
て
明
白
な
ら
し
め
、
護
送
し
て
港
に

進
ま
し
む
。
即
ち
十
七
日
に
于
て
館
駅
に
安
挿
し
、
一
面
、
把
駅
官
の
署
布

都
事
銭

（
（2（

燕
昌
に
移
委
し
て
該
夷
人
を
監
督
せ
し
め
、
盤
運
し
て
館
に
入
れ
、

并
び
に
福
協
に
移
知
し
、
査
照
し
て
転
報
せ
し
む
る
の
外
、
花
名
・
貨
物
の

清
冊
を
備
造
し
申
送
し
て
察
転
せ
し
む
」
と
あ
り
て
前
来
せ
り
。

本
司
、
覆
査
す
る
に
、
琉
球
国
の
進
貢
の
方
物
の
内
、
硫
黄
の
一
項
は
、

応
に
例
に
照
ら
し
て
閩
に
留
め
て
備
用
せ
し
む
べ
し
。
其
の
紅
銅
・
白
剛

（
（3（

錫

の
二
項
は
、
向さ
き

に
伴
送
官
に
委
し
て
勘
合
を
備
用
せ
し
め
、
該
貢
使
を
し
て

齎
解
し
て
進
京
せ
し
む
る
に
係
る
。

今
届
、
該
国
の
進
貢
せ
る
硫
黄
一
万
二
千
六
百
觔
は
、
例
に
照
ら
し
て
閩

に
留
め
て
備
用
せ
し
む
る
の
外
、
所
有
の
紅
銅
三
千
觔
・
白
剛
錫
一
千
觔
、

并
び
に
謝
恩
の
礼
物
の
金
鶴
形
一
対
―
鶴
踏
銀
岩
座
各
全
・
黒
漆
嵌
螺
五
爪

龍
蓋
碗
三
十
個
・
黒
漆
嵌
螺
五
爪
龍
円
盤
三
十
個
・
細
嫩
沈
香
色
織
花
蕉
布

十
疋
・
細
嫩
織
花
蕉
布
四
十
疋
・
精
熟
土
黄
色
織
花
蕉
布
十
疋
・
精
熟
織
花

蕉
布
四
十
疋
・
細
嫩
濃
茶
色
素
光
蕉
布
十
疋
・
細
嫩
素
光
蕉
布
四
十
疋
・
精

彩
画
囲
屏
一
対
・
囲
屏
紙
五
千
張
・
護
寿
紙
五
千
張
・
精
製
摺
扇
二
百
把
あ

り
。又

、
皇
后
殿
下
に
進
奉
す
る
の
慶
賀
の
方
物
、
金
粉
匣
一
合
―
共
に
重
さ

八
両
・
銀
粉
匣
一
合
―
共
に
重
さ
七
両
三
銭
・
精
熟
淡
黄
色
土
夏
布
二
十

疋
・
精
熟
土
夏
布
二
十
疋
・
細
嫩
土
蕉
布
四
十
疋
・
精
製
摺
扇
八
十
把
あ

り
。
向
に
応
に
文
武
の
各
員
を
派
委
し
、
例
に
照
ら
し
て
勘
合
を
備
用
せ
し

め
、
該
貢
使
を
伴
送
し
て
管
解
し
て
進
京
せ
し
む
べ
し
。
現
在
、
経
由
す
る

各
省
は
、
逆
氛
尚
お
未
だ
全
て
靖
ん
ぜ
ず
、
道
路
行
き
難
け
れ
ば
、
誠
に
或

い
は
阻
滞
せ
ら
れ
て
疎
失
し
、
虞
る
堪べ

き
有
る
を
恐
る
。

業す

で経
に
該
国
貢
船
を
将
て
閩
に
到
る
の
後
、
官
伴
人
等
に
飭
し
て
例
に
照

ら
し
て
館
駅
に
安
挿
し
、
閩
に
在
り
て
守
候
せ
し
め
、
謹
ん
で
表
文
・
方
物

を
将
て
暫
く
司
庫
に
存
し
、
緩
ら
せ
て
来
歳
に
至
り
、
一
た
び
経
由
す
る
の

各
処
の
道
路
疏
通
す
る
を
俟
ち
て
、
即
ち
に
例
に
照
ら
し
て
文
武
の
各
員
を
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誉
、
大
名
、
盛
名
。『
史
記
』「
列
伝
・
司
馬
相
如
」
に
「
前
聖
の
永
く
鴻

名
を
保
ち
て
常
に
称
首
と
為
る
所
以
は
此
を
用
て
す
。
宜
し
く
掌
故
に
命

じ
て
悉
く
其
の
義
を
奏
せ
し
め
て
焉こ

れ

を
覧
る
べ
し
」
と
あ
り
、
唐
の
蘇
頲

『
開
元
元
年
赦
書
』
に
は
「
鴻
名
は
以
て
深
く
拒
む
べ
か
ら
ず
、
盛
典
は
以

て
固
く
違
う
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
。「
百
王
」
は
多
く
の
王
、
百
代
の
帝

王
、
歴
代
の
王
。『
漢
書
』「
列
伝
・
董
仲
舒
」
に
「
天
下
は
洽

あ
ま
ね
く和
し
、
百

王
は
之
に
同
ず
」
と
あ
る
。

こ
の
章
句
は
、
大
い
な
る
名
声
が
直
ぐ
さ
ま
古
の
名
だ
た
る
君
主
の
列

に
加
え
ら
れ
ま
す
よ
う
（
期
待
し
て
い
ま
す
）、
と
の
意
。

（
18
）	

侯
甸
要
荒
は
共
に
時
雍
の
化
を
仰
ぎ
　「
侯
甸
要
荒
」
は
侯
服
・
甸
服
・
要

服
・
侯
服
の
こ
と
。
中
国
古
代
に
は
、
王
城
の
周
囲
千
里
四
方
を
王
畿
と

い
い
、
王
畿
の
外
五
百
里
ご
と
に
区
域
を
定
め
、
侯
服
・
甸
服
・
綏
服
・

要
服
・
侯
服
の
五
等
と
し
た
。
こ
こ
で
は
、
王
畿
だ
け
で
な
く
そ
の
外
の

五
服
の
人
々
（
辺
境
の
隅
々
ま
で
の
、
全
世
界
の
人
々
）
を
指
す
。「
時

雍
」
は
、
人
民
が
和
ら
ぎ
楽
し
む
（
こ
と
）、
太
平
の
さ
ま
（〔
三
―
〇
三
―

〇
一
〕
語
注
参
照
）。「
時
雍
の
化
」
は
時
雨
の
化
に
通
ず
。
時
雨
の
化
と

は
、
草
木
が
雨
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
が
有
徳
者
に
教
化
さ

れ
る
こ
と
。『
孟
子
・
尽
心
上
』
に
「
君
子
の
以
て
教
う
る
所
は
五
あ
り
、

時
雨
の
之
を
化
す
る
が
如
き
者
あ
り
」
と
あ
る
。

こ
の
章
句
は
、
全
世
界
の
人
々
は
陛
下
の
教
化
を
受
け
て
和
ら
ぎ
楽
し

み
、
と
の
意
。

（
19
）	

東
西
南
朔
は
常
に
有
道
の
休
を
揚
ぐ
べ
し
　「
東
西
南
朔
」
は
東
西
南
北
。

朔
は
北
。「
有
道
」
は
道
徳
を
身
に
備
え
る
こ
と
、
ま
た
備
え
て
い
る
人
。

「
有
道
の
休
」
は
道
徳
を
身
に
備
え
た
人
（
皇
帝
）
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
幸
い
（
平
和
）、
の
意
（『
論
語
』「
学
而
」「
季
氏
」、〔
三
―
〇
七
―
〇
三
〕

語
注
参
照
）。

こ
の
章
句
は
、
東
西
南
北
の
ど
こ
で
も
、
す
べ
て
の
人
々
が
道
徳
を
身

に
備
え
た
陛
下
の
も
た
ら
す
幸

さ
い
わ
い（
平
和
）
を
慶
び
、
い
つ
で
も
盛
ん
に
称

揚
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
、
と
の
意
。

3-10-02
　
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
よ
り
同
治
帝
あ
て
、
冊
封
を
要
請
す
る
旨
の

表
文
（
同
治
三
《
一
八
六
四
》、
八
、
四
）

琉
球
国
中
山
王
世
子
臣
尚
泰
、
誠
惶
誠
恐
、
稽
首
頓
首
し
て
、
謹
ん
で
表

を
奉
り
言
を
上
た
て
ま
つる
。

伏
し
て
以お
も

う
に
、
天

（
（
（

子
当
陽
す
れ
ば
、
礪
山
帯
河
し
て
以
て
国
を
建
つ
。

聖
（
（
（

人
御
宇
す
れ
ば
、
苴
茅
胙
土
し
て
以
て
藩
を
分
か
つ
。
正

（
（
（

朔
を
赤
県
神
州

に
頒
か
て
ば
、
咸み

な
玉
冊
金
書
の
錫
を
仰
ぐ
。
王

（
（
（

会
を
鳧
旌
陰
羽
に
図え
が

け

ば
、
共
に
宝
函
鉄
券
の
栄
を
瞻
る
。
鼇

（
（
（

極
ま
で
奠
安
し
、
蟻
封
も
忭
頌
せ
ん
。

欽
ん
で
惟お
も

う
に
、
皇
帝
陛
下
、
恩

（
（
（

は
九
有
に
覃お
よ

び
、
道

（
（
（

は
三
無
に
契か
な

い
、

乃
（
（
（

ち
聖
乃
ち
神
、
乃
ち
武
乃
ち
文
な
れ
ば
、
億
万
世
も
光
は
黼
黻
に
垂
れ
、

西
（
（
（

よ
り
東
よ
り
南
よ
り
北
よ
り
し
て
、
千
百
国
も
瑞
輯
し
て
冠
裳
す
べ
し
。

海
（
（1
（

浅
き
ほ
ど
に
仁
深
く
、
嶽
卑ひ
く

き
ほ
ど
に
徳
峻た
か

け
れ
ば
、
春
台
に
慶
び
有
り

て
寿
域
は
登み
の
りを
同ひ
と

し
く
せ
ん
。

臣
泰
、
躬

（
（1
（

ら
聖
沢
を
叨た
ま
わり
、
世
々
海
邦
を
守
り
、
服

（
（1
（

と
し
て
外
藩
に
備
わ

る
。
夙（

1
3

（1
（

に
請
封
の
旧
典
有
れ
ば
、
先

（
（1
（

緒
を
統
承
し
、
仍（

1
5

（1
（

て
嗣
爵
の
常
経
に
循
し
た
が

わ
ん
と
す
。
謹
ん
で
陪
臣
の
東
国
興
・
毛
発
栄
等
を
遣
わ
し
、
龍

（
（1
（

墀
に
趨お
も
むき

て
叩ぬ
か
づき
、
綸
音
を
降
し
て
以
て
襲
す
る
を
准ゆ
る

さ
る
る
を
乞
い
、
虔

（
1
7
）う


（1
（

し
く
虎
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拝
を
伸
べ
し
め
、
恭
し
く
冊
使
の
遙
臨
を
迓む
か

え
ん
と
す
。

伏
し
て
願
わ
く
は
、
丹

（
（1
（

詔
も
て
雲
に
頒
か
ち
、
黄
図
も
て
日
を
耀か
が
やか
し
、

栄
（
（1
（

と
し
て
冠
帯
を
膺う

け
、
玉
帛
の
会
を
塗
山
に
広
め
、
寵

（
（2
（

と
し
て
屛
藩
に
列
つ
ら
な

り
、
封
建
の
模
を
澗
水
に
大
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
。
則
ち
日

（
（2
（

に
沐
し
月
に
浴

し
、
八
荒
も
琛
贐
の
忱ま
こ
とを
輸い
た

し
、
十

（
（2
（

雨
五
風
し
て
六
宇
は
雍
煕
の
福
を
受
く

べ
し
。

臣
泰
、
天
を
瞻
み
聖
を
仰
ぎ
、
激
切
屛
営
の
至
り
に
任
う
る
無
し
。
謹
ん

で
表
を
奉
り
、
恭
し
く
進
め
て
以
て
聞
す
。

同
治
三
年
（
一
八
六
四
）
八
月
四
日
　
琉
球
国
中
山
王
世
子
臣
尚
泰
、
謹

ん
で
表
を
上
る

注
（
1
）	

天
子
当
陽
す
れ
ば
、礪
山
帯
河
し
て
以
て
国
を
建
つ
　「
天
子
」
は
天
帝
（
上

帝
）
よ
り
天
下
統
治
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
。「
当
陽
」（
陽
に
当
る
）
と
は
天

子
の
正
位
に
即
く
（
こ
と
）。「
礪
山
」
は
泰
山
が
砥
石
の
よ
う
に
平
ら
か

に
な
る
こ
と
、「
帯
河
」
は
黄
河
が
帯
の
よ
う
に
細
く
な
る
こ
と
。「
礪
山

帯
河
す
」
と
は
君
臣
が
い
つ
ま
で
も
永
久
に
休
戚
を
共
に
す
る
と
誓
約
す

る
こ
と
、
あ
る
い
は
臣
下
が
皇
帝
の
恩
寵
を
受
け
て
国
家
と
休
戚
を
共
に

す
る
と
の
意
（〔
三
―
〇
八
―
〇
一
〕
語
注
参
照
）。

こ
の
章
句
は
、
上
帝
の
命
を
請
け
た
天
子
が
南
面
し
て
正
位
に
即
か
れ

た
な
ら
ば
、
黄
河
や
泰
山
が
存
在
し
続
け
る
限
り
、
君
臣
は
い
つ
ま
で
も

永
久
に
休
戚
を
共
に
す
る
と
誓
約
し
て
建
国
し
、
と
の
意
。

（
2
）	

聖
人
御
宇
す
れ
ば
、
苴
茅
胙
土
し
て
以
て
藩
を
分
か
つ
　「
聖
人
」
は
知
徳

の
優
れ
た
人
格
者
。「
御
宇
」
は
宇
内
（
天
下
）
を
統
治
す
る
、
天
下
を
統

治
し
て
い
る
期
間
、
御
代
、
御
治
世
。「
苴
茅
」
の
苴
は
敷
く
（
こ
と
）、

包
む
（
こ
と
）、
茅
は
か
や
、
か
や
を
刈
る
（
こ
と
）。
古
代
中
国
で
帝
王

が
諸
侯
を
分
封
す
る
際
に
、
そ
の
諸
侯
の
顔
色
の
泥
土
を
用
い
て
、
表
面

を
黄
土
で
覆
い
、
白
い
茅
で
包
み
、
受
封
者
に
授
与
し
て
、
土
地
を
分
封

し
た
こ
と
の
象
徴
と
し
た
。『
書
経
』「
禹
貢
」
に
「
厥そ

の
貢
は
惟
れ
土
の

五
色
と
す
」
と
あ
り
、
孔
伝
に
「
王
者
は
五
色
の
土
を
封
じ
て
社
と
為
し
、

諸
侯
を
建
つ
る
に
は
則
ち
各
々
其
の
方
色
の
土
を
割
き
て
之
に
与
え
て
社

を
立
て
し
め
、
燾お

お

う
に
黄
土
を
以
て
し
、
苴つ
つ

む
に
白
茅
を
以
て
す
」［
天
子

が
大
地
を
祀
る
大
社
の
壇
は
、
四
方
な
ら
び
に
中
央
の
地
を
象
徴
す
る
五

色
の
土
で
作
る
。
ま
た
諸
侯
を
封
建
す
る
と
き
に
は
、
た
と
え
ば
東
方
の

国
に
封
建
す
る
に
は
、
そ
の
東
方
の
青
土
を
削
っ
て
白
い
茅
の
苞つ

と

に
つ
つ

ん
で
授
け
、
こ
れ
を
も
と
に
国
社
を
立
て
さ
せ
て
そ
の
国
土
を
祀
ら
せ
る

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
方
向
の
色
の
土
を
削
っ
て
分
け
与
え
る
（
赤
塚

訳
語
注
参
照
）］
と
あ
る
。「
胙
土
」
の
胙
は
与
え
る
（
こ
と
）、
分
配
す

る
（
こ
と
）、
む
く
い
る
、
こ
た
え
る
、
謝
意
を
表
す
。『
春
秋
左
氏
伝
』

「
隠
公
八
年
」
に
「
之
を
上
に
胙た

ま

い
て
之
を
氏
に
命
ず
」
と
あ
り
、
同
じ

く
『
春
秋
左
氏
伝
』「
昭
公
三
年
」
に
は
「
以
て
乃な

ん
じの
旧
勲
に
胙む
く
いる
」
と
あ

る
。
土
は
領
土
（
領
域
）。「
胙
土
」
は
勲
功
あ
る
も
の
に
土
地
を
与
え
る

の
意
。

こ
の
章
句
は
、
知
徳
の
優
れ
た
人
格
者
が
天
下
を
統
治
す
れ
ば
、
苴
茅

胙
土
の
儀
式
を
行
い
、
領
土
を
分
配
し
た
象し

る
しと
し
て
各
々
の
国
社
に
祀
ら

せ
、
東
西
南
北
の
各
地
方
に
諸
侯
の
藩
を
分
か
ち
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま

す
、
と
の
意
。

（
3
）	

正
朔
を
赤
県
神
州
に
頒
か
て
ば
、
咸
な
玉
冊
金
書
の
錫
を
仰
ぐ
　「
正
朔
」

は
暦
を
指
す
。「
赤
県
神
州
」
と
は
中
国
の
こ
と
、
戦
国
時
代
の
鄒
衍
の
説

に
基
づ
く
。『
史
記
』「
鄒
衍
伝
」
に
「
中
国
は
名
づ
け
て
赤
県
神
州
と
曰

う
」
と
あ
る
。「
玉
冊
」
は
玉
策
、
玉
書
と
も
い
う
。
帝
王
が
祭
祀
し
て
天

に
告
げ
、
あ
る
い
は
尊
号
を
奉
る
際
に
用
い
る
。
唐
の
岑
参
「
許
子
擢
を

送
り
第つ

い
でに
因
り
て
王
大
昌
の
齢
に
寄
す
」
の
詩
に
「
皇
帝
は
玉
冊
を
受
け
、

群
臣
は
天
庭
に
羅つ

ら
なる

」
と
あ
り
、
清
の
汪
懋
麟
『
登
岱
行
』
に
「
泰
山
の
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神
は
何
ぞ
洋
洋
た
る
、
昭
に
祀
る
も
の
七
十
有
二
王
。
金
函
玉
冊
は
天
府

よ
り
降
す
。
豈
に
但
に
拝
禱
せ
ん
と
し
て
下
方
よ
り
来
た
る
の
み
な
ら
ん

や
」
と
あ
る
。
ま
た
「
玉
冊
」
は
玉
で
作
っ
た
ふ
だ
、
天
子
の
詔
勅
な
ど

を
書
く
も
の
、
転
じ
て
詔
勅
。「
玉
冊
金
書
」
の
玉
、
金
は
天
子
か
ら
の
賜

与
を
示
す
接
頭
の
美
称
。

こ
の
章
句
は
、
中
国
全
土
に
共
通
の
暦
を
頒
告
さ
れ
ま
し
た
な
ら
ば
、

四
方
の
諸
国
は
皆
、
天
子
の
頒
布
す
る
正
朔
・
詔
勅
を
賜
ら
ん
こ
と
を
仰

ぎ
望
み
ま
す
、
と
の
意
。

（
4
）	

王
会
を
鳧
旌
陰
羽
に
図
け
ば
、
共
に
宝
函
鉄
券
の
栄
を
瞻
る
　「
王
会
」
と

は
諸
侯
や
東
西
南
北
の
藩
属
国
の
首
長
が
天
子
に
朝
貢
し
て
集
ま
る
こ

と
。『
逸
周
書
』「
王
会
解
」
に
「
成
周
の
会
は
墠
［
掃
き
清
め
た
土
地
］

の
上
に
赤
帟
［
赤
い
と
ば
り
］
陰
羽
［
鶴
の
羽
］
を
張
る
」
と
あ
り
、
孔

晁
の
注
に
「
王
城
既
に
成
り
、
諸
侯
四
夷
を
大
会
せ
し
む
」
と
言
う
。
な

お
、『
旧
唐
書
』「
南
蛮
西
南
蛮
伝
・
東
謝
蛮
」
に
「
貞
観
三
年
、
元
深
入

朝
す
。（
中
略
）
中
書
侍
郎
顔
師
古
奏
し
て
言
う
。
昔
、
周
の
武
王
の
時
、

天
下
太
平
に
し
て
遠
国
帰
款
す
れ
ば
周
史
は
乃
ち
其
の
事
を
書
し
て
王
会

篇
と
為
す
。
今
、
万
国
来
朝
す
る
に
、
此
の
輩
の
章
服
に
至
っ
て
は
、
実

に
図
写
す
べ
し
。
今
、
撰
し
て
王
会
の
図
と
為
さ
ん
こ
と
を
請
う
、
と
。

之
に
従
う
」
と
あ
る
。
進
貢
の
た
め
に
唐
の
太
宗
の
も
と
に
会
衆
す
る
諸

侯
た
ち
の
あ
り
さ
ま
を
、
顔
師
古
の
提
案
で
閻
立
本
が
描
い
た
図
を
王
会

の
図
と
い
う
。「
鳧
旌
陰
羽
」
の
鳧
旌
は
鴨
の
羽
で
飾
っ
た
旌は

た

、
陰
羽
は
鶴

の
羽
、
鶴
の
羽
で
飾
っ
た
赤
い
帳と

ば
り。「
宝
函
」
は
仏
教
の
経
典
や
貴
重
な
首

飾
り
な
ど
を
入
れ
る
函
を
指
す
。
こ
こ
で
は
詔
を
入
れ
る
函
。「
鉄
券
」
は

鉄
契
、
金
券
と
も
い
う
。
漢
の
高
祖
が
功
臣
を
封
ず
る
の
に
用
い
た
鉄
製

の
割
り
符
。
瓦
の
よ
う
な
も
の
で
、
表
に
履
歴
恩
数
を
刻
し
て
、
そ
の
功

績
を
記
載
し
、
裏
に
免
罪
減
禄
の
数
を
刻
み
、
二
分
し
て
左
を
功
臣
に
授

け
、
右
を
内
府
に
所
蔵
し
た
。

こ
の
章
句
は
、
鴨
の
羽
で
飾
っ
た
旌
や
鶴
の
羽
で
飾
っ
た
赤
い
帳
に
王

会
の
図
を
描
き
出
し
た
な
ら
ば
、
参
集
者
の
誰
も
が
詔
を
入
れ
た
宝
函
や

功
績
を
記
し
た
鉄
の
割
り
符
を
賜
る
栄
誉
を
期
待
し
て
（
王
会
の
図
を
）

仰
ぎ
見
る
こ
と
に
な
り
ま
す
、
と
の
意
か
。

（
5
）	

鼇
極
ま
で
奠
安
し
、
蟻
封
も
忭
頌
せ
ん
　「
鼇
極
」
の
鼇ご
う

は
大
き
な
亀
、
極

は
四
方
の
す
み
。
鼇
が
生
息
す
る
極
辺
の
地
、
最
果
て
。「
奠
安
」
の
奠
は

す
す
め
る
、
供
え
る
、
す
え
る
、
定
め
る
、
定
ま
る
。『
書
経
』「
禹
貢
」

に
「
高
山
大
川
を
奠
め
る
」
と
あ
る
。「
奠
安
」
は
定
め
安
ん
ず
る
（
こ

と
）。「
蟻
封
」
は
蟻
塚
の
よ
う
な
小
さ
な
封
土
。「
忭
頌
」
は
慶
び
頌
え
る

（
こ
と
）。

こ
の
章
句
は
、
鼇ご

う

の
生
息
す
る
極
辺
の
最
果
て
の
地
ま
で
も
定
ま
り
安

ん
じ
、
蟻
塚
の
よ
う
な
小
さ
な
琉
球
で
も
、（
天
子
の
統
治
を
）
慶
び
頌
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
、
と
の
意
。

（
6
）	

恩
は
九
有
に
覃
び
　「
九
有
」
は
九
州
に
同
じ
、
中
国
全
体
、
全
世
界
。

「
九
有
」
の
有
は
領
有
す
る
の
意
。
皇
帝
が
領
有
す
る
九
州
（
全
世
界
）。

『
詩
経
』「
商
頌
・
玄
鳥
」
に
「
古
、
帝
武
湯
に
命
じ
、
彼
の
四
方
に
正
域

し
、
方あ

ま
ねく
厥
の
后き
み

に
命
じ
、
九
有
を
奄
有
せ
し
む
」［
昔
、
天
帝
は
武
徳
有

る
湯
王
に
命
じ
て
、
四
方
の
諸
侯
君
長
の
領
域
を
正
し
治
め
て
政
を
天
下

に
為
さ
し
め
、
あ
ま
ね
く
四
方
の
君
長
に
命
じ
て
、
湯
王
に
従
わ
し
め
、

天
下
九
州
を
領
有
す
る
に
至
ら
し
め
た
（
高
田
訳
）］
と
あ
る
。

こ
の
章
句
は
、
恩
徳
は
あ
ま
ね
く
中
国
全
土
に
行
き
渡
り
、
と
の
意
。

（
7
）	

道
は
三
無
に
契
い
　「
三
無
」
は
無
声
の
楽
・
無
体
の
礼
・
無
服
の
喪
を
言

う
。
形
体
は
な
く
て
も
そ
の
精
神
を
備
え
て
い
る
こ
と
。『
礼
記
』「
孔
子

間
居
」
の
子
夏
と
孔
子
の
問
答
に
由
来
す
る
。「
子
夏
曰
く
、（
中
略
）
何

を
か
三
無
と
謂
う
、
と
。
孔
子
曰
く
、
無
声
の
楽
、
無
体
の
礼
、
無
服
の

喪
、
此
れ
を
之
れ
三
無
と
謂
う
」
と
あ
り
、
次
い
で
「
孔
子
曰
く
、
夙
夜

命
を
其は

か
りて
宥
密
す
と
は
、
無
声
の
楽
な
り
。
威
儀
逮
逮
た
り
、
選か
ぞ

う
べ
か

ら
ず
と
は
、
無
体
の
礼
な
り
。
凡
そ
民
に
喪
有
れ
ば
匍
匐
し
て
之
を
救
う

と
は
、
無
服
の
喪
な
り
」
と
あ
る
。『
詩
経
』
の
章
句
に
基
づ
い
て
解
説
す
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る
と
、「
天
子
た
る
者
は
そ
の
使
命
を
達
成
す
る
た
め
朝
か
ら
夜
中
ま
で
精

励
し
、
か
つ
人
民
に
対
し
努
め
て
寛
容
で
平
静
な
政
策
を
取
る
、
こ
う
し

た
国
家
で
は
上
下
和
睦
し
平
和
を
楽
し
む
、
こ
れ
は
音
声
こ
そ
無
い
が
調

和
の
と
れ
た
美
し
い
音
楽
の
よ
う
で
あ
る
」「
君
子
が
常
に
威
儀
を
た
だ
し

て
お
れ
ば
安
ら
か
に
落
ち
着
い
て
み
え
る
、
こ
れ
は
一
定
の
形
は
無
く
と

も
、
心
に
お
い
て
は
礼
を
守
っ
て
い
る
」「
仁
君
は
、
民
の
苦
痛
を
知
っ
て

こ
れ
を
救
う
こ
と
は
、
あ
た
か
も
水
に
落
ち
た
人
を
、
自
分
が
地
に
腹
ば

い
、
手
を
さ
し
の
べ
て
こ
れ
を
救
う
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
は
喪
服
こ
そ

着
て
い
な
い
が
肉
親
や
縁
者
の
喪
に
服
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
」（
竹
内
訳
注
参
照
）。「
三
無
」
は
天
子
が
善
政
を
行
う

三
つ
の
要
件
を
い
う
。

こ
の
章
句
は
、
三
無
（
無
声
の
楽
、
無
体
の
礼
、
無
服
の
喪
）
の
実
践

に
相
応
し
い
道
徳
を
身
に
備
え
ら
れ
て
、
と
の
意
。

（
8
）	

乃
ち
聖
乃
ち
神
、
乃
ち
武
乃
ち
文
な
れ
ば
、
億
万
世
も
光
は
黼
黻
に
垂
れ

「
乃
ち
聖
乃
ち
神
、
乃
ち
武
乃
ち
文
」
は
天
子
の
徳
を
讃
え
る
常
套
句

（〔
三
―
〇
三
―
〇
三
〕〔
三
―
〇
八
―
〇
三
〕
語
注
参
照
）。
要
す
る
に
、
聖
と

は
事
に
お
い
て
通
じ
な
い
所
の
な
い
こ
と
、
神
と
は
計
測
で
き
な
い
不
可

思
議
な
働
き
を
備
え
て
い
る
こ
と
、
武
と
は
禍
乱
を
平
定
す
る
こ
と
、
文

と
は
天
地
の
経
緯
を
統
括
す
る
こ
と
。「
黼
黻
」
は
一
般
的
に
は
礼
服
に

刺
繍
さ
れ
た
華
美
な
模
様
。『
晏
子
春
秋
』「
諫
下
十
五
」
に
「
公
は
黼
黻

の
衣
、
素
繍
の
裳
を
衣
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、
美
し
い
花
模
様
の
刺
繍
を

施
し
た
礼
服
。『
淮
南
子
』「
説
林
訓
」
に
「
黼
黻
の
美
は
杼
軸
に
在
り
」

と
あ
り
、
高
誘
注
に
は
「
白
と
黒
は
黼
と
為
し
、
青
と
赤
は
黻
と
為
す
。

皆
文あ

や
ぎ
ぬ衣
な
り
」
と
あ
る
。
転
じ
て
天
子
の
礼
服
を
指
す
。「
光
は
～
垂
る
」

（
光
垂
）
は
光
昭
に
通
じ
、
明
ら
か
に
照
ら
す
、
光
り
輝
く
の
意
（〔
三
―

〇
三
―
〇
二
〕
語
注
参
照
）。

こ
の
章
句
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
聖
（
最
高
の
理
性
・
知
性
・
徳

性
）
と
神
（
神
妙
不
可
思
議
な
能
力
）
を
備
え
持
た
れ
、
比
類
な
く
優
れ

た
文
才
と
武
芸
を
併
せ
持
た
れ
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
陛
下
の
礼
服
に
刺

繍
さ
れ
た
美
し
い
花
模
様
が
い
つ
ま
で
も
光
り
輝
き
、
と
の
意
。

（
9
）	

西
よ
り
東
よ
り
南
よ
り
北
よ
り
し
て
、
千
百
国
も
瑞
輯
し
て
冠
裳
す
べ
し

「
千
百
国
」
は
多
数
の
国
々
。「
瑞
」
は
瑞
玉
。『
書
経
』「
舜
典
」
に

「
肆こ

こ

に
上
帝
に
類
し
、
六
宗
に
禋
し
、
山
川
に
望
し
、
群
神
に
徧あ
ま
ねく
す
。
五

瑞
を
輯お

さ

め
て
月
を
既つ
く

す
。
乃
ち
日
に
四
岳
の
羣
牧
を
覲
し
、
瑞
を
羣
后
に

斑わ
か

つ
」［
そ
こ
で
祭
典
を
挙
行
し
、
上
帝
に
は
類
祭
し
、
天
地
四
方
の
六
宗

に
は
禋
祭
し
、
山
や
川
の
神
々
に
は
望
祭
し
、
ま
た
そ
の
他
の
も
ろ
も
ろ

の
神
々
も
あ
ま
ね
く
祭
っ
て
、
堯
に
代
わ
っ
て
帝
位
に
つ
く
こ
と
を
お
告

げ
に
な
り
ま
し
た
。
次
に
は
、
君
主
た
ち
の
五
種
の
瑞
玉
を
さ
し
も
ど
さ

せ
て
集
め
、
そ
れ
ぞ
れ
吉
月
吉
日
に
、
四
方
の
岳
ご
と
に
そ
の
地
方
の
牧お

さ

た
ち
を
召
見
し
て
、
改
め
て
瑞
玉
を
も
ろ
も
ろ
の
君
主
た
ち
に
分
け
与
え

る
こ
と
に
し
ま
し
た
（
赤
塚
訳
）］
と
あ
る
。「
冠
裳
」
は
官
吏
の
一
揃
い

の
礼
服
を
指
す
。
冠
と
衣
裳
、
文
化
・
風
俗
の
象
徴
。
宋
の
羅
大
経
『
鶴

林
玉
露
』
巻
七
に
「（
劉
子
澄
は
）
衡
陽
に
守
た
る
の
日
に
、
冠
裳
を
以
て

事
に
涖の

ぞ

む
。
憲
使
の
趙
民
則
は
紫
衫
を
嘗
こ
こ
ろ
みて
来
見
す
。
子
澄
、
冠
裳
を
脱

が
ず
之
を
粛た

だ

す
。
民
則
、
冠
裳
を
免
ぜ
ん
こ
と
を
請
う
。
子
澄
、
笏
［
手

板
］
を
端た

だ

し
容
を
粛た
だ

し
て
曰
く
、
戒
石
前
に
在
り
、
小
臣
豈
に
敢
え
て
せ

ん
や
、
と
。
民
則
、
皇
恐
し
、
退
き
て
冠
裳
を
具
え
て
以
て
見
ゆ
」
と
あ

る
。
ま
た
、
冠
服
を
着
る
こ
と
を
言
う
。『
宋
史
』「
列
伝
・
范
応
鈴
」
に

「
夙
に
興
き
、
冠
裳
し
て
訟
を
聴
く
、
発
摘
す
る
こ
と
神
の
如
し
」
と
あ

る
。「
瑞
輯
し
て
冠
裳
す
べ
し
」
と
は
、（
各
国
の
首
長
や
使
節
は
）
返
礼

品
と
し
て
頒
賜
さ
れ
た
冠
服
を
頂
戴
し
て
着
用
し
中
華
の
文
化
・
風
俗
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
と
の
意
か
。
あ
る
い
は
ま
た
、（
各
国
の
首
長

や
使
節
が
次
々
に
参
内
し
て
）
瑞
玉
を
進
呈
し
、
そ
の
瑞
玉
に
よ
っ
て
天

子
の
礼
装
（
皮
弁
冠
と
衣
裳
）
が
飾
り
立
て
ら
れ
ま
す
、
と
の
意
か
。
こ

こ
で
は
と
り
あ
え
ず
前
者
を
採
る
。

こ
の
章
句
は
、
東
西
南
北
各
地
の
多
数
の
国
々
の
首
長
や
使
節
が
次
々

史料　c-1 『歴代宝案』 3-10-02



－ 285 －

巻 10

に
参
内
し
て
瑞
玉
を
進
呈
し
、（
各
国
の
首
長
や
使
節
は
）
返
礼
品
と
し
て

頒
賜
さ
れ
た
冠
服
を
頂
戴
し
て
着
用
し
中
華
の
文
化
・
風
俗
を
受
け
入
れ

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
、
と
の
意
か
。

（
10
）	
海
浅
き
ほ
ど
に
仁
深
く
、
嶽
卑
き
ほ
ど
に
徳
峻
け
れ
ば
　
こ
の
章
句
は
、

陛
下
の
仁
徳
の
深
さ
に
比
べ
れ
ば
大
海
も
な
お
浅
く
、
陛
下
の
恩
徳
の
高

さ
に
比
べ
れ
ば
高
山
も
な
お
低
い
ほ
ど
で
す
、
と
の
意
。

（
11
）	

躬
ら
聖
沢
を
叨
り
、
世
々
海
邦
を
守
り
　「
聖
沢
」
は
皇
帝
の
恩
沢
。「
海

邦
」
は
大
海
に
囲
ま
れ
た
国
、
琉
球
を
指
す
。

こ
の
章
句
は
、
躬
ら
陛
下
の
恩
沢
を
蒙
り
、
先
祖
代
々
、
大
海
の
中
に

あ
る
小
国
（
琉
球
）
を
守
り
、
と
の
意
。

（
12
）	

服
と
し
て
外
藩
に
備
わ
る
　「
服
」
は
つ
と
め
、
職
務
。『
書
経
』「
旅
獒
」

に
「
惟
れ
商
に
克
ち
、
遂
に
道
を
九
夷
八
蛮
に
通
ず
。
西
旅
、
厥そ

の
獒
を

底
貢
す
。
太
保
乃
ち
旅
獒
を
作
り
、
用
て
王
に
訓お

し

う
。（
中
略
）
王
、
乃
ち

徳
の
異
姓
の
邦
に
致
す
を
昭
か
に
し
、
厥
の
服
を
替す

つ

る
無
か
ら
し
め
、
宝

玉
を
伯
叔
の
国
に
分
か
ち
、
時こ

れ

庸も
っ

て
親
を
展あ
つ

く
す
」
と
あ
る
。

こ
の
章
句
は
、
朝
廷
に
服
従
し
て
忠
誠
を
誓
い
、
外
藩
と
同
様
に
位
置

づ
け
ら
れ
、
中
国
の
垣
根
と
し
て
の
職
務
を
引
き
受
け
て
お
り
ま
す
、
と

の
意
。

（
13
）	

夙
に
請
封
の
旧
典
有
れ
ば
　「
請
封
」
は
冊
封
を
要
請
す
る
（
こ
と
）。
叙

任
し
て
王
位
を
襲
職
さ
せ
て
欲
し
い
と
要
請
す
る
こ
と
。「
旧
典
」
は
古
く

か
ら
伝
わ
る
文
章
・
書
物
、
古
文
書
。
班
固
「
東
都
賦
」
に
「
唯
、
子
頗

る
旧
典
を
識
り
、
又
徒
に
末
流
に
馳
騁
す
」
と
あ
る
。
ま
た
、
古
い
制
度
、

規
則
、
会
典
な
ど
の
法
令
。

こ
の
章
句
は
、
す
で
に
請
封
（
冊
封
要
請
）
に
関
す
る
法
令
・
規
則
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
と
の
意
。

（
14
）	

先
緒
を
統
承
し
　「
先
緒
」
は
先
人
の
残
し
た
仕
事
。
柳
宗
元
「
許
京
兆
孟

容
に
寄
る
の
書
」
に
「
先
緒
を
曠む

な

し
く
墜お
と

す
」
と
あ
る
。「
統
承
」
は
継
承

す
る
こ
と
。『
三
国
志
』「
蜀
志
・
後
主
張
后
伝
」
に
「
朕
、
大
業
を
統
承

し
、
天
下
に
君
臨
し
て
、
郊
廟
社
稷
を
奉
る
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
前

代
の
王
（
尚
育
）
の
仕
残
し
た
仕
事
（
事
蹟
）
を
継
承
し
て
、
と
の
意
。

（
15
）	

仍
て
嗣
爵
の
常
経
に
循
わ
ん
と
す
　「
嗣
爵
」
は
王
爵
（
王
位
）
を
継
ぐ

（
こ
と
）、
国
を
相
続
す
る
（
こ
と
）。「
常
経
」
は
永
久
不
変
の
道
、
常
に

守
る
べ
き
筋
道
（
手
続
き
）。『
管
子
』「
法
法
」
に
「
国
に
常
経
無
け
れ

ば
、
民
力
必
ず
竭つ

く
」
と
あ
る
。「
嗣
爵
の
常
経
」
と
は
、
王
位
継
承
の
際

に
遵
守
す
べ
き
規
定
（
手
続
き
）。

こ
の
章
句
は
、
慣
例
に
よ
っ
て
王
位
継
承
の
際
に
遵
守
す
べ
き
手
続
き

に
従
う
こ
と
に
し
ま
し
た
、
と
の
意
。

（
16
）	

龍
墀
に
趨
き
て
叩
き
、
綸
音
を
降
し
て
以
て
襲
す
る
を
准
さ
る
る
を
乞
い

「
龍
墀
」
の
龍
は
天
子
の
象
徴
、「
龍
墀
」
は
宮
殿
を
指
す
（〔
三
―
〇
八

―
〇
一
〕
語
注
参
照
）。「
綸
音
」
は
み
こ
と
の
り
、
天
子
の
こ
と
ば
。
綸
言

と
も
い
う
。

こ
の
章
句
は
、
北
京
の
紫
禁
城
に
赴
い
て
（
陛
下
の
御
前
に
）
叩
頭
し
、

詔
勅
を
降
し
て
琉
球
国
王
の
王
位
継
承
を
お
認
め
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
、

と
の
意
。

（
17
）	

虔
し
く
虎
拝
を
伸
べ
し
め
、
恭
し
く
冊
使
の
遙
臨
を
迓
え
ん
と
す
　「
虎

拝
」
は
臣
下
が
天
子
に
お
目
通
り
す
る
（
こ
と
）、
虎
は
召
公
の
名
（『
詩

経
』「
大
雅
・
江
漢
」）。「
冊
使
」
は
冊
封
使
の
こ
と
、
冊
封
の
た
め
皇
帝

の
名
代
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
使
者
。「
遙
臨
」
は
遙
か
遠
方
か
ら
の
ご
来

臨
、
の
意
。

こ
の
章
句
は
、
謹
ん
で
陛
下
に
拝
謁
し
た
い
と
い
う
（
私
、
尚
泰
の
）

思
い
を
申
し
述
べ
さ
せ
て
、
陛
下
の
名
代
と
し
て
の
冊
封
使
が
遙
か
遠
方

の
琉
球
へ
ご
来
臨
な
さ
る
の
を
お
迎
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
、
と
の
意
。

（
18
）	
丹
詔
も
て
雲
に
頒
か
ち
、
黄
図
も
て
日
を
耀
か
し
　「
丹
詔
」
の
丹
は
あ
か

（
朱
）、「
丹
詔
」
は
丹
書
、
丹
冊
に
同
じ
、
天
子
か
ら
臣
下
に
与
え
る
朱
書

き
の
文
書
、
臣
下
が
子
孫
に
至
る
ま
で
天
子
か
ら
保
護
を
受
け
る
証
明
に

な
る
。
天
子
の
詔
。「
雲
」
は
望
雲
の
雲
。「
望
雲
」
は
白
雲
を
仰
ぎ
望
む
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こ
と
、
ま
た
旅
先
で
子
が
親
を
思
う
心
、
ま
た
臣
下
が
君
主
の
徳
を
仰
ぎ

慕
う
こ
と
。
唐
の
駱
賓
王
「
夏
日
徳
州
に
游
び
高
四
に
贈
る
」
序
に
「
因

り
て
長
安
を
仰
ぎ
て
日
に
就
き
、
帝
郷
に
赴
き
て
以
て
雲
を
望
む
」
と
あ

り
、
君
主
帝
王
を
仰
ぎ
慕
う
意
に
解
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、「
望
雲
」
は
天

子
の
徳
を
仰
ぎ
慕
う
私
、
尚
泰
を
指
し
て
い
る
。「
黄
図
」
は
書
名
の
『
三

輔
黄
図
』
の
略
、
京
城
、
中
国
の
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は

「
丹
詔
」
の
対
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
黄
紙
、
黄
麻
に
同

じ
く
、
天
子
の
詔
と
解
さ
れ
る
。「
日
を
耀
す
」（
耀
日
）
の
日
は
「
就
日
」

の
日
。「
就
日
」
は
天
子
の
近
く
に
は
べ
る
、
ま
た
、
天
子
の
徳
を
仰
ぐ
の

意
。
な
お
、「
雲
日
」
は
「
望
雲
就
日
」
の
省
略
型
で
、
こ
こ
で
は
、
雲
と

日
に
分
割
し
て
対
語
と
し
て
用
い
て
い
る
。「
雲
」
も
「
日
」
も
天
子
を
指

す
が
、
こ
こ
で
は
天
子
を
仰
ぎ
望
む
私
（
尚
泰
）
を
指
す
。

こ
の
章
句
は
、
陛
下
の
徳
を
仰
ぎ
慕
う
私
尚
泰
に
、
詔
勅
（
冊
封
詔
書
）

を
頒
発
し
て
頂
き
、
詔
勅
の
頒
布
に
よ
っ
て
、
私
尚
泰
の
栄
誉
を
輝
か
せ

て
頂
い
て
、
と
の
意
。

（
19
）	

栄
と
し
て
冠
帯
を
膺
け
、
玉
帛
の
会
を
塗
山
に
広
め
　「
栄
」
は
誉
れ
、
栄

誉
、
光
栄
。
ま
た
、
か
が
や
く
、
は
え
る
、
名
声
が
あ
が
る
。「
冠
帯
」
は

冠
と
帯
、
冠
帯
を
着
け
る
身
分
の
高
い
人
の
意
で
、
官
吏
を
指
す
。
ま
た

冠
帯
を
着
け
た
礼
儀
正
し
い
風
俗
。
異
民
族
に
対
し
て
中
国
を
い
う
（『
韓

非
子
』「
有
度
篇
」）。「
玉
帛
」
は
玉
と
絹
。
諸
侯
や
属
国
の
王
が
天
子
に

謁
見
す
る
際
に
礼
物
と
し
て
献
上
す
る
も
の
。
ま
た
、
古
代
の
諸
侯
が
会

盟
す
る
際
に
は
玉
帛
を
用
い
た
の
で
、
和
好
を
表
示
す
る
手
段
と
さ
れ

た
。『
春
秋
左
氏
伝
』「
哀
公
七
年
」
に
「
禹
、
諸
侯
を
塗
山
に
合
す
。
玉

帛
を
執
る
者
万
国
」
と
あ
る
。「
塗
山
」
は
安
徽
省
懐
遠
県
の
淮
河
東
岸
に

あ
る
山
、
当
塗
山
と
も
い
い
、
禹
が
諸
侯
と
会
盟
し
た
と
こ
ろ
。

こ
の
章
句
は
、
光
栄
に
も
（
わ
が
琉
球
に
）
冠
帯
を
賜
わ
り
、
中
国
の

文
化
・
風
俗
を
身
に
着
け
さ
せ
、
禹
が
塗
山
で
開
催
し
た
会
盟
に
倣
っ
て
、

（
中
華
世
界
の
秩
序
の
中
に
琉
球
を
も
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
）
世
界
の
平

和
会
議
を
さ
ら
に
拡
大
し
、
と
の
意
。

（
20
）	

寵
と
し
て
屛
藩
に
列
り
、
封
建
の
模
を
澗
水
に
大
な
ら
し
め
ん
こ
と
を

「
寵
」
は
め
ぐ
む
（
め
ぐ
み
）、
い
つ
く
し
む
（
い
つ
く
し
み
）、
か
わ

い
が
る
、
寵
愛
、
天
子
の
恩
寵
。
ま
た
誉
れ
、
さ
か
え
、
名
誉
。「
屛
藩
」

は
屛
扞
、
藩
屛
に
同
じ
、
禦
ぎ
守
る
垣
根
、
護
衛
。
転
じ
て
国
家
の
柱
石

と
な
る
重
臣
、
ま
た
中
国
の
周
辺
の
守
備
を
つ
と
め
る
藩
属
国
。『
詩
経
』

「
大
雅
・
板
」
に
「
价
人
は
維
れ
藩
、
大
師
は
維
れ
垣
。
大
邦
は
維
れ
屛
、

大
宗
は
維
れ
翰
」
と
あ
り
、
鄭
玄
の
䇳
に
「
王
は
当
に
公
卿
諸
侯
及
び
宗

室
の
貴
な
る
者
を
用
い
て
屛
藩
垣
翰
と
為
し
、
輔
弼
と
為
し
、
之
を
疎
遠

す
る
無
か
る
べ
し
」
と
あ
る
。
後
、
屛
藩
を
用
い
て
国
を
衛
る
重
臣
に
喩

え
る
。「
封
建
」
は
天
子
が
天
下
の
土
地
の
一
部
を
分
け
与
え
て
諸
侯
の
封

土
と
し
、
爵
位
を
授
け
て
藩
属
国
を
建
て
さ
せ
る
こ
と
。「
封
建
の
模
」
は

宗
主
国
と
藩
属
国
（
宗
藩
関
係
）
の
成
立
す
る
範
囲
（
規
模
）。「
澗
水
」

は
古
い
川
の
名
。『
書
経
』「
禹
貢
」
に
「
伊
・
洛
・
瀍
・
澗
は
既
に
河
に

入
る
」
と
あ
り
、
河
南
省
新
安
か
ら
出
て
東
南
に
流
れ
黄
河
に
合
流
す

る
。
あ
る
い
は
河
南
省
澠
池
県
の
東
北
の
白
石
山
か
ら
発
し
、
洛
陽
市
の

西
南
で
洛
水
に
注
ぐ
川
を
い
う
。
ま
た
、
一
般
に
谷
川
の
水
を
い
う
。

こ
の
章
句
は
、
陛
下
の
恩
寵
に
よ
っ
て
琉
球
を
も
藩
属
国
の
列
に
加
え

て
頂
き
、
澗
水
の
よ
う
な
い
く
つ
も
の
支
流
が
黄
河
に
注
ぐ
よ
う
に
、
多

く
の
藩
属
国
が
宗
主
国
に
朝
貢
し
て
成
立
す
る
宗
藩
関
係
の
秩
序
の
中
に

琉
球
な
ど
の
小
国
を
も
加
え
て
頂
き
、
そ
の
規
模
を
益
々
大
き
く
さ
れ
ま

す
よ
う
に
（
お
願
い
し
ま
す
）、
と
の
意
か
。

（
21
）	

日
に
沐
し
月
に
浴
し
、
八
荒
も
琛
贐
の
忱
を
輸
し
　「
日
に
沐
し
」（
沐
日
）

の
沐
は
潤
い
を
受
け
る
、
恵
み
を
こ
う
む
る
、
恩
を
受
け
る
。
太
陽
（
天

子
）
の
恩
恵
を
こ
う
む
る
こ
と
。「
月
に
浴
し
」（
浴
月
）
の
浴
は
あ
び
る
、

受
け
る
、
こ
う
む
る
、
身
に
受
け
る
。
月
の
光
を
受
け
る
こ
と
。
日
月
の

光
に
沐
浴
す
る
こ
と
。
日
月
は
天
子
の
恩
恵
に
喩
え
る
。
清
の
沈
徳
潜
撰

『
古
詩
源
』
巻
一
「
古
逸
・
禹
玉
牒
辞
」
に
「
祝
融
、
方
を
司
っ
て
其
の
英

史料　c-1 『歴代宝案』 3-10-02
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を
発
し
、
日
に
沐
し
月
に
浴
し
て
百
宝
生
ず
」［
夏
の
守
護
神
た
る
祝
融

は
南
方
の
気
を
司
っ
て
、
そ
の
霊
徳
を
発
揮
し
、
日
月
の
徳
沢
に
沐
浴
し

て
、
そ
の
結
果
万
物
そ
の
生
を
と
げ
、
国
家
に
百
宝
を
生
じ
た
（
内
田
訳

参
照
）］
と
あ
る
。「
八
荒
」
は
八
方
・
八
表
・
八
紘
に
同
じ
く
、
八
つ
の

方
角
（
東
・
西
・
南
・
北
・
東
南
・
東
北
・
西
南
・
西
北
）、
ま
た
極
め
て

遠
い
と
こ
ろ
、八
方
極
遠
の
地
。「
琛
贐
」
は
珍
し
い
贈
り
物
（
進
貢
品
）。

こ
の
章
句
は
、
日
月
の
光
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
陛
下
の
恩
恵
を
こ
う

む
っ
て
、
八
方
極
遠
の
地
の
首
長
た
ち
も
珍
宝
の
進
貢
品
を
献
上
し
て
忠

誠
の
真
心
を
表
明
し
、
と
の
意
。

（
22
）	

十
雨
五
風
し
て
六
宇
は
雍
煕
の
福
を
受
く
べ
し
　「
十
雨
」
は
十
日
に
一
度

雨
が
降
る
こ
と
、「
五
風
」
は
五
日
に
一
度
風
が
吹
く
こ
と
。
順
調
な
気
候

に
恵
ま
れ
、
豊
作
の
条
件
が
調
う
こ
と
を
意
味
す
る
。『
宋
会
要
輯
稿
』
楽

八
「
鼓
吹
導
引
楽
歌
」
に
「
天
下
に
君
た
れ
ば
、
万
国
来
王
し
、
玉
帛
は

梯
航
よ
り
湊あ

つ
まる
。
五
風
十
雨
し
て
、
品
物
は
蕃
昌
し
、
棲
壠
［
住
居
］
に

余
糧
有
り
」
と
あ
る
。「
十
雨
五
風
」
は
平
仄
の
関
係
で
「
五
風
十
雨
」
と

な
る
が
、
同
義
で
あ
る
。「
六
宇
」
は
上
下
四
方
（
東
西
南
北
）、
全
世

界
。「
雍
煕
」
は
平
和
で
和
や
か
な
さ
ま
。
張
衡
「
東
都
賦
」
に
「
民
、
其

の
労
を
忘
れ
、
楽
し
ん
で
其
の
財
を
輸い

た

す
。
百
姓
は
𩜙
衍
［
飽
食
］
を
同
ひ
と
し

く
し
、
上
下
は
其
の
雍
煕
を
共
に
す
」
と
あ
る
。

こ
の
章
句
は
、
十
日
に
一
度
の
雨
が
降
り
、
五
日
に
一
度
の
風
が
吹
き
、

順
調
な
気
候
に
恵
ま
れ
て
豊
年
と
な
り
、
全
世
界
の
人
々
は
豊
か
な
生
活

に
満
足
し
、
和
気
藹
々
と
し
た
平
和
な
世
の
中
に
生
き
る
幸
福
を
享
受
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
、
と
の
意
。

3-10-03
　
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
よ
り
同
治
帝
あ
て
、
前
例
に
従
い
、
冊
封
を

要
請
す
る
旨
の
奏
文
（
同
治
三
《
一
八
六
四
》、
八
、
四
）

琉
球
国
中
山
王
世
子
臣
尚
泰
、
謹
ん
で
奏
し
、
例
を
援ひ

き
て
陳
情
し
、
封

（
（
（

襲
を
懇
請
し
て
以
て
疆

（
（
（

宇
を
光か
が
やか
し
、
以
て
忠
勤
を
効い
た

す
事
の
為
に
す
。

窃ひ
そ

か
に
維お
も

う
に
、
敝
国
は
鯷
壑
の
外
藩
、
蝸
居
の
荒
服
に
し
て
、
世
々
天

朝
の
厚
沢
深
仁
に
沐
し
、
加
う
る
有
り
て
已
む
無
し
。

臣
が
先
祖
の
尚

（
（
（

質
は
順
治
十
一
年
に
於
て
天
恩
を
荷

（
（
（

蒙
し
、
王
爵
の
印

（
（
（

篆

を
頒
給
せ
ら
れ
、
中
山
王
と
為
り
て
永
く
海
邦
を
奠さ
だ

む
。
先
祖
の
尚

（
（
（

貞
・
尚

（
（
（

敬
・
尚

（
（
（

穆
は
、
均
し
く
康
煕
二
十
一
年
及
び
五
十
七
年
、
並
び
に
乾
隆
二
十

一
年
に
於
て
、
先
後
し
て
封
襲
を
恩
准
せ
ら
る
。
太

（
（
（

高
祖
の
尚

（
（1
（

哲
は
世
子
と

為
る
の
時
、
即

（
（1
（

世
し
て
禄
弗な

し
。
高

（
（1
（

祖
の
尚

（
（1
（

温
は
嘉
慶
五
年
に
於
て
叨
か
た
じ
け
なく
も

王
爵
を
封
襲
す
る
を
蒙
り
、
曽

（
（1
（

祖
の
尚

（
（1
（

成
は
未
だ
請
封
に
及
ば
ず
し
て
早つ
と

に

已
に
世
を
棄
つ
る
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
祖
の
尚

（
（1
（

灝
は
嘉
慶
十
三
年
に
於
て
叨

く
も
王
爵
を
封
襲
す
る
を
蒙
り
、
曽
祖
も
亦
た
是
の
年
に
於
て
恭
し
く
誥

（
（1
（

命

を
荷
か
た
じ
け
なく
し
、
特
に
追

（
（1
（

封
を
許
さ
る
。
父
の
尚

（
（1
（

育
は
復
た
道
光
十
八
年
に
於
て

祗
ん
で
冊
封
を
受
け
て
中
山
王
と
為
り
、
列

（
（2
（

聖
の
遭
逢
に
感
じ
て
児
孫
を
励

ま
し
、
以
て
職も
っ
ぱら
嗣
爵
を
守
る
。
以
来
、
夙
夜
、
欽つ
つ
しん
で
忠
貞
を
承
け
懈お
こ
たら

ざ
る
に
、
詎な
ん

ぞ
意お
も

わ
ん
、
偶
々
微
疾
に
嬰か
か

り
、
医
薬
も
霊
無
く
、
遽に
わ

か
に
道

光
二
十
七
年
九
月
十
七
日
に
於
て
薨
逝
す
る
と
は
。

臣
、
嫡

（
（2
（

長
を
以
て
統
を
継
ぎ
、
恭
し
く
典
例
に
循
い
、
虔つ
つ
しん
で
封
襲
を
請
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3-10-16
　
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
よ
り
福
建
布
政
使
司
あ
て
、
同
治
三
年
の
進

貢
使
東
国
興
等
に
襲
封
を
要
請
せ
し
む
る
旨
の
咨
文

（
同
治
三
《
一
八
六
四
》、
□
、
□
）

琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）、
謹
ん
で
典
例
を
陳の

べ
、
以
て
礼
節
を
全

う
す
る
事
の
為
に
す
。

切ひ
そ

か
に
、
敝
国
は
世
々
藩
疆
を
守
り
、
代
々
封
爵
を
膺う

く
。
茲こ
こ

に
同
治
三

年
の
貢
期
に
当
た
れ
ば
、
特
に
耳
目
官
の
東
国
興
・
正
議
大
夫
の
毛
発
栄
等

を
遣
わ
し
、
虔
う
や
う
やし
く
表
章
を
捧
げ
て
天
朝
に
入
貢
し
、
兼
ね
て
封
襲
を
請
わ

し
む
。

恭う
や
う
やし
く
査
す
る
に
、
欽
差
、
敝
国
に
賁
臨
す
る
の
一
案
は
、
従
前
、
歴
届

の
成
例
あ
り
。
定
め
て
請
封
の
次
年
に
於
て
、
謹
ん
で
接
封
使
臣
を
遣
わ

し
、
海
道
を
熟
諳
す
る
の
舵
工
人
等
を
率
領
せ
し
め
、
海
船
一
隻
に
坐
駕
し

て
閩
に
到
ら
し
む
。
越
え
て
翌
年
に
至
り
、
欽
差
を
迎
接
し
て
一
同
に
国
に

到
る
。

嗣
い
で
、
道
光
十
六
年
に
於
て
、
敝
国
、
使
を
遣
わ
し
進
京
し
て
朝
貢
せ

し
め
、
兼
ね
て
封
襲
を
請
う
。
復ま

た
経す
で

に
咨
も
て
具
奏
す
る
を
請
い
、
恩
准

を
荷
蒙
せ
り
。
十
八
年
に
於
て
、
欽
差
を
迎
接
し
て
敝
国
に
賁
臨
せ
し
め
て

案
に
在
り
。

此こ

の
次た
び

、
遣
わ
す
所
の
貢
使
は
、
京
に
赴
き
入
貢
し
、
兼
ね
て
王
爵
を
封

襲
す
る
を
請
う
。
伏
し
て
乞
う
ら
く
は
、
貴
司
、
前
届
の
成
例
を
洞
察
し
、

督撫
両
院
に
転
詳
し
て
代
り
て
具
奏
を
為
し
、
同
治
五
年
に
於
て
冊
使
を
差
選

し
て
敝
国
に
賁
臨
せ
し
め
、
以
て
来
歳
に
使
を
遣
わ
し
、
接
封
す
る
を
得
せ

し
む
る
を
恩
准
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
典
例
を
愆あ
や
まる
無
き
を
見
ん
こ
と
を
庶
こ
い
ね
が

う
。
此
れ
が
為
に
礼
部
に
咨
請
す
る
の
外
、
理
と
し
て
合
に
由
を
備
え
て
貴

司
に
移
咨
し
知
会
せ
し
む
べ
し
。
請ね

が煩
わ
く
は
察
照
し
て
施
行
せ
ら
れ
よ
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

同
治
三
年
（
一
八
六
四
）　
　
月
　
　
日

注
＊
本
文
書
と
ほ
ぼ
同
文
の
咨
〔
三
―
一
〇
―
〇
八
〕
が
礼
部
へ
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。

語
注
は
〔
三
―
一
〇
―
〇
八
〕
参
照
。

3-10-17
　
琉
球
国
の
三
司
官
以
下
の
高
官
よ
り
福
建
布
政
使
司
あ
て
、
尚
泰
の
冊

封
を
要
請
す
る
に
当
た
り
、
出
自
を
証
明
し
人
柄
を
保
証
す
る
旨
の
結

状
（
同
治
三
《
一
八
六
四
》、
八
、
四
）

結
状
を
具そ

な

う
。

琉
球
国
中
山
王
府
の
法
司
官
向
汝
砺
・
馬
朝
棟
・
向
有
恒
、
長
史
の
梁
得
功
・

梁
超
群
等
、
王
爵
を
封
襲
す
る
を
請
い
、
以
て
礼
典
を
昭
ら
か
に
し
、
以
て

海
疆
を
固
め
る
事
の
為
に
す
。
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3-10-16
　
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
よ
り
福
建
布
政
使
司
あ
て
、
同
治
三
年
の
進

貢
使
東
国
興
等
に
襲
封
を
要
請
せ
し
む
る
旨
の
咨
文

（
同
治
三
《
一
八
六
四
》、
□
、
□
）

琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）、
謹
ん
で
典
例
を
陳の

べ
、
以
て
礼
節
を
全

う
す
る
事
の
為
に
す
。

切ひ
そ

か
に
、
敝
国
は
世
々
藩
疆
を
守
り
、
代
々
封
爵
を
膺う

く
。
茲こ
こ

に
同
治
三

年
の
貢
期
に
当
た
れ
ば
、
特
に
耳
目
官
の
東
国
興
・
正
議
大
夫
の
毛
発
栄
等

を
遣
わ
し
、
虔
う
や
う
やし
く
表
章
を
捧
げ
て
天
朝
に
入
貢
し
、
兼
ね
て
封
襲
を
請
わ

し
む
。

恭う
や
う
やし
く
査
す
る
に
、
欽
差
、
敝
国
に
賁
臨
す
る
の
一
案
は
、
従
前
、
歴
届

の
成
例
あ
り
。
定
め
て
請
封
の
次
年
に
於
て
、
謹
ん
で
接
封
使
臣
を
遣
わ

し
、
海
道
を
熟
諳
す
る
の
舵
工
人
等
を
率
領
せ
し
め
、
海
船
一
隻
に
坐
駕
し

て
閩
に
到
ら
し
む
。
越
え
て
翌
年
に
至
り
、
欽
差
を
迎
接
し
て
一
同
に
国
に

到
る
。

嗣
い
で
、
道
光
十
六
年
に
於
て
、
敝
国
、
使
を
遣
わ
し
進
京
し
て
朝
貢
せ

し
め
、
兼
ね
て
封
襲
を
請
う
。
復ま

た
経す
で

に
咨
も
て
具
奏
す
る
を
請
い
、
恩
准

を
荷
蒙
せ
り
。
十
八
年
に
於
て
、
欽
差
を
迎
接
し
て
敝
国
に
賁
臨
せ
し
め
て

案
に
在
り
。

此こ

の
次た
び

、
遣
わ
す
所
の
貢
使
は
、
京
に
赴
き
入
貢
し
、
兼
ね
て
王
爵
を
封

襲
す
る
を
請
う
。
伏
し
て
乞
う
ら
く
は
、
貴
司
、
前
届
の
成
例
を
洞
察
し
、

督撫
両
院
に
転
詳
し
て
代
り
て
具
奏
を
為
し
、
同
治
五
年
に
於
て
冊
使
を
差
選

し
て
敝
国
に
賁
臨
せ
し
め
、
以
て
来
歳
に
使
を
遣
わ
し
、
接
封
す
る
を
得
せ

し
む
る
を
恩
准
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
典
例
を
愆あ
や
まる
無
き
を
見
ん
こ
と
を
庶
こ
い
ね
が

う
。
此
れ
が
為
に
礼
部
に
咨
請
す
る
の
外
、
理
と
し
て
合
に
由
を
備
え
て
貴

司
に
移
咨
し
知
会
せ
し
む
べ
し
。
請ね

が煩
わ
く
は
察
照
し
て
施
行
せ
ら
れ
よ
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

同
治
三
年
（
一
八
六
四
）　
　
月
　
　
日

注
＊
本
文
書
と
ほ
ぼ
同
文
の
咨
〔
三
―
一
〇
―
〇
八
〕
が
礼
部
へ
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。

語
注
は
〔
三
―
一
〇
―
〇
八
〕
参
照
。

3-10-17
　
琉
球
国
の
三
司
官
以
下
の
高
官
よ
り
福
建
布
政
使
司
あ
て
、
尚
泰
の
冊

封
を
要
請
す
る
に
当
た
り
、
出
自
を
証
明
し
人
柄
を
保
証
す
る
旨
の
結

状
（
同
治
三
《
一
八
六
四
》、
八
、
四
）

結
状
を
具そ

な

う
。

琉
球
国
中
山
王
府
の
法
司
官
向
汝
砺
・
馬
朝
棟
・
向
有
恒
、
長
史
の
梁
得
功
・

梁
超
群
等
、
王
爵
を
封
襲
す
る
を
請
い
、
以
て
礼
典
を
昭
ら
か
に
し
、
以
て

海
疆
を
固
め
る
事
の
為
に
す
。
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切
か
に
汝
砺
等
、
旧
例
に
遵
照
し
て
（
以
下
の
如
く
）
結
得
す
。

先
国
王
は
、
道
光
二
十
七
年
九
月
十
七
日
に
於
て
疾
に
嬰か
か

り
て
薨
逝
す
。

君
王
を
嗣
ぐ
世
子
泰
は
、
誠
に
嫡
長
に
し
て
相
い
承
け
、
端
重
に
し
て
謹

厚
、
仁
孝
に
し
て
慈
恭
に
係
る
。

凡
そ
厥そ

の
臣
民
は
聿こ
こ

に
深
く
帰
附
す
。
宜
し
く
王
位
を
嗣
ぎ
、
用も
っ

て
藩
服

を
光か
が
やか
す
べ
し
。
相あ
い
ま
さ応
に
連
僉
し
て
甘
結
を
確
具
し
、
親み
ず
から
花
押
を
画
き
て

呈
繳
し
、
査
核
せ
し
む
べ
し
。

伏
し
て
乞
う
ら
く
は
、
藩

（
（
（

台
の
大
人
、
輿
情
を
俯
鑑
し
、
両

（
（
（

院
憲
に
転
詳

し
て
勅
も
て
栄
封
を
賜
い
、
永
く
海
邦
を
奠し
ず

め
し
む
る
を
奏
請
せ
ん
こ
と
を
。

汝
砺
等
、
例
に
遵
い
、
虔
う
や
う
やし
く
継
統
の
縁
由
を
将
て
、
合
に
先
に
稟
明
す

べ
し
。
結
す
る
所
は
是
れ
実
に
し
て
、
敢
え
て
冒
混
し
て
虚
誑
の
咎
を
干
す

を
致
さ
ず
。

須
ら
く
結
状
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

同
治
三
年
（
一
八
六
四
）
八
月
初
四
日
　
結
状
を
具
う

琉
球
国
中
山
王
府
の
法
司
官
向
汝
砺
　
　
譜
久
山
親
方

法
司
官
馬
朝
棟
　
　
与
那
原
親
方

法
司
官
向
有
恒
　
　
宜
野
湾
親
方

長
史
梁
得
功
　
　
　
冨
山
通
事
親
方

長
史
梁
超
群
　
　
　
安
慶
名
親
方

王
叔
尚
ｅ

大
里
王
子

王
叔
尚
健

伊
江
王
子

王
叔
尚
克
譲
　
　
　
　
与
那
城
王
子

王
舅
章
文
思
　
　
　
　
冨
嶋
親
方

王
舅
翁
龍
光
　
　
　
　
高
安
親
方

王
舅
馬
光
思
　
　
　
　
仲
田
親
方

紫
金
大
夫
阮
宣
詔
　
天
願
親
方

紫
金
大
夫
蔡
士
俊
　
瑞
慶
覧
親
方

紫
金
大
夫
阮
孝
銓
　
渡
久
山
親
方

紫
巾
官
向
国
鼎
　
　
識
名
親
方

紫
巾
官
向
元
模
　
　
伊
是
名
親
方

紫
巾
官
毛
景
光
　
　
亀
川
親
方

紫
巾
官
武
世
英
　
　
奥
原
親
方

紫
巾
官
東
順
法
　
　
与
世
山
親
方

紫
巾
官
向
義
　
　
　
多
嘉
良
親
方

紫
巾
官
向
惟
琳
　
　
山
川
親
方

紫
巾
官
向
宏
基
　
　
嘉
味
田
親
方

紫
巾
官
向
開
勲
　
　
仲
村
親
方

紫
巾
官
東
林
茂
　
　
浦
崎
親
方

紫
巾
官
向
紹
元
　
　
伊
志
嶺
親
方

紫
巾
官
向
春
芳
　
　
安
村
親
方

紫
巾
官
馬
克
寛
　
　
外
間
親
方

紫
巾
官
向
日
新
　
　
宮
里
親
方

紫
巾
官
毛
允
良
　
　
濱
比
嘉
親
方

紫
巾
官
向
執
中
　
　
松
堂
親
方
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紫
巾
官
向
廷
弼
　
　
冨
里
親
方

紫
巾
官
向
俊
　
　
　
与
那
覇
親
方

紫
巾
官
向
汝
楫
　
　
見
里
親
方

紫
巾
官
向
邦
棟
　
　
大
宜
見
親
方

紫
巾
官
馬
昌
保
　
　
宮
平
親
方

紫
巾
官
向
志
道
　
　
奥
武
親
方

紫
巾
官
向
文
晃
　
　
嘉
手
納
親
方

紫
巾
官
向
克
灼
　
　
宇
地
原
親
方

紫
巾
官
向
文
煥
　
　
松
嶋
親
方

紫
巾
官
毛
精
湿
　
　
冨
盛
親
方

紫
巾
官
毛
元
枢
　
　
喜
舎
場
親
方

紫
巾
官
向
能
達
　
　
阿
波
根
親
方

紫
巾
官
翁
章
錦
　
　
伊
舎
堂
親
方

紫
巾
官
向
兆
麟
　
　
奥
平
親
方

紫
巾
官
向
麟
趾
　
　
川
平
親
方

紫
巾
官
馬
必
信
　
　
棚
原
親
方

紫
巾
官
向
居
謙
　
　
浦
添
親
方

紫
巾
官
毛
其
昌
　
　
見
里
親
方

耳
目
官
翁
維
垣
　
　
玉
城
親
雲
上

耳
目
官
向
克
治
　
　
小
波
津
親
雲
上

耳
目
官
向
秉
経
　
　
安
室
親
雲
上

耳
目
官
向
文
光
　
　
桑
江
親
雲
上

正
議
大
夫
鄭
元
広
　
親
里
親
雲
上

正
議
大
夫
鄭
嘉
政
　
屋
部
親
雲
上

正
議
大
夫
王
家
錦
　
大
田
親
雲
上

中
議
大
夫
蔡
廷
佐
　
志
多
伯
里
之
子
親
雲
上

中
議
大
夫
王
春
暉
　
名
嘉
真
里
之
子
親
雲
上

中
議
大
夫
王
述
勃
　
上
運
天
里
之
子
親
雲
上

中
議
大
夫
金
世
宝
　
豊
里
里
之
子
親
雲
上

中
議
大
夫
王
兼
才
　
国
場
親
雲
上

中
議
大
夫
梁
定
章
　
我
喜
屋
通
事
親
雲
上

中
議
大
夫
蔡
呈
禎
　
翁
長
里
之
子
親
雲
上

中
議
大
夫
蔡
世
功
　
安
次
嶺
親
雲
上

中
議
大
夫
蔡
呈
祚
　
翁
長
里
之
子
親
雲
上

那
覇
官
向
丕
績
　
　
湧
川
親
雲
上

那
覇
官
査
偉
業
　
　
山
田
親
雲
上

遏
闥
理
官
馬
如
衡
　
仲
吉
里
之
子
親
雲
上

遏
闥
理
官
馬
邦
光
　
武
冨
里
之
子
親
雲
上

遏
闥
理
官
向
龍
光
　
見
里
里
之
子
親
雲
上

遏
闥
理
官
向
嘉
勲
　
大
宜
見
里
之
子
親
雲
上

遏
闥
理
官
毛
培
源
　
東
風
平
親
雲
上

遏
闥
理
官
向
徳
宏
　
幸
地
親
雲
上

昆
那
官
毛
鳳
翔
　
　
兼
本
里
之
子
親
雲
上

昆
那
官
毛
如
恒
　
　
亀
川
里
之
子
親
雲
上
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昆
那
官
向
廷
選
　
　
神
村
里
之
子
親
雲
上

郷
耆
老
毛
増
光
　
　
池
城
親
方

郷
耆
老
向
如
光
　
　
保
栄
茂
親
方

郷
耆
老
東
任
鐸
　
　
知
念
親
方

郷
耆
老
阿
世
良
　
　
佐
久
田
親
方

郷
耆
老
鄭
元
偉
　
　
湖
城
親
方

注
＊
礼
部
へ
提
出
さ
れ
た
ほ
ぼ
同
文
の
結
状
は
、〔
三
―
一
〇
―
〇
九
〕
で
あ
る
。
語
注

は
〔
三
―
一
〇
―
〇
九
〕
参
照
。

（
1
）
藩
台
の
大
人
　
藩
台
は
布
政
使
の
こ
と
、
大
人
は
敬
称
。

（
2
）
両
院
憲
　
総
督
と
巡
撫
。

3-10-18
　
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
よ
り
関
係
当
局
あ
て
、
同
治
三
年
の
進
貢
使

東
国
興
ら
を
派
遣
す
る
に
当
た
り
、
便
宜
を
図
ら
れ
た
き
旨
、
林
世
爵

等
に
付
し
た
符
文
（
同
治
三
《
一
八
六
四
》、
八
、
四
）

琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）、
進
貢
す
る
事
の
為
に
す
。

照
ら
し
得
た
る
に
、
敝
国
は
叨

か
た
じ
け
なく
も
天
朝
の
洪
恩
に
沐
し
、
会
典
に
遵
依

し
て
二
年
一
貢
し
、
欽
遵
し
て
案
に
在
り
。

茲
に
同
治
三
年
の
貢
期
に
当
た
れ
ば
、
特
に
耳
目
官
の
東
国
興
・
正
議
大

夫
の
毛
発
栄
・
都
通
事
の
林
世
爵
等
を
遣
わ
し
、
表
章
を
齎
捧
し
、
梢
役
共

に
二
百
を
過
ぎ
ざ
る
の
員
名
を
率
領
し
、
海
船
二
隻
に
坐
駕
し
、
常
貢
の
煎

熟
硫
黄
一
万
二
千
六
百
觔
・
紅
銅
三
千
觔
・
煉
熟
白
剛
錫
一
千
觔
を
将
て
、

均
分
し
て
両
船
に
装
載
せ
し
め
、
一
船
の
礼
字
第
三
百
三
十
二
号
は
硫
黄
六

千
三
百
觔
・
紅
銅
一
千
五
百
觔
・
白
剛
錫
五
百
觔
を
装
運
し
、
一
船
の
礼
字

第
三
百
三
十
三
号
は
硫
黄
六
千
三
百
觔
・
紅
銅
一
千
五
百
觔
・
白
剛
錫
五
百

觔
を
載
運
し
、
前す
す

み
て
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
至
り
て
投
納
し
、
起
送

し
て
京
に
赴
き
、
叩ぬ
か
づき
て
聖
禧
を
祝い
の

ら
し
め
ん
と
す
。

所く
だ
ん有
の
差
去
せ
る
員
役
は
、
文
憑
無
け
れ
ば
以
て
各
処
の
官
軍
の
阻
留
し

て
便
な
ら
ざ
る
を
致
す
を
恐
る
。
合よ

ろ行
し
く
符
文
を
給
発
す
べ
し
。
今
、
王

府
の
礼
字
第
三
百
三
十
一
号
半
印
勘
合
の
符
文
一
道
を
給
し
て
都
通
事
林
世

爵
等
に
付
し
、
収
執
し
て
前
去
せ
し
む
。
如
し
経
過
の
関
津
及
び
沿
海
の
巡

哨
官
軍
の
験
実
に
遇
わ
ば
、
即
便
に
放
行
し
、
留
難
し
て
遅
悞
す
る
を
得
る

毋
か
ら
し
め
よ
。

須
ら
く
符
文
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

計
開
す
。

正
使
耳
目
官
一
員
　
　
東
国
興
　
　
　
　
人
伴
一
十
二
名

副
使
正
議
大
夫
一
員
　
毛
発
栄
　
　
　
　
人
伴
一
十
二
名

朝
京
都
通
事
一
員
　
林
世
爵
　
　
　
　
人
伴
七
名

在
船
都
通
事
二
員
　
蔡
呈
書
　

林
長
湀

　
　
　
　
人
伴
八
名

在
船
使
者
四
員
　
　
麻
厚
仁
　
孟
朝
璉

経
世
芳
　
孫
国
儀

人
伴
一
十
六
名

存
留
通
事
一
員
　
　
魏
掌
政
　
　
　
　
人
伴
六
名

在
船
通
事
一
員
　
　
王
作
梅
　
　
　
　
人
伴
四
名
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咈𠸄情状（別台）

別台 -01
　
琉
球
国
中
山
王
尚
育
よ
り
福
建
布
政
使
司
あ
て
、
仏
国
の
戦
船
来
琉
し

和
好
・
貿
易
・
布
教
を
求
む
る
も
拒
絶
し
た
る
に
、
仏
人
等
二
人
を
残

置
せ
し
め
た
る
旨
の
咨
文
（
道
光
二
十
四
《
一
八
四
四
》、
八
、
四
）

琉
球
国
中
山
王
尚
（
育
）、
咨
明
す
る
事
の
為
に
す
。

照
ら
し
得
た
る
に
、
道
光
二
十
四
年
三
月
十
一
日
、
海
船
一
隻
、
敝
国
の

那
覇
洋
面
に
来
到
し
て
停
泊
す
る
有
り
。
随
即
に
員
に
委
し
て
来
歴
を
訪
ね

問
わ
し
む
る
も
、
言
語
通
ぜ
ず
。
内
に
通
事
一
名
有
り
。
中
国
人
に
係
る
。

称
す
る
に
拠
る
に
、「
仏

（
（
（

朗
西
国
の
第
一
号
の
戦
船
に
係
る
。
其
の
総

（
（
（

兵
、

名
は
ｆ

（
（
（

爾
烈
ｇ
璞
朗
、
船
上
に
は
共
に
二
百
三
十
人
有
り
。
広
東
の
澳

（
（
（

門
よ

り
起
程
し
、
来
た
り
て
糧
食
を
買
い
、
併
び
に
木
料
を
買
い
て
船
上
の
折
れ

た
る
処
を
修
補
せ
ん
と
す
」
等
の
語
あ
り
。
即
ち
木
料
・
牛
・
羊
・
鶏
・
豚
・

魚
・
酒
・
蔬
菜
等
の
件
を
発
給
せ
し
む
。

続つ

い
で
該
総
兵
の
啓

（
（
（

称
に
拠
る
に
、「
我
が
国
は
恒つ
ね

に
中
国
と
盟
好
を
通

じ
、
交
接
す
る
こ
と
親
切
な
れ
ば
、
特
に
各
戦
船
の
総
兵
を
し
て
中
国
の
隣

近
の
諸
国
に
去ゆ

き
て
和
を
通
じ
好よ
し
みを
結
び
、
往
来
し
て
貿
易
す
る
を
求
め
し

む
。
本
総
兵
は
貴
国
と
和
好
す
る
為
に
令
を
奉
じ
て
来
た
る
。
余
は
久
し
く

此
に
住と
ど

ま
る
能
わ
ざ
る
も
、
数
月
の
後
に
必
ず
や
大

（
（
（

総
兵
都
督
の
大
船
、

或
い
は
各
戦
船
の
到
来
す
る
有
れ
ば
、
宜
し
く
彼
に
示
覆
す
れ
ば
可
な
る
べ

し
。
此
の
時
に
当
た
り
通
事
は
緊
を
要
す
れ
ば
、
今
、
執

（
（
（

事
の
ｆ

（
（
（

爾
咖
助
を

留
め
、
通

（
（
（

事
の
粤

（
（1
（

五
思
旦
と
同と
も

に
、
貴
国
に
在
ら
し
め
ん
こ
と
を
要も
と

む
」
等

の
由
あ
り
。

本
爵
、
意お
も

い
て
謂
わ
く
、
敝
国
は
蕞
爾
の
蜃
疆
に
し
て
、
土
は
痩
せ
地
は

薄
く
物
産
は
多
か
ら
ず
、
金
銀
は
出
ず
る
無
け
れ
ば
、
広
く
他
国
と
交
通
す

る
能
わ
ず
。
若も

し
仏
国
と
好
を
結
び
往
来
し
て
貿
易
す
れ
ば
、
洵ま
こ
とに
煩

（
（1
（

累
頻

繁
に
し
て
、
遂
に
顚
覆
の
憂
を
招
か
ん
こ
と
を
恐
る
。
且
つ
他
国
人
を
し
て

上
陸
し
て
淹

（
（1
（

留
せ
し
む
る
は
、
素も
と

よ
り
国
家
の
厳
禁
に
係
る
。
即
ち
飭
し
て

文
を
具そ
な

え
て
固
辞
せ
し
め
ん
と
す
。
但た

だ
該
総
兵
は
聴
従
す
る
を
肯が
え
んぜ
ず
。

十
九
日
に
于
て
強
い
て
執
事
一
名
・
通
事
一
名
を
留
め
、
開
船
し
て
回か
え

り
去ゆ

け
り
。

厥そ

の
後
、
執
事
ｆ
爾
咖
助
の
稟
に
拠
る
に
称
す
ら
く
、「
琉
球
は
窮
し
て

産
す
る
所
多
く
無
し
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
𠸄
国
は
其
（
琉
球
）
の
中
国
と
日

本
の
間
に
居
り
、
両
国
の
貨
船
は
此
に
聚あ

つ

ま
る
べ
き
を
見
て
、
遂
に
心
に
之

を
取
ら
ん
と
す
る
は
一
年
な
ら
ざ
る
有
り
。
仏
国
は
其
の
謀
を
阻
ま
ん
と
欲

す
。
惟お
も

う
に
二
計
有
り
。
一
は
或
い
は
格
外
に
保
護
し
、
一
は
或
い
は
先
に

自
ら
之
れ
を
取
る
。
但た

だ
先
に
自
ら
之
れ
を
取
れ
ば
、
則
ち
公

（
（1
（

議
保
ち
難

し
。
格
外
に
保
護
す
る
は
我
が
心
の
愿ね
が

い
な
り
。
夫そ

れ
、
国
家
の
患
は
以
て

人
に
譬
う
べ
し
。
或
い
は
大
症
に
染
ら
ん
か
、
初
め
て
之
れ
に
染
る
の
際
は

尚
お
医
治
す
べ
し
。
如
し
神（

1
4

（1
（

を
留
め
ず
し
て
調

（
（1
（

治
を
懈お
こ
たれ
ば
、
病
は
必
ず
裏う
ち

に
入
り
之
れ
を
膏

（
（1
（

肓
に
附
し
、
竟つ
い

に
不
治
の
症
と
成
る
。
乞
う
ら
く
は
、
早

や
か
に
之
れ
が
計
を
為
し
、
遅
延
す
べ
か
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
。
大
事
を
悞
る

を
恐
る
」
等
の
由
あ
り
。

併
び
に
通
事
粤
五
思
旦
の
稟
に
拠
る
に
称
す
ら
く
、「
仏
国
の
戦
船
は
西
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よ
り
東
に
来
た
れ
ば
、
化

（
（1
（

費
は
限
り
無
し
。
若
し
深
く
其
の
意
を
知
り
万
全

の
計
を
得
れ
ば
、
則
ち
吉
有
り
て
凶
無
し
。
否し
か

ら
ず
ん
ば
則
ち
禍
福
は
料は
か

り

難
し
。
近
ご
ろ
聞
く
に
、
西

（
（1
（

土
の
各
国
は
議
し
て
曰
う
有
り
、
凡
そ
天
下
に

吾
が
西
土
と
通
好
せ
ざ
る
者
あ
れ
ば
之
れ
を
伐
つ
べ
し
、
と
。
更
に
曰
く
、

琉
球
は
西
土
と
和
好
を
通
ぜ
ざ
れ
ば
、
必
ず
や
西
土
の
疆
国
の
有
す
る
所
と

為
ら
ん
、
と
。
倘も

し
或
い
は
糊

（
（1
（

然
と
し
て
彼
の
和
好
を
絶
て
ば
、
是
れ
自
ら

怨
を
招
く
な
り
。
詳
細
に
之
れ
を
察
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
乞
う
」
等
の
由
あ

り
。
各
々
稟
を
具そ
な

え
て
前
来
せ
り
。

本
爵
、
意お
も

い
て
謂い

わ
く
、
敝
国
は
海
隅
に
僻
処
す
る
も
、
叨
か
た
じ
け
なく
も
皇
上
の

覆
載
の
恩
を
蒙
り
、
世
々
王
爵
を
膺う

け
、
代
々
貢
職
を
供
し
、
国
を
泰
ん
じ

民
を
安
ん
じ
、
永
く
太
平
を
享う

く
。
若
し
乃す
な
わち
仏
国
と
交
通
し
て
其
の
保
護

と
為
れ
ば
、
但た

だ
に
臣
子
の
忠
順
の
忱
を
失
う
の
み
な
ら
ず
、
更
に
天
朝
の

存
（
（2
（

恤
の
恩
に
負そ
む

く
な
り
。
且
つ
該
両
人
の
言
を
察
す
る
に
、
人
の
謀
を
阻
む

と
云
う
と
雖
も
、
実
は
己
が
利
を
図
る
に
在
り
。
苟（

2
1
）
こ

（2
（

焉
と
し
て
之
れ
に
従

い
、
其
の
陰
謀
に
墜
る
べ
か
ら
ず
、
と
。
即
ち
固
辞
せ
し
む
。

又
、
該
執
事
の
ｆ
の
稟
に
拠
る
に
称
す
ら
く
、「
予
は
即
ち
天

（
（2
（

主
の
聖
教

を
伝
う
る
の
士
な
り
。
仏
国
よ
り
開
船
し
て
他
国
に
往
か
ん
と
欲
す
。
澳
門

に
到
る
の
後
、
窃
か
に
聞
く
に
、
西
土
の
人
は
貴
国
の
疆
土
を
取
ら
ん
と
欲

す
、
と
。
故
に
前
教
を
伝
授
し
、
生

（
（2
（

霊
を
塗
炭
よ
り
救
わ
ん
と
欲
す
。
乃
ち

跋
（
（2
（

渉
艱
楚
し
て
来
た
る
。
乞
う
ら
く
は
、
天
主
の
聖
教
を
貴
国
の
各
府
・
州

の
地
方
に
于
て
明
伝
す
る
を
准
さ
れ
ん
こ
と
を
。
則
ち
貴
国
を
幫

（
（2
（

持
し
て
遠

く
よ
り
将
来
の
凶
険
を
絶
ち
、
些
微
の
災
害
を
も
受
け
ざ
ら
し
む
べ
し
」
等

の
由
あ
り
。

本
爵
、
意
い
て
謂
わ
く
、
敝
国
は
畳し
ば
し
ば々

聖
朝
の
菁

（
（2
（

莪
の
化
に
沾う
る
おい
、
孔

（
（2
（

孟

の
経
伝
の
道
を
学
ぶ
を
得
た
り
。
所い
わ
ゆ
る謂
天
主
教
な
る
者
は
学
習
す
べ
か
ら
ざ

る
な
り
、
と
。
即
ち
飭
し
て
辞

（
（2
（

却
せ
し
む
。

又
、
前
事
の
為
に
す
。

執
事
ｆ
の
稟
に
拠
る
に
称
す
ら
く
、「
𠸄
国
を
阻
ま
ん
と
欲
す
る
の
一
款

の
策
は
上
献
す
る
と
雖
も
、
其
の
用
い
る
と
用
い
ざ
る
と
は
貴
国
に
在
り
。

若
し
是
れ
後

（
（2
（

来
或
い
は
便
な
ら
ざ
る
有
れ
ば
、
怨
み
を
遠

（
（3
（

人
に
帰
す
る
勿

か
れ
。
其
の
天
主
教
を
伝
え
る
に
至
り
て
は
、
既
に
天
主
の
命
を
承
け
た
れ

ば
、
勢
い
必
ず
や
行
わ
ざ
る
を
得
ず
。
豈
に
半
途
に
し
て
廃
す
べ
け
ん
や
。

如も

し
允
准
せ
ざ
る
と
も
、
則
ち
遠
人
は
貴
国
を
離
別
す
る
を
肯が
え
んぜ
ず
。
必
ず

や
鞠

（
（3
（

躬
尽
悴
し
て
以
て
人
の
霊
魂
を
救
う
の
功
を
立
つ
る
を
将
て
、
予
の
死

す
る
の
後
、
才
徳
、
予
に
勝
る
こ
と
百
倍
す
る
者
、
必
ず
や
踵

（
（3
（

を
継
い
で
来

た
る
べ
し
」
等
の
由
あ
り
。

本
爵
、
意お
も

い
て
謂い

わ
く
、
敝
国
は
明
の
洪
武
年
間
に
在
り
て
荷
か
た
じ
け
なく
も
閩

（
（3
（

人

三
十
六
姓
を
賜
り
、
教
う
る
に
孔
孟
の
道
を
以
て
す
。
聖
朝
の
定

（
（3
（

鼎
す
る
に

至
り
て
は
、
文
教
は
覃お
お

い
に
敷
か
れ
、
斯

（
（3
（

文
は
丕お
お

い
に
振
る
い
、
化
に
沐
す

る
こ
と
益
々
厚
く
、
学
を
慕
う
こ
と
漸
く
深
し
。
文
廟
を
設
建
し
、
儒
を
崇た
っ
と

び
道
を
重
ん
じ
、
均
し
く
鄒

（
（3
（

魯
の
風ふ
う

に
向
か
う
。
凡
そ
国
中
の
行
う
所
の
政

務
は
亦
た
中
朝
の
定
制
に
遵し
た
がい
、
敢
え
て
軌
を
異
に
せ
ず
。
若
し
今
、
天
主

教
を
学
べ
ば
、
則
ち
上
は
天
朝
の
異
端
を
黜し
り
ぞけ
て
以
て
正
学
を
崇
ぶ
の
至
意

に
負そ
む

き
、
下
は
海
国
の
邪
説
に
惑
い
て
良
心
を
昧く
ら

ま
す
の
弊

（
（3
（

竇
を
開
か
ん
、
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と
。
即
ち
固
辞
せ
し
む
。
然
れ
ど
も
未
だ
曽
て
心
に
領

（
（3
（

略
せ
ず
。
動や
や

も
す
れ

ば
借（

（3
（

端
し
て
事
を
生
ぜ
ん
と
す
る
の
機
有
り
。

窃
か
に
査
す
る
に
、
該
仏
国
人
等
は
故
無
く
し
て
境
に
入
り
、
初
め
は
好よ
し
み

を
結
び
貿
易
せ
ん
と
欲
し
、
次
い
で
格
外
の
保
護
を
求
め
、
後
に
は
天
主
教

を
伝
え
ん
こ
と
を
要も
と

む
。
称
す
る
所
の
言
詞
は
、
反
覆
し
て
常
靡な

け
れ
ば
、

測
（
（4
（

度
す
べ
か
ら
ず
。
日
後
に
至
り
て
若
し
大
総
兵
の
国
に
到
る
有
れ
ば
、
如

何
に
騒

（
（4
（

攪
す
る
や
を
知
ら
ず
。
現
今
、
官
役
に
申

（
（4
（

飭
し
、
心
を
尽
く
し
て
籌

画
し
、
務
め
て
大
総
兵
の
国
に
到
る
を
俟
ち
て
、
之
れ
を
待
つ
に
礼
を
以
て

し
、
之
れ
に
告
ぐ
る
に
義
を
以
て
し
、
其
れ
を
し
て
騒
攪
す
る
を
致
さ
ざ
ら

し
め
、
彼
の
二
人
を
率
い
て
一
同
に
帰
国
す
る
を
要も
と

め
ん
と
す
。

茲
に
進
貢
の
便
に
値
た
れ
ば
、
合
に
先
に
咨
明
す
べ
し
。
此
れ
が
為
に
貴

司
に
移
咨
す
。
請ね

が煩
わ
く
は
察
照
し
て
督撫
両
院
に
転
詳
し
施
行
せ
ら
れ
よ
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

道
光
二
十
四
年
（
一
八
四
四
）
八
月
初
四
日

注
（
1
）	

仏
朗
西
国
　
フ
ラ
ン
ス
。
一
八
四
四
年
当
時
は
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
を
国

王
と
し
た
立
憲
君
主
制
の
王
政
（
一
八
四
八
年
、
二
月
革
命
で
第
二
共
和

政
と
な
っ
た
）。

（
2
）	

総
兵
　
提
督
。
こ
こ
で
は
道
光
二
十
四
年
三
月
那
覇
に
来
航
し
た
仏
船
ア

ル
ク
メ
ー
ヌ
号
の
艦
長
デ
ュ
プ
ラ
ン
の
こ
と
。

（
3
）	

ｆ
爾
烈
ｇ
璞
朗
　
デ
ュ
プ
ラ
ン
。
ベ
ニ
ー
ニ
ュ
・
ユ
ー
ジ
ン
・
フ
ォ
ル

ニ
ェ
・
デ
ュ
プ
ラ
ン
（Benigne Eugene Fornoer-Duplan

）。
仏
船
ア

ル
ク
メ
ー
ヌ
号
の
艦
長
。
道
光
二
十
四
年
三
月
那
覇
に
来
航
し
、
フ
ォ
ル

カ
ー
ド
と
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
を
琉
球
に
残
し
て
出
航
。

（
4
）	

澳
門
　
マ
カ
オ
。
広
東
省
沿
岸
部
に
面
し
た
島
嶼
。

（
5
）	

啓
称
　
啓
は
申
し
上
げ
る
意
。
て
が
み
、
個
人
的
な
書
簡
（「
用
語
解
説
」

参
照
）。

（
6
）	

大
総
兵
都
督
　
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ン
ド
シ
ナ
艦
隊
の
提
督
セ
シ
ー
ユ
の
こ

と
。
道
光
二
十
六
年
五
月
ク
レ
オ
パ
ー
ト
ル
号
で
那
覇
に
来
航
。

（
7
）	

執
事
　
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
教
会
職
務
の
ひ
と
つ
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
で
は
司
祭
に
つ
ぐ
職
位
で
あ
る
助
祭
に
相
当
す
る
。
こ
こ
で
は
フ
ォ
ル

カ
ー
ド
の
こ
と
。

（
8
）	

ｆ
爾
咖
助
　
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
。
テ
オ
ド
ー
ル
・
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
フ
ォ

ル
カ
ー
ド
（Theodore Augustin Forcade

）。
一
八
一
六
～
八
五
年
。

フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
。
一
八
四
二
年
（
道
光
二
十
二
）
パ
リ
外
国
宣
教
会

に
入
り
、
道
光
二
十
四
年
三
月
ア
ル
ク
メ
ー
ヌ
号
で
来
航
。
天
久
聖
現
寺

に
約
二
年
滞
在
。
厳
し
い
監
視
の
下
で
布
教
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
琉
球

語
を
学
び
『
琉
仏
辞
典
』
を
執
筆
し
た
。
道
光
二
十
六
年
、
セ
シ
ー
ユ
提

督
率
い
る
ク
レ
オ
パ
ー
ト
ル
号
で
帰
国
（『
沖
縄
大
百
科
』）。

（
9
）	

通
事
　
こ
こ
で
は
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
コ
ウ
を
指
す
。

（
10
）	

粤
五
思
旦
　
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
。
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
高
（Augustin 

Ko

）。 

フ
ォ
ル
カ
ー
ド
と
と
も
に
来
航
し
た
中
国
人
伝
道
師
兼
通
訳
。

（
11
）	

煩
累
頻
繁
　
め
ん
ど
う
な
事
が
し
ば
し
ば
起
こ
る
。
煩
累
は
わ
ず
ら
わ
し

く
め
ん
ど
う
な
物
事
。

（
12
）	

淹
留
　
長
期
滞
在
す
る
。
逗
留
す
る
。

（
13
）	
公
議
　
校
訂
本
は
「
公
義
」
だ
が
『
漢
文
外
国
一
件
書
類
』
お
よ
び
〔
別

台
―
〇
二
〕
に
よ
り
「
公
議
」
と
し
た
。
公
平
、
正
義
、
国
際
世
論
の
意
。

（
14
）	

神
を
留
め
ず
し
て
　
注
意
せ
ず
し
て
、
不
注
意
に
、
の
意
。

（
15
）	

調
治
　
治
療
。

（
16
）	

膏
肓
　「
膏
」
は
心
臓
の
下
部
、「
肓
」
は
隔
膜
の
上
部
を
指
す
。
こ
こ
に
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Tradescant Lay

）。
一
八
〇
〇
？
～
一
八
四
五
年
。
一
八
二
五
年
か
ら
ビ
ー

チ
ー
船
長
率
い
る
ブ
ロ
ッ
サ
ム
号
で
探
検
航
海
に
参
加
。
広
州
駐
在
の
英
国

領
事
。
一
八
四
三
年
（
道
光
二
十
三
年
七
月
）
に
広
州
領
事
に
任
命
さ
れ
、

翌
年
七
月
（
道
光
二
十
四
年
五
月
）
福
州
領
事
に
転
じ
、
さ
ら
に
四
五
年
四

月
（
道
光
二
十
五
年
二
月
）
厦
門
領
事
と
な
る
。

（
7
）	

両
相
　
双
方
、
互
い
に
。

（
8
）	

懼
怕
　
恐
れ
お
の
の
く
こ
と
。

（
9
）	

水
菜
　
水
と
野
菜
。
飲
料
水
と
食
物
。

（
10
）	

公
道
　
公
平
。

（
11
）	

屛
翰
　
屛
と
そ
の
両
辺
に
在
っ
て
こ
れ
を
さ
さ
え
る
柱
。
ま
た
、
垣
と

な
っ
て
守
る
。
転
じ
て
柱
石
の
臣
、
重
臣
。
ま
た
屛
翰
は
屛
扞
、
屛
藩
、

藩
屛
に
同
じ
。
周
辺
の
藩
属
国
を
指
す
。

（
12
）	

香
山
県
　
広
東
省
広
州
府
香
山
県
。
現
中
山
市
。
珠
江
デ
ル
タ
の
中
南
部

に
位
置
す
る
。

（
13
）	

急
頓
　
役
職
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
こ
と
。

（
14
）	

味
ｊ
ｋ
　
ベ
ル
チ
ャ
ー
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ベ
ル
チ
ャ
ー
（Sir Edw

ard 
Belcher

）。
一
七
九
九
～
一
八
七
七
年
。
一
八
一
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
海
軍

に
入
り
、
一
八
二
五
年
に
ビ
ー
チ
ー
率
い
る
探
検
航
海
に
参
加
。
ア
ヘ
ン

戦
争
が
始
ま
る
と
香
港
に
上
陸
し
て
戦
い
、
香
港
沿
岸
の
測
量
を
行
っ

た
。
戦
争
終
了
後
、
ナ
イ
ト
の
称
号
を
得
た
。
一
八
四
七
年
ま
で
東
イ

ン
ド
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
巨
文
島
な
ど
の
測
量
作
業
に
従
事
し
た
。

一
八
七
二
年
に
海
軍
大
将
に
昇
進
し
た
。
一
八
四
三
年
（
道
光
二
十
三
）

か
ら
四
四
年
に
か
け
て
、
ベ
ル
チ
ャ
ー
は
サ
マ
ラ
ン
号
で
宮
古
・
石
垣
・

与
那
国
へ
来
航
し
、
水
陸
の
測
量
調
査
を
強
行
し
た
後
、
道
光
二
十
五
年

五
月
那
覇
沖
に
到
来
、
琉
球
の
官
民
を
驚
か
せ
た
。

（
15
）	

手
を
用
い
て
勢
を
比
し
　
手
振
り
身
振
り
で
。

（
16
）	

愁
慮
　
憂
慮
す
る
。

別台 -05
　
琉
球
国
中
山
王
尚
育
よ
り
福
建
布
政
使
司
あ
て
、
英
国
船
は
伯
徳
令

（
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
）
を
琉
球
に
残
置
し
、
仏
国
の
総
兵
は
条
約
の
締

結
を
迫
り
、
仏
人
伯
多
禄
（
ル
＝
テ
ュ
ル
デ
ュ
）・
亜
臬
徳
（
ア
ド
ネ
）

の
二
名
を
逗
留
せ
し
め
た
れ
ば
、
退
去
方
の
外
交
交
渉
を
求
む
る
旨
の

咨
文
（
道
光
二
十
六
《
一
八
四
六
》、
八
、
十
四
）

琉
球
国
中
山
王
尚
（
育
）、
臣
子
の
憂
は
堪
え
難
き
所
有
り
、
君

（
（
（

父
の
威
、

固も
と

よ
り
当ま
さ

に
仰
い
で
藉か

る
べ
け
れ
ば
、
転
奏
せ
ら
れ
て
恭
し
く
聖
諭
を
請

い
、
以
て
藩

（
（
（

国
を
安
ん
ぜ
し
め
ん
こ
と
を
懇こ
い
ね
が乞
う
事
の
為
に
す
。

切ひ
そ

か
に
査
す
る
に
、
道
光
二
十
六
年
四
月
初
五
日
、
𠸄

（
（
（

咭
唎
船
一
隻
到
来

す
る
有
り
。
随
即
に
員
に
委
し
て
物
件
を
送
給
し
、
並
び
に
来
歴
を
詢と

わ
し

む
る
も
言
語
通
ぜ
ず
。
内
に
通
事
一
名
有
り
。
姓

（
（
（

は
劉
、
名
は
友
于
と
叫い

う
。
即
ち
広
東
香
山
県
の
人
な
り
。
称
す
る
に
拠
る
に
、「
𠸄
咭
唎
国
の
船

隻
に
係
る
。
本
年
三
月
十
五
日
、
広
東
に
在
り
て
開
船
す
。
舵
梢
一
十
四
名

を
除
く
の
外
、
另
に
医
士
伯

（
（
（

徳
令
、
家

（
（
（

眷
・
児
女
を
携
帯
し
て
来
た
る
有

り
。
該
医
士
を
し
て
妻
子
・
通
事
を
率
同
し
上
岸
し
て
淹
留
せ
し
む
る
を
准

さ
れ
ん
こ
と
を
乞
う
」
等
の
語
あ
り
。

本
爵
、
官
に
飭
し
文
を
具そ
な

え
て
懇
請
す
ら
く
、「
他
国
の
人
員
、
上
岸
し

て
身

（
（
（

を
棲や
す

ん
ず
る
は
素も
と

よ
り
国
家
の
厳
禁
に
係
る
。
更
に
兼
ね
て
敝
国
は
蕞

爾
の
蜃
疆
に
し
て
土
痩
せ
地
薄
く
物
産
饒ゆ
た

か
な
ら
ず
。
若
し
他
国
の
人
を
し

て
淹
留
せ
し
む
れ
ば
甚
だ
不
便
有
り
。
其
の
淹
留
す
る
の
心
を
罷や

め
、
風
日
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の
爽
晴
な
る
こ
と
有
る
を
待
ち
、
仍
お
原
船
に
坐
し
て
駕
回
さ
れ
ん
こ
と
を

乞
う
」
等
の
情
あ
り
。

但た

だ
該
医
士
は
聴
従
す
る
を
肯が
え
んぜ
ず
。
妻
子
曁お
よ

び
通
事
を
携
帯
し
上
岸
し

て
逗
留
す
。
其
の
原
船
に
至
り
て
は
、
初
八
日
に
于
て
順
風
有
る
を
見
て
放

洋
し
て
去
る
。
本
爵
、
之
れ
を
如
何
と
も
す
る
無
く
、
其
の
淹
留
す
る
に
任ま
か

せ
時
に
従
う
。
厥そ

の
後
、
該
伯
徳
令
は
医
局
を
設
建
し
広
く
療
治
を
施
さ
ん

こ
と
を
要も
と

む
。
覬
覦
の
心
無
き
に
似
た
り
。
但
だ
妻
子
を
携
帯
し
跋
渉
し
て

遠
来
す
れ
ば
、
其
の
心
の
存
す
る
所
は
以
て
測
度
し
難
し
。
且
つ
他
国
の
人

を
し
て
逗
留
す
る
に
任ま

か憑
せ
れ
ば
、
西
土
の
各
国
、
其
の
風
声
を
聞
き
て
来

た
り
、
遂
に
国
家
の
患
を
滋ま

す
を
誠
に
恐
る
。

又
、
査
す
る
に
、
道
光
二
十
六
年
四
月
初
七
日
、
咈
ｈ
哂
船
一
隻
到
来
す

る
有
り
。
本
爵
、
即
ち
に
飭
し
て
物
件
を
交

（
（
（

送
す
る
も
、
奈い
か
んせ
ん
、
収
む
る

を
肯
ぜ
ず
。
又
、
前
年
、
国
に
留
ま
る
の
執
事
・
通
事
の
両
人
を
し
て
其
の

来
歴
を
訪と

わ
し
む
。
乃
ち
口
称
に
拠
る
に
、「
咈
国
総
兵
摂

（
（
（

藍
の
坐
す
る
所

の
船
隻
に
係
る
。
通
船
共
に
三
百
員
名
有
り
。
数
日
の
後
に
、
必
ず
吾
国
の

元
帥
到
来
し
て
貴
国
と
相
い
約
し
て
好よ
し
みを
結
び
、
交
易
す
る
を
要
む
る
有

り
。
合
に
先
に
報
知
す
べ
し
」
等
の
語
あ
り
。

本
爵
、
之
れ
を
聞
き
て
驚
懼
に
勝
え
ず
。
五
月
十
三
日
に
至
り
、
果
た
し

て
咈
船
両
隻
到
来
す
る
有
り
。
称
す
る
に
拠
る
に
、「
一
は
元

（
（1
（

帥
瑟

（
（1
（

西
爾
の

坐
す
る
所
の
船
隻
に
係
る
。
通
船
共
に
五
百
員
名
有
り
。
一
は
総
兵
黎

（
（1
（

峩
の

坐
す
る
所
の
船
隻
に
係
る
。
通
船
共
に
三
百
員
名
有
り
」
等
の
語
あ
り
。

随
即
に
官
に
委
し
て
物
件
を
交
送
す
る
も
、
奈
せ
ん
、
収
む
る
を
肯
ぜ

ず
。
乃す
な
わち
元
帥
瑟
の
啓
称
に
拠
る
に
、「
吾
が
君
の
類

（
（1
（

斐
理
甫
は
賢
明
の
君

な
り
。
礼
を
好
み
て
和
に
務
む
。
今
、
貴
国
と
和
を
通
じ
好
を
結
び
、
以
て

生
（
（1
（

意
を
做な

さ
ん
と
欲
す
。
嗣
後
、
若
し
咈
国
の
船
隻
の
到
来
す
る
有
れ
ば
、

宜
し
く
貴
国
の
馬

（
（1
（

頭
に
在
り
て
其
れ
を
し
て
湾
泊
せ
し
め
、
風
を
避
け
水
を

取
り
糧
を
買
わ
し
む
れ
ば
可
な
る
べ
し
。
倘も

し
不
幸
に
し
て
船
破
る
る
者
有

れ
ば
、
亦
た
応
に
収

（
（1
（

留
し
て
款
待
し
、
差

（
（1
（

船
有
る
を
俟
ち
て
、
其
れ
を
し
て

領
回
せ
し
め
、
或
い
は
便
船
に
附
搭
し
て
送
り
回か
え

せ
ば
可
な
る
べ
し
。
果
た

し
て
能
く
此
の
如
く
す
れ
ば
、
必
ず
吾
国
の
皇
帝
は
友
と
為
り
て
、
艱
難
緊

急
の
時
に
於
て
は
亦
た
其
の
善
く
助
く
る
を
得
る
有
る
べ
し
。
然
し
て
此
の

艱
難
は
久
し
か
ら
ず
し
て
将
に
之
れ
に
遇
わ
ん
こ
と
を
恐
る
。
余
は
貴
国
と

吾
が
咈
国
と
の
好
を
結
び
盟
を
定
め
て
以
て
交
易
を
為
さ
ん
こ
と
を
請
う
」

等
の
由
あ
り
。

本
爵
は
即
ち
官
に
飭
し
文
を
具
え
て
懇
請
せ
し
む
ら
く
、「
敝
国
は
弾
丸

の
小
邦
に
し
て
物
産
は
幾
ば
く
も
無
く
、
屢
々
饑
饉
に
苦
し
み
、
国
は
窮
し

民
は
疲
れ
、
広
く
他
国
と
好
を
結
び
交
易
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。
但

だ
他
国
の
船
隻
、
飄
来
す
る
の
時
に
当
た
り
、
菜
水
を
発
給
す
る
を
除
く
の

外
、
其
の
船
を
修
す
べ
き
の
者
は
、
之
れ
が
為
に
修
葺
し
、
其
の
送
り
回
す

べ
き
の
者
は
之
れ
が
為
に
護
送
す
。
此
れ
敝
国
の
規
例
と
為
し
て
、
行
い
来

た
る
こ
と
已
に
久
し
。
咈
船
の
飄
来
す
る
の
時
に
至
り
て
は
、
亦
た
応
に
例

に
照
ら
し
て
辦
理
す
べ
し
。
此
の
意
を
体
し
て
貴
国
王
に
転
達
し
、
其
の
好

を
結
び
交
易
す
る
を
免
れ
ん
こ
と
を
乞
う
」
等
の
情
あ
り
。

乃し
か

る
に
元
帥
瑟
の
啓
称
に
拠
る
に
、「
貴
国
、
盟
を
結
び
交
易
す
る
を
免
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れ
ん
こ
と
を
請
う
の
処
は
、
余
は
当
に
情
を
尽
く
し
申

（
（1
（

奏
す
べ
し
。
然
れ
ど

も
余
の
職
は
忠
を
尽
く
し
実
を
奏
し
、
敢
え
て
謊

（
（1
（

言
し
て
上
を
欺
か
ざ
る

な
り
。
余
は
貴
国
、
固も
と

よ
り
此
く
の
如
き
の
窮
苦
有
り
と
言
う
能
わ
ざ
る
な

り
。
今
の
吾
が
皇
上
、
叡

（
（2
（

知
明
達
な
れ
ば
自
ら
定

（
（2
（

奪
施
行
す
る
こ
と
有
る
べ

し
。
然
れ
ど
も
一
年
の
久
し
き
に
非
ざ
れ
ば
、
吾
が
皇
上
の
旨
は
到
る
能
わ

ざ
る
な
り
。
若
し
上
諭
の
一
た
び
降
れ
ば
、
即
ち
船
を
撥
し
之
れ
を
告
ぐ
べ

し
。
且
つ
従
前
留
ま
る
所
の
執
事
の
ｆ
爾
咖
助
曁お
よ

び
通
事
の
粤
五
思
旦
等
の

両
人
は
、
余
、
他
処
に
於
て
緊
要
の
事
有
る
に
因
り
、
跟

（
（2
（

去
し
て
辦
理
す
る

も
、
而
れ
ど
も
執
事
の
ｆ
は
数
月
の
後
に
於
て
再
び
来
た
り
て
淹
留
せ
し
め

ん
と
す
。
今
、
新
た
に
伯

（
（2
（

多
禄
一
人
を
留
め
て
貴
国
に
在
ら
し
め
、
其
れ
を

し
て
皇

（
（2
（

諭
の
頒
到
す
る
の
時
に
於
て
、
執
事
の
ｆ
と
同と
も

に
聖
諭
を
宣
伝
せ
し

め
ん
と
す
」
等
の
由
あ
り
。

本
爵
、
又ふ
た
た復
び
官
に
飭
し
文
を
具そ
な

え
て
懇
請
せ
し
む
ら
く
、「
敝
国
は
前

に
云
う
所
の
如
く
、
誠
に
是
れ
困
窮
し
て
既
に
し
て
金
銀
無
く
、
復
た
綢
緞

無
け
れ
ば
、
乃す
な
わち
交
を
他
邦
と
結
び
て
以
て
貿
易
を
為
す
は
、
実
に
国
力
の

及
ぶ
所
に
非
ざ
る
な
り
。
乞
う
ら
く
は
、
実
情
を
酌

（
（2
（

察
せ
ら
れ
、
其
の
回
国

の
後
に
于
て
代
り
て
転
奏
を
為
し
、
其
の
請
う
所
を
准
さ
れ
ん
こ
と
を
。
更

に
伯
多
禄
先
生
を
将
て
一
同
に
帯
回
す
る
を
准
さ
れ
ん
こ
と
を
祈
る
」
等
の

情
あ
り
。

乃し
か

る
に
元
帥
瑟
の
口
称
に
拠
る
に
、「
回
国
の
後
に
、
貴
国
の
事
情
を
将

て
余
の
国
の
皇
帝
に
転
奏
す
る
も
、
伯
多
禄
に
至
り
て
は
留
め
ざ
る
を
得

ず
」
等
の
由
あ
り
。
此
れ
を
拠う

け
た
り
。

本
爵
、
閏
五
月
十
四
日
に
于
て
飭
し
て
物
件
を
具
え
て
該
元
帥
等
に
交
送

し
、
方は
じ

め
て
収
領
す
る
を
行
わ
し
む
。
是
の
日
、
又
、
該
国
の
船
一
隻
、
駛

し
て
敝
国
の
大

（
（2
（

嶺
村
洋
面
に
到
り
て
、
偶
々
暗
礁
に
擱あ
た

り
殆
ん
ど
覆
没
す
る

に
至
ら
ん
と
す
る
有
り
。
即
刻
に
小
船
数
十
余
隻
を
遣
撥
し
、
以
て
其
の
危

を
濟た
す

く
。
訊
い
た
る
と
こ
ろ
、
口
称
に
拠
る
に
、「
咈
国
の
克

（
（2
（

必
釘
色

（
（2
（

爾
玩

の
坐
す
る
所
の
船
隻
に
係
る
。
洋
に
在
り
て
日
久
し
く
風
を
被
り
て
飄
い
来

た
る
。
船
上
に
原も
と

は
一
十
六
名
有
り
。
其
の
内
一
名
は
波
を
被
り
て
淹
斃
せ

ら
る
。
木
料
を
給
せ
ら
れ
て
船
上
の
損
す
る
処
を
修
補
せ
ん
こ
と
を
乞
う
」

等
の
由
あ
り
。
随
い
で
飭
し
て
木
料
を
交
給
し
、
並
び
に
牛
・
羊
・
鶏
・

豚
・
魚
・
酒
等
の
件
を
送
ら
し
む
。
時
に
該
色
爾
玩
は
元
帥
の
船
上
に
尋
ね

到
る
有
る
も
、
何
事
を
申
告
す
る
や
を
知
ら
ず
。

二
十
四
日
に
于
て
該
元
帥
瑟
は
新
た
に
伯
多
禄
一
人
を
留
め
、
旧
よ
り
留

ま
る
の
執
事
・
通
事
の
両
人
を
接
取
し
、
一
共
に
三
隻
連
ａ
し
て
開
行
す
。

色
爾
玩
の
坐
す
る
所
の
船
隻
に
至
り
て
は
、
其
の
修
理
の
全
完
す
る
を
俟

ち
、
六
月
初
二
日
に
放
洋
し
て
回か
え

り
去ゆ

け
り
。

七
月
二
十
五
日
に
至
り
て
、
又
、
咈
ｈ
哂
総
兵
黎
峩
の
坐
す
る
所
の
船

隻
、
到
来
す
る
有
り
。
随
即
に
官
に
飭
し
て
物
件
を
交
送
せ
し
む
る
も
、
奈
い
か
ん

せ
ん
、
収
領
す
る
を
肯が
え
んぜ
ず
。
乃
ち
元
帥
瑟
西
爾
の
書

（
（2
（

啓
一
道
を
逓

（
（3
（

給
す
る

有
り
。
内
に
（
次
の
如
く
）
開
せ
り
。

余
の
仁

（
（3
（

台
と
与と
も

に
議
す
る
所
の
事
は
、
茲
に
已
に
吾
が
皇
帝
に
申
奏
し
知

道
せ
し
め
た
り
。
論
じ
て
説
う
所
の
ｆ
大
人
に
至
り
て
は
、
両
月
の
後
に
於

て
仍
お
貴
国
に
旋か
え

り
て
淹
留
せ
し
め
ん
と
す
。
乃
ち
敝
邦
の
旨
文
一
た
び
到
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れ
ば
、
其
れ
を
し
て
伝
訳
せ
し
め
ん
が
為
な
り
。
料は
か

ら
ざ
り
き
、
ｆ
大
人

は
、
途
に
別
方
の
公
務
に
遇
い
、
身
を
絆し
ば

ら
れ
て
速

（
（3
（

就
に
転
回
す
る
克あ
た

わ

ず
。
伯
多
禄
公
一
人
の
み
孤

（
（3
（

居
す
る
を
注

（
（3
（

想
す
れ
ば
、
誠
に
両ふ
た

つ
な
が
ら
便

な
ら
ざ
る
の
情
有
る
を
慮お
も
んば
か
る
。
現
に
亜

（
（3
（

臬
徳
公
有
り
。
亦
た
命
を
欽
ん

で
来
た
り
、
彼
に
代
わ
り
て
暫
く
応

（
（3
（

理
を
為
す
能
う
べ
し
。
故
に
先
に
護
送

し
て
貴
国
の
処
に
到
り
、
伯
公
に
陪
し
て
一
室
に
同
居
せ
し
め
、
延ひ

き
て
ｆ

大
人
回

（
（3
（

旋
す
る
の
際と
き

を
待
ち
、
再
び
定
奪
を
行
わ
し
め
ん
と
す
、
等
の
由
あ

り
。本

爵
、
官
に
飭
し
て
辞
せ
し
む
る
に
、
留
む
る
勿
き
を
以
て
す
。
但た

だ
該

総
兵
黎
は
聴
従
す
る
を
肯
ぜ
ず
。
遂
に
亜
臬
徳
公
を
留
め
、
八
月
十
二
日
に

于
て
開
船
し
て
去
る
。
乃
ち
已
む
を
得
ず
、
飭
し
て
該
亜
臬
徳
を
将
て
伯
多

禄
に
陪
し
一
室
に
同
居
せ
し
む
。

窃ひ
そ

か
に
惟お
も

う
に
、
和
を
通
じ
好よ
し
みを
結
ぶ
は
誠
に
交
隣
の
道
に
係
る
。
有
を

以
て
無
に
易
え
る
は
亦
た
通

（
（3
（

財
の
道
と
為
す
。
但
だ
是
れ
、
敝
国
は
海
隅
に

僻
処
し
、
地
は
狭
く
産
は
乏
し
く
、
五
穀
裕ゆ
た
かな
ら
ず
日
用
は
不
足
す
。
荷
か
た
じ
け
なく

も
聖
朝
の
覆
載
の
恩
を
蒙
り
、
世
々
王
爵
を
膺
け
、
代
々
職
貢
を
供
す
。
故

に
入
貢
の
便
の
順つ
い
でに
、
閩
省
に
在
り
て
日
用
の
物
件
を
買
い
来
た
り
、
聊
か

国
家
の
用
を
辦
ず
。
乃す
な
わち
咈
国
と
好
を
結
び
て
以
て
交
易
を
為
す
は
、
唯た

だ

に
物
の
兌
換
す
る
無
き
の
み
な
ら
ず
、
更
に
交
際
に
礼
を
欠
き
、
肇

（
（3
（

衅
の
憂

い
有
る
を
恐
る
な
り
。
甚
だ
し
き
は
則
ち
煩
累
頻
繁
、
費
用
益
々
多
く
し

て
、
国
は
顚

（
（4
（

連
の
地
に
入
る
べ
し
。

是
を
以
て
、
飭
し
て
前
由
を
陳の

べ
し
め
、
確
と
し
て
請

（
（4
（

辞
を
行
わ
し
む
る

も
、
該
国
王
は
元
帥
の
奏
疏
を
接
見
す
る
の
後
、
如
何
に
定
奪
施
行
す
る
や

を
知
ら
ず
。
本
爵
、
之
れ
が
為
に
愁
慮
し
、
経す
で

に
官
吏
に
飭
し
て
確
議
せ
し

む
る
も
、
尚
お
計
の
施
す
べ
き
無
く
、
正
に
寝
食
安
ん
ぜ
ざ
る
の
際
に
在

り
。
猶
お
幸
い
に
父

（
（4
（

母
孔は
な
はだ
邇ち
か

く
、
聖

（
（4
（

威
に
資た
よ

る
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
藩
国

は
事
無
き
を
保
ち
難
し
。

此
れ
が
為
に
、
特
に
陪
臣
の
王
舅
毛
増
光
・
正
議
大
夫
梁

（
（4
（

学
孔
・
都
通
事

魏
（
（4
（

国
香
等
を
遣
わ
し
、
咨
文
を
齎
捧
し
て
二
号
貢
船
に
附
搭
し
、
前す
す

み
て
閩

省
に
抵
り
て
投

（
（4
（

請
せ
し
む
。
統す

べ
て
祈
る
ら
く
は
、
貴
司
、
仰
い
で
皇
上
の

懐
柔
の
至
意
を
体
し
、
小
邦
の
窮
苦
憐
む
べ
き
を
俯
察
し
、
督撫
両
院
に
転
詳

し
て
情
に
拠
り
て
具
題
せ
し
め
、
仰
い
で
聖
諭
も
て
善
く
照
料
を
加
え
し

め
、
一
面
に
は
𠸄
国
を
し
て
該
伯
徳
令
等
を
接
取
し
て
帰
国
せ
し
め
、
一
面

に
は
咈
国
を
し
て
其
の
和
を
結
び
交
易
す
る
の
心
を
罷や

め
て
、
留
む
る
所
の

人
を
将
て
本
国
に
接
回
し
、
以
て
永
久
に
相あ

い
安
ん
ず
る
を
期
せ
し
め
ん
こ

と
を
請
う
。
則
ち
皇
恩
憲
徳
を
無
疆
に
感
戴
せ
ん
。
理
と
し
て
合
に
咨
請
す

べ
し
。
此
れ
が
為
に
貴
司
に
移
咨
す
。
請ね

が煩
わ
く
は
査
照
し
て
施
行
せ
ら
れ

よ
。須

ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

道
光
二
十
六
年
（
一
八
四
六
）
八
月
十
四
日

注
（
1
）	

君
父
の
威
　
君
主
で
あ
り
父
で
あ
る
皇
帝
の
威
厳
。

（
2
）	

藩
国
　
冊
封
進
貢
秩
序
の
中
の
藩
属
国
。
こ
こ
で
は
、
琉
球
国
を
指
す
。
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（
3
）	

𠸄
咭
唎
船
　
こ
の
英
国
船
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
号
。

（
4
）	

姓
は
劉
、
名
は
友
于
　
劉
友
于
。
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
通
訳
と
し
て
来
琉

し
た
広
東
省
香
山
県
出
身
の
中
国
人
。
一
八
四
九
年
三
月
に
帰
国
（
照
屋

善
彦
『
英
宣
教
師
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
』
人
文
書
院
、
二
〇
〇
四
年
、
参

照
）。

（
5
）	

伯
徳
令
　
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
。
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ジ
ャ
ン
・
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ

ム
（Bernard Jean Bettelheim

）。
ｍ
ｎ
呤
と
も
。
一
八
一
一
～
七
〇

年
。
イ
ギ
リ
ス
国
籍
の
宣
教
師
で
医
師
。
一
八
四
六
～
五
四
年
、
英
海
軍

軍
人
琉
球
伝
道
会
の
宣
教
師
と
し
て
妻
子
と
と
も
に
来
琉
、
王
府
の
滞
在

拒
否
に
抗
し
て
上
陸
、
以
後
八
年
余
に
わ
た
っ
て
波
之
上
の
護
国
寺
に
滞

在
し
た
。

（
6
）	

家
眷
　
家
族
。

（
7
）	

身
を
棲
ん
ず
る
　
身
を
寄
せ
る
。あ
る
人
の
家
に
同
居
し
て
世
話
に
な
る
。

（
8
）	

交
送
　
送
り
と
ど
け
て
ひ
き
わ
た
す
。

（
9
）	

摂
藍
　
ゲ
ラ
ン
。
ニ
コ
ラ
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ゲ
ラ
ン
（Nicolas Francois 

Guerin

）。
フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
総
兵
。
一
八
四
六
年
五
月
（
道
光
二
十
六
年

四
月
）、
サ
ビ
ー
ヌ
号
で
泊
港
に
来
航
、
つ
い
で
運
天
港
へ
到
り
、
同
年
七

月
に
出
港
。
一
八
五
五
年
（
咸
豊
五
）
再
度
来
航
し
、
琉
仏
修
好
条
約
締

結
を
強
行
し
た
。

（
10
）	

元
帥
　
軍
の
最
高
の
階
級
あ
る
い
は
称
号
だ
が
、
こ
こ
で
は
フ
ラ
ン
ス
の

イ
ン
ド
シ
ナ
艦
隊
の
提
督
で
あ
る
瑟
西
爾
（
セ
シ
ー
ユ
）
の
こ
と
。

（
11
）	

瑟
西
爾
　
セ
シ
ー
ユ
。
ジ
ャ
ン
・
バ
チ
ス
ト
・
セ
シ
ー
ユ
（Jean Baptiste 

Cecille

）。
ｌ
哂
咡
と
も
。
フ
ラ
ン
ス
東
洋
艦
隊
の
提
督
。
道
光
二
十
六
年

五
月
（
一
八
四
六
年
六
月
）、
ク
レ
オ
パ
ー
ト
ル
号
（Cleopatre

）
で
来

琉
、
運
天
港
に
約
一
ヶ
月
滞
在
し
、
琉
球
当
局
と
条
約
交
渉
に
当
た
っ
た

が
成
功
せ
ず
、
同
年
閏
五
月
、
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
と
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
高

を
乗
せ
て
出
航
し
た
。

（
12
）	

黎
峩
　
リ
ゴ
ー
。
ピ
エ
ー
ル
＝
ル
イ
＝
シ
ャ
ル
ル
・
リ
ゴ
ー
・
ド
・
ジ
ェ

ヌ
イ
リ
ー
（Piettr-Louis-Chares Rigault de Genouilly

）。
一
八
〇
七

～
七
三
年
。
道
光
二
十
六
年
五
月
（
一
八
四
六
年
六
月
）
に
来
航
し
た
セ

シ
ー
ユ
率
い
る
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ュ
ー
ズ
号
の
艦
長
。
運
天

港
に
停
泊
し
、
同
年
閏
五
月
に
出
航
。

（
13
）	

類
斐
理
甫
　
ル
イ
＝
フ
ィ
リ
ッ
プ
一
世
（Louis Philippe

）。
フ
ラ
ン
ス

国
王
。
一
七
七
三
～
一
八
五
〇
年
。
在
位
一
八
三
〇
～
四
八
年
。

（
14
）	

生
意
　
商
業
経
営
。
交
易
、
生
業
。

（
15
）	

馬
頭
　
停
泊
所
、
船
着
き
場
。
碼
頭
（
マ
ー
ト
ー
）
に
同
じ
。
港
湾
。

（
16
）	

収
留
　
お
さ
め
と
ど
め
る
。
受
け
取
り
と
ど
め
る
。

（
17
）	

差
船
　
役
所
の
命
を
受
け
て
派
遣
さ
れ
た
船
。

（
18
）	

申
奏
　
申
し
上
げ
る
。

（
19
）	

謊
言
　
い
つ
わ
り
。
で
た
ら
め
を
言
う
。

（
20
）	

叡
知
明
達
　
聡
明
で
道
理
を
わ
き
ま
え
て
い
る
こ
と
。

（
21
）	

定
奪
施
行
　「
定
奪
」
は
可
否
を
決
定
す
る
。
決
裁
し
て
処
理
す
る
。

（
22
）	

跟
去
　
従
え
て
行
く
、
連
れ
て
行
く
、
の
意
。

（
23
）	

伯
多
禄
　 

ル
＝
テ
ュ
ル
デ
ュ 

。
ピ
エ
ー
ル
＝
マ
リ
・
ル
＝
テ
ュ
ル
デ
ュ

（Pierre-M
arie Le Turdu

）。
ｍ
哆
ｘ
と
も
。
一
八
二
一
？
～
六
一
年
。

フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
。
道
光
二
十
六
年
四
月
サ
ビ
ー
ヌ
号
で
来
航
、
フ
ォ

ル
カ
ー
ド
の
あ
と
を
つ
い
で
天
久
聖
現
寺
に
約
二
年
滞
在
し
、
道
光

二
十
八
年
七
月
に
バ
イ
ヨ
ネ
ー
ズ
号
で
出
航
。
マ
ニ
ラ
・
香
港
を
経
て
広

東
に
着
。
同
地
で
一
八
六
一
年
に
死
去
（『
沖
縄
大
百
科
』）。

（
24
）	

皇
諭
　
こ
こ
で
は
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
諭
旨
。

（
25
）	

酌
察
　
斟
酌
す
る
。
推
察
す
る
。

（
26
）	

大
嶺
村
　
豊
見
城
間
切
内
の
村
。
現
豊
見
城
市
。

（
27
）	
克
必
釘
　
役
職
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
こ
と
。

（
28
）	
色
爾
玩
　
セ
ル
ヴ
ァ
ン
。
ア
リ
ス
テ
ィ
ー
ド
・
セ
ル
ヴ
ァ
ン
（Aristide 

Servan
）。
道
光
二
十
六
年
閏
五
月
（
一
八
四
六
年
七
月
）
商
船
パ
シ

フ
ィ
ー
ク
号
で
来
航
、
豊
見
城
間
切
大
嶺
村
沖
で
座
礁
、
同
年
六
月
出
航
。
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（
29
）	

書
啓
　
書
信
。
手
紙
。
こ
の
瑟
西
爾
か
ら
の
手
紙
は
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
の
維
新
史
料
綱
要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
あ
る
（
弘
化
三
年
八
月
十
二

日
付
け
「
薩
藩
琉
球
在
番
奉
行
届
書
藩
庁
宛
」
一
巻
、 

四
二
六
～
四
二
九

頁
）。 

末
尾
に
「
瑟
西
爾
拝
」
と
記
さ
れ
た
漢
文
と
そ
の
和
解
が
載
っ
て

い
る
。

（
30
）	

逓
給
　
取
り
次
い
で
渡
す
。

（
31
）	

仁
台
　
貴
台
に
同
じ
。
書
翰
用
語
で
相
手
を
敬
っ
て
い
う
語
。
あ
な
た
。

こ
こ
で
は
直
接
的
に
は
セ
シ
ー
ユ
と
の
交
渉
窓
口
で
あ
っ
た
総
理
官
を
指

す
が
、
意
味
的
に
は
尚
育
王
を
指
す
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
「
維
新

史
料
綱
要
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
弘
化
三
年
七
月
二
十
五
日
の
記
事
に
「
同
時

大
総
兵
ヨ
リ
総
理
官
ヘ
ノ
書
状
持
越
居
候
間
、
総
理
官
直
ニ
相
届
度
申
出

候
付
、
総
理
官
ヘ
相
達
明
日
返
答
可
致
段
申
達
候
由
」
と
あ
る
。
な
お
、

こ
の
と
き
の
総
理
官
は
国
頭
按
司
正
秀
、
唐
名
は
馬
克
仁
。

（
32
）	

速
就
　
迅
速
に
。

（
33
）	

孤
居
　
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
い
る
こ
と
。

（
34
）	

注
想
　
思
い
を
か
け
る
。
注
意
し
て
。
お
も
ん
ば
か
っ
て
。

（
35
）	

亜
臬
徳
　
ア
ド
ネ
。
マ
チ
ュ
ー
・
ア
ド
ネ
（M

athieu Adnet
）。
一
八
一
三
？

～
四
八
年
。
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
。
道
光
二
十
六
年
七
月
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ュ
ー
ズ
号
で
来
航
、
約
二
年
滞
在
。
ル
＝
テ
ュ
ル
デ
ュ
と
と
も
に
暮
ら

し
た
が
、
肺
結
核
の
た
め
、
二
十
八
年
六
月
病
死
。
ル
＝
テ
ュ
ル
デ
ュ
に

よ
っ
て
泊
外
人
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
（『
沖
縄
大
百
科
』、
フ
ラ
ン
シ
ス

ク
・
マ
ル
ナ
ス
著
／
久
野
桂
一
郎
訳
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
復
活
史
』
み
す

ず
書
房
、
一
九
八
五
）。

（
36
）	

応
理
　
対
応
、
対
処
、
応
接
。

（
37
）	

回
旋
　
返
回
。
帰
国
。

（
38
）	

通
財
　
財
貨
を
融
通
す
る
。

（
39
）	

肇
衅
　
騒
擾
の
発
端
。
紛
争
の
発
端
と
な
る
。

（
40
）	

顚
連
　
非
常
に
困
惑
す
る
。
難
渋
す
る
。
顚
沛
に
同
じ
。
危
急
存
亡
の
場

合
。

（
41
）	

請
辞
　
辞
退
す
る
。
遠
慮
す
る
。

（
42
）	

父
母
孔
だ
邇
く
　
両
親
が
近
く
に
い
る
。『
詩
経
』「
国
風
・
周
南
」
の
汝

墳
の
篇
に
「
魴
魚
赬
尾
、
王
室
燬や

く
が
如
し
。
則
ち
燬
く
が
如
し
と
雖
も
、

父
母
孔
だ
邇
し
」
と
あ
る
。
今
は
こ
ん
な
に
苦
し
い
時
代
で
あ
る
が
、
や

が
て
わ
れ
ら
を
救
う
父
母
の
よ
う
な
仁
君
の
恵
み
に
浴
し
て
、
よ
い
世
の

中
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
と
の
意
（
高
田
訳
参
照
）。

（
43
）	

聖
威
に
資
る
　
中
国
皇
帝
の
権
威
に
頼
っ
て
。

（
44
）	

梁
学
孔
　
久
米
村
系
梁
氏
。『
宝
案
』
で
は
道
光
十
四
年
（
一
八
三
四
）
進

貢
の
存
留
通
事
、
同
二
十
年
都
通
事
、
同
二
十
六
年
の
正
議
大
夫
と
し
て

名
が
み
え
る
。
道
光
二
十
六
年
は
異
国
人
退
去
に
つ
い
て
対
英
仏
交
渉
を

要
請
す
る
た
め
請
諭
副
使
（
正
議
大
夫
）
と
し
て
福
州
へ
赴
く
が
同
地
で

病
没
し
た
（『
世
譜
』）。

（
45
）	

魏
国
香
　
高
嶺
里
之
子
親
雲
上
（『
家
譜
（
二
）』
五
二
〇
頁
、
陳
元
達
の

譜
）。
久
米
村
系
魏
氏
。
道
光
二
十
六
年
、
異
国
人
退
去
に
つ
い
て
対
英
仏

交
渉
を
要
請
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
陳
情
使
節
の
都
通
事
。『
宝
案
」
で

は
ほ
か
に
道
光
十
六
年
接
貢
船
の
存
留
通
事
と
し
て
名
が
み
え
る
（〔
二
―

一
六
五
―
〇
一
〕）。

（
46
）	

投
請
　
請
願
す
る
。
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（
4
）	

批
諭　

硃
批
諭
旨
。
皇
帝
の
指
示
・
命
令
。

別鎌 -09
　
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
よ
り
福
建
布
政
使
司
あ
て
、
道
光
二
十
九
年

の
接
貢
船
の
将
来
し
た
咨
文
（
伯
徳
令
退
去
要
請
の
件
）
に
対
す
る
清

国
当
局
の
対
応
措
置
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
領
し
、
併
び
に
そ
の
後
の

英
米
船
隻
の
度
重
な
る
来
琉
、
英
国
宰
相
の
国
書
提
出
、
伯
徳
令
へ
の

優
遇
措
置
の
要
求
等
々
に
つ
い
て
報
告
す
る
旨
の
咨
覆

（
道
光
三
十
《
一
八
五
〇
》、
九
、
十
五
）

琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）、
咨
覆
す
る
事
の
為
に
す
。

照
ら
し
得
た
る
に
、
道
光
三
十
年
五
月
二
十
一
日
、
貴

（
（
（

司
の
咨
を
准
け
た

る
に
（
以
下
の
如
く
）
開し
る

せ
り
。

道
光
二
十
九
年
九
月
二
十
三
日
、
貴
国
の
接
貢
使
臣
の
面
ま
の
あ
たり
に
繳お
さ

め
た
る

王
世
子
の
咨
文
一
件
を
拠う

け
と
り
た
る
に
、
𠸄
夷
の
留
む
る
所
の
ｍ
ｎ
呤

は
、
今
ま
で
逗
遛
す
る
こ
と
四
年
の
久
し
き
を
計か
ぞ

う
る
も
、
未
だ
何い
つ
の
ひ日
に
回

り
去
く
や
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
本
司
に
移
咨
し
転
詳
し
て
査
辦
せ
し
む
、
等
の

因
を
以
て
す
。

随つ

い
で
経す
で

に
情
に
拠
り
て
、
総
督
部
堂
劉
（
韻
珂
）

巡
撫
部
院
徐
（
継
畬
）
に
密
詳
し
、
恭
摺
し
て
具

奏
せ
し
め
、
並
び
に
欽
差
大
臣
に
し
て
両
広
督
部
堂
の
徐
（
広
縉
）
に
移
咨

し
、
𠸄
酋
に
飭
し
て
迅
や
か
に
球
に
在
り
て
居
住
す
る
の
ｍ
ｎ
呤
並
び
に
眷

属
人
等
を
将
て
、
一
律
に
撤
回
せ
し
め
ん
こ
と
を
請
い
て
案
に
在
り
。

旋つ

い
で
道
光
二
十
九
年
十
二
月
二
十
日
に
於
て
、
総
督
部
堂
劉
（
韻
珂
）

巡
撫
部
院
徐
（
継
畬
）
の
行

知
を
奉
け
た
る
と
こ
ろ
、
本
年
十
二
月
十
八
日
、
硃
批
を
奉
到
し
た
る
に
、

另
に
旨
有
り
、
と
あ
り
。
此
れ
を
欽
む
。
同
日
、
十
一
月
十
七
日
の
軍
機
大

臣
の
片
称
を
奉
到
し
た
る
に
、
貴
督
等
の
具
奏
せ
る
前
事
の
一
件
は
、
本

日
、
已
に
寄
信
諭
旨
を
奉
有
し
、
欽
差
大
臣
に
し
て
両
広
総
督
の
徐
（
広

縉
）
に
交
し
て
辦
理
せ
し
む
。
司
に
行お
く

り
て
知
照
せ
し
め
よ
、
等
の
因
あ
り
。

茲
に
道
光
三
十
年
三
月
二
十
一
日
に
於
て
総
督
部
堂
の
劉
（
韻
珂
）
の
行

知
を
奉
け
た
る
と
こ
ろ
、
欽
差
大
臣
に
し
て
両
広
総
督
部
堂
の
徐
（
広
縉
）

の
咨
覆
を
准
け
た
る
に
、
𠸄
夷
の
ｍ
ｎ
呤
、
琉
球
国
に
在
り
て
尚
お
未
だ
撤

回
せ
ざ
る
の
一
案
は
、
経
に
本
大
臣
、
道
光
二
十
九
年
十
二
月
十
八
日
に
於

て
査
辦
し
て
𠸄
酋
を
開
導
し
、
飭
し
て
撤
回
せ
し
む
の
縁
由
を
将
て
、
恭
摺

し
て
覆
奏
せ
り
。
茲
に
本
年
二
月
二
十
四
日
に
於
て
御
批
を
奉
到
し
た
る

に
、
議
に
依
り
て
妥
辦
せ
よ
、
と
あ
り
。
此
れ
を
欽
む
。
閩
に
咨
す
れ
ば
転

咨
し
て
知
照
せ
し
め
よ
、
等
の
因
あ
り
。
此
れ
を
奉
け
た
り
。

査
す
る
に
、
粤
東
は
既
に
批
諭
を
奉
じ
た
れ
ば
、
自お

の

ず
か
ら
必
ず
欽
遵
し

て
妥
辦
す
べ
し
。
欽
差
大
臣
に
し
て
両
広
督
部
堂
の
徐
（
広
縉
）
の
、
機
を

相み

て
𠸄
酋
を
開
導
し
、
ｍ
ｎ
呤
を
将
て
撤
回
せ
し
む
る
を
俟
ち
て
、
另
に
咨

覆
す
る
を
行
う
を
除
く
の
外
、
合
に
就
ち
に
移
知
す
べ
し
。
此
れ
が
為
に
備
つ
ぶ
さ

に
咨
す
。
請ね

が煩
わ
く
は
査
照
せ
ら
れ
よ
、
等
の
因
あ
り
。
国
に
到
る
。
此
れ

を
准
け
た
り
。

査
す
る
に
、
𠸄
夷
の
ｍ
ｎ
呤
の
一
案
は
、
経す
で

に
貴
司
、
情
に
拠
り
て
督撫
両
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院
に
密
詳
し
、
恭
摺
し
て
具
奏
せ
し
め
、
並
び
に
欽
差
大
臣
の
両
広
督
部
堂

に
移
咨
し
、
𠸄
酋
に
飭
し
て
迅
や
か
に
ｍ
ｎ
呤
並
び
に
妻
子
を
将
て
、
一
律

に
撤
回
せ
ん
こ
と
を
請
わ
し
む
る
を
蒙
る
。
此
れ
、
誠
に
皇
恩
の
浩
蕩
、
憲

徳
の
周
詳
に
し
て
、
感
激
涯か
ぎ

り
無
き
者
な
り
。
本
よ
り
応
に
静
か
に
候ま

つ
べ

し
。
但た

だ
今
ま
で
未
だ
該
国
は
船
を
撥
し
て
撤
回
す
る
を
見
ず
。

又
、
道
光
二
十
九
年
十
一
月
初
八
日
、
夷
船
一
隻
到
来
す
る
有
り
。
随つ

い

で
着
し
て
来
歴
を
訪
ね
問
わ
し
む
る
に
、
総
兵
の
来

（
（
（

雲
の
口
称
に
拠
る
に
、

本
総
兵
は
特
に
大
𠸄
国
の
軍
機
大
臣
に
し
て
外
務
事
宜
を
総
辦
す
る
の
宰
相

を
特
授
さ
れ
た
る
頭
等
巴
図
魯
世
襲
子
爵
巴

（
（
（

（
麦
尊
）
の
憲
箚
一
封
を
捧
げ

て
来
た
れ
ば
、
宜
し
く
応
に
憲
箚
を
披

（
（
（

閲
し
、
文
を
具そ
な

え
て
回

（
（
（

覆
す
べ
し
、

等
の
語
あ
り
。

随
即
に
官
に
飭
し
て
箚
を
接う
け
とら
し
め
て
開
読
す
る
に
、
内
に
云
え
ら
く
、

大
𠸄
国
の
秉

（
（
（

政
各
大
臣
の
欲
す
る
所
は
、
彼ひ

し此
両
国
、
通
商
す
る
を
禁
ぜ
ず

し
て
永
久
に
友
睦
す
る
こ
と
な
り
。
倘も

し
琉
球
、
果
た
し
て
此
の
意
有
れ

ば
、
則
ち
本
国
の
商
民
数
名
を
即
ち
に
琉
球
地
方
に
往ゆ

き
て
寄
居
貿
易
せ
し

め
、
藉
り
て
賓

（
（
（

主
の
利
益
を
多
増
な
ら
し
め
ん
と
す
。
ｍ
ｎ
呤
に
至
り
て

は
、
𠸄
国
の
子
民
に
属
し
、
向さ
き

に
泰
西
国
に
於
て
疾
病
を
医
調
す
る
を
習
練

し
、
広
く
法

（
（
（

術
に
通
ず
る
の
後
に
琉
球
に
過わ
た

る
に
係
れ
ば
、
其
の
心

（
（
（

志
は
既

に
患
を
救
い
人
を
済た
す

け
、
琉
球
の
民

（
（1
（

庶
を
し
て
精
力
旺
盛
な
ら
し
む
る
能
う

者
に
係
る
。
仍よ

っ
て
琉
球
に
嘱
す
る
に
、
見

（
（1
（

諒
せ
ら
れ
て
、
前
の
如
く
再
び

妥ほ
ど
よく
該
呤
の
平
安
を
保
つ
を
得
せ
し
む
れ
ば
可
な
る
べ
し
、
等
の
由
あ
り
。

随
い
で
着
し
て
文
を
具
え
て
回
覆
せ
し
む
る
に
、
敝
国
は
土
痩
せ
地
薄

く
、
物
産
幾
ば
く
も
無
け
れ
ば
、
大
国
と
交
を
結
び
て
貿
易
す
る
能
わ
ず
。

医
術
に
至
り
て
は
亦
た
中
朝
の
医
法
を
伝
習
し
て
以
て
病
を
治
す
る
を
得
れ

ば
、
必
ず
し
も
他
国
の
医
を
用
い
ず
。
迅
や
か
に
船
隻
を
遣
撥
す
る
を
賜

り
、
ｍ
ｎ
呤
併
び
に
妻
子
を
接
取
し
て
回
国
せ
し
め
ん
こ
と
を
懇
請
す
、
と

あ
り
。
該
総
兵
、
覆
文
を
接
収
し
、
十
七
日
に
於
て
開
船
し
て
回か
え

り
去ゆ

け
り
。

又
、
道
光
三
十
年
六
月
二
十
五
日
、
亜
米
理
幹
船
一
隻
到
来
す
る
有
り
。

船
主
の
挖

（
（1
（

治
に
訊
拠
し
た
る
に
口
称
す
ら
く
、
坐
す
る
所
の
船
隻
は
小

（
（1
（

呂
宋

よ
り
起
程
し
洋
中
に
て
風
に
遇
い
漂
い
来
た
れ
り
、
等
の
語
あ
り
。
随
い
で

飭
し
て
物
件
を
贈
与
せ
し
め
、
厚
く
礼
待
す
る
を
致
す
。
七
月
初
一
日
に
至

り
て
該
船
は
開
去
せ
り
。

又
、
八
月
二
十
八
日
、
𠸄
咭
唎
国
の
火
輪
船
一
隻
到
来
す
る
有
り
。
随
い

で
着
し
て
来
歴
を
訪
ね
問
わ
し
む
る
に
、
水
師
都
司
克

（
（1
（

爾
克
喇
孚
の
啓
称
に

拠
る
に
、
本
都
司
は
特
に
皇

（
（1
（

政
の
命
を
奉
じ
て
琉
球
に
到
来
し
、
医
師
の
ｍ

ｎ
呤
を
訪
問
せ
ん
と
す
。
球
官
に
相あ

い
見ま
み

え
て
会
議
せ
ん
こ
と
を
請
求
す
、

等
の
由
あ
り
。
随
即
に
官
を
遣
わ
し
会
面
せ
し
む
る
に
、
該
都
司
の
説い

う
に

は
、
ｍ
ｎ
呤
に
於
て
は
也ま
た

好
（
（1
（

生
に
照

（
（1
（

看
し
怠
慢
す
る
を
得
る
毋
か
れ
。
倘も

し

侮
辱
す
る
の
事
有
れ
ば
、
日
後
、
兵
火
を
免
れ
ず
、
と
あ
り
。
即
ち
該
官
は

婉
（
（1
（

詞
し
て
回

（
（1
（

話
し
、
並
び
に
文
を
具
え
て
ｍ
ｎ
呤
併な
ら

び
に
妻
子
を
接
回
せ
ん

こ
と
を
懇
請
す
。
乃し
か

る
に
啓

（
（2
（

覆
に
拠
る
に
、
留
む
る
所
の
ｍ
ｎ
呤
は
吾
が
皇

政
の
珍
重
す
る
所
の
者
な
り
。
如も

し
琉
球
の
官
民
、
巧
み
に
圧

（
（2
（

欺
の
術
を
用

い
、
強
い
て
境

（
（2
（

址
に
出
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
此
れ
吾
が
皇
政
の
怡よ
ろ
こば
ざ
る
所

な
り
。
決
し
て
請
う
所
に
依

（
（2
（

順
す
る
能
わ
ず
、
等
の
由
あ
り
。
九
月
初
六
日

史料　e-1 『歴代宝案』〔別鎌-9〕
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に
於
て
長
行
し
て
回
国
せ
り
。

窃ひ
そ

か
に
査
す
る
に
、
ｍ
ｎ
呤
の
一
案
は
、
逗
遛
し
て
以
来
、
便
船
に
逢
う

毎
に
、
其
の
回
国
せ
ん
こ
と
を
勧
む
る
も
聴
従
す
る
を
肯が
え
んぜ
ず
。
今
、
𠸄
国

の
船
隻
到
来
す
る
に
逢
え
ば
、
即
ち
飭
し
て
接
回
せ
ん
こ
と
を
懇
請
せ
し

む
。
乃し
か

る
に
該
都
司
は
前
に
言
説
す
る
所
の
如
く
、
危

（
（2
（

懼
の
詞
を
出
し
並た

え

て
接
回
す
る
の
意
無
し
。
未
だ
其
の
心

（
（2
（

懐
如
何
な
る
や
を
知
ら
ざ
る
な
り
。

憂
慮
益
々
切
に
し
て
寐
食
安
ん
ぜ
ず
。

伏
し
て
祈
る
ら
く
は
、
貴
司
よ
り
督撫
両
院
に
転
詳
し
て
妥ほ
ど
よ為
く
査
辦
せ
し

め
、
迅
や
か
に
ｍ
ｎ
呤
並
び
に
妻
子
を
将
て
一
律
に
撤
回
せ
し
め
、
敝
国
を

し
て
以
て
安
謐
を
得
せ
し
め
ん
こ
と
を
。
茲
に
進
貢
の
便
に
値
た
れ
ば
、
理

と
し
て
合
に
咨
覆
す
べ
し
。
請ね

が煩
わ
く
は
査
照
し
て
施
行
せ
ら
れ
よ
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

道
光
三
十
年
（
一
八
五
〇
）
九
月
十
五
日

注
＊
本
文
書
は〔
別
鎌
―
〇
八
〕の
咨
覆
で
あ
る
。
語
注
は〔
別
鎌
―
〇
八
〕参
照
。
な
お
、

英
国
国
立
公
文
書
館
（The National Archives(TNA)

）
所
蔵
の
外
務
省
文
書

に
は
、
道
光
二
十
九
年
（
一
八
四
九
）
十
一
月
十
五
日
付
の
「
琉
球
王
府
か
ら

外
相
パ
ー
マ
ス
ト
ン
宛
外
交
文
書
（FO17-165-14

）」（
琉
球
国
中
山
府
総
理

大
臣
尚
国
棟
・
布
政
大
夫
馬
良
才
等
が
出
し
た
禀
）、
道
光
三
十
年
九
月
初
五
日

付
の
「
琉
球
王
府
か
ら
パ
ー
マ
ス
ト
ン
宛
外
交
文
書
（FO17-170-122

）」（
琉

球
国
中
山
府
総
理
大
臣
尚
大
謨
・
布
政
大
夫
馬
良
才
等
が
出
し
た
禀
）（
と
も
に

原
本
）
が
あ
る
。
両
史
料
は
内
容
的
に
は
ほ
ぼ
重
複
し
て
い
る
。
前
者
は
道
光

二
十
九
年
十
一
月
八
日
に
来
航
し
、
十
七
日
に
出
航
し
た
来
雲
（
ラ
イ
オ
ン
ズ
）

が
提
出
し
た
英
国
外
相
巴
麦
尊
（
パ
ー
マ
ス
ト
ン
）
の
文
書
に
対
す
る
返
答
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
後
者
は
八
月
二
十
八
日
に
来
航
し
九
月
六
日
に
出
航
し
た

イ
ギ
リ
ス
船
船
長
克
爾
克
喇
孚（
ク
ラ
ク
ロ
フ
ト
）に
託
し
た
文
書
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
後
者
（
道
光
三
十
年
九
月
初
五
日
付
の
パ
ー
マ
ス
ト
ン
宛
文
書
）
は
同

内
容
の
史
料
が
『
伯
徳
令
其
他
往
復
文
』（
沖
縄
県
立
図
書
館
東
恩
納
寛
惇
文
庫
）

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）	

貴
司
の
咨　
〔
別
鎌
―
〇
八
〕。

（
2
）	

来
雲　

ラ
イ
オ
ン
ズ
。
エ
ド
モ
ン
ド
・
モ
ウ
ブ
レ
ー
・
ラ
イ
オ
ン
ズ

（Edm
und M

oubray Lyons

）。
一
八
一
九
～
五
五
年
。
イ
ギ
リ
ス
海

軍
の
大
佐
（Captain

）。
道
光
二
十
九
年
十
一
月
八
日
パ
イ
ロ
ッ
ト
号

（pilot

）
で
来
琉
し
、
パ
ー
マ
ス
ト
ン
の
書
簡
を
提
出
し
た
。

（
3
）	

巴
（
麦
尊
）　

パ
ー
マ
ス
ト
ン
。
第
三
代
パ
ー
マ
ス
ト
ン
子
爵
ヘ
ン

リ
ー
・
ジ
ョ
ン
・
テ
ン
プ
ル
（Henry John Tem

ple,3rd Viscount 
P alm

erston

）。
一
七
八
四
～
一
八
六
五
年
。
一
八
三
〇
年
に
成
立
し
た
ホ

イ
ッ
グ
党
政
権
で
外
務
大
臣
を
務
め
、
ア
ヘ
ン
戦
争
を
主
導
す
る
な
ど
強

硬
外
交
を
行
っ
た
。
第
一
次
ジ
ョ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
卿
内
閣
で
一
八
四
六
年

か
ら
五
一
年
十
二
月
ま
で
外
務
大
臣
を
務
め
た
。 

一
八
五
五
年
に
自
由
党

（
ホ
イ
ッ
グ
党
を
改
組
）
政
権
初
の
首
相
と
な
っ
た
。
な
お
、「
巴
図
魯
」

は
満
洲
語
で
勇
気
の
あ
る
者
、
勇
者
の
意
。「
頭
等
巴
図
魯
」
は
第
一
級
の

勇
者
の
意
。
パ
ー
マ
ス
ト
ン
の
尊
称
と
し
て
中
国
向
け
に
つ
け
ら
れ
た
肩

書
き
か
。

（
4
）	

披
閲　

書
状
な
ど
を
開
い
て
見
る
こ
と
。

（
5
）	

回
覆　

返
答
。

（
6
）	
秉
政
各
大
臣　

秉
政
は
政
権
を
掌
握
す
る
こ
と
、
政
権
の
座
に
あ
る
諸
大

臣
。
こ
こ
で
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
、
内
閣
の
上
級
大
臣
を
さ
す
。

（
7
）	

賓
主　

賓
客
と
主
人
。
こ
こ
で
は
琉
球
と
英
国
。「
賓
主
の
利
益
を
多
増
な

ら
し
む
」
は
琉
球
と
英
国
双
方
と
も
に
利
益
を
あ
げ
る
、
の
意
。

（
8
）	

法
術　

法
律
。

史料　e-1 『歴代宝案』〔別鎌-9〕
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査
す
る
に
、
𠸄
夷
の
伯
徳
令
を
摘
回
せ
し
む
る
の
一
案
は
、
経す
で

に
貴
司
よ

り
転
詳
し
て
具
題
せ
し
め
、
勅
諭
も
て
査
辦
せ
し
む
る
を
蒙
る
。
此
れ
、
誠

に
皇
恩
の
浩
蕩
、
憲
徳
の
周
詳
に
し
て
、
感（

（
（

激
地
無
き
者
な
り
。
但た

だ
伯
徳

令
は
旧
に
依
り
て
逗
遛
し
、
尚
お
未
だ
摘
回
せ
ず
。
此
れ
が
為
に
、
特
に
王

舅
の
馬
克
承
・
正
議
大
夫
の
梁
必
達
・
都
通
事
の
阮
宣
詔
等
を
遣
わ
し
、
另

に
咨
文
を
捧
げ
て
貴
司
に
投
請
し
、
督撫
両
院
に
転
詳
せ
し
め
、
聖
猷
も
て
迅

や
か
に
伯
徳
令
を
し
て
回
国
せ
ん
こ
と
を
奏
請
せ
し
む
る
の
外
、
理
と
し
て

合
に
咨
覆
す
べ
し
。
此
れ
が
為
に
備つ
ぶ
さに
貴
司
に
咨
す
。
請ね

が煩
わ
く
は
査
照
し

て
施
行
せ
ら
れ
よ
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

咸
豊
二
年
（
一
八
五
二
）
八
月
初
三
日

注
＊
本
文
書
は
〔
別
鎌
―
一
三
〕
の
咨
覆
で
あ
る
が
、
要
約
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）	

感
激
地
無
き
者
な
り　

立
っ
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
感
激
す
る
。
非
常
に

感
激
す
る
こ
と
。

別鎌 -16
　
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
よ
り
福
建
布
政
使
司
あ
て
、
伯
徳
令
を
め
ぐ

る
内
外
情
勢
（
伯
徳
令
の
威
嚇
的
挙
動
、
善
威
理
の
巴
麦
尊
書
簡
提
出

と
首
里
城
へ
の
恣
意
的
入
城
、
伯
徳
令
の
布
教
活
動
を
認
め
よ
と
の
英

国
外
務
大
臣
の
国
書
到
来
、
琉
球
臣
民
の
不
安
と
救
援
要
請
使
節
派
遣

の
切
な
る
願
望
）
を
受
け
と
め
、
再
度
請
諭
使
を
派
遣
し
伯
徳
令
退
去

方
に
つ
い
て
尽
力
を
請
う
旨
の
咨
文（

咸
豊
二
《
一
八
五
二
》、
八
、
三
）

琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）、
咨
請
す
る
事
の
為
に
す
。

窃ひ
そ

か
に
照
ら
す
に
、
敝
国
は
海
隅
に
僻
処
し
、
原も
と

よ
り
城

（
（
（

郭
の
険
、
営

（
（
（

兵

の
守
無
け
れ
ば
、
仰
い
で
天
朝
の
徳
威
に
仗た
よ

り
、
永
く
昇

（
（
（

平
の
福
を
享
け
ん

と
す
。
詎は
か

ら
ざ
り
き
、
道
光
二
十
六
年
に
於
て
𠸄
夷
の
伯
徳
令
は
眷
属
人
等

を
携
え
て
国
に
到
り
佔

（
（
（

住
す
る
有
り
。
畳し
ば
し
ば々

経す
で

に
咨
も
て
転
詳
し
て
、
皇
猷

も
て
迅
や
か
に
該
国
を
し
て
船
を
遣
わ
し
撤
回
せ
し
む
る
を
奏
請
せ
ん
こ
と

を
求
む
。
但た

だ
今
に
至
る
も
尚
お
未
だ
撤
回
せ
ず
。
𠸄
船
の
到
来
す
る
に
逢

う
毎
に
、
其
の
帯
回
す
る
を
求
め
る
も
、
並た

え
て
依

（
（
（

允
す
る
無
し
。
該
伯
徳

令
は
意
を
任
ほ
し
い
ま
まに
し
て
逗
遛
し
、
今
、
七
年
を
計か
ぞ

う
。
凡
そ
敝
国
の
風
土
・
人

情
・
山
川
の
阨

（
（
（

要
は
皆
、
其
の
窺

（
（
（

探
を
被
り
、
常
に
球
地
の
貧
弱
な
る
を
欺あ
な
ど

り
、
語
言
を
出
し
て
驚
嚇
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
即
ち
大
い
に
鴟
張
を
肆
ほ
し
い
ま
まに
す

る
を
為
し
、
日
に
滋ま
す
ま
す々

靖
ん
ぜ
ず
。
且
つ
𠸄
船
は
絡

（
（
（

繹
と
し
て
絶
え
ず
、
覬

覦
し
て
測
る
莫
し
。
曷な
ん

ぞ
憂
慮
に
勝
え
ん
や
。

史料　e-2 『歴代宝案』〔別鎌-16〕
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乃
お
咸
豊
元
年
十
二
月
十
七
日
に
至
り
て
、
𠸄
国
の
火
輪
船
一
隻
到
来
す

る
有
り
。
当
即
に
官
に
飭
し
て
其
の
来
歴
を
訊
わ
し
め
た
る
と
こ
ろ
、
通
事

の
華
人
黄
霖
の
口
称
に
拠
る
に
、
本
船
の
督
領
の
善

（
（
（

威
理
は
、
𠸄
国
の
軍
機

大
臣
に
し
て
外
務
事
宜
を
総
辦
す
る
の
宰
相
を
特
授
さ
れ
た
る
頭
等
巴
図

魯
世
襲
侯
爵
巴
の
憲
箚
を
捧
げ
到
り
、
王
宮
に
到
り
て
大
臣
に
交
給
せ
ん
と

す
、
と
あ
り
。
当
即
に
官
に
飭
し
て
再
三
他
の
公

（
（1
（

廨
に
在
り
て
之
れ
を
交
す

る
を
懇
請
せ
し
む
る
も
、
該
夷
は
大
い
に
怒
り
て
允し
た
がわ
ず
。
即
ち
に
兵
卒
を

提ひ
き

い
、
威
を
揚
げ
武
を
耀
か
し
て
地
方
を
騒
動
し
、
脅お
ど

す
に
関
を
斬
り
て
宮

に
入
る
を
以
て
す
。
敝
国
は
力
の
防
ぐ
べ
き
無
け
れ
ば
、
乃す
な
わち
群
臣
と
啼

（
（1
（

泣

し
、
其
の
突
入
す
る
に
任
せ
た
り
。
該
夷
は
即
ち
文
書
を
将
て
官
に
交
し
て

収
領
せ
し
め
、
嘱た
の

む
に
好
生
に
伯
徳
令
を
照
看
す
る
の
事
情
を
以
て
し
、

仍よ

っ
て
兵
卒
を
提
い
て
回
り
去
く
。

当
即
に
其
の
文
を
披
閲
す
る
に
、
内
に
云
え
ら
く
、
伯
徳
令
は
接
取
し
て

籍
に
返
す
べ
か
ら
ず
。
将
来
、
兵
船
を
し
て
随
時
に
往
来
せ
し
め
、
其
の
保

護
を
為
さ
し
む
れ
ば
、
宜
し
く
該
令
を
待
す
る
に
賓
主
の
礼
を
以
て
す
べ

し
。
若
し
軽

（
（1
（

慢
凌
辱
す
る
有
れ
ば
、
勢
い
必
ず
大
𠸄
国
の
義

（
（1
（

怒
を
激
成
す
べ

し
。
凡

（
（1
（

事
、
応
に
其
の
意
に
任
せ
て
挙
動
す
る
を
准
す
べ
し
、
等
の
因
あ

り
。
該
船
は
二
十
八
日
に
於
て
帆
を
揚
げ
て
開
去
せ
り
。

嗚あ

あ呼
、
海
外
の
小
邦
は
狡
猾
の
侵
凌
す
る
所
と
為
る
。
其
の
辱
め
は
言
を

以
て
尽
く
し
難
し
。
且
つ
挙
国
の
臣
民
は
𠸄
夷
の
宮
に
入
る
を
聞
知
し
て
、

山
を
環め
ぐ

り
野
を
匝め
ぐ

り
て
、
来
た
り
て
僉み
な

謂
う
。
琉
球
は
代
々
貢
職
を
供
し
、

世
々
天
恩
に
沐
し
、
海
浪
揚
が
ら
ず
、
烽
烟
起
こ
ら
ず
、
人
民
は
無
事
に
安

ん
ず
る
の
天
を
得
る
。
乃し
か

る
に
𠸄
夷
の
横
行
す
る
こ
と
此か
く

の
如
け
れ
ば
、
誠

に
変
起
こ
り
倉

（
（1
（

卒
に
し
て
社
稷
保
ち
難
き
を
恐
る
。
使
臣
を
遣
わ
し
、
閩
に

到
り
て
委

（
（1
（

曲
哀
請
せ
し
め
、
其
れ
を
し
て
救
援
を
求
め
し
め
ん
こ
と
を
乞

う
、
と
。
臣
民
仰
ぎ
望
み
、
衆

（
（1
（

口
詞
を
一
に
す
。

又
、
本
年
五
月
の
間
、
接
貢
船
の
国
に
回か
え

る
に
因
り
、
𠸄
国
の
外
務
を
専

理
す
る
の
宰
相
を
欽
命
せ
ら
れ
た
る
世
襲
公
爵
克

（
（1
（

は
文
書
を
伯
徳
令
に
寄
送

し
、
転

（
（1
（

逓
し
て
前
来
せ
し
む
る
有
り
。
其
の
文
に
云
え
ら
く
、
琉
球
は
伯
徳

令
を
接
待
す
る
こ
と
一

（
（2
（

に
国
人
の
如
く
し
、
歧

（
（2
（

視
す
る
を
得
ざ
る
べ
し
。
我

が
国
は
四
境
の
内
に
土

（
（2
（

客
を
論
ず
る
無
く
、
倶
に
意
に
随
い
て
道
を
奉
じ
礼

を
行
う
を
准
し
、
稍す
こ

し
も
掣
肘
す
る
無
け
れ
ば
、
亟す
み

や
か
に
貴
境
の
内
に
て

も
耶
穌
教
を
崇
奉
し
、
土
客
を
論
ず
る
無
く
一
律
に
倣

（
（2
（

行
せ
し
め
ん
こ
と
を

請
う
。
是
れ
深
く
望
む
所
な
り
。
此
れ
が
為
に
照
会
す
、
等
の
因
あ
り
。

窃ひ
そ

か
に
念お
も

う
に
、
敝
国
は
天
朝
に
納

（
（2
（

款
し
て
以
来
、
歴
と
し
て
文

（
（2
（

治
の
化

を
蒙
り
、
孔

（
（2
（

孟
の
道
を
学
習
し
、
頗
る
人
倫
の
重
き
を
知
り
、
以
て
国
を
治

め
民
を
安
ん
ず
る
を
得
る
。
若
し
耶

（
（2
（

穌
教
を
学
べ
ば
、
則
ち
正
学
よ
り
出
で

て
異
端
に
入
り
、
遂
に
邪
説
に
惑
い
て
風
俗
を
敗
る
の
弊
を
開
く
べ
し
。

又
、
其
の
耶
穌
教
を
伝
え
ん
と
欲
す
る
者
は
、
実
は
托

（
（2
（

名
し
て
借
端
し
、
隙

の
乗
ず
べ
き
を
窺
わ
ん
と
す
る
な
り
。
是
を
以
て
、
官
に
飭
し
て
伯
徳
令
に

向
か
い
固
辞
せ
し
め
て
云
え
ら
く
、
敝
国
は
経

（
（2
（

伝
を
学
習
し
、
聊い
さ
さか
身
を
修

め
家
を
斉と
と
のう
を
得
る
。
耶
穌
教
に
至
り
て
は
、
是
れ
人
力
の
兼
ね
て
学
び
能

わ
ざ
る
所
に
し
て
、
人
心
の
嚮

（
（3
（

往
せ
ざ
る
所
な
り
。
且
つ
弾
丸
の
小
邦
、
素

よ
り
士
民
の
定
め
有
り
。
士
は
是
れ
経

（
（3
（

史
を
肄

（
（3
（

習
し
、
職
に
任
じ
事
を
辦
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ず
。
民
は
是
れ
田
畝
を
耕
耘
し
、
貢

（
（3
（

を
納
め
賦
を
輸
す
。
各
々
自
ら
分
に
安

ん
じ
業

（
（3
（

を
執
り
、
尚
お
力
の
足
ら
ざ
る
を
患う
れ

う
れ
ば
、
另
に
間

（
（3
（

居
し
て
其
の

教
え
を
受
く
べ
き
者
無
し
。
大
国
と
一
律
に
論
ず
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
𠸄
船

の
到
来
す
る
を
俟
ち
て
代
り
て
宰
相
に
書
を
寄お
く

り
、
其
の
伝
教
の
議
を
弭や

め

し
め
ん
こ
と
を
乞
う
、
と
。
該
伯
徳
令
は
固
執
し
て
聴
か
ず
。

伏
し
て
念
う
に
、
皇
上
は
天
下
も
て
家
と
為
し
、
忘
れ
ず
泄も

ら
さ
ず
、
薄

（
（3
（

海
内
外
は
畏

（
（3
（

を
懐お
も

わ
ざ
る
罔な

し
。
今
、
𠸄
夷
、
胆

（
（3
（

敢
に
も
肆

（
（3
（

行
し
、
毫や
や

も
忌

憚
す
る
無
し
。
他
日
、
船
隻
再
び
来
た
れ
ば
、
其
の
凶
暴
如
何
な
る
や
を
知

ら
ず
。
耶
穌
教
の
一
案
に
至
り
て
は
、
必
ず
伯
徳
令
を
以
て
師
と
為
し
、

広
く
其
の
教
え
を
伝
え
ん
と
欲
す
べ
し
。
若
し
早
き
に
及
ん
で
撤
回
せ
ざ
れ

ば
、
洵ま
こ
とに
巧

（
（4
（

謀
漸
く
深
く
し
侵

（
（4
（

凌
益
々
甚
だ
し
く
し
て
、
国
家
顚
連
す
る
は

必
ず
免
れ
ざ
る
所
と
な
る
を
恐
る
。
朝

（
（4
（

夕
焦
心
し
、
寝
食
安
ん
ぜ
ず
。
躬み
ず
から

北
闕
に
趨
き
丹
墀
に
叩
首
し
て
下
情
を
披
瀝
し
、
聖
諭
も
て
𠸄

（
（4
（

国
主
に
示

（
（4
（

仰

し
、
船
を
遣
わ
し
て
撤
回
せ
し
め
、
以
て
国
家
を
安
ん
ぜ
ん
こ
と
を
泣

（
（4
（

請
せ

ん
と
意
欲
す
る
も
、
奈い
か
んせ
ん
、
身
は
藩
封
を
守
る
に
因
り
、
未
だ
敢
え
て
擅

（
（4
（

便
せ
ず
。
此
れ
が
為
に
、
特
に
王
舅
の
馬
克
承
・
正
議
大
夫
の
梁
必
達
・
都

通
事
の
阮
宣
詔
等
を
遣
わ
し
、
咨
文
を
齎
捧
し
て
二
号
貢
船
に
配
搭
し
閩
に

到
り
て
投
請
せ
し
む
。

統す

べ
て
祈
る
ら
く
は
、
貴
司
よ
り
督撫
両
院
に
転
詳
し
、
情
に
拠
り
て
具
題

せ
し
め
、
仰
い
で
皇
猷
も
て
欽
差
大
臣
の
両
広
督
部
堂
に
勅
諭
し
て
妥ほ
ど
よ為
く

査
辦
せ
し
め
、
該
国
を
し
て
迅
や
か
に
船
隻
を
撥
し
て
伯
徳
令
並
び
に
眷
属

人
等
を
接
取
し
、
籍
に
帰
ら
し
め
ん
こ
と
を
請
う
。
則
ち
海
邦
、
永
く
奠さ
だ

ま

り
て
安
靖
し
、
皇

（
（4
（

恩
・
憲
徳
を
無
疆
に
感
戴
せ
ん
。
理
と
し
て
合
に
咨
請
す

べ
し
。
此
れ
が
為
に
備つ
ぶ
さに
貴
司
に
咨
す
。
請
煩
わ
く
は
査
照
し
て
施
行
せ
ら

れ
よ
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

咸
豊
二
年
（
一
八
五
二
）
八
月
初
三
日

注
＊
本
文
書
と
関
連
す
る
資
料
と
し
て
、
英
国
国
立
公
文
書
館
（The National 

Archives(TNA)

）
所
蔵
の
外
務
省
文
書
に
は
、
咸
豊
二
年
（
一
八
五
二
）
七
月

二
十
五
日
付
の
「
琉
球
王
府
か
ら
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
宛
文
書
（FO17-199-14

）」

（
原
本
、中
山
府
総
理
大
臣
尚
大
謨
・
府
政
大
夫
馬
良
才
等
が
出
し
た
啓
）が
あ
る
。

本
文
書
に
は
イ
ギ
リ
ス
外
務
大
臣
克
蘭
敦
（
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
）
か
ら
咸
豊
二
年

五
月
に
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
へ
寄
送
し
た
文
書
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

同
史
料
は
そ
れ
を
受
け
て
王
府
が
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
へ
出
し
た
文
書
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
同
内
容
の
文
書
は
『
伯
徳
令
其
他
往
復
文
』（
沖
縄
県
立
図
書
館
東

恩
納
寛
惇
文
庫
）、『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
』（
一
八
〇
四
号
「
伯
徳
令
関
係
並

び
に
ペ
リ
ー
艦
隊
関
係
漢
文
往
復
文
書
」
一
六
）
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、ベ
ッ

テ
ル
ハ
イ
ム
に
よ
る
英
訳
が
『
沖
縄
県
史　

資
料
編
22　

The Journal and 
Offi
cial Correspondence of Bernard Jean Bettelheim

 1845-54 Part

Ⅱ

(1852-54)

』
一
六
三
頁
、 Chinese Original No.141

で
あ
る
。

（
1
）	

城
郭
の
険　

城
の
防
御
。

（
2
）	

営
兵
の
守　

兵
士
の
守
り
。

（
3
）	
昇
平
の
福　

昇
平
は
太
平
。
世
の
中
が
お
だ
や
か
に
治
ま
っ
て
い
る
こ

と
。
平
和
な
世
で
あ
る
こ
と
の
幸
福
。

（
4
）	
佔
住　

佔
は
占
に
同
じ
。
ほ
し
い
ま
ま
に
居
住
す
る
。

（
5
）	

依
允　

承
知
す
る
。
し
た
が
う
。

史料　e-2 『歴代宝案』〔別鎌-16〕

owner
線

owner
線

owner
線

owner
線

owner
線

owner
線

owner
下線

owner
下線

owner
下線



－ 427 －

咈𠸄唖三国情状（別鎌）

（
6
）	

阨
要　

阨
は
険
に
通
じ
る
。
地
勢
が
け
わ
し
く
て
、
敵
を
防
ぐ
の
に
都
合

の
よ
い
所
や
要
所
と
な
る
所
。

（
7
）	
窺
探　

う
か
が
い
さ
ぐ
る
。
隙
を
窺
う
。

（
8
）	
絡
繹
と
し
て
絶
え
ず　

絡
繹
は
引
き
続
く
。「
絡
繹
と
し
て
絶
え
ず
」
は
往

来
が
続
い
て
絶
え
な
い
さ
ま
。

（
9
）	

善
威
理　

シ
ャ
ド
ウ
ェ
ル
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ア
レ

ク
サ
ン
ダ
ー
・
シ
ャ
ド
ウ
ェ
ル
（Charles Frederick Alexander 

Shadw
ell

）。
一
八
一
四
～
一
八
八
六
年
。
英
国
海
軍
提
督
。
一
八
五
〇
年

に
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
（Sphinx

）
号
の
船
長
（
中
佐
）
と
な
り
、
咸
豊
元
年

十
二
月
に
来
航
、
ペ
リ
ー
以
前
に
首
里
城
に
強
行
入
城
し
た
。

（
10
）	

公
廨　

官
庁
。
役
所
の
建
物
。

（
11
）	

啼
泣　

涙
を
流
し
て
泣
く
こ
と
。

（
12
）	

軽
慢
凌
辱　

軽
慢
は
人
を
か
ろ
ん
じ
、
お
ご
り
た
か
ぶ
る
こ
と
。
陵
辱
は

人
を
あ
な
ど
り
、
は
ず
か
し
め
る
こ
と
。

（
13
）	

義
怒　

公
正
な
怒
り
。「
義
怒
を
激
成
す
」
は 
怒
り
を
い
っ
そ
う
激
し
く

す
る
、
義
憤
を
激
し
く
か
り
た
て
る
、
の
意
。

（
14
）	

凡
事　

万
事
、
す
べ
て
の
事
。

（
15
）	

倉
卒　

突
然
に
、
の
意
。

（
16
）	

委
曲
哀
請　

委
曲
は
委
細
。
説
明
な
ど
を
詳
し
く
し
て
哀
願
す
る
こ
と
。

（
17
）	

衆
口
詞
を
一
に
す　

衆
口
は
多
く
の
人
の
言
う
と
こ
ろ
。
世
間
。「
衆
口
詞

を
一
に
す
」
は
、
人
々
が
言
葉
を
一
つ
に
す
る
。
世
間
の
意
見
が
一
致
す

る
。
皆
、
同
様
に
言
う
、
の
意
。

（
18
）	

克　

克
蘭
敦
（
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
）。
第
四
代
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
伯
爵
ジ
ョ
ー

ジ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ヴ
ィ
リ
ア
ー
ズ
（George 

W
illiam

 Frederick Villiers, 4th Earl of Clarendon

）。
一
八
〇
〇

～
七
〇
年
。
ホ
イ
ッ
グ
党
（
自
由
党
）
政
権
下
で
閣
僚
を
歴
任
し
た
。

一
八
五
三
～
五
八
年
、
六
五
～
六
六
年
、
六
八
～
七
〇
年
の
三
期
に
わ

た
っ
て
外
務
大
臣
を
務
め
た
。

（
19
）	

転
逓　

転
は
取
り
次
ぐ
、
逓
は
送
る
こ
と
。
転
送
。

（
20
）	

一
に
国
人
の
如
く
し　

ひ
た
す
ら
自
国
民
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
す
べ
て

琉
球
国
民
と
同
様
に
待
遇
す
る
、
の
意
。

（
21
）	

歧
視　

差
別
。

（
22
）	

土
客　

土
民
と
客
人
。
自
国
民
と
外
来
者
の
意
。

（
23
）	

倣
行　

な
ら
い
お
こ
な
う
。
倣
は
な
ら
う
、
ま
ね
る
。

（
24
）	

納
款　

外
国
や
異
民
族
が
友
好
を
申
し
入
れ
る
こ
と
。
進
貢
に
同
じ
。

（
25
）	

文
治
の
化　

武
力
に
よ
ら
ず
専
ら
文
教
を
も
っ
て
政
治
を
行
う
こ
と
。

（
26
）	

孔
孟
の
道　

孔
子
と
孟
子
の
説
い
た
教
え
。
儒
教
。

（
27
）	

耶
穌
教　

キ
リ
ス
ト
教
。
な
お
、
天
主
教
を
カ
ト
リ
ッ
ク
、
耶
蘇
教
を
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
区
別
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
キ
リ
ス
ト
教
。

（
28
）	

托
名　

名
目
を
こ
じ
つ
け
る
。
託
名
に
同
じ
。
托
は
か
こ
つ
け
る
、
口
実

に
す
る
、
の
意
が
あ
る
。

（
29
）	

経
伝　
「
経
」
は
聖
人
の
あ
ら
わ
し
た
書
、「
伝
」
は
経
を
注
釈
し
た
書

物
。 

経
書
と
そ
の
解
釈
書
。

（
30
）	

嚮
往　

そ
の
方
向
に
心
が
向
い
て
い
く
こ
と
。
な
び
き
ゆ
く
。
崇
拝
す
る
。

（
31
）	

経
史　

経
書
と
歴
史
書
。

（
32
）	

肄
習　

学
習
す
る
。

（
33
）	

貢
を
納
め
賦
を
輸
す　

貢
物
を
納
め
税
を
納
め
る
。
賦
は
賦
税
。

（
34
）	

業
を
執
り　

仕
事
を
し
て
。

（
35
）	

間
居　

閑
居
に
同
じ
。
何
も
せ
ず
虚
し
く
家
に
居
る
こ
と
。
暇
な
こ
と
。

（
36
）	

薄
海　

広
大
な
地
域
、
全
世
界
。

（
37
）	

畏
を
懐
わ
ざ
る
罔
し　

畏
は
う
や
ま
い
、
か
し
こ
ま
る
。「
畏
を
懐
わ
ざ
る

罔
し
」
は
、（
皇
帝
が
全
世
界
を
一
家
の
よ
う
に
み
な
し
、
何
事
も
漏
ら
さ

ず
恩
徳
を
施
し
て
い
る
の
で
、
世
界
中
が
）
敬
服
せ
ず
に
い
ら
れ
な
い
、

の
意
。

（
38
）	

胆
敢　

大
胆
不
敵
、
の
意
。

（
39
）	

肆
行　

勝
手
気
ま
ま
に
行
う
こ
と
。
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注
＊
本
文
書
は
〔
一
九
一
―
一
九
〕
の
咨
覆
で
あ
る
。

（
1
）
貴
司
の
咨　
〔
一
九
一
―
一
九
〕。

2-192-25
　
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
よ
り
福
建
布
政
使
司
あ
て
、
八
重
山
漂
着
の

中
国
人
苦
力
の
護
送
に
つ
い
て
通
知
す
る
旨
の
咨
文

（
咸
豊
二
《
一
八
五
二
》、
八
、
三
）

琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）、
咨
を
請
う
事
の
為
に
す
。

照
ら
し
得
た
る
に
、
咸
豊
二
年
三
月
二
十
三
日
、
本
国
属
島
の
八
重
山
地

方
官
の
報
に
拠
る
に
称
す
ら
く
「
咸
豊
二
年
二
月
十
九
日
、
𠸄

（
（（

国
船
隻
、
本

島
の
崎

（
（（

枝
の
洋
面
に
漂
到
す
る
有
り
。
走
り
て
暗
礁
に
上
り
、
正
に
危
急
に

在
れ
ば
、
該
𠸄
夷
、
即
ち
に
搭
駕
せ
る
中
国
人
三
百
八
十
名
・
𠸄
人
一
名
を

将
て
上
岸
せ
し
む
。
翌
朝
、
船
纔わ
ず

か
に
潮
に
随
い
て
礁
を
下
る
。
二
十
三
日

に
至
り
て
上
岸
の
人
等
を
捨
て
置
き
開

（
（（

洋
し
て
去
れ
り
。

詢と

い
た
る
と
こ
ろ
、
難
人
蔡

（
（（

祥
慶
等
の
口
称
に
拠
る
に
、
慶
等
は
福
建
省

泉
（
（（

州
府
の
同

（
（（

安
県
・
晋

（
（（

江
県
・
南

（
（（

安
県
・
恵

（
（（

安
県
・
安

（
（1（

渓
県
、
汀

（
（1（

州
府

の
龍
江
県
、
漳

（
（1（

州
府
の
龍

（
（1（

渓
県
等
の
処
の
人
民
に
係
る
。
𠸄
国
に
往
き
て

生
（
（1（

理
を
為
さ
ん
と
し
て
該
船
に
搭
駕
す
。
咸
豊
二
年
二
月
初
一
日
、
厦

（
（1（

門

に
在
り
て
開
船
し
、
洋
に
在
り
て
風
に
遭
い
貴
島
に
漂
到
す
。
礁
に
上
り
て

危
険
な
れ
ば
、
慶
等
、
上
岸
し
て
其
の
礁
を
下
る
を
候
つ
。
乃し
か

る
に
𠸄
夷
、

慶
等
三
百
八
十
名
併
び
に
𠸄
人
一
名
を
将
て
島
に
置
き
て
開
去
せ
り
。
船
を

撥
し
て
護
送
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
懇
求
す
、
等
の
語
あ
り
。
即
ち
に
例
に
照
ら

し
て
館
に
発お
く

り
て
安
頓
せ
し
め
、
食
を
給
し
て
養
贍
せ
り
。
該
難
人
の
内
、

一
十
名
は
先
後
し
て
病
故
し
た
れ
ば
、
倶
に
経
に
棺
を
給
し
て
埋
葬
す
」
等

の
由
あ
り
て
前
来
す
。

随
即
に
聖

（
（1（

祖
仁
皇
帝
の
諭
旨
を
欽
遵
し
、
将
に
船
を
撥
し
て
該
難
人
等
を

護
送
し
て
閩
に
到
ら
し
め
ん
と
す
。
詎は
か

ら
ざ
る
も
、
四
月
二
十
日
に
于
て
、

又
、
該
地
方
官
の
報
に
拠
る
に
称
す
ら
く
「
三
月
十
六
・
十
八
等
の
日
、
𠸄

（
（1（

船
二
隻
、
先
後
し
て
島
に
到
る
有
り
。
随
い
で
来
歴
を
訪
ね
た
る
に
言
語
通

ぜ
ず
。
内
に
通
事
一
名
有
り
。
姓
は
羅
、
名
は
元
祐
、
即
ち
福
建
海

（
（1（

澄
県
の

人
な
り
。
称
に
拠
る
に
、
該
難
人
等
は
前
月
、
𠸄
船
に
搭
駕
し
て
往
き
て
金

（
（1（

山
に
到
ら
ん
と
す
る
の
時
、
洋
に
在
り
て
船
主
・
水
梢
共
に
六
名
を
兇
殺
せ

り
。
是
を
以
て
厦
門
に
駐

（
（2（

箚
す
る
𠸄
官
は
、
船
二
隻
を
遣
わ
し
て
島
に
到
り

て
拿

（
（2（

獲
し
て
罪
を
問
わ
ん
と
す
、
等
の
語
あ
り
。
即
ち
に
𠸄
人
四
十
余
名
、

兵
器
を
携
帯
し
上
岸
し
て
査

（
（2（

拿
す
る
有
り
。
当と
き

に
経
に
該
難
人
等
、
情
を
講

じ
て
𠸄
夷
に
附

（
（2（

従
す
る
者
一
十
八
名
、
擒

（
（2（

獲
せ
ら
る
る
者
五
名
、
鳥

（
（2（

鎗
に

中あ
た

り
て
斃
る
る
者
三
名
、
縊
死
す
る
者
二
名
あ
り
。
其
の
余
は
山
中
に
竄

（
（2（

躱

し
拿

（
（2（

捕
す
る
を
得
ず
。

該
通
事
羅

（
（2（

元
祐
、
本
官
に
告
げ
て
、
該
難
人
等
は
共
に
是
れ
奸

（
（2（

邪
の
匪

（
（3（

徒
な
れ
ば
、
必
ず
再ま

た
来
た
り
て
捕
獲
せ
ん
と
す
、
と
云
う
。
乃
ち
獲
ら
え

た
る
所
の
二
十
五
名
併
び
に
𠸄
人
一
名
を
将
て
両
隻
に
派
載
し
、
二
十
三
日

に
于
て
連

し
て
開
去
せ
り
。
該そ

の
山
中
に
竄
躱
せ
る
者
は
仍
ち
旧
館
に
来

た
り
て
居
住
す
。
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本
官
、
即
ち
に
𠸄
夷
、
何
の
縁
故
有
り
て
此か
く

の
如
く
騒
擾
せ
る
や
と
問
う

に
、
答
え
て
云
う
。
前
月
、
洋
に
在
る
の
時
、
𠸄
夷
、
我
が
同
輩
の
病
を
患

う
者
二
人
を
将
て
海
中
に
抛
棄
し
た
れ
ば
、
我
等
三
、
四
十
人
、
忽
然
と
し

て
怒
り
を
発
し
船
主
・
水
梢
共
に
六
名
を
打
殺
せ
り
。
是
の
時
、
我
が
同
輩

五
名
も
亦
た
𠸄
夷
に
打
殺
せ
ら
る
。
今
、
𠸄
夷
、
専
ら
此
の
事
の
為
に
島
に

来
た
り
て
騒
擾
す
、
等
の
語
あ
り
。

嗣
い
で
四
月
初
四
日
に
于
て
、
又
、
𠸄

（
（3（

船
一
隻
、
島
に
到
り
て
五
十
七

名
を
拿
獲
す
る
有
り
。
其
の
余
は
山
中
に
竄
躱
し
拿
獲
す
る
を
得
ず
。
該
通

事
、
告
ぐ
る
に
再
た
来
た
り
て
拿
尽
せ
ん
と
す
る
を
以
て
す
。
乃
ち
獲
ら
え

た
る
所
の
五
十
七
名
を
将
て
原
船
に
載
せ
、
十
二
日
に
于
て
開
去
せ
り
。
該

の
竄
躱
せ
る
者
は
即
ち
に
山
中
よ
り
館
に
回
り
て
居
住
す
。
内
、
一
十
三
名

は
先
後
し
て
病
故
し
、
一
名
は
縊
死
し
た
れ
ば
、
倶
に
経
に
棺
を
給
し
て
埋

葬
せ
り
。
附
従
す
る
者
一
十
八
名
、
擒
獲
せ
ら
る
る
者
六
十
二
名
、
併
び
に

接
取
せ
る
𠸄
人
一
名
、
鳥
鎗
に
中
り
て
斃
る
る
者
三
名
、
縊
死
せ
る
者
三

名
、
前
後
し
て
病
故
せ
る
者
二
十
三
名
を
除
く
の
外
、
現
に
在
る
の
二
百
七

十
一
名
は
旧
に
仍
っ
て
収
養
せ
り
」
等
の
由
あ
り
て
前
来
す
。

査
す
る
に
、
該
難
人
等
は
実
に
天
朝
の
民
に
係
る
。
今
、
遠
く
海
島
に
在

り
て
郷
を
離
れ
る
こ
と
日
久
し
け
れ
ば
、
誠
に
憐
れ
む
べ
き
に
属
す
。
本
よ

り
応
に
早
き
に
及
ん
で
解
送
し
て
閩
に
到
ら
し
む
べ
し
。
但
だ
𠸄
夷
、
其
の

洋
に
在
り
て
𠸄
国
の
船
主
・
水
梢
等
を
打
殺
せ
ら
る
る
に
因
り
、
怒
り
を
含

み
て
怨
み
を
蓄
え
、
屢
々
経
に
船
を
遣
わ
し
島
に
到
り
、
或
い
は
之
を
擒
ら

え
、
或
い
は
之
を
殺
し
、
其
の
山
中
に
竄
躱
す
る
者
は
、
告
ぐ
る
に
重
ね
て

来
た
り
て
拿
尽
せ
ん
と
す
る
を
以
て
す
。

且
つ
顧お
も

う
に
、
𠸄
夷
の
兇
暴
な
る
こ
と
非
常
に
し
て
、
伯

（
（3（

徳
令
の
国
に
留

ま
り
て
よ
り
以
来
、
船
隻
往
来
し
、
常
に
隙
を
窺
い
事
を
滋ま

さ
ん
と
す
る
の

意
有
り
。
若
し
苟

（
（3（

且
に
船
を
撥
し
該
難
人
等
を
護
送
し
て
閩
に
到
ら
し
む
れ

ば
、
𠸄
夷
、
重
ね
て
来
た
る
の
と
き
、
其
の
命
に
違
う
を
以
て
怒
り
を
発
し

罪
を
加
え
て
禍
害
の
国
家
に
及
ぶ
を
深
く
恐
る
。
現
今
、
飭
し
て
衣
食
を
給

与
し
、
意
を
加
え
て
撫
恤
し
て
、
護
送
の
挙
を
将
て
暫
く
停
止
を
行
わ
し

む
。
統
べ
て
貴
司
、
情
に
拠
り
て
督撫
両
院
に
転
詳
し
、
妥ほ
ど
よ為
く
査

（
（3（

辦
せ
し

め
、
敝
国
を
し
て
該
難
人
を
護
送
し
て
以
て
事
無
き
を
得
さ
し
め
ん
こ
と
を

祈
る
。
理
と
し
て
合
に
咨
も
て
請
う
べ
し
。
此
れ
が
為
に
備
に
貴
司
に
咨

す
。
請ね

が煩
わ
く
は
査
照
し
て
施
行
せ
し
を
賜
覆
さ
れ
た
し
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

計
開
す
。

一
、
現
に
在
る
の
難
人
二
百
七
十
一
名

福
建
省
泉
州
府
同
安
県
人

曽
欽　

王
波　

林
本　

李
湿　

陳
意　

陳
合　

林
丁　

林
得　

林
来

洪
計　

廖
（
（3（

来
言　　

呉
存　　

李
园　　

王
寛　

林
水　

徐
吉　

巌
元

蔡
鑾　

黄
成　

許
樹　

呉
海　

郭
信　

許
両　

林
荳　

黄
宙　

方
車

王
発　

陳
吉　

孫
味　

陳
木　

趙
忠　

陳
大　

呉
烈　

梁
乞　

蔡
賢

林
教　

張
宰　

盧
忠　

許
好　

荘
勇　

王
所　

陳
到　

王
慶　

李
挙

王
入　

王
瑶　

王
才　

林
木　

盧
発　

陳
甲　

呉
順　

孫
鑿　

陳
河

呉
貴　

黄
車　

陳
園　

邱
樹　

呂
偕　

葉
遠　

劉
枰　

何
福　

陳
賢
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蔡
採　

陳
註　

郭
有　

洪
老　

陳
出　

蘓
輦　

蘓
蛇　

蔡
大　

許
端

李
万　

呉
河　

陳
立　

邵
小　

林
添　

王
成　

劉
（
（3（

欽　

林
倉　

郭
茂

李
皁　

鄭
徳
成　

陳
故

泉
州
府
晋
江
県
人

蔡
浮　

郭
従　

呉
路　

洪
包　

呉
天　

李
近　

安
約　

王
塔　

林
風

陳
知　

王
銭　

林
遠　

洪
進　

蔡
益　

胡
花　

顔
退　

林
什　

洪
才

林
向　

呉
胡　

謝
長　

盧
紅　

張
才　

王
故　

施
保　

蔡
有　

陳
炎

劉
旦　

張
遇　

陳
朗　

呉
海　

呉
集　

李
弐　

顔
闘　

張
束　

陳
哖

王
茅　

丁
春
来　　

許
水　　

王
鏡　　

董
耳　　

陳
明　

景
遠　

長
生

陳
帝　

張
明　

張
江　

黄
瑞　

黄
　

王
堂　

姜
尾　

李
蛋　

呉
安

許
樑　

陳
昌　

呉
荐　

曽
興　

鄭
年　

張
敬　

黄
自　

許
好　

林
周

黄
振　

処
栄　

柯
器　

柯
渓　

陳
丕　

荘
智　

荘
抵　

劉
悪　

李
到

潘
捷　

陳
行　

呉
　

荘
成　
　

王
瑞　
　

林
欉　
　

王
恕　　

黄
春
山

陳
圭　

黄
道　

施
変　

黄
利　

施
敬　

許
益　

李
桃　

曽
麻　

施
在

呉
怍

泉
州
府
南
安
県
人

黄
有　

呉
江　

卓
竹　

呉
禁　

陳
来　

呉
呈　

林
才　

李
坊　

呉
（
（3（

壮

呉
孔　

卓
煆　

頼
沢　

呉
達　
　

蔡
伯
禄　　

洪
螺　　

黄
文　

程
狡

王
致　

呉
士　

許
六　

盧
前　

卓
現　

蔡
江　

卓
義　

彭
能　

林
福

林
占　

黄
闖　

卓
研　

呂
白　

李
岏　

李
闖　

伝
春　

呂
元　

陳
買

李
鑾　

蔡
福　

石
黨　

連
已　

胡
朝　

蔡
星　

陳
狡　

王
七　

黄
摻

劉
坡　

呉
早　

王
海　

陳
　

洪
騫　

送　

葉
送

泉
州
府
安
渓
県
人

李
寄　

陳
翁　

曽
栄　

林
約

泉
州
府
恵
安
県
人

黄
日　

鄭
成　

柯
機　

陳
魁　

陳
歮　

林
味　

黄
陀　

鄭
終

漳
州
府
龍
渓
県
人

許
興　

蘓
財　

林
（
（3（

王　

王
平　

黄
成　

陳
追　

楊
非　

黄
義　

欧
埔

呉
杞　

黄
有　

呉
文
良　　

帝
棋　　

林
忠　　

黄
喜　　

蔡
松　

黄
切

林
合　

李
経　

林
渓　

陳
取　

張
正
明　

郭
好　　

楊
東　　

陳
両
宜

王
成　

高
六　

陳
進　

黄
安　

李
淫　

王
井　

周
守　

村
団　

盧
発

頼
生

汀
州
府
龍
江
県
人

蘇
章

一
、
先
後
し
て
病
故
せ
る
者
二
十
三
名

泉
州
府
晋
江
県
人

謝
格　

呉
慶
雲　

黄
啓　

蘓
日　

陳
錦　

陳
強　

陳
賜　

杞
器

泉
州
府
南
安
県
人

桌
秉　

呉
鏡　

呉
黨

漳
州
府
龍
渓
県
人

許
嘆　

荘
忠　

石
和　

陳
河　

李
発　

曽
燕

泉
州
府
同
安
県
人

黄
文　

黄
鑽　

李
狡　

鄭
合　

郭
向　

李
搶

一
、
𠸄
夷
に
附
従
せ
る
者
一
十
八
名
な
り
。
拿
獲
せ
ら
る
る
者
六
十
二
名
、
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併
び
に
接
取
の
𠸄
人
一
名
、
鳥
鎗
に
中あ
た

り
て
斃た
お

る
る
者
三
名
、
縊
死
せ

る
者
三
名
、
共
計
す
る
に
八
十
七
名
な
り
。
該
島
の
地
方
官
、
其
の
姓

名
を
難
人
に
問
う
に
、
僉み
な

云
う
、
我
等
は
山
中
に
竄
躱
せ
る
に
因
り
、

縊
死
せ
る
蔡
安
一
名
を
除
く
の
外
、
誰
ぞ
附
従
し
誰
ぞ
拿
獲
せ
ら
れ
誰

ぞ
鳥
鎗
に
中
り
て
斃
れ
、
誰
ぞ
縊
し
て
死
す
る
や
を
知
ら
ず
。
乃
ち
原

報
に
照
ら
し
て
概
そ
姓
名
を
開
し
、
後
に
以
て
考

（
（3（

査
に
憑
ら
し
む
。

泉
州
府
同
安
県
人

周
於　

林
昌　

陳
広　

陳
粧　

荘
金　

陳
楽　

王
星　

葉
祥　

陳
税

董
品　

葉
上　

顔
琴　

蔡
帝　　

王
漏　　

李
炎　　

許
易　　

蔡
祥
慶

陳
来　

荘
挙　

宋
貴　

林
昌　

蔡
安

泉
州
府
晋
江
県
人

黄
黨　

李
儎　

孫
沙　

柯
仁　

金
九　

林
敬　

謝
丕　

楊
前　

唐
民

黄
坐　

陳
魚　

高
宗　

王
祥　

薛
星　

王
賜　

林
文　

蔡
埔　

邱
全

陳
鏡　

温
田　

河
旦　

陳
故　

王
子　

方
浸　

林
明　

林
福　

林
搶

黄
宜

泉
州
府
南
安
県
人

陳
合　

李
毋　

福
安　

庄
智　
　

葉
異
孝　
　

洪
菁　

黄
機　

黄
可

卓
桃　

黄
昏

漳
州
府
龍
渓
県
人

方
浸　

洪
来　

珠
包　

許
添　

陳
文　

柯
盛　

汪
海　

欧
慵　

陳
虎

衛
採　

王
濶　

王
平　

林
栄　

施
和　

鄭
池　

康
罵　

魏
取　

鄭
田

王
狡　

黄
漢　

林
景
春　

珠
燦

泉
州
府
恵
安
県
人

李
福

泉
州
府
安
渓
県
人

陳
戦　

李
渓　

老
万

𠸄
人
一
名

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

咸
豊
二
年
（
一
八
五
二
）
八
月
初
三
日

注
＊
こ
の
文
書
は
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ウ
ン
号
事
件
の
関
連
文
書
で
あ
る
。
本
文
書
に
対

す
る
福
建
布
政
使
司
の
咨
覆
は
〔
一
九
三
―
一
〇
〕
で
あ
る
が
、
人
名
リ
ス
ト
は

〔
一
九
三
―
一
〇
〕
に
は
な
い
。

（
1
）
𠸄
国　

英
国
に
対
す
る
呼
称
。

（
2
）
崎
枝
の
洋
面　

石
垣
島
北
西
部
に
位
置
す
る
崎
枝
半
島
沖
の
こ
と
。
崎
洋
、

崎
枝
洋
と
も
い
う
。

（
3
）
開
洋　

開
は
離
れ
る
。
岸
を
離
れ
て
海
洋
へ
出
る
。
出
航
す
る
。

（
4
）
蔡
祥
慶　

泉
州
府
同
安
県
人
。

（
5
）
泉
州
府　

福
建
省
泉
州
府
。
現
在
は
泉
州
市
。
福
建
東
南
部
に
位
置
す

る
。
道
光
期
に
は
晋
江
県
等
五
県
と
厦
門
庁
が
属
し
た
。
泉
州
は
元
代
に

は
海
外
貿
易
港
と
し
て
栄
え
た
が
、
明
代
に
な
る
と
海
岸
線
が
後
退
し
、

代
わ
っ
て
福
州
や
厦
門
が
台
頭
し
た
。

（
6
）
同
安
県　

現
在
の
福
建
省
厦
門
市
同
安
区
。

（
7
）
晋
江
県　

泉
州
三
邑
（
晋
江
、
南
安
、
恵
安
）
の
首
邑
と
呼
ば
れ
る
晋
江

は
、
古
来
よ
り
経
済
、
軍
事
、
文
化
な
ど
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
南
は
海
を

挟
ん
で
金
門
島
に
面
し
て
い
る
。

（
8
）
南
安
県　

泉
州
府
の
南
部
、
金
門
島
に
臨
み
、
東
は
晋
江
県
、
西
は
安
渓

県
、
北
は
永
春
県
に
隣
接
す
る
。
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く
は
査
照
し
て
施
行
せ
ら
れ
よ
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

咸
豊
三
年
（
一
八
五
三
）
八
月
十
五
日

注
＊
本
文
書
は
〔
一
九
三
―
〇
九
〕
の
咨
覆
で
あ
る
。

（
1
）
貴
司
の
咨　
〔
一
九
三
―
〇
九
〕。

（
2
）
充　

校
訂
本
で
は
「
允
」
だ
が
〔
一
九
三
―
〇
九
〕
に
拠
り
「
充
」
と
し

た
。

（
3
）
一
百
八
十
員
名　

校
訂
本
で
は
「
一
百
八
十
三
員
名
」
だ
が
〔
一
九
三
―

〇
九
〕
に
拠
り
「
一
百
八
十
員
名
」
と
し
た
。

2-194-07
　
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
よ
り
福
建
布
政
使
司
あ
て
、
八
重
山
漂
着
の

中
国
人
苦
力
林
王
な
ど
一
百
五
名
を
福
州
へ
護
送
す
る
旨
の
咨
文

（
咸
豊
三
《
一
八
五
三
》、
八
、
十
五
）

琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）、
難
人
を
解
送
す
る
事
の
為
に
す
。

照
ら
し
得
た
る
に
、
咸
豊
三
年
五
月
十
一
日
、
貴

（
（（

司
の
咨
を
准
け
た
る
に

（
次
の
如
く
）
開し
る

せ
り
。

咸
豊
二
年
十
月
二
十
八
日
、
請
諭
の
正
使
王
舅
馬
克
承
・
副
使
の
正
議
大

夫
梁
必
達
等
の
稟
も
て
繳お
さ

め
た
る
王
世
子
の
咨
に
拠
る
に
（
次
の
如
く
）
開

せ
り
。

照
ら
し
得
た
る
に
、
咸
豊
二
年
三
月
二
十
三
日
、
本
国
属
島
の
八
重
山
地

方
官
の
報
に
拠
る
に
称
す
ら
く
「
咸
豊
二
年
二
月
十
九
日
、
𠸄
国
船
隻
、
本

島
の
崎
枝
の
洋
面
に
漂
到
す
る
有
り
。
走
り
て
暗
礁
に
上
り
、
正
に
危
急
に

在
れ
ば
、
該
𠸄
夷
、
即
ち
に
搭
駕
せ
る
中
国
人
三
百
八
十
名
・
𠸄
人
一
名
を

将
て
上
岸
せ
し
む
。
翌
朝
、
船
纔わ
ず

か
に
潮
に
随
い
て
礁
を
下
る
。
二
十
三
日

に
至
り
て
上
岸
の
人
等
を
捨
て
置
き
開
洋
し
て
去
れ
り
。

詢と

い
た
る
と
こ
ろ
、
難
人
蔡
祥
慶
等
の
口
称
に
拠
る
に
、
慶
等
は
福
建
泉

州
府
の
同
安
県
・
晋
江
県
・
南
安
県
・
恵
安
県
・
安
渓
県
、
汀
州
府
の
龍
江

県
、
漳
州
府
の
龍
渓
県
等
の
処
の
人
民
に
係
る
。
𠸄
国
に
往
き
て
生
理
を
為

さ
ん
と
し
て
該
船
に
搭
駕
す
。
咸
豊
二
年
二
月
初
一
日
、
厦
門
に
在
り
て

開
船
し
、
洋
に
在
り
て
風
に
遭
い
貴
島
に
漂
到
す
。
礁
に
上
り
て
危
険
な
れ

ば
、
慶
等
、
上
岸
し
て
其
の
礁
を
下
る
を
候ま

つ
。
乃し
か

る
に
𠸄
夷
、
慶
等
三
百

八
十
名
並
び
に
𠸄
人
一
名
を
将
て
島
に
置
き
て
開
去
せ
り
。
船
を
撥
し
て
護

送
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
懇
求
す
、
等
の
語
あ
り
。
即
ち
に
例
に
照
ら
し
て
館
に

発お
く

り
て
安
頓
せ
し
め
、
食
を
給
し
て
養
贍
せ
り
。
該
難
人
の
内
、
一
十
名
は

先
後
し
て
病
故
し
た
れ
ば
、
倶
に
経
に
棺
を
給
し
て
埋
葬
す
」
等
の
由
あ
り

て
前
来
す
。

随た
だ
ち即
に
聖
祖
仁
皇
帝
の
諭
旨
を
欽
遵
し
、
将
に
船
を
撥
し
て
該
難
人
等
を

護
送
し
て
閩
に
到
ら
し
め
ん
と
す
。
詎は
か

ら
ざ
る
も
、
四
月
二
十
日
に
於
て
、

又
、
該
地
方
官
の
報
に
拠
る
に
称
す
ら
く
「
三
月
十
六
・
十
八
等
の
日
、
𠸄

船
二
隻
先
後
し
て
島
に
到
る
有
り
。
随
い
で
来
歴
を
訪
ね
た
る
に
言
語
通
ぜ

ず
。
内
に
通
事
一
名
有
り
。
姓
は
羅
、
名
は
元
祐
、
即
ち
福
建
海
澄
県
の
人
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な
り
。
称
に
拠
る
に
、
該
難
人
等
は
前
月
、
𠸄
船
に
搭
駕
し
て
往
き
て
金
山

に
到
ら
ん
と
す
る
の
時
、
洋
に
在
り
て
船
主
・
水
梢
共
に
六
名
を
兇
殺
せ

り
。
是
を
以
て
厦
門
に
駐
箚
す
る
𠸄
官
は
、
船
二
隻
を
遣

（
（（

わ
し
て
島
に
到
り

て
拿
獲
し
て
罪
を
問
わ
ん
と
す
、
等
の
語
あ
り
。
即
ち
に
𠸄
人
四
十
余
名
、

兵
器
を
携
帯
し
上
岸
し
て
査
拿
す
る
有
り
。
当と
き

に
経
に
該
難
人
等
、
情
を
講

じ
て
𠸄
夷
に
附
従
す
る
者
一
十
八
名
、
擒
獲
せ
ら
る
る
者
五
名
、
鳥
鎗
に
中あ
た

り
て
斃
る
る
者
三
名
、
縊
死
す
る
者
二
名
あ
り
。
其
の
余
は
山
中
に
竄
躱
し

拿
捕
す
る
を
得
ず
。

該
通
事
羅
元
祐
、
本
官
に
告
げ
て
、
該
難
人
等
は
共
に
是
れ
奸
邪
の
匪
徒

な
れ
ば
、
必
ず
再ま

た
来
た
り
て
捕
獲
せ
ん
と
す
、
と
云
う
。
乃
ち
獲
ら
え
た

る
所
の
二
十
五
名
並
び
に
𠸄
人
一
名
を
将
て
両
隻
に
派
載
し
、
二
十
三
日
に

於
て
連

し
て
開
去
せ
り
。
該そ

の
山
中
に
竄
躱
せ
る
者
は
仍
ち
旧
館
に
来
た

り
て
居
住
す
。

本
官
、
即
ち
に
𠸄
夷
、
何
の
縁
故
有
り
て
此か
く

の
如
く
騒
擾
せ
る
や
と
問
う

に
、
答
え
て
云
う
。
前
月
、
洋
に
在
る
の
時
、
𠸄
夷
、
我
が
同
輩
の
病
を
患

う
者
二
人
を
将
て
海
中
に
抛
棄
し
た
れ
ば
、
我
等
三
、
四
十
人
、
忽
然
と
し

て
怒
り
を
発
し
船
主
・
水
梢
共
に
六
名
を
打
殺
せ
り
。
是
の
時
、
我
が
同
輩

五
名
も
亦
た
𠸄
夷
に
打
殺
せ
ら
る
。
今
、
𠸄
夷
、
専
ら
此
の
事
の
為
に
島
に

来
た
り
て
騒
擾
す
、
等
の
語
あ
り
。

嗣
い
で
四
月
初
四
日
に
於
て
、
又
、
𠸄
船
一
隻
、
島
に
到
り
て
五
十
七
名

を
拿
獲
す
る
有
り
。
其
の
余
は
山
中
に
竄
躱
し
拿
獲
す
る
を
得
ず
。
該
通

事
、
告
ぐ
る
に
再
た
来
た
り
て
拿
尽
せ
ん
と
す
る
を
以
て
す
。
乃
ち
獲
ら
え

た
る
所
の
五
十
七
名
を
将
て
原
船
に
載
せ
、
十
二
日
に
於
て
開
去
せ
り
。
該

の
竄
躱
せ
る
者
は
即
ち
に
山
中
よ
り
館
に
回
り
て
居
住
す
。
内
、
一
十
三
名

は
先
後
し
て
病
故
し
、
一
名
は
縊
死
し
た
れ
ば
、
倶
に
経
に
棺
を
給
し
て
埋

葬
せ
り
。
附
従
す
る
者
一
十
八
名
、
擒
獲
せ
ら
る
る
者
六
十
二
名
、
並
び
に

接
取
せ
る
𠸄
人
一
名
、
鳥
鎗
に
中
り
て
斃
る
る
者
三
名
、
縊
死
せ
る
者
三

名
、
前
後
し
て
病
故
せ
る
者
二
十
三
名
を
除
く
の
外
、
現
に
在
る
の
二
百
七

十
一
名
は
旧
に
仍
っ
て
収
養
せ
り
」
等
の
由
あ
り
て
前
来
す
。

査
す
る
に
、
該
難
人
等
は
実
に
天
朝
の
民
に
係
る
。
今
、
遠
く
海
島
に
在

り
て
郷
を
離
れ
る
こ
と
日
久
し
け
れ
ば
、
誠
に
憐
れ
む
べ
き
に
属
す
。
本
よ

り
応
に
早
き
に
及
ん
で
解
送
し
て
閩
に
到
ら
し
む
べ
し
。
但
だ
𠸄
夷
、
其
の

洋
に
在
り
て
𠸄
国
の
船
主
・
水
梢
等
を
打
殺
せ
ら
る
る
に
因
り
、
怒
り
を
含

み
て
怨
み
を
蓄
え
、
屢
々
経
に
船
を
遣
わ
し
島
に
到
り
、
或
い
は
之
を
擒と

ら

え
、
或
い
は
之
を
殺
し
、
其
の
山
中
に
竄
躱
す
る
者
は
、
告
ぐ
る
に
重
ね
て

来
た
り
て
拿
尽
せ
ん
と
す
る
を
以
て
す
。

且
つ
顧お
も

う
に
、
𠸄
夷
の
兇
暴
な
る
こ
と
非
常
に
し
て
、

呤
の
国
に
留

ま
り
て
よ
り
以
来
、
船
隻
往
来
し
、
常
に
隙
を
窺
い
事
を
滋お
こ

さ
ん
と
す
る
の

意
有
り
。
若
し
苟
且
に
船
を
撥
し
該
難
人
等
を
護
送
し
て
閩
に
到
ら
し
む
れ

ば
、
𠸄
夷
、
重
ね
て
来
た
る
の
と
き
、
其
の
命
に
違
う
を
以
て
怒
り
を
発
し

罪
を
加
え
て
禍
害
の
国
家
に
及
ぶ
を
深
く
恐
る
。
現
今
、
飭
し
て
衣
食
を
給

与
し
、
意
を
加
え
て
撫
恤
し
て
、
護
送
の
挙
を
将
て
暫
く
停
止
を
行
わ
し

む
。
統
べ
て
情
に
拠
り
て
督撫
両
院
に
転
詳
し
、
妥ほ
ど
よ為
く
査
辦
せ
し
め
、
敝
国

を
し
て
該
難
人
を
護
送
し
て
以
て
事
無
き
を
得
さ
し
め
ん
こ
と
を
祈
る
。
理
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と
し
て
合
に
咨
も
て
請
う
べ
し
。
査
照
し
て
施
行
せ
し
を
賜
覆
さ
れ
た
し
、

等
の
因
あ
り
て
司
に
到
る
。
此
れ
を
准
け
た
り
。

又
、
抄
片
も
て
行
査
す
る
事
の
為
に
す
。

咸
豊
二
年
十
一
月
初
十
日
、
前
総
督
部
堂
季
（
芝
昌
）
の
憲
箚
を
奉
け
た

る
に
（
以
下
の
如
し
）。

照
ら
し
得
た
る
に
、
本
部
堂
、
咸
豊
二
年
十
一
月
初
七
日
に
於
て
福
建
撫

部
院
王
（
懿
徳
）
と
会
同
し
、
附
片
も
て
具
奏
せ
る
と
こ
ろ
の
、
琉
球
国
王

世
子
、
使
を
遣
わ
し
て
咨
文
を
齎
到
せ
し
め
た
る
こ
と
、
閩
省
内
地
の
民
人

蔡
祥
慶
等
、
洋
に
在
り
て
琉
球
地
方
に
漂
収
し
て
安
頓
し
た
る
こ
と
、
𠸄
咭

唎
国
夷
船
の
前
往
し
て
六
十
余
人
を
拿
え
回
さ
る
る
こ
と
、
尚
お
二
百
余
人

は
該
国
に
寄
寓
す
る
有
る
こ
と
、
現
に
経
に
分
別
に
査
辦
し
つ
つ
あ
る
こ
と

の
各
縁
由
の
一
片
あ
り
。
硃
批
を
奉
到
す
る
を
俟
ち
て
另
に
録
し
て
飭
知
す

る
を
除
き
、
并
び
に
片
稿
・
原
咨
・
名
冊
を
抄
録
し
て
、
欽
差
大
臣
両
広
督

部
堂
に
飛
咨
し
、
粤
に
在
る
の
夷
酋
に
照
会
せ
し
め
、
厦
門
領
事
に
転
飭
し

て
迅
速
に
交
審
せ
し
む
。
及ま

た
興
泉
永
道
に
行め
い

じ
て
即す
み
や
か速
に
厦
防
同
知
を
督

同
し
、
𠸄
国
の
厦
に
在
る
の
領
事
巴
遘
士
に
照
会
し
、
条
約
に
遵
照
し
て
迅

や
か
に
前
に
琉
球
国
に
在
り
て
拿
え
回
り
た
る
の
閩
省
内
地
の
民
人
を
将
て

名
に
按
じ
て
交
出
せ
し
め
、
該
道
・
庁
等
の
公
を
秉
り
て
審
辦
す
る
を
聴
候

せ
し
め
、
並
び
に
抄
片
内
に
指
す
所
の
各
節
を
将
て
明
晰
に
実
に
拠
り
声
覆

し
て
核
辦
せ
し
む
べ
し
。
一
面
に
は
、
泉
州
府
及
び
同
安
・
晋
江
・
南
安
・

恵
安
・
安
渓
等
の
県
に
転
飭
し
、
一
体
に
該
民
人
等
は
平
日
家
に
在
り
て
実

在
、
是
れ
良
な
る
や
是
れ
匪
な
る
や
を
確
査
せ
し
め
、
各
該
族
房
の
保
隣
各

一
人
に
査
伝
し
、
切
実
の
供
結
を
訊
取
し
、
呈
送
し
て
通
詳
せ
し
む
べ
し
。

該
道
は
職も
っ
ぱら
夷
務
を
司
れ
ば
、
必
ず
須
ら
く
督
飭
し
て
認
真
に
査
辦
せ
し

め
、
稍や
や

も
泄
延
し
て
遷
就
す
る
に
任
せ
、
大
い
に
未
だ
便
な
ら
ざ
る
に
干か
か

わ

る
を
得
る
毋
か
ら
し
む
べ
し
。

曁ま

た
汀
漳
龍
道
に
行
じ
て
漳
州
府
龍
渓
県
に
転
飭
し
、
該
民
人
等
は
平
日

家
に
在
り
て
実
在
、
是
れ
良
な
る
や
是
れ
匪
な
る
や
を
確
査
せ
し
め
、
該
族

房
の
保
隣
各
一
人
に
査
伝
し
、
切
実
の
供
結
を
訊
取
し
、
呈
送
し
通
詳
し
て

核
辦
せ
し
む
べ
し
。
琉
球
国
よ
り
咨
送
せ
る
原
冊
に
開
造
せ
る
の
蘇
章
一
名

は
汀
州
府
の
龍
江
県
人
に
係
る
、
等
の
語
に
至
り
て
は
、
査
す
る
に
、
閩
省

汀
州
府
に
は
並た

え
て
龍
江
県
無
け
れ
ば
、
該
府
所
属
の
各
県
内
に
蘇
章
其
の

人
有
り
や
無
き
や
を
究
竟
せ
し
め
、
並
び
に
即
ち
に
分
飭
し
て
査
覆
せ
し
む

べ
し
。
並
び
に
福
臬
司
に
行
じ
て
一
体
に
飛
速
に
移
行
し
、
分
別
に
遵
照
し

て
辦
理
せ
し
む
べ
し
。
該
司
、
並
び
に
閩
省
総
局
・
司
道
に
移
し
、
夷
務
の

各
委
員
を
督
同
し
て
移
飭
し
て
査
照
せ
し
む
る
の
外
、
合
并
し
て
抄
片
も
て

行
知
す
。
牌
を
備
え
て
司
に
到
れ
ば
、
即
速
に
一
体
に
移
行
し
遵
辦
せ
し
め

よ
。
該
司
、
仍
お
此
の
案
を
査
訊
し
明
確
な
る
を
俟
ち
、
随
時
、
琉
球
国
王

世
子
に
咨
覆
し
て
査
照
せ
し
め
よ
。
遅
る
る
毋
か
れ
。
速
速
せ
よ
、
と
あ
り
。

又
、
巡
撫
部
院
王
（
懿
徳
）
の
批
を
奉
け
た
る
興
泉
永
道
の
具
稟
は
（
次

の
如
し
）。

奉
査
し
た
る
に
「
閩
省
の
民
人
蔡
祥
慶
等
、
洋
に
在
り
て
琉
球
地
方
に
漂

収
し
て
安
頓
し
た
る
こ
と
、
𠸄
咭
唎
国
の
船
の
前
往
し
て
六
十
余
人
を
拿
え

回
さ
る
る
こ
と
、
並
び
に
当
時
、
鎗
斃
・
縊
死
す
る
も
の
の
外
、
尚
お
二
百
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余
人
有
り
て
仍
お
琉
球
に
在
れ
ば
、
飭
し
て
即
ち
に
条
約
に
遵
照
し
て
𠸄
国

の
夷
酋
に
照
会
し
、
先
に
拿
え
回
り
た
る
の
人
を
将
て
交
出
せ
し
め
て
審
辦

し
、
一
面
に
は
各
節
を
査
照
し
て
明
晰
に
声
覆
せ
し
む
べ
し
」
等
の
因
あ

り
。
遵
い
て
経
に
道
よ
り
𠸄
領
事
巴
遘
士
に
照
会
し
て
査
復
せ
し
む
。

旋
い
で
復
称
に
拠
る
に
「
査
す
る
に
、
此
の
案
は
前さ
き

に
米
国
領
事
の
移
に

拠
る
に
称
す
ら
く
、
伊か

の
国
の
商
船
一
隻
の
船
主
曁
び
水
手
数
名
は
、
倶
に

船
に
搭
る
の
閩
人
に
兇
殺
せ
ら
る
。
後
に
経
に
罪
を
畏
れ
て
琉
球
地
方
に
逃

匿
し
た
れ
ば
、
厦
門
に
は
米
国
の
兵
船
無
き
に
因
り
、
𠸄
船
を
撥
派
し
て
前

赴
せ
し
め
、
代か

わ為
り
て
兇
手
を
追
擒
し
て
以
て
閩
省
に
転
交
し
審
辦
す
る
に

便
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
求
請
す
。
当と
き

に
経
に
前
領
事
の
蘇
は
、
戦
船
二
隻
を

特
派
し
、
琉
球
に
往
赴
し
て
逃
匿
せ
る
閩
人
数
十
名
を
拿
え
回
り
て
厦
に
到

ら
し
む
。
当
に
米
国
官
船
も
厦
に
来
た
る
有
り
。
経
に
𠸄
国
の
水
師
官
、
拿

え
回
り
た
る
閩
人
等
を
将
て
名
に
按
じ
て
交
代
し
明
白
な
ら
し
め
、
随
い
で

経
に
帯
び
て
粤
省
に
至
る
。
米
官
よ
り
章
程
に
依
照
し
、
華
官
に
転
交
し
て

審
辦
せ
し
む
、
と
あ
り
。
来
文
の
指
す
所
の
案
内
の
情
節
は
稽
査
す
る
に
従よ

る
無
し
。
煩ね
が

わ
く
は
米
国
官
員
に
向
い
て
査
詢
し
て
方は
じ

め
て
実
情
を
得
さ
し

め
ん
こ
と
を
」
等
の
語
あ
り
。

又
、
経
に
請
に
拠
り
て
米
国
領
事
裨
烈
利
に
照
会
し
去お

わ後
れ
り
。

茲
に
復
称
に
拠
る
に
「
按
ず
る
に
、
此
の
事
は
本
合
衆
国
に
属
す
る
に
係

り
、
𠸄
船
に
非
ざ
る
な
り
。
該
船
主
は
沿
海
に
在
り
て
閩
省
の
民
人
共
に
四

百
零
一
十
名
を
搭
せ
て
、
本
合
衆
国
金
山
地
方
に
往
き
て
工
と
作な

さ
し
め
ん

と
欲
す
。
詎い
ず
くん
ぞ
料は
か

ら
ん
、
船
、
洋
面
に
出
て
数
日
、
搭
せ
る
所
の
人
等
は

船
に
在
り
て
機
に
乗
じ
て
乱
を
作
し
、
船
主
一
名
・
舵
工
二
名
・
水
手
四
名

を
殺
死
す
る
と
は
。
共
に
七
名
に
係
る
。
後
に
殺
し
余の
こ

す
の
水
手
を
強
圧
し

て
舟
を
行
し
て
崎
枝
の
洋
面
に
至
り
、
暗
礁
に
走
り
上
る
の
時
、
衆お
お

く
の
閩

人
は
倶
に
各
々
逃
走
し
島
に
上
る
。
唯
だ
二
十
一
名
の
み
留
り
て
船
に
在

り
。
船
は
潮
に
随
い
て
礁
を
下
る
に
及
び
、
殺
し
余
す
所
の
水
手
は
乃
ち
機

に
乗
じ
、
並
び
に
留
ま
る
所
の
二
十
一
名
の
閩
人
を
載
せ
て
厦
に
転
ず
。
其

の
兵
船
は
崎
洋
の
海
島
に
到
り
て
諸
閩
人
を
拿
獲
し
、
経
に
帯
び
て
粤
省
に

往
く
有
り
。
本
合
衆
国
の
大
員
よ
り
、
章
程
に
依
照
し
て
審
辦
し
、
罪
を
定

め
た
る
十
八
名
は
華
官
に
交
す
る
を
除
く
の
外
、
余
は
皆
、
本
合
衆
国
の

兵
船
に
配
載
し
厦
に
到
り
て
田
里
に
放
ち
帰
ら
し
む
。
另
に
審
辦
す
る
所
の

情
節
は
、
粤
省
に
在
る
に
縁
り
て
本
領
事
は
詳
細
を
甚
だ
し
く
す
る
無
し
。

但
だ
思
う
に
、
此
の
案
は
粤
に
在
り
て
は
経
已
に
審
辦
し
定
着
し
た
れ
ば
、

則
ち
其
の
余
は
以
て
問
わ
ざ
る
べ
し
。
尚
お
留
ま
り
て
崎
枝
洋
の
海
島
に
在

る
所
の
人
は
、
或
い
は
琉
球
国
よ
り
船
を
配
し
て
載
せ
回
り
、
或
い
は
華
国

船
、
処
に
到
り
て
載
せ
回
る
も
倶
に
可
な
り
」
等
の
由
あ
り
て
前
来
す
。

伏
し
て
査
す
る
に
、
該
夷
酋
等
の
先
後
し
て
照
復
せ
る
各
情
は
、
琉
球
国

王
世
子
の
原
咨
と
逐
一
吻
合
す
る
こ
と
能
わ
ず
と
雖
も
、
其
の
大
概
の
情
形

を
核し

ら

べ
た
る
に
、
尚
お
大
い
に
相あ
い

剌
謬
す
る
に
は
至
ら
ず
。
該
夷
の
前
咨

に
、
拿
え
回
り
た
る
の
数
十
人
は
、
先
に
経
に
粤
省
に
帯
往
し
て
地
方
官
に

交
し
て
審
辦
せ
し
む
る
を
除
く
の
外
、
余
は
倶
に
厦
門
に
載
せ
回
り
釈
放
し

て
完
案
せ
り
。
其
の
現
に
琉
球
に
在
る
の
人
は
、
該
夷
、
亦
た
復
た
顧
み
て

問
わ
ず
。
惟た

だ
該
民
人
の
蔡
祥
慶
等
は
、
平
日
家
に
在
り
て
実
在
、
是
れ
良
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な
る
や
是
れ
匪
な
る
や
は
、
必
ず
須
ら
く
査
訊
し
て
明
確
に
し
、
方は
じ

め
て
核

実
を
昭
ら
か
に
す
べ
し
。
分
別
に
汀
漳
龍
道
・
泉
州
府
に
移
行
し
、
原
籍
の

各
県
に
分
飭
し
て
迅
即
に
族
保
・
隣
佑
に
査
伝
し
、
切
実
の
供
結
を
訊
取

し
、
呈
送
し
て
通
詳
し
察
辦
せ
し
む
る
を
除
く
の
外
、
合
に
査
詢
せ
る
情
形

を
将
て
稟
も
て
察
核
を
乞
う
べ
し
、
と
の
縁
由
あ
り
。

批
を
奉
け
た
る
に
「
査
す
る
に
、
現
に
琉
球
国
に
住と
ど

ま
る
の
内
地
の
民
人

蔡
祥
慶
等
は
、
既
に
米
国
の
夷
領
事
よ
り
前
情
を
移
覆
す
る
に
拠
り
、
該
民

人
等
は
是
れ
良
な
る
や
是
れ
匪
な
る
や
を
、
応
に
即
ち
に
船
を
配
し
て
載
せ

回
り
て
査
訊
し
辦
理
す
べ
し
。
其
の
前
に
𠸄
船
に
拿
え
回
さ
る
る
数
十
人
の

内
、
称
に
拠
る
に
、
十
八
名
は
粤
東
に
帯
往
せ
ら
れ
、
米
国
の
夷
官
よ
り
章

程
に
依
照
し
て
粤
省
に
転
交
し
、
審
辦
し
て
罪
を
定
め
し
む
。
其
の
余
は
船

を
配
し
て
厦
に
到
れ
ば
田
里
に
放
ち
帰
ら
し
む
べ
し
、
等
の
語
あ
り
。
応
に

移
咨
し
て
査
覆
せ
し
む
べ
き
や
否
や
は
、
司
に
仰め
い

じ
て
前
指
に
遵
照
せ
し

め
、
並
び
に
蔡
祥
慶
等
は
応
に
何
船
に
配
し
て
内
地
に
載
せ
回
す
べ
き
や
を

将
て
、
日
を
剋
し
て
心
を
悉つ

く
し
て
妥
議
し
、
通
詳
し
て
察
奪
せ
し
め
よ
。

一
面
に
各
道
府
に
移
行
し
、
各
籍
の
県
に
分
飭
し
て
族
隣
に
査
伝
し
、
切
結

を
訊
取
し
、
通
詳
し
て
核
辦
せ
し
め
よ
、
並
び
に
𠸄
船
の
載
せ
回
り
た
る
民

人
は
曾
て
厦
に
到
り
て
放
ち
回
ら
せ
る
や
否
や
を
査
明
し
、
覆
を
具
え
て
察

査
せ
し
め
よ
、
仍
お
督
部
堂
の
批
示
を
候
て
、
繳
す
、
稟
は
抄
発
す
」
と
あ

り
。
並
び
に
興
泉
永
道
の
移
を
准
け
た
る
に
、
前
因
に
同
じ
。
各
々
司
に
到

る
。
此
れ
を
奉
准
せ
り
。

復
た
経
に
両
院
憲
に
詳
請
し
、
欽
差
大
臣
両
広
督
部
堂
葉
（
名
琛
）
に
移

咨
し
て
転
飭
し
査
覆
せ
し
む
。
曁
び
興
泉
永
道
・
汀
漳
龍
道
に
分
移
し
、
各

籍
の
県
に
檄
飭
し
て
各
該
族
隣
に
査
伝
し
、
該
民
人
等
は
平
日
家
に
在
り
て

是
れ
良
な
る
や
是
れ
匪
な
る
や
を
訊
明
し
、
切
実
の
供
結
を
取
具
し
、
通
送

し
て
核
辦
せ
し
む
。
並
び
に
𠸄
船
の
載
せ
回
り
た
る
民
人
は
曾
て
厦
に
到
り

て
放
ち
回
ら
せ
る
や
否
や
を
査
明
し
、
覆
を
具
え
て
察
査
せ
し
む
。
曁
び
琉

球
国
は
現
に
何
項
の
便
船
の
、
以
て
着
し
て
内
地
の
民
人
蔡
祥
慶
等
を
将
て

載
せ
回
ら
し
む
る
に
堪
う
る
有
る
や
の
処
は
、
福
防
庁
に
飭
拠
し
て
詳
称
せ

し
め
た
る
と
こ
ろ
（
次
の
如
し
）。

札
を
奉
け
た
る
に
、
本
年
、
琉
球
国
は
何
項
の
便
船
の
閩
に
来
た
り
、
以

て
着
し
て
現い
ま

琉
球
に
住
ま
る
の
内
地
の
民
人
蔡
祥
慶
等
を
将
て
配
運
し
て
内

地
に
載
せ
回
り
て
審
辦
す
る
に
堪
う
る
こ
と
有
る
や
無
き
や
を
飭
査
せ
し

め
、
日
を
剋
し
て
妥
議
し
、
詳
覆
し
て
察
奪
せ
し
む
、
等
の
因
あ
り
。
正
に

飭
査
し
て
核
辦
せ
し
む
る
の
間
に
在
り
て
、
琉
球
の
請
諭
の
正
使
王
舅
馬
克

承
等
の
稟
に
拠
る
に
称
す
ら
く
「
切
か
に
上
年
二
月
二
十
三
日
、
𠸄
船
、
敝

国
の
八
重
山
島
の
洋
面
に
漂
到
す
る
有
り
。
船
内
の
難
民
三
百
八
十
名
・
𠸄

夷
一
名
は
上
岸
し
た
る
に
、
其
の
船
は
随た
だ
ち即
に
開
去
せ
り
。
敝
国
主
、
当た
だ
ち即

に
飭
査
せ
し
む
。
詢と

い
た
る
と
こ
ろ
、
難
人
蔡
祥
慶
の
供
称
に
拠
る
に
、
倶

に
福
建
の
漳
・
泉
各
属
の
人
氏
に
係
る
。
本
年
二
月
初
一
日
、
厦
門
に
在
り

て
搭
船
し
𠸄
国
に
開
往
し
貿
易
せ
ん
と
し
て
、
洋
に
在
り
て
風
に
遭
い
、
漂

流
し
て
此
に
至
れ
ば
護
送
せ
ん
こ
と
を
懇
求
す
、
等
の
語
あ
り
。
当
に
経
に

館
を
設
け
安
頓
し
て
撫
恤
せ
し
む
。
三
・
四
両
月
の
間
に
迨お
よ

ん
で
、
又
、
𠸄

船
三
隻
、
先
後
し
て
到
来
す
る
有
り
。
𠸄
夷
は
各
々
器
械
を
持
ち
て
岸
に
登
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る
こ
と
畳
次
、
拿
え
ら
る
る
難
民
八
十
余
名
を
船
に
載
せ
て
去
る
。
又
、
該

難
民
の
陸
続
と
し
て
病
故
せ
る
二
十
三
人
は
、
倶
に
棺
衾
を
給
し
て
葬
埋
す

る
の
外
、
現
に
在
る
の
二
百
七
十
一
名
は
、
理
と
し
て
合
に
船
に
配
し
て
護

送
す
べ
し
。
縁ち
な

み
に
該
通
事
羅
元
祐
の
云
う
に
拠
る
に
、
難
民
は
𠸄
夷
と
船

に
在
り
て
互
い
に
人
命
を
傷
つ
け
肇
衅
多
端
な
り
、
等
の
語
あ
り
。
若
し
遽に
わ

か
に
該
難
民
を
将
て
内
地
に
護
送
す
れ
ば
、
誠
に
恐
る
ら
く
は
、
𠸄
船
の
再

た
来
た
り
て
訪
拿
せ
ん
と
す
る
も
踪
無
け
れ
ば
勢
い
必
ず
憤
怒
し
、
球
国
は

擾
を
被
る
こ
と
益
々
甚
だ
し
か
る
べ
し
。
是
を
以
て
敝
国
主
は
先
に
咨
文
を

具
え
て
承
等
を
遣
わ
し
て
恭
し
く
齎
し
、
二
号
貢
船
に
搭
駕
し
て
閩
に
来
た

ら
し
め
、
呈
も
て
藩
憲
に
咨
を
給
す
る
を
詳
請
す
る
を
懇ね
が

い
て
案
に
在
り
。

復
た
行
に
臨
む
の
際
に
於
て
命
を
奉
け
た
る
に
諄
嘱
す
ら
く
、
閩
に
抵
る

の
後
、
当
に
護
送
を
准
さ
る
る
を
蒙
る
を
候
ち
て
、
即
ち
に
須
ら
く
法
を
設

け
、
船
を
購
い
て
梢
を
撥
し
咨
を
齎
し
、
先
に
趕い

そ

ぎ
回
る
を
行
い
て
、
以
て

辦
理
す
る
に
便
な
ら
し
む
る
を
准
さ
る
る
を
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
稟
請
す
べ

し
、
等
の
語
あ
り
。

蓋
し
八
重
山
島
は
王
府
と
離
隔
し
地
方
遙
遠
な
る
に
因
り
、
船
隻
、
相あ
い

去ゆ

く
は
一
年
の
間
に
惟
だ
二
・
三
月
内
の
東
北
の
風
汛
に
乗
ず
る
を
得
る
の
時

に
値
た
り
て
方
め
て
駕
し
て
該
島
に
抵
る
べ
し
。
伏
し
て
思
う
に
、
貢
船
は

向
に
夏
至
の
返
棹
に
係
る
。
若
し
此
の
時
、
回
国
す
る
の
後
を
俟
ち
て
始
め

て
将
に
該
島
に
撥
往
せ
ん
と
す
れ
ば
、
風
汛
も
て
行
き
難
く
、
恐
ら
く
は
本

秋
に
於
て
は
護
送
し
て
閩
に
来
た
る
に
及
ば
ざ
ら
ん
。
況
ん
や
該
難
民
の
人

数
甚
だ
多
け
れ
ば
、
久
し
く
海
隅
に
留
め
ん
か
、
瘠
土
の
区
た
れ
ば
祗た

だ
恐

る
ら
く
は
、
供
応
週あ
ま
ねか
ら
ず
、
殊
に
未
だ
便
な
ら
ざ
る
こ
と
多
か
ら
ん
。
承

等
、
館
に
在
る
の
各
官
は
、
再
四
籌
商
し
た
る
も
、
惟
だ
迅
や
か
に
咨
を
給

す
る
を
賜
わ
る
を
詳
請
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
籲
懇
す
る
有
る
の
み
。
並
び
に
船

隻
を
購
い
備
え
、
貢
船
上
の
海
道
を
熟
諳
す
る
の
水
梢
を
派
撥
し
、
咨
を
齎

し
趕
緊
に
回
国
せ
し
め
、
以
て
船
を
配
し
て
護
送
し
閩
に
抵
る
に
便
な
ら
し

む
る
を
允
准
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
乞
う
。
庶ね

が為
わ
く
は
妥
協
せ
ら
れ
ん
こ
と

を
。
派
撥
す
る
の
水
梢
の
花
名
・
人
数
を
将
て
另
に
造
冊
を
行
い
て
呈
送
す

る
を
除
く
の
外
、
合
に
亟す
み

や
か
に
情
を
瀝ひ
ら

い
て
稟
を
具
う
べ
し
。

伏
し
て
乞
う
ら
く
は
、
俯
し
て
転
詳
す
る
を
賜
わ
り
、
恩
も
て
迅
や
か
に

咨
を
給
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
並
び
に
承
等
、
船
を
購
い
て
趕
ぎ
回
り
、
以
て

護
送
し
て
閩
に
来
た
る
に
便
な
ら
し
む
る
を
准ゆ

る予
さ
れ
、
本
国
を
し
て
以
て

事
無
き
を
得
さ
し
め
ん
こ
と
を
懇
う
。
深
く
徳
便
為
る
べ
し
」
等
の
情
あ

り
。
転
詳
し
て
司
に
到
る
。

当
に
査
す
る
に
、
此
の
案
は
先
に
琉
球
国
中
山
王
世
子
の
移
咨
を
准
け
、

即
ち
に
経
に
情
に
拠
り
て
詳
し
た
れ
ば
、
前
督
憲
よ
り
分
別
に
飭
査
せ
し

め
、
並
び
に
欽
差
大
臣
両
広
督
部
堂
に
移
咨
し
、
夷
酋
に
咨
詢
せ
し
め
、
閩

に
覆
し
て
遵
辦
せ
し
め
、
並
び
に
漂
収
・
査
辦
す
る
の
各
縁
由
を
将
て
附
片

も
て
奏
明
す
る
を
奉
じ
て
案
に
在
り
。

嗣
い
で
経
に
興
泉
永
道
よ
り
米
国
領
事
に
照
会
し
て
査
覆
せ
し
め
た
る
と

こ
ろ
、
現い

ま

、
琉
球
に
住と
ど

ま
る
の
人
は
、
或
い
は
琉
球
国
よ
り
配
船
し
て
載
せ

回
る
も
、
或
い
は
華
国
よ
り
船
を
遣
わ
し
て
往
載
す
る
も
倶
に
可
な
り
、
等

の
情
あ
り
。
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稟
も
て
前
督
憲
の
批
を
奉
け
た
る
局
の
核
議
に
、
省
局
司
道
よ
り
司
に
移

し
、
琉
球
国
に
は
現
に
何
項
の
便
船
の
、
以
て
着
し
て
内
地
の
民
人
蔡
祥
慶

等
を
将
て
載
せ
回
ら
し
む
る
に
堪
う
る
有
る
や
の
処
を
査
明
せ
し
め
、
咨
も

て
案
に
帰
し
、
核
議
し
て
詳
辦
せ
し
め
ん
こ
と
を
請
う
、
等
の
因
あ
り
。

又
、
経
に
福
防
庁
に
檄
飭
し
て
確
査
せ
し
め
、
本
年
、
琉
球
国
は
何
項
の

便
船
の
閩
に
来
た
り
て
、
以
て
着
し
て
内
地
の
民
人
蔡
祥
慶
等
を
将
て
載
せ

回
り
審
辦
す
る
に
堪
う
る
こ
と
有
る
や
無
き
や
、
日
を
剋
し
て
妥
議
し
、
詳

覆
せ
し
め
去お

わ後
れ
り
。

茲
に
該
庁
の
詳
に
拠
る
に
（
次
の
如
し
）。

該
夷
使
の
稟
に
拠
る
に
称
す
ら
く
「
八
重
山
島
は
王
府
と
離
隔
し
地
方
遙

遠
な
れ
ば
、
船
隻
往
来
す
る
に
風
汛
は
只
だ
二
・
三
両
月
の
内
に
在
り
て
方

め
て
駕
し
て
該
島
に
抵
る
べ
し
。
貢
船
の
返
棹
に
至
り
て
は
、
向
に
夏
至
に

係
る
。
若
し
此
の
時
、
回
国
す
る
の
後
を
俟
ち
て
始
め
て
該
島
に
撥
往
す
る

を
行
わ
ば
、
風
汛
も
て
行
き
難
く
、
恐
ら
く
は
本
秋
に
於
て
は
護
送
す
る
に

及
ば
ざ
ら
ん
。
咨
を
給
す
る
を
詳
請
し
、
並
び
に
船
隻
を
購
い
備
え
、
以
て

水
梢
を
派
撥
し
、
先
に
咨
を
齎
し
趕い
そ

ぎ
回か
え

る
を
行
う
に
便
な
ら
し
め
、
該
民

人
等
を
将
て
船
を
配
し
て
以
て
秋
の
間
に
接
貢
船
隻
に
随
同
し
、
護
送
し
て

閩
に
来
た
る
に
便
な
ら
し
む
る
を
准
さ
れ
ん
こ
と
を
懇こ
い
ね
が乞
う
」
と
あ
り
。
応

に
俯
し
て
請
う
所
の
如
く
辦
理
し
、
以
て
稽
遅
す
る
を
免
れ
し
め
て
体
恤
を

示
す
べ
き
に
似
た
り
、
と
あ
り
。

該
庁
に
飭
し
て
、
迅
や
か
に
該
夷
使
の
購
い
備
え
る
何
項
の
船
隻
を
将

て
、
派
撥
す
る
の
水
梢
の
姓
名
・
人
数
と
同
に
、
日
を
剋
し
て
冊
を
造
り
結

を
取
り
て
詳
送
す
る
を
除
く
の
外
、
合
に
就
ち
に
文
を
具
え
て
詳
請
せ
し
む

べ
し
。
批
示
を
察
核
し
て
以
て
咨
を
給
し
、
備
に
該
国
王
世
子
に
移
し
て
査

照
せ
し
む
る
に
便
な
ら
し
む
れ
ば
、
実
に
公
便
と
為
す
、
等
の
由
あ
り
。

詳
も
て
兼
署
総
督
部
堂
王
（
懿
徳
）
の
批
を
奉
け
た
る
に
、
詳
に
拠
り
て

已
に
悉し

れ
り
、
仰た
の

む
ら
く
は
即
ち
に
咨
を
給
し
、
備
に
琉
球
国
王
世
子
に
移

し
て
査
照
せ
し
め
よ
、
一
面
、
福
防
庁
に
飭
し
て
迅
や
か
に
該
夷
使
の
購
い

備
え
る
何
項
の
船
隻
を
将
て
、
派
撥
す
る
の
水
梢
の
姓
名
・
人
数
と
同
に
、

日
を
剋
し
て
冊
・
結
を
取
造
し
て
詳
辦
せ
し
め
よ
、
遅
る
る
毋
か
れ
、
仍
お

撫
部
院
衙
門
の
批
示
を
候ま

て
、
繳か
え

す
、
と
あ
り
。

又
、
巡
撫
部
院
王
（
懿
徳
）
の
批
を
奉
け
た
る
に
、
詳
の
如
く
辦
理
せ
し

め
よ
、
仍
お
督
部
堂
衙
門
の
批
示
を
候
て
、
繳
す
、
各
等
の
因
あ
り
。
此
れ

を
奉
け
た
り
。
并
び
に
福
防
庁
の
詳
報
に
拠
る
に
、
該
夷
使
の
購
買
せ
る
梁

士
快
の
商
船
一
隻
は
、
派
撥
す
る
の
水
梢
の
姓
名
と
同
に
冊
を
造
り
て
呈
送

す
、
と
あ
り
て
前
来
す
。

合
に
就
ち
に
移
咨
す
べ
し
。
請ね

が煩
わ
く
は
、
査
照
し
て
迅
や
か
に
八
重
山

島
に
漂
収
す
る
の
内
地
の
民
人
蔡
祥
慶
等
二
百
七
十
一
名
を
将
て
、
向
例
に

遵
照
し
て
官
を
撥
し
、
護
送
し
て
閩
に
来
た
ら
し
め
て
審
辦
せ
し
め
ん
こ
と

を
。
望
む
こ
と
切
な
り
。
速
や
か
な
る
を
望
む
、
等
の
因
あ
り
。
国
に
到

る
。
此
れ
を
准
け
た
り
。

遵
い
て
即
ち
に
員
役
を
派
撥
し
、
船
に
駕
し
て
八
重
山
島
に
前
往
し
、
該

難
人
等
を
将
て
向
例
に
遵
照
し
辦
理
し
て
護
送
せ
し
む
。

惟
だ
是
れ
該
難
人
等
の
漂
収
し
て
島
に
到
る
は
、
原
共
三
百
八
十
名
、
又
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𠸄
夷
一
名
な
り
。
内
、
経
に
報
じ
た
る
の
先
後
し
て
拿
え
回
り
た
る
難
人
八

十
名
、
接
回
せ
る
𠸄
夷
一
名
、
鎗
斃
・
縊
死
す
る
も
の
六
名
、
病
故
す
る
も

の
二
十
三
名
は
、
倶
に
経
に
棺
を
給
し
収
埋
す
る
を
除
き
、
又
、
大
疫
流
行

し
て
先
後
し
て
身
故
す
る
者
、
顔
退
・
劉
坡
・
蔡
松
・
陳

（
（（

木
・
劉
悪
・
石

黨
・
程
狡
・
曾
興
・
許
樹
・
頼
沢
・
黄
義
・
盧
発
・
楊
東
・
蔡
採
・
黄
成
・

林
木
・
呂
白
・
林
忠
・
周
守
・
郭
有
・
林
添
・
蔡
大
・
陳
河
・
胡

（
（（

朝
・
黄

陀
・
林
丁
・
李
湿
・
柯
団
・
邱
樹
・
柯
器
・
洪
進
・
伝
春
・
許
好
・
董
耳
・

処
栄
・
李
坊
・
陳
進
・
黄
自
・
林
周
・
王
海
・
王
所
・
曾
欽
・
王
鏡
・
呉

集
・
呉
杞
・
鄭
年
・
黄
車
・
張
明
・
頼
生
・
彭
能
・
林
本
・
黄
喜
・
呉
路
・

呉
河
・
葉
遠
・
黄
宙
・
陳
帝
・
陳
翁
・
高
六
・
梁
乞
・
陳
両
宜
・
巌
元
・
蘓

財
・
孫
味
・
張
江
・
洪
老
・
林
風
・
王
発
・
陳
哖
・
顔
闘
・
荘
勇
・
何
福
・

呉
天
・
長
生
・
陳
合
・
荘
成
・
王
成
・
李
鑾
・
張
束
・
安
約
・
陳
狡
・
蔡

星
・
李
二
・
張
敬
・
李
园
・
鄭
終
・
黄
安
・
王
才
・
呉
怍
・
黄
闖
・
許
興
・

蔡
益
等
の
九
十
二
名
、
先
後
し
て
縊
死
す
る
者
、
鄭
徳
成
・
黄
摻
・
盧
忠
・

黄
有
等
の
四
名
は
倶
に
経
に
棺
を
給
し
て
収
埋
す
る
を
除
く
の
外
、
現
に
在

る
の
林
王
等
の
一
百
七
十
五
名
は
人
数
衆あ

ま
た多
な
れ
ば
、
必
ず
須
ら
く
海
船
二

隻
を
派
撥
し
て
分
匀
し
て
配
載
し
、
以
て
擁

（
（（

擠
す
る
を
免
る
べ
し
。

茲
に
特
に
都
通
事
の
鄭

（
（（

嘉
政
等
を
遣
わ
し
、
梢
役
を
率
領
し
て
該
難
人
林

王
等
一
百
五
名
を
将
て
海
船
一
隻
に
駕
坐
し
、
前
み
て
閩
省
に
詣
ら
し
む
。

統
べ
て
例
に
照
ら
し
て
題
明
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
祈
る
。
希
わ
く
は
来
船
の

員
伴
を
将
て
館
駅
に
安
頓
せ
し
め
、
事
務
の
完
竣
す
る
を
俟
ち
て
、
来
夏
の

早
汛
に
於
て
原
船
に
坐
駕
し
て
遣
発
し
、
返
棹
す
る
を
准
さ
れ
ん
こ
と
を
。

則
ち
航
海
の
末
員
は
驚
濤
の
虞お
そ
れを
免
る
る
を
得
る
に
庶ち
か

か
ら
ん
。

此
の
次た
び

、
貴
司
曁
び
両
院
、
仰
い
で
皇

（
（（

上
の
藩
服
を
懐
柔
す
る
を
体
し
、

向
例
に
照
ら
し
て
船
を
撥
し
て
送
り
回
す
を
准
さ
る
る
を
渥
く
荷
か
た
じ
け
なく
す
。

又
、
俯
し
て
使
臣
の
請
う
所
の
如
く
、
閩
に
就
き
て
船
を
購
い
、
咨
を
齎

ら
し
て
先
に
回
ら
し
め
、
時
に
乗
じ
て
護
送
す
る
を
得
さ
し
め
、
以
て
惶
恐

の
憂
を
免
が
る
る
を
蒙
り
、
実
に
深
く
感
戴
せ
り
。
此
に
附
し
て
咨
も
て
謝

し
、
合
に
就
ち
に
移
知
す
べ
し
。
此
れ
が
為
に
備
に
貴
司
に
咨
す
。
請
煩
わ

く
は
査
照
し
て
代
わ
り
て
両
院
に
転
詳
す
る
を
為
し
て
、
以
て
謝
悃
を
伸
べ

ら
れ
ん
こ
と
を
。
並
び
に
該
難
人
等
を
将
て
査
収
し
て
施
行
せ
ら
れ
よ
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

咸
豊
三
年
（
一
八
五
三
）
八
月
十
五
日

注
＊
本
文
書
は
〔
一
九
三
―
一
〇
〕
へ
の
回
答
の
咨
文
で
あ
る
。

（
1
）
貴
司
の
咨　
〔
一
九
三
―
一
〇
〕。

（
2
）
遣　

校
訂
本
は
「
遺
」
と
す
る
が
、
台
湾
本
は
「
遣
」。

（
3
）
陳
木　

校
訂
本
は
「
陳
木
」、
台
湾
本
は
「
陳
本
」。

（
4
）
胡
朝　

校
訂
本
は
「
胡
朝
」
と
す
る
が
、
台
湾
本
は
「
故
朝
」。

（
5
）
擁
擠　

群
集
が
お
し
あ
う
。
雑
踏
す
る
。
こ
み
あ
う
。

（
6
）
鄭
嘉
政　

外
間
里
之
子
親
雲
上
か
。
咸
豊
三
年
の
護
送
都
通
事
。『
宝
案
』

で
は
道
光
二
十
四
年
の
管
船
火
長
（
巻
一
七
八
）、
同
治
三
年
の
結
状
で
正

議
大
夫
（
第
三
集
巻
一
〇
）
と
し
て
も
名
が
み
え
る
が
同
一
か
。

（
7
）
皇
上
の
藩
服　

皇
帝
の
治
め
る
遠
隔
の
地
。
こ
こ
で
は
琉
球
王
国
。
皇
上

は
皇
帝
に
対
す
る
尊
称
、
敬
称
。
藩
服
は
九
服
（
周
代
、
王
城
を
中
心
と
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咸
豊
三
年
（
一
八
五
三
）
八
月
十
五
日

注
＊
本
文
書
は
〔
別
鎌
―
一
七
〕
の
咨
覆
で
あ
る
。
語
注
は
〔
別
鎌
―
一
七
〕
参
照
。

（
1
）	
貴
司
の
咨　
〔
別
鎌
―
一
七
〕。

（
2
）	

荼
毒　

害
毒
。

（
3
）	

苦
喚　

苦
し
ん
で
わ
め
く
こ
と
。

（
4
）	

松
江
府　

江
蘇
省
の
う
ち
。
長
江
河
口
南
岸
に
位
置
す
る
。
現
在
の
上
海

市
の
一
部
。

（
5
）	

銭
文
琦　

咸
豊
三
年
（
一
八
五
三
）
に
ア
メ
リ
カ
船
で
来
航
し
、
ベ
ッ

テ
ル
ハ
イ
ム
と
同
居
し
て
通
訳
を
つ
と
め
た
中
国
人
。
咸
豊
四
年

（
一
八
五
四
）
七
月
に
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
一
家
と
と
も
に
琉
球
を
去
っ
た
。

な
お
、『
伯
徳
令
其
他
往
復
文
』（
沖
縄
県
立
図
書
館
東
恩
納
寛
惇
文
庫
）

に
、
咸
豊
三
年
五
月
二
十
八
日
付
け
那
覇
地
方
官
宛
て
の
書
簡
が
あ
り
、

「
松
江
府
学
廩
膳
生
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）	

金
善
明　

銭
文
琦
と
と
も
に
咸
豊
三
年
に
来
航
し
た
中
国
人
通
訳
。

（
7
）	

謀
を
同
に
し
て　

共
同
謀
議
し
て
、
の
意
。

（
8
）	

疆
圉　

疆
は
土
地
（
領
土
）
の
境
界
、
圉
は
く
に
ざ
か
い
の
辺
境
地
帯
。

内
外
の
境
界
、
国
境
。

（
9
）	

宗
祊　

宗
は
祖
先
の
み
た
ま
や
、
祖
先
、
お
お
も
と
。
祊
は
廟
（
み
た
ま

や
）
の
門
内
で
先
祖
を
祀
る
祭
り
。
宗
廟
。

別鎌 -19
　
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
よ
り
福
建
布
政
使
司
あ
て
、被
理
（
ペ
リ
ー
）

艦
隊
の
琉
球
来
航
の
経
緯
と
米
英
人
の
動
向
（
貯
炭
所
の
開
設
、
首
里

城
へ
の
入
城
、
伯
徳
令
と
の
往
来
等
）
に
つ
い
て
報
告
し
、
逗
留
米
英

人
の
退
去
方
に
付
き
救
援
を
乞
う
旨
の
咨
文

（
咸
豊
三
《
一
八
五
三
》、
九
、
十
九
）

琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）、
咨
請
す
る
事
の
為
に
す
。

照
ら
し
得
た
る
に
、
咸
豊
三
年
四
月
十
九
、
二
十
一
、
二
十
三
等
の
日

に
、
亜

（
（
（

美
理
堅
の
提
督
、
火

（
（
（

輪
船
一
隻
に
坐
駕
し
、
兵

（
（
（

船
四
隻
を
率
同
し

て
、
先
後
し
て
国
に
到
る
有
り
。
随
即
に
官
に
委
し
て
来
歴
を
訪
ね
問
わ
し

む
る
に
、
通
事
の
口
称
に
拠
る
に
、
本
船
は
亜
美
理
堅
の
欽
差
大
臣
兼
水
師

提
督
被

（
（
（

理
の
坐
す
る
所
に
係
る
。
其
の
余
の
四
隻
は
、
其
の
属
官
の
坐
す
る

所
に
係
る
。
本
月
初
十
日
、
上
海
県
に
在
り
て
一
斉
に
開
船
し
、
直
ち
に
貴

国
に
到
る
。
現
在
、
各
船
の
一
切
の
日
用
の
物
件
は
、
特
に
脚
船
を
撥
し
て

開
単
し
て
需
索
す
れ
ば
、
必
ず
遅
滞
し
て
便
な
ら
ざ
る
有
り
。
小
官
五
、
六

名
を
し
て
上
岸
し
て
寄
居
せ
し
め
、
以
て
物
件
を
備
辦
す
る
に
便
な
ら
し
め

ん
こ
と
を
乞
う
。
事
は
提
督
大
人
の
鈞
諭
に
関
わ
る
、
等
の
由
あ
り
。
随つ

い

で
著
し
て
其
の
寄
居
す
る
を
辞
せ
し
む
る
も
、
該
提
督
は
聴
従
す
る
を
肯が
え
んぜ

ず
。
乃す
な
わち
二
十
三
日
に
於
て
、
強
い
て
小
官
三
名
を
し
て
上
岸
し
て
居
住
せ

し
む
。

嗣つ

い
で
提
督
の
啓
称
に
拠
る
に
、
本
月
三
十
日
を
定
め
て
官
兵
を
携
帯

史料　g-1 『歴代宝案』〔別鎌-19〕

owner
下線

owner
下線



－ 439 －

咈𠸄唖三国情状（別鎌）

し
、
進
み
て
王
宮
に
到
り
て
大
臣
と
面
会
し
、
以
て
物
件
を
備
辦
す
る
の
謝

を
鳴
せ
ん
と
す
、
等
の
由
あ
り
。
当
即
に
官
に
飭
し
て
文
を
具そ
な

え
、
他
の
公

廨
に
在
り
て
相あ

い
会
し
鳴
謝
す
る
を
懇
請
せ
し
む
る
も
、
該
夷
は
大
い
に
怒

り
て
允ゆ
る

さ
ず
。
三
十
日
に
至
り
て
、
果
た
し
て
兵
卒
を
提ひ
き

い
て
浩

（
（
（

浩
蕩
蕩
と

し
て
擅ほ
し
い
ま
ま自に
宮
中
に
闖

（
（
（

進
す
。
敝
国
は
力
の
支ふ
せ

ぐ
べ
き
無
け
れ
ば
、
乃す
な
わち
大

臣
に
着
し
て
該
夷
と
相あ

い
会
せ
し
む
。
既
に
謝
礼
を
行
い
、
又
、
告
ぐ
る

に
、
和
を
通
じ
好よ
し
みを
結
ぶ
を
以
て
す
。
随
即
に
由
を
具
え
て
請
辞
す
れ
ば
、

該
夷
は
黙
然
と
し
て
兵
を
引ひ
き

い
て
帰
る
。

五
月
二
十
二
日
、
又
、
亜
船
二
隻
到
来
す
。
一
船
に
は
華
人
二
名
を
搭
有

し
、
擅ほ
し
い
ま
ま自に
上
岸
し
て
ｍ
ｎ
呤
と
一
室
に
同
居
す
。
該
船
二
隻
は
未
だ
幾
ば

く
な
ら
ず
し
て
回
り
去
け
り
。

五
月
二
十
五
、
二
十
六
等
の
日
に
至
り
て
、
該
提
督
の
船
は
原
船
三
隻
を

率
同
し
、
先
後
し
て
開
去
す
る
も
、
乃し

か

る
に
一
隻
を
留
め
て
国
に
在
ら
し
む
。

六
月
二
十
、
二
十
二
等
の
日
に
至
り
て
、
該
提
督
の
船
は
原
船
二
隻
を
率

同
し
て
先
後
し
て
再
び
来
た
る
。
一
船
は
駛
し
て
何
れ
の
処
に
去ゆ

く
や
を
知

ら
ず
。

旋つ

い
で
提
督
の
啓
称
に
拠
る
に
、
小
官
の
居
る
所
の
近
辺
に
於
て
、
厰

（
（
（

一

間
を
起
こ
し
て
煤

（
（
（

炭
を
収
蔵
し
、
又
、
貴
国
の
各
様
の
土
布
・
漆
器
・
磁
器

等
の
物
を
収
買
す
る
を
准
さ
れ
ん
こ
と
を
乞
う
、
等
の
由
あ
り
。
随
い
で
着

し
て
文
を
具
え
て
請
辞
せ
し
む
る
も
、
該
提
督
は
艴

（
（
（

然
と
し
て
大
い
に
怒

り
、
乃す
な
わち
云
う
。
倘も

し
請
う
所
を
允ゆ
る

さ
ざ
れ
ば
直
ち
に
王
宮
に
入
り
、
親み
ず
から

国
王
に
見ま
み

え
て
陳

（
（1
（

請
す
べ
し
、
と
。
意
は
必
ず
行
う
に
在
り
。
敝
国
は
法

（
（1
（

と

し
て
施
す
べ
き
無
け
れ
ば
、
暫
く
着
し
て
准
行
せ
し
む
。
二
十
七
日
に
至
り

て
、
該
提
督
の
船
は
原
船
二
隻
を
率
同
し
、
放
洋
し
て
回
り
去
け
り
。

七
月
初
二
日
、
又
、
亜
船
一
隻
有
り
。
煤
炭
を
装
運
し
て
厰
内
に
収
蔵

し
、
未
だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
開
去
せ
り
。

七
月
初
六
日
、
又
、
亜
国
の
火
輪
船
一
隻
到
来
す
る
有
り
。
十
六
日
に
於

て
、
開
洋
し
て
回
り
去
け
り
。
留
ま
る
所
の
亜
船
一
隻
は
、
訪
ね
聞
き
た
る

に
、
近
日
開
洋
し
て
回
り
去
か
ん
と
す
。
即
ち
飭
し
て
船
に
在
る
の
亜
官

に
、
留
む
る
所
の
小
官
三
名
を
携
帯
し
一
同
に
回
り
去
か
ん
こ
と
を
懇
請
せ

し
む
る
も
、
該
官
は
聴
従
す
る
を
肯が
え
んぜ
ず
し
て
、
却
て
称
す
ら
く
、
提
督
は

曽
て
命
ず
る
有
り
、
仍よ

っ
て
亜
人
八
名
・
華
人
四
名
を
将
て
上
岸
し
加

（
（1
（

留
せ

し
む
、
と
。
八
月
二
十
九
日
に
于
て
、
開
船
し
て
回
り
去
け
り
。
現
に
今
、

一
十
五
名
は
国
に
留
ま
り
て
未
だ
回
ら
ず
。

査
す
る
に
、
該
亜
国
の
提
督
は
兵
船
数
隻
を
率
同
し
、
意
に
任
せ
て
往
来

し
、
遂
に
小
官
等
を
し
て
上
岸
し
て
寄
居
せ
し
む
。
併
び
に
一
厰
を
起
こ

し
、
煤
炭
を
収
貯
す
。
甚
だ
し
き
に
至
り
て
は
、
事
に
託
し
て
宮
に
入
り
、

且
つ
𠸄
人
の
ｍ
ｎ
呤
と
往
来
し
て
絶
え
ず
。
其
の
心
は
以
て
窺
測
し
難
し
。

日
後
、
其
の
凶
暴
如
何
な
る
や
を
知
ら
ず
。
憂
慮
深
切
に
し
て
寝
饋
安
ん
じ

難
し
。

現
在
、
該
ｍ
ｎ
呤
は
尚
お
未
だ
撤
回
せ
ず
。
屢し

ば
し
ば々

経す
で

に
咨
請
し
て
煩

（
（1
（

擾
せ

し
む
る
も
、
而し
か

も
又
、
此
れ
が
為
に
籲

（
（1
（

請
す
る
は
深
く
恐
懼
た
り
。
但た

だ
敝

国
は
海
隅
に
僻
処
す
れ
ば
、
全
く
天
朝
の
徳
威
に
仗た
よ

り
て
永
く
大
平
を
享
け

ん
と
す
。
今
、
已
に
此か
く

の
如
け
れ
ば
、
固も
と

よ
り
以
て
委
曲
哀
請
し
て
其
の
救
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援
を
求
め
ざ
る
を
得
ず
。

統す

べ
て
祈
る
ら
く
は
、
貴
司
、
情
に
拠
り
て
督撫
両
院
に
転
詳
し
、
妥ほ
ど
よ為
く

査
辦
せ
し
め
、
亜
酋
に
告
諭
し
て
迅
や
か
に
船
隻
を
撥
し
、
小
官
等
一
十
五

名
を
接
取
し
て
回
籍
せ
し
め
、
敝
国
を
し
て
以
て
安
靖
を
得
せ
し
め
ん
こ
と

を
。茲

に
接
貢
の
閩
に
入
る
に
際あ
た

り
、
理
と
し
て
合
に
咨
請
す
べ
し
。
此
れ
が

為
に
備つ
ぶ
さに
貴
司
に
咨
す
。
請ね

が煩
わ
く
は
、
査
照
し
て
施
行
せ
ら
れ
よ
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

咸
豊
三
年
（
一
八
五
三
）
九
月
十
九
日

注
＊
ペ
リ
ー
の
最
初
の
那
覇
来
航
に
つ
い
て
は
『
評
定
所
文
書
』
一
五
〇
一
号
「
亜

船
来
着
ニ
付
那
覇
ニ
而
之
日
記
」
な
ど
を
参
照
の
こ
と
（『
沖
縄
県
史
料　

前
近

代
２　

ペ
リ
ー
来
航
関
係
記
録
１
』（
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
二
年
）
所

収
）。

（
1
）	

亜
美
理
堅
の
提
督　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
提
督
。
ペ
リ
ー
提
督
の
こ
と
。

（
2
）	

火
輪
船
一
隻　

蒸
気
船
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
ペ
リ
ー
艦
隊
の
旗
艦
サ
ス
ケ

ハ
ナ
号
。

（
3
）	

兵
船
四
隻　

ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
号
、
サ
プ
ラ
イ
号
、
カ
プ
リ
ー
ス
号
、
ブ
レ

ン
ダ
号
。

（
4
）	

被
理　

ペ
リ
ー
。
マ
シ
ュ
ー
・
カ
ル
ブ
レ
イ
ス
・
ペ
リ
ー
（M

athew
 

Calbraith Perry

）。
彼
理
と
も
。
一
七
九
四
～
一
八
五
八
年
。
米
国
東

イ
ン
ド
艦
隊
司
令
官
。
日
本
開
国
交
渉
の
た
め
特
命
全
権
大
使
と
し
て
、

一
八
五
三
年
五
月
、
兵
船
四
隻
を
率
い
て
那
覇
に
来
航
。
七
月
に
は
江
戸

湾
へ
向
か
っ
た
。
そ
の
間
、
小
笠
原
調
査
、
首
里
城
強
行
訪
問
を
行
っ
て

い
る
。
五
四
年
三
月
に
日
米
和
親
条
約
、
そ
の
後
琉
米
修
好
条
約
を
締
結

し
た
。 

五
四
年
七
月
に
帰
国
す
る
ま
で
、
ペ
リ
ー
艦
隊
は
五
度
も
那
覇
に

寄
港
し
、
日
本
・
琉
球
と
の
条
約
交
渉
の
基
地
と
し
て
利
用
し
た
。
な
お

五
四
年
七
月
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
は
ペ
リ
ー
艦
隊
と
と
も
に
帰
国
し
た
。

（
5
）	

浩
浩
蕩
蕩　

大
規
模
で
勢
い
の
よ
い
こ
と
。
止
め
よ
う
の
な
い
勢
い
。

（
6
）
闖
進　

突
然
現
れ
て
不
法
に
進
入
し
て
く
る
。
急
に
入
る
。
闖
入
す
る
。

（
7
）	

厰
一
間　

厰
は
倉
庫
。
石
炭
貯
蔵
庫
。
天
久
寺
近
く
に
建
て
ら
れ
た
。「
亜

船
来
着
ニ
付
那
覇
ニ
而
之
日
記
」
六
月
二
十
一
日
の
日
記
に
「
右
寺
（
天

久
寺
）
近
辺
へ
石
炭
貯
置
候
蔵
一
軒
」
と
ペ
リ
ー
よ
り
石
炭
貯
蔵
庫
の
設

置
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
（『
沖
縄
県
史
料　

前
近
代
２　

ペ
リ
ー

来
航
関
係
記
録
１
』
17
頁
）、
琉
球
側
は
い
っ
た
ん
断
っ
た
も
の
の
ペ
リ
ー

に
恫
喝
さ
れ
て
小
屋
を
作
っ
た
。
三
十
日
の
日
記
に
は
「
石
炭
入
木
屋
」

が
完
成
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
同
』
51
頁
）。

（
8
）	

煤
炭　

石
炭
。

（
9
）	

艴
然　

む
っ
と
す
る
、
怒
る
さ
ま
。

（
10
）	

陳
請　

請
願
。
陳
述
し
て
要
請
す
る
こ
と
。

（
11
）	

法
と
し
て
施
す
べ
き
無
け
れ
ば　

方
法
が
な
い
の
で
。
取
る
べ
き
手
段
が

な
い
の
で
。

（
12
）	

加
留　

滞
留
者
を
増
や
す
こ
と
。

（
13
）	

煩
擾　

邪
魔
す
る
、
わ
ず
ら
わ
せ
る
、
面
倒
を
か
け
る
。「
咨
請
し
て
煩
擾

せ
し
む
る
も
」
は
咨
文
で
（
何
度
も
）
要
請
し
て
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
の
意
。

（
14
）	

籲
請　

こ
い
ね
が
う
。
要
請
す
る
。
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酋
に
照
会
せ
ざ
る
無
し
。
往
返
し
て
辦
論
す
る
こ
と
一
に
し
て
足
ら
ず
。
歴

と
し
て
文
巻
の
憑よ

る
べ
き
有
り
。

茲
に
臣
、
現
に
ｏ
酋
の
覆
称
を
接
け
た
る
に
、
琉
球
国
は
已
に
該
夷
の
本

国
と
彼ひ

し此
早つ
と

に
文
移
有
る
も
、
並た

え
て
未
だ
允
行
せ
ず
。
其
の
勉
強
し
て
撤

し
て
回
国
せ
し
む
る
能
わ
ざ
る
者
は
、
正
に
該
酋
の
自
主
す
る
能
う
所
に
非

ざ
れ
ば
な
り
。
所
有
の
旨
に
遵
い
て
𠸄
夷
に
照
会
し
、
即
ち
ｍ
ｎ
呤
を
将
て

撤
回
せ
し
め
ん
と
し
て
現
に
答
覆
を
拠う

け
た
る
一
切
の
各
情
形
は
、
閩
浙
督

臣
に
咨
会
し
て
琉
球
使
臣
に
諭
せ
し
む
る
を
除
く
の
外
、
相あ
い
ま
さ応
に
実
に
拠
り

て
覆
奏
す
べ
し
。
伏
し
て
皇
上
の
聖
鑑
を
乞
う
。
謹
ん
で
奏
す
、
各
等
の
因

あ
り
。
此
れ
を
奉
け
た
り
。
合
に
再
び
移
知
す
べ
し
。
此
れ
が
為
に
備つ
ぶ
さに
咨

す
。
請ね

が煩
わ
く
は
査
照
し
て
施
行
せ
ら
れ
よ
、
等
の
因
あ
り
。
国
に
到
る
。

此
れ
を
准
け
た
り
。

理
と
し
て
合
に
咨
覆
す
べ
し
。
此
れ
が
為
に
備
に
貴
司
に
咨
す
。
請ね

が煩
わ

く
は
査
照
し
て
施
行
せ
ら
れ
よ
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

咸
豊
四
年
（
一
八
五
四
）
八
月
初
三
日

注
＊
本
文
書
は
〔
別
鎌
―
二
〇
〕
の
咨
覆
で
あ
る
。
語
注
は
〔
別
鎌
―
二
〇
〕
参
照
。

（
1
）
貴
司
の
咨　
〔
別
鎌
―
二
〇
〕。

別鎌 -23
　
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
よ
り
福
建
布
政
使
司
あ
て
、
咸
豊
四
年
五
月

の
貴
司
の
咨
お
よ
び
広
東
に
お
け
る
欽
差
大
臣
と
英
米
側
と
の
交
渉
を

要
請
す
る
閩
浙
総
督
王
懿
徳
の
上
奏
の
抄
摺
を
受
領
し
、
咸
豊
三
年
十

月
以
降
の
琉
球
に
お
け
る
米
英
人
の
動
向（
ペ
リ
ー
の
要
求
項
目
提
示
、

伯
徳
令
一
家
の
退
去
、
冒
耳
敦
一
家
の
逗
留
）
を
報
告
す
る
旨
の
咨
覆

（
咸
豊
四
《
一
八
五
四
》、
八
、
三
）

琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）、
咨
覆
す
る
事
の
為
に
す
。

咸
豊
四
年
六
月
初
三
日
、
貴

（
（
（

司
の
咨
を
准
け
た
る
に
（
以
下
の
如
く
）
開し
る

せ
り
。

福
防
同
知
の
呈
も
て
繳お
さ

め
た
る
接
貢
夷
官
の
録
送
せ
る
、
琉
球
国
王
世
子

よ
り
司
に
移
す
る
の
咨
文
一
件
を
拠
け
と
り
、
当と
き

に
経す
で

に
情
に
拠
り
て
転
詳

せ
り
。

旋つ

い
で
咸
豊
四
年
三
月
十
五
日
に
於
て
、
総
督
部
堂
王
（
懿
徳
）
の
憲
牌

を
奉
け
た
る
に
（
以
下
の
如
し
）。

照
ら
し
得
た
る
に
、
本
部
堂
、
咸
豊
四
年
三
月
十
二
日
に
於
て
恭
摺
し
て

具
奏
せ
る
と
こ
ろ
の
、
𠸄
夷
の
ｍ
ｎ
呤
等
は
久
し
く
琉
球
に
羈と
ど

ま
り
て
亜
美

理
堅
の
兵
船
を
勾
引
し
、
駛
し
到
ら
し
め
て
騒
擾
し
、
経
に
該
国
王
世
子
は

再
三
籲
請
し
た
れ
ば
、
粤
東
の
欽
差
大
臣
に
移
咨
し
、
近
き
に
就
き
て
開
導

し
て
接
回
せ
し
め
、
以
て
懐
柔
を
示
さ
ん
と
す
る
の
一
摺
あ
り
。
硃
批
を
奉

到
す
る
を
俟
ち
て
、
另
に
録
し
て
飭
知
す
る
を
除
く
の
外
、
合
に
先
に
抄
摺
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し
て
行
知
す
べ
し
。
牌
を
備
え
て
司
に
到
れ
ば
、
即
便
に
転
行
し
て
琉
球
国

王
世
子
に
照
会
し
査
照
せ
し
め
よ
。
遅
る
る
毋
か
れ
、
と
あ
り
。

計
る
に
粘は
り
つけ
た
る
抄
摺
あ
り
。
内
に
（
次
の
如
く
）
開し
る

せ
り
。

奏
す
ら
く
は
、
𠸄
夷
は
久
し
く
琉
球
に
羈
ま
り
て
亜
美
理
堅
の
兵
船
を
勾

引
し
、
駛
し
到
ら
し
め
て
騒
擾
し
、
経
に
該
国
王
世
子
は
再
三
籲
請
し
た
れ

ば
、
粤
東
の
欽
差
大
臣
に
移
咨
し
、
近
き
に
就
き
て
開
導
し
て
以
て
懐
柔
を

示
さ
ん
と
し
て
、
恭
し
く
摺
奏
し
聖
鑑
を
祈
る
事
の
為
に
す
。

窃ひ
そ

か
に
、
臣
、
福
建
藩
司
慶
（
端
）
の
具
詳
を
拠
け
た
る
に
、
福
州
府
海

防
同
知
の
呈
も
て
繳
め
た
る
琉
球
国
夷
官
の
録
送
せ
る
、
該
国
王
世
子
よ
り

司
に
移
す
る
の
咨
文
を
拠
け
と
り
た
る
に
、
内
に
（
以
下
の
如
く
）
開
せ
り
。

査
す
る
に
、
𠸄
夷
の
ｍ
ｎ
呤
は
眷
属
を
携
帯
し
久
し
く
敝
国
に
羈
ま
る
。

且
つ
𠸄
船
は
絡
繹
と
し
て
絶
え
ず
、
覬
覦
し
て
測
る
莫
し
。
甚
だ
し
き
に
至

り
て
は
、
宮
中
に
直
入
し
、
肆
行
し
て
忌は
ば
かる
無
し
。
此
れ
に
因
り
、
二
年
、

特
に
王
舅
の
馬
克
承
等
を
遣
わ
し
、
咨
を
齎
し
て
閩
に
来
た
ら
し
め
、
請
諭

を
為お
こ
なわ
ん
こ
と
を
求
む
。
経
に
督
撫
は
情
に
拠
り
て
具
奏
し
、
併
び
に
欽
差

大
臣
の
両
広
総
督
に
咨
し
、
査
照
し
て
辦
理
せ
し
む
る
を
蒙
る
。

但た

だ
該
𠸄
国
は
尚
お
未
だ
船
を
撥
し
て
接
回
せ
ず
。
三
年
五
月
二
十
二

日
、
亜
美
理
堅
船
到
来
し
て
華
人
二
名
を
搭
有
し
、
ｍ
ｎ
呤
と
一
室
に
同
居

せ
し
む
。
訊た
ず

ね
た
る
に
、
江
蘇
松
江
府
の
人
に
係
り
、
一
名
は
銭
文
琦
、
一

名
は
金
善
明
な
り
。
称
す
る
に
拠
る
に
、
日
後
、
必
ず
𠸄
人
到
来
す
る
有

り
。
琦
等
先
に
来
た
る
は
其
の
通
事
の
為
な
り
、
等
の
語
あ
り
。
随
即
に
官

に
飭
し
て
固
辞
せ
し
め
、
其
の
回
り
去
く
を
勧
め
し
む
る
も
、
該
通
事
等
は

聴
従
す
る
を
肯が
え
んぜ
ず
。
現
に
今
、
騒
擾
す
る
こ
と
益
々
甚
だ
し
。
謀
を
同
に

し
て
事
を
滋
し
、
社
稷
保
ち
難
き
を
深
く
恐
る
。
統す

べ
て
祈
る
ら
く
は
、
督

撫
に
転
詳
し
、
仍
お
欽
差
大
臣
の
両
広
総
督
に
咨
し
、
勧
め
て
早
き
に
及
ん

で
撤
回
せ
し
め
、
永
く
疆
圉
を
安
ん
じ
、
世
々
宗
祊
を
守
る
を
得
せ
し
め
ん

こ
と
を
、
等
の
因
あ
り
。

又
、
録
送
せ
る
另
案
の
咨
文
に
拠
る
に
、
内
に
（
以
下
の
如
く
）
開
せ
り
。

咸
豊
三
年
四
月
十
九
、
二
十
一
、
二
十
三
等
の
日
に
、
亜
美
理
堅
の
火
輪

船
一
隻
、
兵
船
四
隻
を
率
同
し
て
、
先
後
し
て
国
に
到
る
有
り
。
称
す
る
に

拠
る
に
、
亜
美
理
堅
の
欽
差
大
臣
兼
水
師
提
督
被
理
の
坐
す
る
所
に
係
る
。

其
の
余
の
四
隻
は
、
其
の
属
官
に
係
る
。
本
月
初
十
日
、
上
海
県
に
在
り
て

一
斉
に
開
船
し
、
直
ち
に
貴
国
に
到
る
。
現
在
、
各
船
の
一
切
の
日
用
の
物

件
は
、
特
に
脚
船
を
撥
し
て
開
単
し
て
需
索
す
れ
ば
、
必
ず
遅
滞
し
て
便
な

ら
ざ
る
有
り
。
小
官
五
、
六
名
を
し
て
上
岸
し
て
寄
居
せ
し
め
、
以
て
物
件

を
辦
理
す
る
に
便
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
乞
う
、
等
の
由
あ
り
。
随つ

い
で
着
し

て
其
の
寄
居
す
る
を
辞
せ
し
む
る
も
聴
従
す
る
を
肯が
え
んぜ
ず
。
乃す
な
わち
二
十
三
日

に
於
て
、
強
い
て
小
官
三
名
を
し
て
上
岸
し
て
居
住
せ
し
む
。

嗣つ

い
で
三
十
日
に
至
り
、
兵
を
提ひ
き

い
て
宮
中
に
闖
進
す
。
力
の
支ふ
せ

ぐ
べ
き

無
け
れ
ば
、
乃
ち
大
臣
に
着
し
て
該
夷
と
相
い
会
せ
し
む
。
既
に
謝
礼
を
行

い
、
又
、
告
ぐ
る
に
、
和
を
通
じ
好よ
し
みを
結
ぶ
を
以
て
し
、
兵
を
引ひ
き

い
て
帰
る
。

五
月
二
十
二
日
、
又
、
亜
船
二
隻
到
来
す
。
一
船
に
は
華
人
二
名
を
搭
有

し
、
擅ほ
し
い
ま
ま自に
上
岸
し
て
ｍ
ｎ
呤
と
一
室
に
同
居
す
。

二
十
五
、
二
十
六
等
の
日
に
至
り
て
、
該
提
督
の
船
は
原
船
三
隻
を
率
同
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し
、
先
後
し
て
開
去
す
る
も
、
乃し
か

る
に
一
隻
を
留
め
て
国
に
在
ら
し
む
。

六
月
二
十
、
二
十
二
等
の
日
に
至
り
て
、
該
提
督
の
船
は
原
船
二
隻
を
率

同
し
て
先
後
し
て
再
び
来
た
る
。
一
船
は
駛
し
て
何
れ
の
処
に
去ゆ

く
や
を
知

ら
ず
。

旋つ

い
で
啓
称
に
拠
る
に
、
小
官
の
居
住
す
る
所
の
近
辺
に
於
て
、
厰
一
間

を
起
こ
し
て
煤
炭
を
収
蔵
し
、
又
、
各
様
の
土
布
・
漆
器
・
磁
器
等
の
物
を

収
買
せ
ん
こ
と
を
乞
う
、
と
あ
り
。
文
を
具そ
な

え
て
請
辞
せ
し
む
る
も
、
艴
然

と
し
て
大
い
に
怒
る
。
意
は
必
ず
行
う
に
在
り
。
二
十
七
日
に
至
り
て
、
該

提
督
の
船
は
原
船
二
隻
を
率
同
し
、
放
洋
し
て
回
り
去
け
り
。

七
月
初
二
日
、
又
、
亜
船
一
隻
有
り
。
煤
炭
を
装
運
し
て
厰
内
に
収
蔵
す
。

初
六
日
、
又
、
火
輪
船
一
隻
到
来
す
る
有
り
。
十
六
日
に
於
て
、
開
洋
し

て
回
り
去
け
り
。
留
ま
る
所
の
亜
船
一
隻
は
、
訪
ね
聞
き
た
る
に
、
近
日
開

洋
し
て
回
り
去
か
ん
と
す
、
と
。
即
ち
飭
し
て
船
に
在
る
の
亜
官
に
、
留
む

る
所
の
小
官
三
名
を
携
帯
し
て
一
同
に
し
て
去
ら
ん
こ
と
を
懇
請
せ
し
む
る

も
、
該
官
は
聴
従
す
る
を
肯が
え
んぜ
ず
し
て
、
却
て
称
す
ら
く
、
提
督
は
曽
て
命

ず
る
有
り
、
仍よ

っ
て
亜
人
八
名
・
華
人
四
名
を
将
て
上
岸
し
加
留
せ
し
む
、

と
。
八
月
二
十
九
日
に
於
て
、
開
船
し
て
回
り
去
け
り
。
現
に
今
、
一
十
五

名
は
国
に
留
ま
り
て
未
だ
回
ら
ず
。

査
す
る
に
、
該
亜
国
の
提
督
は
兵
船
数
隻
を
率
同
し
、
意
に
任
せ
て
往
来

し
、
遂
に
小
官
を
し
て
上
岸
し
て
寄
居
せ
し
む
。
幷
び
に
一
厰
を
起
こ
し
、

煤
炭
を
収
儲
す
。
甚
し
き
に
至
り
て
は
、
事
に
託
し
て
宮
に
入
り
、
且
つ
𠸄

人
の
ｍ
ｎ
呤
と
往
来
し
て
絶
え
ず
。
其
の
心
は
以
て
窺
測
し
難
し
。
日
後
、

其
の
凶
暴
如
何
な
る
や
を
知
ら
ず
。
憂
慮
深
切
に
し
て
寝
饋
安
ん
じ
難
し
。

現
在
、
該
ｍ
ｎ
呤
は
尚
お
未
だ
撤
回
せ
ず
。
敝
国
は
海
隅
に
僻
処
す
れ

ば
、
全
く
天
朝
の
徳
威
に
仗た
よ

り
て
永
く
太
平
を
享
け
ん
と
す
。

統
べ
て
祈
る
ら
く
は
、
情
に
拠
り
て
転
詳
し
、
妥ほ
ど
よ為
く
査
辦
せ
し
め
、
亜

酋
に
告
諭
し
て
迅
や
か
に
船
隻
を
撥
し
、
小
官
等
一
十
五
名
を
接
取
し
て
回

籍
せ
し
め
、
安
靖
を
得
せ
し
め
ん
こ
と
を
、
等
の
因
あ
り
。
各
々
司
よ
り
転

詳
し
て
臣
に
到
る
。

査
す
る
に
、
𠸄
夷
の
ｍ
ｎ
呤
は
眷
を
携
え
て
久
し
く
琉
球
に
羈と
ど

ま
り
、
経す
で

に
該
国
王
世
子
は
咸
豊
二
年
に
於
て
復
た
使
臣
を
遣
わ
し
、
貢
船
に
附
搭
し

て
閩
に
来
た
ら
し
め
、
請
諭
を
為お
こ
なわ
ん
こ
と
を
求
む
。
当と
き

に
経
に
前
督
臣
季

（
芝
昌
）
は
会
同
し
て
具
奏
し
、
諭
旨
を
欽
奉
し
た
る
に
、
欽
差
大
臣
に
し

て
両
広
総
督
の
葉
名
琛
に
諭
知
し
、
近
き
に
就
き
て
該
夷
の
領
事
包
玲
に
向

か
い
て
開
導
せ
し
め
よ
、
等
の
因
あ
り
。
此
れ
を
欽
む
。

旋
い
で
該
大
臣
の
咨
覆
を
准
け
た
る
に
、
夷
酋
の
ｏ
ｐ
は
、
該
国
は
中
国

の
版
図
の
中
に
入
ら
ず
、
而
も
且ま

た
医
生
は
原も
と

よ
り
善
を
行
う
が
為
に
起
見

し
、
是
を
以
て
彼
の
土
に
居
住
す
。
琉
球
国
は
已
に
該
夷
の
本
国
と
早つ
と

に
文

移
有
る
も
、
並た

え
て
未
だ
允
行
せ
ず
、
と
覆
称
せ
り
。
其
の
勉
強
し
て
撤

回
せ
し
む
る
能
わ
ざ
る
者
は
、
正
に
該
酋
の
自
主
し
能
う
所
に
非
ざ
れ
ば
な

り
、
等
の
因
を
以
て
す
。
五
月
十
六
日
に
於
て
恭
摺
し
て
具
奏
し
、
鈔
奏
し

て
咨
送
せ
り
。
復ま

た
経
に
司
に
行お
く

り
、
転
抄
し
て
琉
球
国
王
世
子
に
照
会
し

査
照
せ
し
め
て
案
に
在
り
。

茲
に
詳
に
拠
る
に
、
前
情
あ
り
。
伏
し
て
査
す
る
に
、
向
来
、
内
地
に
て
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査
辦
す
る
一
切
の
夷
務
は
、
均
し
く
欽
差
大
臣
に
移
咨
し
、
粤
に
在
る
の
夷

酋
に
照
会
し
、
転
飭
し
て
遵
照
せ
し
む
る
に
係
る
。
此
の
案
は
、
経
に
𠸄
酋

の
ｏ
ｐ
査
覆
し
、
琉
球
国
は
已
に
該
国
と
本
よ
り
文
移
有
る
も
、
並た

え
て
未

だ
撤
回
せ
し
む
る
を
允み
と

め
ず
と
雖
も
、
但た

だ
該
酋
は
該
国
の
公
使
の
事
務
を

辦
理
す
る
に
係
れ
ば
、
各
口
の
領
事
と
は
同ひ
と

し
か
ら
ず
。
如も

し
勧
め
て
開
導

せ
し
め
ざ
れ
ば
、
則
ち
此
の
外
に
更
に
諭
す
べ
き
の
人
無
し
。
且
つ
上
年
、

復ま

た
亜
美
理
堅
の
兵
船
は
絡
繹
と
し
て
該
国
に
到
る
有
り
て
、
日
用
の
物
件

を
索
取
し
、
兵
を
提ひ
き

い
て
宮
に
進
み
、
肆
行
し
て
忌は
ば
かる
無
し
。
現
に
復
た
厰

を
起
こ
し
て
煤
炭
を
収
儲
し
、
強
い
て
亜
人
・
華
人
を
留
め
て
ｍ
ｎ
呤
と
一

室
に
同
居
せ
し
め
、
多
方
に
恐
赫
し
て
騒
擾
す
る
こ
と
益
々
深
し
。
既
に
該

国
王
世
子
、
再
三
籲
請
す
る
を
准
け
た
る
に
、
勧
導
を
為お
こ
なわ
ん
こ
と
を
求
む

れ
ば
、
自お
の

ず
か
ら
応
に
俯
し
て
請
う
所
の
如
く
咨
辦
す
る
を
准
予
し
、
以
て

懐
柔
を
示
す
べ
し
。
仍よ

っ
て
欽
差
大
臣
に
し
て
両
広
総
督
臣
の
葉
（
名
琛
）

に
飛
咨
し
、
近
き
に
就
き
て
情
形
を
察
看
し
機
を
相み

て
開
導
せ
し
め
、
𠸄

酋
・
亜
酋
に
勧
め
て
早
き
に
及
ん
で
船
を
撥
し
て
接
回
せ
し
め
、
並
び
に
広

東
の
覆
到
る
を
俟
ち
て
、
司
に
飭
し
て
琉
球
国
王
世
子
に
移
会
し
査
照
せ
し

む
る
を
除
く
の
外
、
臣
、
謹
ん
で
恭
摺
し
て
具
奏
す
。
伏
し
て
皇
上
の
聖
鑑

を
乞
う
。
再ま

た
福
建
巡
撫
は
臣
が
兼
署
に
係
れ
ば
、
会
銜
を
庸も
ち

う
る
毋
し
。

合
幷
陳
明
す
。
謹
ん
で
奏
す
、
等
の
因
あ
り
。
此
れ
を
奉
け
た
り
。

欽
差
大
臣
の
両
広
督
部
堂
よ
り
咨
覆
閩
に
到
る
を
俟
ち
て
、
另
に
移
知
す

る
を
行
う
を
除
く
の
外
、
合
に
先
に
咨
覆
す
べ
し
。
此
れ
が
為
に
備つ
ぶ
さ
に
咨

す
。
請ね

が煩
わ
く
は
査
照
し
て
施
行
せ
ら
れ
よ
、
等
の
因
あ
り
。
国
に
到
る
。

此
れ
を
准
け
た
り
。

査
す
る
に
、
咸
豊
三
年
十
月
初
六
日
、
亜
美
理
堅
の
船
三
隻
到
来
す
る
有

り
。
内
、
二
隻
は
十
月
十
四
、
十
一
月
初
三
等
の
日
に
於
て
先
後
し
て
開
去

す
る
も
、
一
隻
は
国
に
留
ま
り
て
去
ら
ず
。
十
二
月
二
十
三
日
、
又
、
亜
国

の
提
督
は
火
輪
船
一
隻
に
坐
駕
し
、
属
船
二
隻
を
率
同
し
て
一
同
に
国
に
到

る
有
り
。
通
事
の
口
称
に
拠
る
に
、
本
月
十
七
日
、
香
港
に
在
り
て
一
斉
に

開
洋
し
、
直
ち
に
貴
国
に
到
る
。
日
後
、
另
に
属
船
三
隻
も
到
来
す
る
有
ら

ん
、
等
の
語
あ
り
。

続
い
て
十
二
月
二
十
六
日
に
于
て
、
属
船
二
隻
到
来
す
る
有
り
。
其
の
国

に
留
ま
る
の
亜
船
は
共
計
す
る
に
六
隻
な
り
。
内
、
二
隻
は
本
年
正
月
初
三

日
、
連
ａ
し
て
開
去
せ
り
。
其
の
余
の
四
隻
は
淹
留
し
て
日
久
し
。
乃す
な
わち
提

督
の
啓
称
に
拠
る
に
、
正
月
初
六
日
を
定
め
て
官
兵
を
携
帯
し
、
進
み
て
王

宮
に
到
り
、
王
世
子
曁お
よ

び
大
臣
と
面
会
し
て
以
て
新

（
（
（

禧
を
賀
す
る
を
要も
と

む
、

等
の
由
あ
り
。
当
即
に
官
に
飭
し
て
再
三
懇
請
せ
し
め
、
他
の
公
廨
に
在
り

て
大
臣
と
相
い
会
し
て
礼
を
行
わ
し
め
ん
と
す
る
も
、
該
夷
は
応

（
（
（

允
す
る
を

肯が
え
んぜ
ず
。
初
六
日
に
至
り
、
果
た
し
て
兵
卒
を
率
い
て
宮
中
に
闖
進
す
。
即

ち
大
臣
に
飭
し
て
該
夷
と
相あ

い
会
せ
し
む
。
既
に
礼
を
行
い
畢お
わ

り
て
、
黙
然

と
し
て
兵
を
引ひ
き

い
て
帰
る
。
乃
ち
小
官
一
名
・
水
手
五
名
を
将
て
上
岸
し
て

寄
居
せ
し
め
、
原
留
の
小
官
一
十
五
名
を
接
取
し
、
併
び
に
𠸄
人
の
ｍ
ｎ
呤

の
妻
子
及
び
通
事
の
銭
文
琦
・
金
善
明
等
を
し
て
属
船
二
隻
に
配
搭
せ
し

め
、
初
十
、
十
一
等
の
日
に
于
て
先
後
し
て
開
去
す
る
も
、
一
隻
は
旧
に

仍よ

っ
て
逗
遛
し
て
去
ら
ず
。
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十
七
日
、
又
、
𠸄
人
の
冒

（
（
（

耳
敦
は
妻
子
を
携
帯
し
、
海
船
一
隻
に
坐
駕
し

て
到
来
し
、
ｍ
ｎ
呤
と
交
代
せ
ん
と
す
る
有
り
。
上
岸
し
て
一
室
に
同
居

す
。
該
船
、
未
だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
回
り
去
け
り
。

六
月
初
七
日
、
又
、
提
督
は
本
船
に
坐
駕
し
、
属
船
一
隻
を
率
同
し
て
再

来
す
る
有
り
。
提

（
（
（

督
の
啓
称
に
拠
る
に
、
此
の
後
、
或
い
は
亜
国
の
船
隻
到

来
す
る
有
れ
ば
、
須
ら
く
礼
を
以
て
相あ

い
待
す
る
を
要も
と

む
。
一
切
の
市
に
在

る
の
什

（
（
（

物
は
其
の
収
買
す
る
を
許
し
、
用
う
る
所
の
薪
水
も
亦
た
収

（
（
（

価
し
て

供
給
す
べ
し
。
若
し
亜
船
風
に
遭
い
て
漂
来
し
、
船
隻
を
損
壊
す
れ
ば
、
総す

べ
て
地
方
官
よ
り
人
を
遣
わ
し
て
命
を
救
い
、
便
船
有
る
を
待
ち
て
回
籍
せ

し
む
る
を
要
む
。
或
い
は
人
の
身
故
す
る
有
れ
ば
、
地
を
給
し
て
埋
葬
す
べ

し
、
等
の
由
あ
り
。

当
即
に
官
に
飭
し
て
暫
く
応
允
す
る
を
為お

こ
なわ
し
め
た
れ
ば
、
該
提
督
は
忻

然
と
し
て
留
ま
る
所
の
小
官
一
名
・
水
手
五
名
を
接
取
し
、
併
び
に
蔵
す
る

所
の
煤
炭
を
搬
載
し
、
又
、
𠸄
人
の
ｍ
ｎ
呤
を
し
て
属
船
一
隻
に
搭
駕
せ
し

め
、
二
十
一
、
二
十
三
等
の
日
に
於
て
、
前
に
留
ま
る
所
の
属
船
と
与
に
、

一
共
三
隻
と
も
先
後
し
て
開
去
せ
り
。
此
れ
、
誠
に
皇
上
の
徳
威
の
被
う
所

に
し
て
、
貴
司
曁お
よ

び
両
院
の
照
料
の
致
す
所
な
れ
ば
、
国
を
挙
げ
て
感
激
涯か
ぎ

り
無
き
者
な
り
。

該
𠸄
人
の
冒
耳
敦
等
に
至
り
て
は
、
経す
で

に
其
の
帰
去
す
る
を
勧
む
る
と
雖

も
、
聴
従
す
る
を
肯が
え
んぜ
ず
し
て
、
今
尚
お
意
に
任
せ
て
淹
留
す
。
日
用
の
物

件
は
索
需
す
る
こ
と
甚
だ
多
く
、
以
て
国
疲
れ
民
苦
し
む
を
致
す
。
況
ん
や

且ま
た

強
い
て
耶
蘇
教
を
授
け
ん
と
し
、
騒
擾
し
て
息や

ま
ざ
れ
ば
、
日
後
、
何
等

の
禍

（
（
（

患
を
釀
成
す
る
や
も
知
れ
ず
。
憂
慮
深
切
に
し
て
寝
食
安
ん
じ
難
し
。

仍よ

っ
て
祈
る
ら
く
は
、
貴
司
よ
り
情
に
拠
り
て
督撫
両
院
に
転
詳
し
、
妥ほ
ど
よ為

く
査
辦
せ
し
め
、
𠸄
酋
に
告
諭
し
、
迅
や
か
に
船
隻
を
撥
し
て
冒
耳
敦
並
び

に
眷
属
人
等
を
接
取
し
籍
に
帰
ら
し
め
、
敝
国
を
し
て
以
て
安
謐
を
得
せ
し

め
ん
こ
と
を
。

茲
に
進
貢
の
便
に
値
た
れ
ば
、
理
と
し
て
合
に
咨
請
す
べ
し
。
此
れ
が
為

に
備つ
ぶ
さに
貴
司
に
咨
す
。
請ね

が煩
わ
く
は
査
照
し
て
施
行
せ
ら
れ
よ
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

咸
豊
四
年
（
一
八
五
四
）
八
月
初
三
日

注
＊
本
文
書
は〔
別
鎌
―
二
一
〕の
咨
覆
で
あ
る
。
語
注
は〔
別
鎌
―
一
八
〕〔
別
鎌
―
二
一
〕

参
照
。

（
1
）	

貴
司
の
咨　
〔
別
鎌
―
二
一
〕。

（
2
）	

新
禧
を
賀
す　

新
年
を
祝
う
、
新
年
の
挨
拶
を
交
わ
す
。

（
3
）	

応
允　

承
知
す
る
。
許
す
。

（
4
）	

冒
耳
敦　

モ
ー
ト
ン
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヘ
ン
リ
ー
・
モ
ー
ト
ン
（George 

Henry M
oreton

）。
ｙ
咡
噋
と
も
。
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
の
後
任
と
し
て
咸

豊
四
年
一
月
（
一
八
五
四
年
二
月
）
に
着
任
。
一
八
五
五
年
一
一
月
に
琉

球
を
離
れ
た
。

（
5
）	
提
督
の
啓
称　

啓
は
申
し
上
げ
る
意
。
手
紙
。
こ
の
啓
の
内
容
は
琉
米
修

好
条
約
を
要
約
し
た
も
の
。
琉
米
修
好
条
約
は
、
一
八
五
四
年
七
月
一
一

日
（
咸
豊
四
年
六
月
十
七
日
）
に
琉
球
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
よ
っ
て

締
結
さ
れ
た
。
ペ
リ
ー
と
尚
宏
勲
（
与
那
城
王
子
朝
紀
）、
馬
良
才
（
棚
原

親
方
朝
矩
）
が
調
印
、
漢
文
と
英
文
と
も
に
二
通
を
作
成
、
交
換
し
た
。
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自
由
貿
易
、
ア
メ
リ
カ
船
舶
に
対
す
る
薪
水
の
提
供
、
ア
メ
リ
カ
船
か
ら

の
漂
流
民
の
救
助
、
琉
球
側
に
ア
メ
リ
カ
人
犯
罪
者
の
逮
捕
権
を
認
め
、

ア
メ
リ
カ
に
領
事
裁
判
権
を
認
め
る
、
ア
メ
リ
カ
人
墓
地
の
設
置
及
び
そ

の
保
護
、
琉
球
国
の
水
先
案
内
に
関
す
る
規
定
、
ア
メ
リ
カ
船
舶
へ
の
薪

水
の
提
供
に
関
す
る
費
用
等
、
の
七
条
か
ら
な
る
。

（
6
）	

什
物　

日
常
使
用
す
る
道
具
。
什
器
。

（
7
）	

収
価　

物
品
の
代
価
を
受
け
取
る
こ
と
。

（
8
）	

禍
患　

災
い
や
憂
い
。

別鎌 -24
　
福
建
布
政
使
司
よ
り
琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
あ
て
、
咸
豊
三
年
十
月

以
降
の
米
英
側
の
動
向
（
ペ
リ
ー
提
督
の
要
求
事
項
提
示
、
伯
徳
令
一

家
の
退
去
、
冒
耳
敦
一
家
の
逗
留
）
に
つ
い
て
の
咨
文
を
受
領
し
、
咸

豊
四
年
十
一
月
の
督
撫
の
上
奏
（
冒
耳
敦
一
家
の
退
去
方
に
付
き
広
東

に
お
け
る
交
渉
継
続
の
要
請
）、
お
よ
び
上
奏
に
対
す
る
上
諭
の
写
し

を
転
送
す
る
旨
の
咨
文
（
咸
豊
五
《
一
八
五
五
》、
五
、
十
）

福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
、
移
咨
す
る
事
の
為
に
す
。

貴
（
（
（

国
王
世
子
の
咨
を
准
け
た
る
に
（
以
下
の
如
く
）
開し
る

せ
り
。

査
す
る
に
、
咸
豊
三
年
十
月
初
六
日
、
亜
美
理
堅
の
船
三
隻
到
来
す
る
有

り
。
内
、
二
隻
は
十
月
十
四
、
十
一
月
初
三
等
の
日
に
於
て
先
後
し
て
開
去

す
る
も
、
一
隻
は
国
に
留
ま
り
て
去
ら
ず
。
十
二
月
二
十
三
日
、
又
、
亜
国

の
提
督
は
火
輪
船
一
隻
に
坐
駕
し
、
属
船
二
隻
を
率
同
し
て
一
同
に
国
に
到

る
有
り
。
通
事
の
口
称
に
拠
る
に
、
本
月
十
七
日
、
香
港
に
在
り
て
一
斉
に

開
洋
し
、
直
ち
に
貴
国
に
到
る
。
日
後
、
另
に
属
船
三
隻
も
到
来
す
る
有
ら

ん
、
等
の
語
あ
り
。

続
い
て
十
二
月
二
十
六
日
に
於
て
、
属
船
二
隻
到
来
す
る
有
り
。
其
の
国

に
留
ま
る
の
亜
船
は
共
計
す
る
に
六
隻
な
り
。
内
、
二
隻
は
本
年
正
月
初
三

日
、
連
ａ
し
て
開
去
せ
り
。
其
の
余
の
四
隻
は
淹
留
し
て
日
久
し
。
乃す
な
わち
提

督
の
啓
称
に
拠
る
に
、
正
月
初
六
日
を
定
め
て
官
兵
を
携
帯
し
、
進
み
て
王

宮
に
到
り
、
王
世
子
曁お
よ

び
大
臣
と
面
会
し
て
以
て
新
禧
を
賀
す
る
を
要も
と

む
、

等
の
由
あ
り
。
当
即
に
官
に
飭
し
て
再
三
籲
請
せ
し
め
、
他
の
公
廨
に
在
り

て
大
臣
と
相
い
会
し
て
礼
を
行
わ
し
め
ん
と
す
る
も
、
該
夷
は
応
允
す
る
を

肯が
え
んぜ
ず
。
初
六
日
に
至
り
、
果
た
し
て
兵
卒
を
率
い
て
宮
中
に
闖
進
す
。
即

ち
大
臣
に
飭
し
て
該
夷
と
相
い
会
せ
し
む
。
既
に
礼
を
行
い
畢お
わ

り
て
、
黙
然

と
し
て
兵
を
引ひ
き

い
て
帰
る
。
乃
ち
小
官
一
名
・
水
手
五
名
を
将
て
上
岸
し
て

寄
居
せ
し
め
、
原
留
の
小
官
一
十
五
名
を
接
取
し
、
幷
び
に
𠸄
人
の
ｍ
ｎ
呤

の
妻
子
及
び
通
事
の
銭
文
琦
・
金
善
明
等
を
し
て
属
船
二
隻
に
配
搭
せ
し

め
、
初
十
、
十
一
等
の
日
に
於
て
先
後
し
て
開
去
す
る
も
、
一
隻
は
旧
に

仍よ

っ
て
逗
遛
し
て
去
ら
ず
。

十
七
日
、
又
、
𠸄
人
の
冒
耳
敦
は
妻
子
を
携
帯
し
、
海
船
一
隻
に
坐
駕
し

て
到
来
し
、
ｍ
ｎ
呤
と
交
代
せ
ん
と
す
る
有
り
。
上
岸
し
て
一
室
に
同
居

す
。
該
船
、
未
だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
回
り
去
け
り
。

六
月
初
七
日
、
又
、
提
督
は
本
船
に
坐
駕
し
、
属
船
一
隻
を
率
同
し
て
再

来
す
る
有
り
。
提
督
の
啓
称
に
拠
る
に
、
此
の
後
、
或
い
は
亜
国
の
船
隻
到

史料　g-2 『歴代宝案』〔別鎌-23〕


	史料a-1『歴代宝案』2-199-12
	史料a-2『歴代宝案』3-02-03
	史料b-1『歴代宝案』2-193-09
	歴代宝案訳注本第14冊（第2集巻190~200）（検索可能） 224
	歴代宝案訳注本第14冊（第2集巻190~200）（検索可能） 225

	史料b-2『歴代宝案』2-197-02
	歴代宝案訳注本第14冊（第2集巻190~200）（検索可能） 391
	歴代宝案訳注本第14冊（第2集巻190~200）（検索可能） 392
	歴代宝案訳注本第14冊（第2集巻190~200）（検索可能） 393
	歴代宝案訳注本第14冊（第2集巻190~200）（検索可能） 394
	歴代宝案訳注本第14冊（第2集巻190~200）（検索可能） 395
	歴代宝案訳注本第14冊（第2集巻190~200）（検索可能） 396

	史料c-1『歴代宝案』3-10-02
	空白ページ

	史料c-2『歴代宝案』3-10-16
	史料c-3『歴代宝案』3-10-17
	史料d-1『歴代宝案』〔別台-1〕
	空白ページ

	史料d-2『歴代宝案』〔別台-5〕
	★14訳注本第15冊別集1　仏エイ情状（別台）20220202（７）376
	★14訳注本第15冊別集1　仏エイ情状（別台）20220202（７）377
	★14訳注本第15冊別集1　仏エイ情状（別台）20220202（７）378
	★14訳注本第15冊別集1　仏エイ情状（別台）20220202（７）379
	★14訳注本第15冊別集1　仏エイ情状（別台）20220202（７）380
	★14訳注本第15冊別集1　仏エイ情状（別台）20220202（７）381

	史料e-1『歴代宝案』〔別鎌-9〕
	空白ページ

	史料e-2『歴代宝案』〔別鎌-16〕
	史料f-1『歴代宝案』2-192-25
	史料f-2『歴代宝案』2-194-07
	歴代宝案訳注本第14冊（第2集巻190~200）（検索可能） 254
	歴代宝案訳注本第14冊（第2集巻190~200）（検索可能） 255
	歴代宝案訳注本第14冊（第2集巻190~200）（検索可能） 256
	歴代宝案訳注本第14冊（第2集巻190~200）（検索可能） 257
	歴代宝案訳注本第14冊（第2集巻190~200）（検索可能） 258
	歴代宝案訳注本第14冊（第2集巻190~200）（検索可能） 259
	歴代宝案訳注本第14冊（第2集巻190~200）（検索可能） 260
	歴代宝案訳注本第14冊（第2集巻190~200）（検索可能） 261

	史料g-1『歴代宝案』〔別鎌-19〕
	空白ページ
	空白ページ

	史料g-2『歴代宝案』〔別鎌-23〕



